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※１

(令和４年） ４月 １日 （金） 学年及び前学期開始

４月 １日 （金）

４月 ４日 （月） ～ ４月 ７日 （木） 新入生オリエンテーション

４月 ４日 （月） ～ ４月 ７日 （木）

４月 ５日 （火） 入 学 式

４月 ８日 （金） 仮 登 録 抽 選

４月 １１日 （月）

４月 １１日 （月） ～ ４月 ２５日 （月）

４月 １２日 （火）

４月 １２日 （火） ～ ４月 ２６日 （火） 定期健康診断

４月 ２６日 （火） ～ ５月 ６日 （金） 履修中止手続期間（第１クォーター）

４月 ２６日 （火） ～ ５月 １７日 （火） 履修中止手続期間（前学期／前学期開始の通年科目）

５月 ２２日 （日） 開 学 記 念 日

５月 ２８日 （土） 体 育 祭

６月 １日 （水） ～ 教 育 実 習

６月 １０日 （金） 授業終了（第１クォーター）※８

６月 １３日 （月）

６月 １３日 （月） ～ ７月 １日 （金） 履修中止手続期間（第２クォーター）

６月 ２３日 （木）

７月 １日 （金） 成績開示（第１クォーター）

７月 ５日 （火） 木曜日授業振替 ※４

７月 １７日 （日） 琉球大学説明会（オープンキャンパス）

８月 ３日 （水） ～ ８月 ９日 （火） 前学期試験期間（※５）

８月 １０日 （水） 英語全学統一テスト(※６)

８月 １２日 （金） ， ８月 １５日 （月） 予 備 日 （※７）

８月 １７日 （水） ～ ９月 ３０日 （金） 夏 季 休 業

９月 １日 （木）

9月 ２２日 （木）

９月 ２４日 （土） ～ ９月 ２５日 （日） 琉 大 祭

９月 ２６日 （月） ～ ９月 ２８日 （水）

９月 ２９日 （木） 仮登録抽選

９月 ３０日 （金）

９月 ３０日 （金） ～ １０月 １７日 （月）

９月 ３０日 （金） 前 学 期 終 了

１０月 １日 （土） 後 学 期 開 始

１０月 ３日 （月）

１０月 ８日 （土） ～ １０月 ９日 （日）

１０月 １８日 （火） ～ １０月 ２４日 （月） 履修中止手続期間（第３クォーター）

１０月 １８日 （火） ～ １１月 ７日 （月） 履修中止手続期間（後学期／後学期開始の通年科目）

１１月 ２９日 （火）

１１月 ２９日 （火） ～ １２月 １９日 （月） 履修中止手続期間（第４クォーター）

１２月 １日 （木） 授業終了（第３クォーター）※８

１２月 ７日 （水） （休講）

１２月 ２４日 （土） ～ １月 ３日 （火） 冬 季 休 業

(令和５年） １月 ４日 （水） 授 業 開 始

１月 ４日 （水） 成績開示（第３クォーター）

１月 １０日 （火） 月曜日授業振替 ※４

１月 １３日 （金） 大学入学共通テスト準備（休講）

１月 １４日 （土） ～ １月 １５日 （日） 大学入学共通テスト

２月 ２日 （木） ～ ２月 ８日 （水） 後学期の試験期間（※５）

２月 ９日 （木） 英語全学統一テスト(※６)

２月 １０日 （金） ２月 １３日 （月） 予 備 日 （※７）

２月 １４日 （火）

２月 １５日 （水） ～ ３月 ３１日 （金） 春 季 休 業

２月 ２５日 （土） ～ ２月 ２６日 （日） 一般選抜（前期）

３月 １日 （水）

３月 １２日 （日） 一般選抜（後期）

３月 ２３日 （木） 卒 業 式

３月 ３１日 （金） 学年及び後学期終了

※１： 医学部医学科の学年暦はこの学年暦に準じ，医学部において定める。

各研究科の学年暦はこの学年暦に準じ，各研究科において定めることができる。

※２： 教務情報システムを利用して提供する。

※３： クォーターとは，前学期と後学期のそれぞれ前半と後半に，８週（試験を含む）で授業を行う期間のこと。

※４： 指定の曜日の振替日とし，本来の曜日の講義・試験・補講・実習を行わない。

※５： 試験期間は，期末試験の他に講義・補講等を行うことがある。

※６： 前学期は大学英語の受講者が対象。後学期は前学期未履修者及び３年次が対象。

※７： 予備日は台風等で全学休講になった日の授業又は定期試験を行う。

※８： クォーター科目の期末試験は，原則として期間の最終日に行う。
※９： 準備，片付けを含む。

授業開始（前学期／第１クォーター）

令 和 ４ 年 度 学 年 暦 

シラバス・授業時間割配当表公開　※２

授業科目の仮登録（前学期／第１・第２クォーター）※３

仮登録抽選結果開示

登録調整期間（前学期／第１・第２クォーター）

授業開始（後学期／第３クォーター）

授業開始（第２クォーター）

慰霊の日（休講）

８月 １６日 （火）
英語全学統一テスト予備日(※６)

授業終了（前学期／第２クォーター）※８

成績開示（前学期／第２クォーター）※２

授業時間割配当表公開

授業科目の仮登録（後学期／第３・第４クォーター）※３

仮登録抽選結果開示（後学期／第３・第４クォーター）

登録調整期間（後学期／第３・第４クォーター）

琉大祭予備日（※９）

授業開始（第４クォーター）

学校推薦型選抜等

英語全学統一テスト予備日(※６)，
授業終了（後学期／第４クォーター）※８

成績開示（後学期／第４クォーター）※２

令 和 ３ 年 12 月 22 日
制 定



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

10/1

10/3

4/4,6,7 3 4 5 6 7

4/4～7 ① ① ① ① ①

12 13 14 15 4/5 11 12 13 14
① ① ① ① 4/8 仮登録抽選 ② ② ② ②

18 19 20 21 22 4/11 月 17 18 19 20 21
① ② ② ② ② 4/11～25 ② ③ ③ ③ ③

25 26 27 28 4/12 24 25 26 27 28

② ③ ③ ③ 4/12～26 定期健康診断 ③ ④ ④ ④ ④

31

④

2 6 1 2 4

③ ③ ⑤ ⑤ ⑤

9 10 11 12 13 7 8 9 10 11

④ ④ ④ ④ ④ ⑤ ⑥ ⑥ ⑤ ⑥

16 17 18 19 20 14 15 16 17 18

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 5/22 ⑥ ⑦ ⑦ ⑥ ⑦

23 24 25 26 27 5/28 月 21 22 24 25 11/29
⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑦ ⑧ ⑦ ⑧

30 31 28 29 30
⑦ ⑦ ⑧ ⑨ ⑧

1 2 3 6/1～ 1 2

⑦ ⑦ ⑦ 6/10 ⑧ ⑨ 12/1

6 7 8 9 10 6/13 授業開始(第２ｸｫｰﾀｰ科目) 5 6 8 9 12/7 学校推薦型選抜等（休講）

⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑨ ⑩ ⑨ ⑩

13 14 15 16 17 12 13 14 15 16

⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑩ ⑪ ⑨ ⑩ ⑪

20 21 22 24 月 19 20 21 22 23

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ 6/23 ⑪ ⑫ ⑩ ⑪ ⑫

27 28 29 30

⑪ ⑪ ⑪ ⑩

1 4 5 6 授業開始

⑪ 7/1 ⑪ ⑫ ⑬

4 5 6 7 8 7/5 10 11 12 1/10

⑫ 木⑪ ⑫ ⑫ ⑫ 月⑫ ⑫ ⑬

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

⑬ ⑫ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑭ ⑭

19 20 21 22 23 24 25 26 27 1/13

⑬ ⑭ ⑭ ⑭ ⑭ ⑭ ⑭ ⑮ ⑮ 1/14

25 26 27 28 29 30 31 1/15

⑭ ⑭ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮

1 2 1
⑮ ⑮ ⑮

8/10 2/9

8/12 2/10

8/15 2/13

2/25

2/26

9/1 3/1

9/22

9/20～22 琉大祭準備 3/12

9/24,25 琉大祭（9/26片付け）

9/26～28 後学期仮登録 3/23

9/29 3/31

大学入学共通テスト，一般選抜（準備の休講を含む），学校推薦型選抜

開学記念日，オープンキャンパス，体育祭

国民の祝日等（振替休日，慰霊の日を含む）

●/★  予備日
①～⑮：授業回数

休業日

9/30～10/17 登録調整期間

第１Q，第３Q 新入生オリエンテーション，琉大祭（準備，後片付含む）

第２Q，第４Q

入学式，卒業式

試験期間

英語統一テスト

前学期終了
26 27 28 2925 26 27 28 29 30

23 24 25
学年・後学期終了

9/30
仮登録抽選結果開示

30 31

19 20 21 2218 19 20 21 22 23

5 6

14 15 16 17 18
卒業式

1 2 3 4
成績開示（後学期・第４ｸｫｰﾀｰ科目）

2 3

3

月

成績開示日（前学期・第２ｸｫｰﾀｰ科目）

17 12 13

7 8 9 10 11
一般選抜（後期）

8/16
英語統一ﾃｽﾄの予備日

9

月

1

4 5 6 7 8 9 10
授業時間割配当表公開

11 12 13 14 15 16

24
仮登録抽選

31 一般選抜（前期）
  8/17～9/30　夏季休業

26 27 28

英語統一テスト

予備日 予備日
●
13

★
14

15
英語統一テスト予備日

16 17 18

2/14

20 21 22 23 24 25

●
10

11

後学期・第４ｸｫｰﾀｰ科目授業終了

　2/15～3/31　春季休業

前学期・第2ｸｫｰﾀｰ科目授業終了
19

3 4
   8/3～9 前学期試験期間  　2/2～8 後学期試験期間

7 8 9 10 11

2

月

2

英語統一ﾃｽﾄ
5 6 7

20 12

8 9

8

月

3 4 5 6

●
12

13

14
●
15

21 22 23 24 25 26 27

★
16

17 18 19

28 29 30

31

21

17 18 23 22 28
大学入学共通ﾃｽﾄ準備のため終日休講

大学入学共通テスト

24 30 29

7 1/4
成績開示（第１ｸｫｰﾀｰ科目） 成績開示（第3ｸｫｰﾀｰ科目）

3 9
木曜日振替（木曜日１１回目）

8 9 13

2

１

月

1 2 3

14
月曜日振替（月曜日１２回目）

7/17
琉球大学説明会

7

月

28 29 30

10 16
（ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ）

15

6

月

4
教育実習

12 18
　履修中止手続期間

11

31

慰霊の日（休講）  12/24～1/3冬季休業

26 25 26 27

19 23 25 18 24

17
　6/13～7/1　第２ｸｫｰﾀｰ科目

授業終了(第１ｸｫｰﾀｰ科目) 授業終了（第3ｸｫｰﾀｰ科目）

5 11 4 7 10

12

3

23 26
授業開始（第4ｸｫｰﾀｰ科目）

29 27
履修中止手続期間

11/29～12/19 第4ｸｫｰﾀｰ科目

3 5
10/18～11/7   後学期・後学期開始の通年科目

4/26～5/17 前学期・前学期開始通年科目

8 14 6 12

11

15 21 13 19
開学記念日

５

月

1 3 4 5 7
　4/26～5/6　第１ｸｫｰﾀｰ科目

22 28
体育祭

20

30

24 29 30
授業開始（前学期・第１ｸｫｰﾀ科目） 

23 29

 履修中止手続期間 10/18～10/24 第3ｸｫｰﾀｰ科目

　履修中止手続き期間

琉大祭予備日

前学期仮登録
10

（準備、片付けを含む）

15
9/30～10/17 登録調整期間

17 23
仮登録抽選結果開示

16 22
登録調整期間

10 11 16
入学式

9 10

令　和　４　年　度　学　年　暦　関　係　七　曜　表　

事 項 事 項

4

月

1 2 4/1
学年・前学期開始

1
後学期開始

シラバス・時間割配当表公開 授業開始（後学期・第３ｸｫｰﾀｰ科目）

3 4 5 6 7 8 9
新入生オリエンテーション

2 8 10/8,9



１．総説

(１)琉球大学の基本的な目標

(２)琉球大学憲章

(３)琉球大学学則　（附則 令和4年3月2日）

(４)各学部共通細則

(５)共通教育等履修規程

(６)共通教育等授業科目表（別表１）

(７)共通教育等授業科目講義内容（別表２）

(８)各学部学科等別共通教育等履修基準表（別表３）

２．諸規程１

(１)成績評価不服申立に関する申合せ

(２)GPA制度に関する申合せ

(３)除籍に関する申合せ

(４)休学についての申合せ

(５)授業科目の履修中止に関する申合せ

(６)暴風警報及び気象等に関する特別警報発表に伴う授業及び期末試験の取扱いに関する申合せ

(７)学生の懲戒に関する基準

３．理学部規程

(１)理学部規程

(２)共通授業科目

(３)数理科学科

(４)物質地球科学科　物理系

(５)物質地球科学科　地学系

(６)海洋自然科学科　化学系

(７)海洋自然科学科　生物系

(８)博物館学関係授業　学芸員資格について

４．副専攻

５．諸規程２

(１)編入学規程

(２)転入学規程

(３)再入学規程

(４)転学部、転学科、転課程に関する規程

(５)研究生規程

(６)科目等履修生規程

(７)外国人学生規程

(８)留学等及び特別聴講学生に関する規程

(９)学生が本学在学中又は入学前に大学等において修得した単位等の認定に関する申合せ

(10)技能審査等に係る学修の単位認定に関する基準について

(11)教育実習生の実習期間中の講義の取り扱いについて

(12)放送大学と琉球大学との単位互換の実施に関する取扱いについて

６．参考法規（抜粋）
教育職員免許法(抜粋)、教育職員免許法施行規則(抜粋)、小学校及び中学校の教諭の普通免許状
授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律・施行規則
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琉球大学学則 
１９７２年３月２７日 
制        定 

第１章  総則 

 （目的） 
第１条  琉球大学（以下「本学」という。）は，広く教養的知識を授けるとともに，深

く専門の学芸を教授研究し，知的，道徳的及び応用的能力を展開させることを目的と

し，その目的を実現するための教育研究を行い，その成果を広く社会に提供すること

により，社会の発展に寄与するものとする。 

 （教育研究上の目的） 
第２条 本学は，学部，学科又は課程等ごとに，人材の養成に関する目的その他の教育

研究上の目的を学部規程等に定めるものとする。 

 （教育研究活動等の状況の公表） 
第３条 本学は，教育研究の成果の普及及び活用の促進に資するため，その教育研究活

動等の状況を公表するものとする。 
２  前項の教育研究活動等の状況の公表については，学校教育法施行規則（昭和２２年

文部省令第１１号）第１７２条の２に定めるところによる。 

第２章  学部，学科及び課程 

 （学部及び学科又は課程） 
第４条  本学の教育研究上の目的を達成するため，次の学部及び学科又は課程を置く。 
  人 文 社 会 学 部  国際法政学科，人間社会学科，琉球アジア文化学科 
  国際地域創造学部  国際地域創造学科 

教 育 学 部  学校教育教員養成課程 
  理 学 部  数理科学科，物質地球科学科，海洋自然科学科 
  医 学 部  医学科，保健学科 
  工 学 部  工学科 
  農 学 部  亜熱帯地域農学科，亜熱帯農林環境科学科，地域農業工学科，亜

熱帯生物資源科学科 
２  前項の国際地域創造学部国際地域創造学科に，学生の教育上の区分として，主とし

て昼間に授業を行うコース（以下「昼間主コース」という。）及び主として夜間に授

業を行うコース（以下「夜間主コース」という。）を置く。 

第３章  収容定員等 
 （入学定員，特別編入学定員及び収容定員） 
第５条  前条第１項の各学部に置く学科又は課程の入学定員，特別編入学定員及び収容

定員は，次の表に掲げるとおりとする。 
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学  部 学 科 入 学 定 員 第３年次特別 
編入学定員 

収 容 定 員 

人文社会学

部 
国 際 法 政 学 科 
人 間 社 会 学 科 
琉球アジア文化学科 

80 人 
80 人 
40 人 

4 人 
4 人 
2 人 

  328 人 
328 人 

  164 人 

  小 計   200 人 10 人 820 人 

国際地域創

造学部 
国 際 地 域 創 造 学 科 

   昼間主コース 
   夜間主コース 

265 人 
80 人 

8 人 
12 人 

1,076 人 
344 人 

小 計 345 人 20 人 1,420 人 

教育学部 学校教育教員養成課程 140 人 560 人 

理 学 部 

数 理 科 学 科 
物 質 地 球 科 学 科 
海 洋 自 然 科 学 科 

  40 人 
65 人 
95 人 

160 人 
260 人 
380 人 

  小 計 200 人 800 人 

医 学 部 
医 学 科 
保 健 学 科 

100 人 
60 人 

※5 人 625 人 
240 人 

  小 計 160 人 ※5 人 865 人 

工 学 部 工 学 科 350 人 20 人 1,440 人 

農 学 部 

亜 熱 帯 地 域 農 学 科 
亜熱帯農林環境科学科 
地 域 農 業 工 学 科 
亜熱帯生物資源科学科 

35 人 
35 人 
25 人 
45 人 5 人 

140 人 
140 人 
100 人 
190 人 

  小 計 140 人 5 人 570 人 

  合 計 1,535 人 55 人 
※5 人

6,475 人 

   備考 ※印を冠するものは，第２年次特別編入学定員を示す。 
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第４章  修業年限，在学期間，学年，学期及び休業日 

  （修業年限） 
第６条  本学の修業年限は，４年とする。ただし，医学部医学科にあっては，６年とす

る。 

  （修業年限の通算） 
第７条  第１７条第１項の規定に該当する者の既修得単位が第５７条第１項の科目等履

修生として修得したものであるときは，各学部は当該単位数，その修得に要した期間

その他必要と認める事項を勘案し相当の期間を修業年限に通算することができる。た

だし，通算する期間は，前条に規定する修業年限の２分の１を超えてはならない。 

  （在学期間） 
第８条 学生は，修業年限の２倍を超えて在学することができない。ただし，第３２条

第１項，第３３条第１項及び第２項，第３４条第１項並びに第３５条第１項の規定に

より入学した学生は，入学後の在学すべき年数の２倍を超えて在学することができな

い。 

  （学年） 
第９条  学年は，４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。 

  （学期） 
第１０条  学年を次の２学期に分ける。 

前学期 ４月１日から９月３０日まで 
   後学期 １０月１日から翌年の３月３１日まで 
２  前項の規定にかかわらず，医学部医学科にあっては，第２年次以降は次の３学期と

する。 
第１学期 ４月１日から８月３１日まで 
第２学期  ９月１日から１２月３１日まで 
第３学期  翌年の１月１日から３月３１日まで 

３  学長は，前２項の学期の期間を必要に応じて変更することができる。 

  （休業日） 
第１１条  休業日は，次のとおりとする。 
(1) 日曜日及び土曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律１７８号）に規定する休日

２  春季，夏季及び冬季の休業日は，教育研究評議会の議を経て学長が別に定める。 
３  臨時休業日は，その都度学長が定める。 
４  休業日の期間中でも，必要な実習その他を課すことができる。 

第５章  教育課程，履修方法等 
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  （教育課程の編成方針） 
第１２条  教育課程は，本学，学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するため

に必要な授業科目を自ら開設し，体系的に編成するものとする。 
２  教育課程の編成に当たっては，学部の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに，

幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮

するものとする。 

  （教育課程の編成方法等） 
第１３条  各学部及び学科等は，各授業科目を必修科目，選択科目及び自由科目に分け， 

これを各年次に配当して教育課程を編成するものとする。 
２ 本学は，学生が所属する学部及び学科等の教育課程以外に，学際的テーマ又は特定

の学問分野について，学生の複眼的な思考力，統合的な理解力等を育成するための教

育課程（以下「副専攻」という。）を開設し，その学修成果を認定することができる

ものとする。 
３ 前項の副専攻に関し，必要な事項は別に定める。 

 （教育内容等の改善のための組織的な研修等） 
第１４条 本学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施

するものとする。 

  （他の大学又は短期大学における授業科目の履修） 
第１５条  学長は，教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学との協議に基づ

き，学生が当該大学又は短期大学において履修した科目について修得した単位を，本

学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 
２ 学長は，教育上有益と認めるときは，休学している学生が他の大学又は短期大学に

おいて履修した授業科目について修得した単位を，本学における授業科目の履修によ

り修得したものとみなすことができる。 
３  前２項の規定により修得したものとみなすことができる単位は，当該学部教授会の

議に基づき，６０単位を限度として，卒業の要件となる単位として取り扱うことがで

きる。 

  （大学以外の教育施設における学修） 
第１６条  教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科

における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，当該学部教授会の議に基づき，

本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 
２  前項の規定により与えることができる単位数は，当該学部教授会の議に基づき，前

条の規定により修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を限度として，卒業

の要件となる単位として取り扱うことができる。 

  （入学前の既修得単位等の認定） 
第１７条  教育上有益と認めるときは，学生が本学入学前に大学若しくは短期大学又は
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外国の大学若しくは短期大学において履修した授業科目について修得した単位（大学

設置基準（ 昭和３１年文部省令第２８号）第３１条の規定により科目等履修生として

修得した単位を含む。）を，当該学部教授会の議に基づき，本学入学後の本学におけ

る授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 
２  教育上有益と認めるときは，学生が本学入学前に行った前条第１項に規定する学修

を，本学入学後の学修とみなし，単位を与えることができる。 
３  前２項により修得したものとみなし，又は与えることができる単位については，編

入学，転入学及び再入学の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについ

て，当該学部教授会の議に基づき，第１５条第１項及び前条第１項の規定により修得

したものとみなす単位数と合わせて６０単位を限度として，卒業の要件となる単位と

して取り扱うことができる。 
 
（長期にわたる教育課程の履修） 
第１７条の２ 学長は，学生が職業を有している等の事情により，第６条に規定する修

業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望す

る旨を申し出たときは，その計画的な履修を認めることができる。 
２ 前項の規定により教育課程の計画的な履修を認めることができる期間は，第８条に

規定する在学期間を超えることはできない。 
３ 前２項に規定するもののほか，長期にわたる教育課程の履修に関し必要な事項は，

別に定める。 
 
（大学院授業科目の履修） 
第１７条の３  学長は，本学の大学院（以下「大学院」という。）に進学を希望する学

生が，学業優秀と認めるときは，その者の申し出により，大学院の授業科目の履修を

認めることができる。 
２ 前項に規定するもののほか，学生による大学院の授業科目の履修に関し必要な事項

は，別に定める。 
 
 （特別の課程の履修証明） 
第１８条 本学は，文部科学大臣の定めるところにより，本学の学生以外の者を対象と

した特別の課程を編成し，これを修了したものに対し，修了の事実を証する証明書を

交付することができる。 
 
  （授業科目の区分） 
第１９条  授業科目は，その内容により共通教育，専門基礎教育及び専門教育の科目群

に分ける。 
 
  （共通教育，専門基礎教育及び専門教育の運営） 
第２０条  共通教育，専門基礎教育及び専門教育の運営については，別に定める。 
 
  （履修方法） 
第２１条  授業科目の種類，単位数又は授業時間数，履修方法等は，別に定める。 
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  （単位） 
第２２条  授業科目の単位の計算方法は，１単位の授業科目を４５時間の学修を必要と

する内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該教授による教育

効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次項から第４項までの基準により単位

数を計算するものとする。 
２  共通教育及び専門基礎教育については，次のとおりとする。 
(1) 講義及び演習については，１５時間の授業をもって１単位とする。ただし，外国

語科目については，教育上必要と認められる場合には，３０時間の授業をもって１

単位とすることができる。 
(2) 実験，実習及び実技については，３０時間の授業をもって１単位とする。ただし， 

専門基礎科目の実験については，４５時間の授業をもって１単位とする。 
(3) 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の

併用により行う場合において，講義及び演習については係数３（ただし，外国語科

目において教育上必要と認められる場合には係数１．５とする。），実験，実習及

び実技については係数１．５（ただし，専門基礎科目の実験については係数１とす

る。）に対し，それぞれの授業時間を乗じて得た数値の和が４５時間の授業をもっ

て１単位とする。 
３  専門教育については，次のとおりとする。 
(1) 講義及び演習については，１５時間から３０時間までの範囲で各学部規程で定め

る時間の授業をもって１単位とする。 
(2) 実験，実習及び実技については，３０時間から４５時間までの範囲で各学部規程

で定める時間の授業をもって１単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指

導による実技の授業については，当該学部規程で定める時間の授業をもって１単位

とすることができる。 
(3) 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の

併用により行う場合については，その組み合わせに応じ，各学部規程で定める時間

の授業をもって１単位とする。 
４  前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究等の授業科目については，これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適当と認められる場合には，これらに必

要な学修を考慮して，単位数を各学部規程で定めることができる。 

  （単位の授与及び授業科目の履修の認定） 
第２３条  授業科目を履修した者には，試験及び出席状況その他によって認定の上，単

位を与える。ただし，医学部医学科の専門教育科目については，授業科目の履修の認

定を行う。 

  （成績の評価） 
第２４条  成績の評価は，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ又はＦの５種の評語をもって表し，Ａ，Ｂ，

Ｃ及びＤを合格としＦを不合格とする。ただし，現業実習等の場合は，Ｐ又はＦの評

語をもって表し，Ｐを合格としＦを不合格とする。 
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 （成績評価基準等の明示等） 
第２５条  本学は学生に対して，授業の方法及び内容並びに一年間の授業の計画をあら

かじめ明示するものとする。 
２ 本学は学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確

保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準に従っ

て適切に行うものとする。 

  （１年間の授業期間） 
第２６条  １年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，３５週にわたること

を原則とする。 

第６章  入学，編入学，転入学，再入学，留学等 

  （入学） 
第２７条  入学の時期は，学年の初めとする。ただし，再入学については，学期の初め

とすることができる。 

  （入学資格） 
第２８条  本学の入学資格は，次のとおりとする。 
(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で

文部科学大臣の認定したもの 
(4) 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外

教育施設の当該課程を修了した者 
(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大

臣が定める日以後に修了した者 
(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学

校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程（昭和２６年文部省令第１３号）による

大学入学資格検定に合格した者を含む。） 
(8) 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者で，１８歳に達したもの 

  （入学志願手続） 
第２９条  入学を志願する者は，所定の期日までに入学願書に入学検定料及び別に定め

る書類を添えて願い出なければならない。 

  （入学者の選抜） 
第３０条  入学志願者に対しては，選抜試験を行う。 
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  （入学手続及び入学許可） 
第３１条  選抜試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに，誓約

書その他必要な書類を提出するとともに，入学料を納付しなければならない。 
２  学長は，前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。ただし，第５０条に規定

する者については，入学料の未納にかかわらず入学を許可することができる。 

  （編入学） 
第３２条  次の各号の一に該当する者で，編入学を志願する者があるときは，欠員のあ

る場合に限り，学長は，当該学部教授会の議を経て相当年次に入学を許可することが

できる。 
(1) 大学を卒業した者又は大学において２年以上在学し退学した者

(2) 短期大学，高等専門学校，旧国立工業教員養成所又は旧国立養護教諭養成所を卒

業した者 
(3) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定

める基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法（昭和２２年法律第２

６号）第９０条第１項に規定する者に限る。） 
(4) 高等学校の専攻科の課程，中等教育学校の後期課程又は特別支援学校の高等部の

専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準

を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に

限る。） 
(5) 学校教育法施行規則附則第７条の規定により大学に編入学できる者

(6) 外国において，学校教育における１４年以上の課程を修了した者

２  前項に規定するもののほか，編入学に関し必要な事項は，別に定める。 

  （特別編入学） 
第３３条 次の各号の一に該当する者で，人文社会学部の国際法政学科，人間社会学科

及び琉球アジア文化学科，国際地域創造学部国際地域創造学科，工学部工学科並びに

農学部亜熱帯生物資源科学科の第３年次特別編入学定員により編入学を志願する者に

ついては，学長は，当該学部教授会の議を経て入学を許可することができる。 
(1) 大学を卒業した者

(2) 短期大学，高等専門学校，旧国立工業教員養成所又は旧国立養護教諭養成所を卒

業した者 
(3) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定

める基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定

する者に限る。） 
(4) 高等学校の専攻科の課程，中等教育学校の後期課程又は特別支援学校の高等部の

専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準

を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に

限る。） 
(5) 修業年限４年以上の大学に２年以上在学し，所定の単位を修得した者

(6) 学校教育法施行規則附則第７条の規定により大学の第３年次に編入学できる者

(7) 外国において，学校教育における１４年以上の課程を修了した者

―　8　―



２  次の各号の一に該当し，医学部医学科の第２年次特別編入学定員により編入学を志

願する者については，学長は，当該学部教授会の議を経て入学を許可することができ

る。

(1) 大学を卒業した者（他の大学（外国の大学を含む。）において，本学の医学部医

学科に相当する学科等に在学し，これを卒業した者及び現に在学している者を除

く。）

(2) 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

(3) 外国において，学校教育における１６年以上の課程を修了した者

３  前２項に規定するもののほか，特別編入学に関し必要な事項は，別に定める。

（転入学）

第３４条  他の大学に在学中の者で，本学に転入学を志願する者があるときは，欠員の

ある場合に限り，学長は，当該学部教授会の議を経て相当年次に入学を許可すること

ができる。

２  転入学を志願する者は，現に在学する大学の学長の許可書を願書に添付しなければ

ならない。

３  前２項に規定するもののほか，転入学に関し必要な事項は，別に定める。

（再入学）

第３５条  次の各号の一に該当する者で，退学後又は除籍後４年以内に同一学科又は課

程（当該学科又は課程について改組等があった場合は，改組等の後の学科又は課程を

含む。）に再入学を志願する者があるときは，学長は，当該学部教授会の議を経て相

当年次に入学を許可することができる。

(1) 第４１条による退学者

(2) 第４２条第５号，第６号，第７号及び第８号の規定により除籍された者

２  前項に規定するもののほか，再入学に関し必要な事項は，別に定める。

（転学部，転学科又は転課程）

第３６条  本学の学生で，転学部，転学科又は転課程を志願する者があるときは，学期

の初めに，学長は，関係学部教授会の議を経て相当年次に転学部，転学科又は転課程

を許可することができる。

２  前項に規定するもののほか，転学部，転学科又は転課程に関し必要な事項は，別に

定める。

（転学）

第３７条  本学の学生で他の大学へ入学又は転入学をしようとする者は，学部長を経て

学長の許可を得なければならない。

（留学）

第３８条  外国の大学又は短期大学に留学を志願する学生は，学部長を経て学長の許可

を受けなければならない。

２  第１５条の規定は，学生が留学する場合について準用する。この場合において「他
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の大学又は短期大学」とあるのは，「外国の大学又は短期大学」と読み替えるものと

する。

第７章  休学，復学，退学及び除籍

（休学）

第３９条  病気その他の理由により修学を中止しようとする者は，医師の診断書その他

の理由書を添え，学部長を経て願い出，学長の許可を得て休学することができる。

２ 病気その他の理由により修学が不適当と認められる者に対しては，学長は，当該学

部教授会の議を経て必要な期間休学を命ずることができる。

３ 休学期間は，当該学期又は学年の終わりまでとする。ただし，特別の理由があると

きは，休学期間を延長することができる。

４ 休学期間は，通算して４年を超えることはできない。ただし，医学部医学科にあっ

ては，通算して６年を超えることはできない。

５ 第３２条第１項，第３３条第１項及び第２項，第３４条第１項並びに第３５条第１

項の規定により入学した学生の休学期間は，入学後の在学すべき年数を超えることが

できない。

６ 休学期間は，第６条に規定する修業年限及び第８条に規定する在学期間に算入しな

い。

（復学）

第４０条  休学期間の満了した者又は休学期間満了前にその理由が消滅した者は，所定

の期日までに学部長を経て願い出，学長の許可を得て復学することができる。

２  病気による休学者が復学しようとするときは，医師の診断書を添付するものとする。 

（願い出による退学）

第４１条  退学しようとする者は，学部長を経て願い出，学長の許可を得なければなら

ない。

（除籍）

第４２条  次の各号の一に該当する者は，当該学部教授会の議を経て，学長が，これを

除籍する。

(1) 死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者

(2) 第８条に規定する在学期間を超えた者

(3) 第３９条第４項及び第５項に規定する休学期間を超えて，なお復学できない者

(4) 病気その他の理由により，成業の見込みがないと認められる者

(5) 休学期間満了後，所定の手続をしない者

(6) 入学料の免除若しくは徴収猶予を不許可とされた者又は入学料の一部免除若しく

は徴収猶予を許可された者で，所定の期日までに納付すべき入学料を納付しなかっ

た者

(7) 授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者

(8) 卒業に要する最終学年を除く１学年の修得単位（第１７条第３項により認定され

―　10　―



た単位は除く。以下この号及び次項において同じ。）が１６単位未満の者。ただし，

医学部医学科にあっては，第１年次の修得単位が１６単位未満の者に限る。 
２ 前項の規定にかかわらず，同項第８号に該当する者が，引き続き次年度も修学を継

続する意思を有し，所定の期日までに，その旨を学部長に届け出た場合には，除籍対

象から除くものとする。ただし，この規定により，除籍対象から除かれたことがある

者及び再入学した者については，この限りでない。 
３ 第１項の規定にかかわらず，同項各号に該当する者（死亡した者を除く。）が，第

６２条に規定する懲戒の手続の対象となっている場合は，学長は，当該手続が終了す

るまでの間，除籍を留保することができる。この場合において，当該学生が退学処分

を受けたときは，除籍を行わない。 
４ 前３項に規定するもののほか，除籍に関し必要な事項は，別に定める。 
 
   第８章  卒業の認定及び学位の授与 
 
  （卒業の認定） 
第４３条  本学に第６条に規定する年限在学し，所定の教育課程を修了した者には，当

該学部教授会の議を経て，学長が卒業を認定する。 
 
  （学位の授与） 
第４４条  本学を卒業した者には，学士の学位を授与する。 
２  学位に関し必要な事項は，別に定める。 
 
      第９章  教員の免許状授与の所要資格の取得 
 
  （教員の免許状授与の所要資格の取得） 
第４５条  教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭

和２４年法律第１４７号）及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６

号）に定める所要の単位を修得しなければならない。 
２  本学の学部の学科又は課程において当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類 

 は，別表に掲げるとおりとする。 
 
   第１０章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料 
 
  （検定料，入学料，授業料及び寄宿料） 
第４６条  検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額は，国立大学法人琉球大学料金規程

（以下「料金規程」という。）の定めるところによる。 
 
  （授業料の納付） 
第４７条  授業料は，年額の２分の１ずつを次の２期に分けて納付しなければならない。

ただし，これにより難い特別の事情がある場合は，学長が別に定める納期とすること

ができる。 
          区    分                  納    期 
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  前期  （４月から９月まで）      ４月１日から５月３１日まで 
  後期  （10 月から翌年３月まで） １０月１日から１１月３０日まで 
２  前項の規定にかかわらず，学生の申出があったときは，前期に係る授業料を徴収す

るときに，当該年度の後期に係る授業料を併せて徴収するものとする。 
３  入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については，第１項の規定にかかわ

らず，入学を許可される者の申出があったときは，入学を許可するときに徴収するも

のとする。 
４  第１項の徴収期後に入学又は復学を許可された者は，入学又は復学した月から当該

期末までの授業料を入学又は復学した月に納付しなければならない。 
５  学年の中途で卒業する者は，卒業の日の属する月までの授業料を納めなければなら

ない。 

  （退学及び停学等の場合の授業料） 
第４８条   学期の中途で退学し，又は除籍された者の当該期分の授業料は徴収する。 
２  停学期間中の授業料は徴収する。 
３  第１項の規定にかかわらず，第４２条第１号，第６号又は第７号の規定により除籍

した場合は，未納の授業料を免除することができる。 
４ 前３項に規定するもののほか，退学及び停学等の場合の授業料に関し必要な事項は， 

別に定める。 

  （休学の場合の授業料） 
第４９条  本学の学生が授業料の納入期限までに休学を許可され若しくは休学を命ぜら

れ又は授業料の徴収猶予を受けていた者が休学を許可され若しくは休学を命ぜられた

場合は，月割計算により休学当月の翌月から復学当月の前月までの授業料を免除する。 
２ 前項に規定するもののほか，休学の場合の授業料に関し必要な事項は，別に定める。 

  （入学料の免除及び徴収猶予） 
第５０条  学長は，特別な事情により入学料の納付が著しく困難であると認めるときそ

の他相当と認めるときは，その者の願い出により，入学料の全額若しくは半額を免除

し，又はその徴収を猶予することができる。 
２ 本学の戦略的取組として実施する太平洋島嶼地域からの特別編入学により入学した

者の入学料を免除する。 
３ 大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号。以下「修学支援法」 

という。）に基づき，特に優れた者であって経済的理由により極めて修学に困難があ

るものに対して，その者の願い出により入学料の全部若しくは一部を減免し，又はそ

の徴収を猶予することができる。 
４  前３項に規定するもののほか，入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は，別

に定める。 

  （授業料の免除及び徴収の猶予） 
第５１条  学長は，経済的理由によって授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と

認めるときその他やむを得ない事情があるときその他相当と認めるときは，その者の
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願い出により，学長は，授業料の全額若しくは半額を免除し，又はその徴収を猶予す

ることができる。 
２  本学学部に在学する者のうち、人物及び学業成績等が特に優秀であると認められる

者の授業料を免除する。 
３ 本学の戦略的取組として実施する太平洋島嶼地域からの特別編入学により入学した

者の授業料を免除する。 
４ 修学支援法に基づき，特に優れた者であって経済的理由により極めて修学に困難が

あるものに対して，その者の願い出により授業料の全部若しくは一部を減免し，又は

その徴収を猶予することができる。 
５ 前４項に規定するもののほか，授業料の免除及び徴収の猶予に関し必要な事項は，

別に定める。 
 
  （寄宿料の免除） 
第５２条  学長は，学生又は学生の学資を主として負担している者が，風水害等の災害

を受け，寄宿料の納付が著しく困難であると認めるときは，その者の願い出に基づき

寄宿料を免除することができる。 
２  前項に規定するもののほか，寄宿料の免除に関し必要な事項は，別に定める。 
 
  （研究生等の授業料等）                                                 
第５３条  研究生，特別聴講学生，科目等履修生及び外国人学生の検定料，入学料及び

授業料については，別に定める。 
 
  （納付した授業料等） 
第５４条  納付した検定料，入学料，授業料及び寄宿料は還付しない。 
２  前項の規定にかかわらず，検定料を納付した者が第１段階目の選抜で不合格となっ

た場合及び個別学力検査出願受付後に大学入学共通テスト受験科目の不足等により出

願無資格者であることが判明した場合には，当該者の申出により，料金規程第２条第

５項による第２段階目の選抜に係る額に相当する額を還付する。 
３  第１項の規定にかかわらず，第４７条第３項の規定により授業料を納付した者が，

入学年度の前年度の３月３１日までに入学を辞退した場合には，納付した者の申出に

より当該授業料相当額を還付する。 
４  第１項の規定にかかわらず，前期分授業料徴収の際，後期分授業料を併せて納付し

た者が，後期分授業料の徴収時期前に休学又は退学した場合には，後期分の授業料に

相当する額を還付する。 
５ 前４項に規定するもののほか，納付した検定料，入学料，授業料及び寄宿料の還付

に関し必要な事項は，別に定める。 
 
   第１０章の２ 特別支援教育特別課程 
 
 （特別支援教育特別課程） 
第５４条の２ 教育学部に，特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者，肢体不自由者， 

病弱者）授与の所要資格を得させるため，特別支援教育特別課程を置く。 

―　13　―



２ 特別支援教育特別課程に入学することを志願する者があるときは，学長は，教育学

部教授会の議を経て，特別支援教育特別課程生として入学を許可することができる。 
３ 前２項に規定するもののほか，特別支援教育特別課程に関し必要な事項は，別に定

める。 

第１１章  研究生，特別聴講学生，科目等履修生及び外国人学生 

  （研究生） 
第５５条  本学において特定の専門事項について研究しようとする者があるときは，学

部の教育研究に支障のない場合に限り，学長は，当該学部教授会の議を経て，研究生

として入学を許可することができる。 
２  前項の規定は，グローバル教育支援機構，熱帯生物圏研究センター及び島嶼地域科

学研究所について準用する。この場合において，「学部」とあるのは「グローバル教

育支援機構」，「熱帯生物圏研究センター」又は「島嶼地域科学研究所」と，「当該

学部教授会」とあるのは「グローバル教育支援機構教員会議」，「熱帯生物圏研究セ

ンター教授会」又は「島嶼地域科学研究所会議」と読み替えるものとする。

３  前２項に規定するもののほか，研究生に関し必要な事項は，別に定める。 

  （特別聴講学生） 
第５６条 他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学との協議に基づ

き，当該大学又は短期大学の学生について，学長は，当該学部教授会の議を経て，特

別聴講学生として入学を許可し，授業科目の履修を認めることができる。 
２ 前項の規定は，グローバル教育支援機構について準用する。この場合において，「当 

該学部教授会」とあるのは「グローバル教育支援機構教員会議」と読み替えるものと

する。 
３  前２項に規定するもののほか，特別聴講学生に関し必要な事項は，別に定める。 

  （科目等履修生） 
第５７条  本学の学生以外の者で，本学が開設する一又は複数の授業科目を履修するこ

とを志願する者があるときは，学長は，当該学部教授会の議を経て，科目等履修生と

して入学を許可し，単位を与えることができる。 
２ 前項の規定は，グローバル教育支援機構について準用する。この場合において，「当 

該学部教授会」とあるのは「グローバル教育支援機構教員会議」と読み替えるものと

する。 
３  前項に規定するもののほか，科目等履修生に関し必要な事項は，別に定める。 

  （外国人学生） 
第５８条  外国人で，大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志

願する者があるときは，学長は，当該学部教授会の議を経て，外国人学生として入学

を許可することができる。 
２  前項に規定するもののほか，外国人学生に関し必要な事項は，別に定める。 
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   第１２章  公開講座 
 
 （公開講座及び公開授業） 
第５９条  本学の教育・研究機能を広く社会に開放し，地域社会の発展に資する学習機 
  会を充実させるため，本学に公開講座及び公開授業を開設する。 
２  前項に規定するもののほか，公開講座及び公開授業に関し必要な事項は，別に定め 
  る。 
 
   第１３章  教員免許状更新講習 
 
 （教員免許状更新講習） 
第６０条  本学に教育職員免許法に定める免許状更新講習を開設することができる。 
２ 前項の講習の名称は，教員免許状更新講習とする。 
３ 免許状更新講習に関し必要な事項は，別に定める。 
 
   第１４章  賞罰 
                              
  （表彰） 
第６１条  学生として，表彰に価する行為があった者は，琉球大学学生表彰規程の定め

るところにより，学長がこれを表彰する。 
 
  （懲戒） 
第６２条  学生が，本学の規則に違反し，又は学生としての本分に反する行為があった

ときは，学長は，当該学部教授会の議を経て，これを懲戒する。 
２  前項の懲戒の種類は，退学，停学及び訓告とする。 
３ 前項の停学の期間は，第８条に規定する在学期間に算入し，第６条に規定する修業

年限には算入しないものとする。ただし，停学の期間が短期（１か月以下）の場合に

は，修業年限に算入することができる。 
４  懲戒による退学は，次の各号の一に該当する者に対して行う。 
 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 
 (2) 学業を怠り，成業の見込みがないと認められる者 
 (3) 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に著しく反した者 
５ 前４項に規定するもののほか，懲戒に関し必要な事項は，別に定める。 
 
      第１５章  寄宿舎 
 
第６３条  本学に，寄宿舎を置く。 
２  寄宿舎に関し必要な事項は，別に定める。 
 
      第１６章  雑則 
 
（雑則） 
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第６４条  この学則の施行に関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 
１  この学則は，１９７２年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。ただ

し，第５条中保健学部に係る部分及び第９条については，１９７２年５月１５日から

施行する。 
２  学士の称号に関する規程（１９５７年学長決定）は，廃止する。 
３  第２条第１項の規定にかかわらず，施行日の前日に現に存する次に掲げる学科は，

当日に当該学科に在学する者（以下「旧在学生」という。）が当該学科に在学しなく

なる日までの間存続するものとする。 
法文学部 
  国語国文学科，英語英文学科，地理学科，商学科，美術工芸科 

  教育学部 
  教育学科，心理学科，初等教育科，音楽科，保育科，体育科，技術教育科 

  農学部 
家政学科 

４  施行日前に，除籍された者又は懲戒により退学させられた者の再入学については，

第３１条の規定にかかわらず，その都度当該学部教授会が定める。 
５  施行日前に，休学した者の休学期間は，第３４条第４項の休学期間に通算するもの

とする。 
６  旧在学生の学士の称号については，第３９条の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。ただし，保健学部卒業者の称号は，保健衛生学士とする。 
７  施行日前に，懲戒処分により停学を命ぜられた者で，当該停学の期間が施行日以後

にわたるものについては，第５４条の規定により処分されたものとみなす。 

   附 則（昭和４７年８月２９日） 
１  この学則は，昭和４７年８月２９日から施行し，昭和４７年５月１５日から適用す

る。 
２  昭和４７年５月１４日に現に本学に在学していた者に係る授業料の額は，第４０条

の規定にかかわらず，年額９，２４０円とする。 
３  昭和４７年５月１５日以後において本学に転学，編入学又は再入学（以下「転学等」 

という。）をした者に係る授業料の額は，当該転学等をした者の属する年次と同年次

の本土に所在する国立の大学の在学者に係る額と同額とする。 
４  昭和４７年度における入学を許可される者に係る入学料の額は第４０条の規定にか

かわらず，４，０００円とする。 
５  昭和４７年度の入学，転入学等に係る検定料の額は，第４０条の規定にかかわらず， 

３，０００円とする。 

附  則（昭和４８年３月２３日）   
この学則は，昭和４８年３月２３日から施行し，昭和４７年５月１５日から適用する。 
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附  則（昭和４９年１月３１日）                                           
この学則は，昭和４９年１月３１日から施行し，昭和４８年１０月１日から適用する。

ただし，第４１条第１項の改正規定は，昭和４９年４月１日から施行する。 
 
      附  則（昭和４９年２月２８日）                                           
   この学則は，昭和４９年２月２８日から施行し，昭和４８年４月１２日から適用する。 
  
      附  則（昭和５０年４月１日）                
１  この学則は，昭和５０年４月１日から施行する。 
２  第２条第１項の規定にかかわらず，理工学部海洋学科の年度別の総定員は，次の表

のとおりとする。                                         
 
  昭和５０年度 

 
  昭和５１年度 

 
  昭和５２年度 

 
  昭和５３年度 

 
     ４０名 
 

 
     ８０名 
 

 
   １２０名 
 

 
   １６０名 
 

 
      附  則（昭和５０年５月２７日）                                           
   この学則は，昭和５０年５月２７日から施行し，昭和５０年４月１日から適用する。 
 
      附  則（昭和５１年２月２４日）               
  この学則は，昭和５１年２月２４日から施行する。 
 
      附  則（昭和５２年３月２６日）                 
  この学則は，昭和５２年５月２日から施行する。 
 
      附  則（昭和５３年４月１日）                                              
１  この学則は，昭和５３年４月１日から施行する。                               
 ２  第２条第２項の規定にかかわらず，理工学部建設工学科の年度別の総定員は，次の 

 表のとおりとする。                                                            
   

 
  昭和５３年度 

 
  昭和５４年度 

 
  昭和５５年度 

 
  昭和５６年度 

     
    
     
      
 

 
     ４０名 
 

 
     ８０名 
 

 
   １２０名 
 

 
   １６０名 
 

 
      附  則（昭和５４年１月３１日）                 
  この学則は，昭和５４年４月１日から施行する。 
 
      附  則（昭和５４年３月３１日）                 
１  この学則は，昭和５４年４月１日から施行する。 
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２  理工学部は，改正後の学則第２条第１項の規定にかかわらず，昭和５４年３月３１

日に当該学部に在学する者が在学しなくなる日までの間存続するものとする。 

附  則（昭和５４年８月２８日） 
１  この学則は，昭和５４年１０月１日から施行する。 
２  医学部は，昭和５６年度から学生を入学させるものとする。 

附  則（昭和５４年１２月２６日） 
１  この学則は，昭和５４年１２月２６日から施行する。 
２  附則第３項に規定する学科において当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類 

は，第３９条の２第２項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附  則（昭和５５年３月２７日）   
１  この学則は，昭和５５年４月１日から施行する。   
２  第２条第２項の規定にかかわらず，工学部電子・情報工学科の年度別の総定員は， 

次の表のとおりとする。 

  昭和５５年度   昭和５６年度   昭和５７年度   昭和５８年度 

４０名 ８０名 １２０名 １６０名 

３  理工学部において当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は，第３９条の２

第２項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

   附  則（昭和５６年２月２７日）   
１  この学則は，昭和５６年４月１日から施行する。   
２  第２条第２項の規定にかかわらず，医学部医学科の年度別の総定員は，次の表のと 

おりとする。 

昭和 56 年度 昭和 57 年度 昭和 58 年度 昭和 59 年度 昭和 60 年度 昭和 61 年度 

  １００名   ２００名   ３００名   ４００名   ５００名 ６００名 

３  保健学部は，改正後の学則第２条第１項の規定にかかわらず，昭和５６年３月３１

日 に当該学部に在学する者が在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
３９条の２第２項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附  則（昭和５６年１１月２８日） 
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  この学則は，昭和５６年１１月２８日から施行する。 
 
      附  則（昭和５７年３月３１日）            
  この学則は，昭和５７年４月１日から施行する。 
 
      附  則（昭和５７年４月２０日）                                           
  この学則は，昭和５７年４月２０日から施行し，昭和５７年４月１日から適用する。 
 
      附  則（昭和５８年１０月２５日）            
  この学則は，昭和５８年１１月１日から施行する。 
 
      附  則（昭和５９年３月２７日）           
  この学則は，昭和５９年４月１日から施行する。 
 
      附  則（昭和５９年４月１１日）           
  この学則は，昭和５９年４月１１日から施行する。 
 
      附  則（昭和６１年３月３１日）                                           
１  この学則は，昭和６１年４月１日から施行する。                                
２  第２条第２項に定める総定員は，同項の規定にかかわらず，昭和６１年度から昭和

６３年度までは，次のとおりとする。 
 
 学  部 

 
学        科 

 
昭和 61 年度 

 
昭和 62 年度 

 
昭和 63 年度 

 
 
法文学部 
 
  

法 政 学 科 
経 済 学 科 
文 学 科 
史 学 科 
社 会 学 科 

     370 人 
     375 人 
     202 人 
     111 人 
    154 人 

     380 人 
     390 人 
     204 人 
     122 人 
     168 人 

     390 人 
     405 人 
     206 人 
     133 人 
     182 人 

 
教育学部 
  

小学校教員養成課程 
中学校教員養成課程 
養護学校教員養成課程 

     480 人 
     320 人 
      80 人 

     480 人 
     320 人 
      80 人 

     420 人 
     320 人 
      80 人 

 
 
理 学 部 
 
 

数 学 科 
物 理 学 科 
化 学 科 
生 物 学 科 
海 洋 学 科 

     120 人 
     125 人 
     125 人 
     125 人 
     165 人 

     120 人 
     130 人 
     130 人 
     130 人 
     170 人 

     120 人 
     135 人 
     135 人 
     135 人 
     175 人 

 
医 学 部 

医 学 科 
保 健 学 科 

     600 人 
     245 人 

     600 人 
     250 人 

     600 人 
     255 人 

 
 
工 学 部 

機 械 工 学 科 
土 木 工 学 科 
建 設 工 学 科 

     180 人 
     165 人 
     165 人 

     200 人 
     170 人 
     170 人 

     220 人 
     175 人 
     175 人 
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電 気 工 学 科 
電 子 ・ 情 報 工 学 科 

165 人 
165 人 

170 人 
170 人 

175 人 
175 人 

農 学 部 

農 学 科 
農 芸 化 学 科 
農 業 工 学 科 
畜 産 学 科 
林 学 科 

125 人 
121 人 
104 人 
103 人 
80 人 

130 人 
122 人 
108 人 
106 人 

80 人 

135 人 
123 人 
112 人 
109 人 
80 人 

附 則（昭和６２年４月１日） 
１ この学則は，昭和６２年４月１日から施行する。 
２ 第２条第２項に定める総定員は，同項の規定にかかわらず，昭和６２年度から平成

元年度までは，次のとおりとする。 

学  部 学 科 昭和 62 年度 昭和 63 年度 平成元年度 

法文学部 

法 政 学 科 
経 済 学 科 
文 学 科 
史 学 科 
社 会 学 科 

380 人 
405 人 
212 人 
122 人 

  168 人 

390 人 
435 人 
222 人 
133 人 
182 人 

  400 人 
  465 人 

232 人 
144 人 
196 人 

教育学部 
小学校教員養成課程 
中学校教員養成課程 
養護学校教員養成課程 

480 人 
320 人 
80 人 

  480 人 
320 人 
80 人 

480 人 
320 人 
80 人 

理 学 部 

数 学 科 
物 理 学 科 
化 学 科 
生 物 学 科 
海 洋 学 科 

125 人 
130 人 

  130 人 
130 人 
170 人 

130 人 
135 人 
135 人 
135 人 
175 人 

135 人 
140 人 
140 人 
140 人 
180 人 

医 学 部 
医 学 科 
保 健 学 科 

600 人 
250 人 

600 人 
255 人 

600 人 
260 人 

工 学 部 

機 械 工 学 科 
エネルギー機械工学科

土 木 工 学 科 
建 設 工 学 科 
電 気 工 学 科 
電 子 ・ 情 報 工 学 科 

200 人 
40 人 

170 人 
170 人 
175 人 
175 人 

220 人 
80 人 

175 人 
175 人 
185 人 
185 人 

240 人 
120 人 
180 人 
180 人 
195 人 
195 人 

農 学 部 

農 学 科 
農 芸 化 学 科 
農 業 工 学 科 

130 人 
126 人 
109 人 

135 人 
131 人 
114 人 

140 人 
136 人 
119 人 
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畜 産 学 科 
林 学 科 

     108 人 
      80 人 

     113 人 
      80 人 

     118 人 
      80 人 

    
      

 
      附  則（昭和６２年５月２１日）           
  この学則は，昭和６２年５月２１日から施行する。 
 
   附  則（昭和６３年２月２３日）           
  この学則は，昭和６３年２月２３日から施行する。 
 
      附  則（昭和６３年４月１日）                                              
１  この学則は，昭和６３年４月１日から施行する。                               
２  第２条第２項の規定にかかわらず，医学部保健学科，工学部建設工学科及び農学部 

 林学科の昭和６３年度から平成２年度までの総定員は，次のとおりとする。         
    

 
 学  部 

 
学        科 

 
昭和 63 年度 

 
平成元年度 

 
平成２年度 

 

 
医 学 部 

 
保 健 学 科 

 
     260 人 

 
     270 人 

 
     275 人 

 
工 学 部 

 
建 設 工 学 科 

 
     180 人 

 
     190 人 

 
     195 人 

 
農 学 部 
 

 
林 学 科 
 

 
     85 人 
 

 
      90 人 
 

 
      95 人 
 

 
      附  則（昭和６３年４月８日）                                              
１  この学則は，昭和６３年４月８日から施行する。                               
２  第５条第１項に規定する医学部附属地域医療研究センターは，平成１０年３月３１ 

 日まで存続するものとする。                     
 
      附  則（平成元年４月１日）              
１  この学則は，平成元年４月１日から施行する。 
２  琉球大学学則の一部を改正する学則（昭和６２年４月１日制定）附則第２項，琉球

大学学則の一部を改正する学則（昭和６３年４月１日制定）附則第２項及び琉球大学

学則の一部を改正する学則（昭和６３年４月８日制定）附則第２項の改正規定は，平

成元年１月８日から適用する。 
３  改正後の第２条第２項の規定にかかわらず，教育学部の小学校教員養成課程及び総

合科学課程の平成元年度から平成３年度までの総定員は，次のとおりとする。 
 
 学  部 

 
課        程 

 
平成元年度 

 
平成２年度 

 
平成３年度 

 
 

 
小学校教員養成課程 

 
     440 人 

 
     400 人 

 
     360 人 
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教育学部 
総 合 科 学 課 程 40 人 80 人 120 人 

   附  則（平成２年４月１日）   
  この学則は，平成２年４月１日から施行する。 

   附  則（平成３年２月１９日）   
  この学則は，平成３年２月１９日から施行する。 

附  則（平成３年４月１日） 
１  この学則は，平成３年４月１日から施行する。 
２  平成３年３月３１日に農学部の農学科，農芸化学科，農業工学科，畜産学科及び林

学科に在学していた者については，なお従前の例による。 
３  農学部の農学科，農芸化学科，農業工学科，畜産学科及び林学科は改正後の学則第

２ 条第１項の規定にかかわらず，平成３年３月３１日に農学部の当該学科に在学する 

者が農学部の当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
４  改正後の第２条第２項の規定にかかわらず，法文学部の経済学科及び社会学科，理

学部の数学科，工学部の電子・情報工学科，農学部の農学科，農芸化学科，農業工学

科，畜産学科，林学科，生物生産学科，生産環境学科及び生物資源科学科の平成３年

度から平成５年度までの総定員は，次のとおりとする。 

学  部 学 科 平成３年度 平成４年度 平成５年度 

法文学部 
経 済 学 科 

社 会 学 科 

495 人 

211 人 

510 人 

226 人 

  525 人 

241 人 

理 学 部 数 学 科 150 人 160 人 170 人 

工 学 部 電 子 ・ 情 報 工 学 科 210 人 220 人 230 人 

農 学 部 

農 学 科 
農 芸 化 学 科 
農 業 工 学 科 
畜 産 学 科 
林 学 科 
生 物 生 産 学 科 
生 産 環 境 学 科 
生 物 資 源 科 学 科 

105 人 
105 人 
90 人 
90 人 
75 人 
65 人 
50 人 
40 人 

70 人 
70 人 
60 人 
60 人 

  50 人 
130 人 
100 人 
80 人 

  35 人 
35 人 
30 人 
30 人 
25 人 

195 人 
150 人 
120 人 

５  平成３年４月１日に医学部医学科の第４年次以降に在学する者については，改正後

―　22　―



の第１５条第２項の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
 
      附  則（平成３年４月１２日）              
  この学則は，平成３年４月１２日から施行する。  
 
      附  則（平成３年５月２１日）            
  この学則は，平成３年５月２１日から施行し，平成３年４月１日から適用する。 
 
      附  則（平成３年８月２７日）                                       
  この学則は，平成３年８月２７日から施行し，平成３年７月１日から適用する。 
 
      附  則（平成４年３月２７日）               
１  この学則は，平成４年４月１日から施行する。 
２  改正後の第２条第２項の規定にかかわらず，法文学部の経済学科及び社会学科，理

学部の物理学科，工学部の電子・情報工学科の平成４年度から平成６年度までの総定

員は，次のとおりとする。 
 
 学  部 

 
学        科 

 
平成４年度 

 
平成５年度 

 
平成６年度 

 
 
 
法文学部 
 
 

 
経 済 学 科 

 
     530 人 

 
     565 人 

 
     600 人 

 
社 会 学 科 

 
     246 人 

 
     281 人 

 
     316 人 

 
学 部 計 

 
   1,560 人 

 
    1,630 人 

 
    1,700 人 

 
 
理 学 部 
 

 
物 理 学 科 

 
     150 人 

 
     160 人 

 
     170 人 

 
学 部 計 

 
     770 人 

 
     790 人 

 
     810 人 

 
 
工 学 部 
 

 
電 子 ・ 情 報 工 学 科 

 
     230 人 

 
     250 人 

 
     270 人 

 
学 部 計 

 
   1,210 人 

 
    1,230 人 

 
    1,250 人 

 
   大 学 全 体 合 計 
 

 
   5,920 人 
 

 
  6,030 人 
 

 
    6,140 人 
 

 
      附  則（平成５年３月３０日）             
  この学則は，平成５年４月１日から施行する。 
 
      附  則（平成５年９月２８日）             
１  この学則は，平成５年１０月１日から施行する。ただし，第４条の改正規定及び附
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則第２項の規定は，平成８年４月１日から施行する。 
２  琉球大学短期大学部は，改正後の第４条の規定にかかわらず，平成８年３月３１日

に当該短期大学部に在学する者が当該短期大学部に在学しなくなるまでの間，存続す

るものとする。 
３  平成５年９月３０日に法文学部の法政学科，経済学科，文学科，史学科及び社会学

科，工学部の機械工学科，エネルギー機械工学科，土木工学科，建設工学科，電気工

学科及び電子・情報工学科に在学していた者については，なお従前の例による。 
４  法文学部の文学科，史学科及び社会学科，工学部の機械工学科，エネルギー機械工

学科，土木工学科，建設工学科，電気工学科及び電子・情報工学科は，改正後の学則

第２条第１項の規定にかかわらず，平成５年９月３０日に法文学部及び工学部の当該

学科に在学する者が 法文学部及び工学部の当該学科に在学しなくなる日までの間，

存続するものとする。 
５  改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部の法政学科，経済学科及び人

文学科並びに法政学科，経済学科，文学科，史学科及び社会学科，工学部の機械シス

テム工学科，環境建設工学科，電気電子工学科及び情報工学科並びに機械工学科，エ

ネルギー機械工学科，土木工学科，建設工学科，電気工学科及び電子・情報工学科の

平成６年度から平成８年度までの収容定員は，次のとおりとする。 

学  部 学 科 平成６年度 平成７年度 平成８年度 

法文学部 

法 政 学 科 
昼間主コース 

   夜間主コース 
経 済 学 科

昼間主コース 
   夜間主コース 

人 文 学 科 
   昼間主コース 
   夜間主コース 

（ 従 前 の 学 科 ） 
法 政 学 科 
経 済 学 科 
文 学 科 
史 学 科 
社 会 学 科 

110 人 
30 人 

155 人 
60 人 

210 人 
30 人 

300 人 
445 人 
180 人 
108 人 
232 人 

220 人 
60 人 

310 人 
120 人 

420 人 
60 人 

200 人 
310 人 
120 人 

72 人 
168 人 

336 人 
94 人 

471 人 
184 人 

636 人 
94 人 

100 人 
155 人 
60 人 
36 人 
84 人 

学 部 計 1,860 人 2,060 人 2,250 人 

機械システム工学科  
   昼間主コース 110 人 220 人 333 人 

―　24　―



 
 
 
 
 
 
工 学 部 
 
 
 
 
 
 
 
 

    夜間主コース

環 境 建 設 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科  
     昼間主コース    

    夜間主コース

情 報 工 学 科

（ 従 前 の 学 科 ）

機 械 工 学 科

エネルギー機械工学科

土 木 工 学 科

建 設 工 学 科

電 気 工 学 科

電 子 ・ 情 報 工 学 科 

      20 人 
     105 人 
 
     100 人 
      10 人 
      60 人 
 
     180 人 
     120 人 
     135 人 
     150 人 
     150 人 
     200 人 

      40 人 
     210 人 
             
   200 人 
      20 人 
     120 人 
             
   120 人 
      80 人 
      90 人 
     100 人 
     100 人 
     140 人 

      60 人 
     319 人 
             
   303 人 
      30 人 
     180 人 
             
    60 人 
      40 人 
      45 人 
      50 人 
      50 人 
      70 人 

 
学 部 計 

 
   1,340 人 

 
    1,440 人 

 
    1,540 人 

 
   大 学 全 体 合 計 
 

 
   6,390 人 
 

 
   6,700 人 
 

 
    6,990 人 
 

 
      附  則（平成５年１０月１２日）                                           
 １  この学則は，平成６年４月１日から施行する。ただし，第２９条の２第１項の改正 

 規定は，平成８年４月１日から施行する。                                        
２  改正後の第１７条の２，第１８条及び第２０条の規定は，平成６年度の入学者から

適用する。 
３  前項の規定にかかわらず，各学部又は教養部が必要と認める場合には，改正後の第

２０条の規定を，平成６年３月３１日に在学する者（以下「在学者」という。）に適

用することができる。 
４  各学部又は教養部が必要と認める場合には，在学者に改正後の第１７条の２，第１

８条及び第２０条の規定に基づき平成６年度以降の入学者のために開設される授業科

目を履修させることができる。この場合において，当該授業科目の履修を，改正前の

学則に基づく授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 
 
      附  則（平成６年３月２２日）                                              
  この学則は，平成６年４月１日から施行する。ただし，第５条から第５条の４までの

改正規定及び第４８条の改正規定は，平成６年６月２４日から施行する。             
    
 
      附  則（平成７年３月２８日）           
  この学則は，平成７年４月１日から施行する。 
 
      附  則（平成８年３月２６日）                                              
１  この学則は，平成８年４月１日から施行する。ただし，第５条の２第１項の改正規 
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 定は，平成８年５月１１日から施行する。   
２  平成８年３月３１日に理学部の数学科，物理学科，化学科，生物学科及び海洋学科

に在学していた者については，なお従前の例による。   
３  理学部の数学科，物理学科，化学科，生物学科及び海洋学科は，改正後の学則第２

条第１項の規定にかかわらず，平成８年３月３１日に理学部の当該学科に在学する者

が理学部の当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。   
４  改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，理学部の数理科学科，物質地球科学科

及び海洋自然科学科並びに数学科，物理学科，化学科，生物学科及び海洋学科の平成

８年度から平成１０年度までの収容定員は，次のとおりとする。   

学  部 学 科 平成８年度 平成９年度 平成 10 年度 

理 学 部 

数 理 科 学 科 
物 質 地 球 科 学 科

海 洋 自 然 科 学 科 
（ 従 前 の 学 科 ） 
数 学 科 
物 理 学 科 
化 学 科 
生 物 学 科 
海 洋 学 科 

45 人 
72 人 

108 人 

135 人 
135 人 
105 人 
105 人 
135 人 

90 人 
144 人 
216 人 

90 人 
90 人 
70 人 
70 人 
90 人 

135 人 
  216 人 

324 人 

45 人 
45 人 
35 人 
35 人 
45 人 

学 部 計 840 人 860 人 880 人 

大 学 全 体 合 計 7,300 人   7,320 人 7,340 人 

   附  則（平成９年３月２５日）   
１  この学則は，平成９年４月１日から施行する。ただし，第２９条の２第１項の改正 

 規定は，平成１１年４月１日から施行する。   
２  平成９年３月３１日に法文学部の法政学科，経済学科及び人文学科，教育学部の小

学校教員養成課程及び中学校教員養成課程に在学していた者については，なお従前の

例による。   
３  法文学部の法政学科，経済学科及び人文学科，教育学部の小学校教員養成課程及び

中学校教員養成課は，改正後の学則第２条第１項の規定にかかわらず，平成９年３月

３１日に法文学部の当該学科及び教育学部の当該課程に在学する者が法文学部の当該

学科及び教育学部の当該課程に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
４  改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部の総合社会システム学科，人

間科学科及び国際言語文化学科並びに法政学科，経済学科及び人文学科，教育学部の

学校教育教員養成課程及び総合科学課程並びに小学校教員養成課程及び中学校教員養

成課程の平成９年度から平成１１年度までの収容定員は，次のとおりとする。   
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 学  部 

 
学        科 

 
平成９年度 

 
平成 10 年度 

 
平成 11 年度 

  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  
  
    
   
   
   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
法文学科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
総合社会システム学科 
       昼間主コース 
        夜間主コース 
人 間 科 学 科 
国 際 言 語 文 化 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 
（ 従 前 の 学 科 ） 
法 政 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 
経 済 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 
人 文 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 

 
      
     265 人 
      90 人 
     115 人 
 
      95 人 
      30 人 
 
 
     342 人 
      98 人 
 
     477 人 
     188 人 
 
     642 人 
      98 人 

 
      
     530 人 
     180 人 
     230 人 
 
     190 人 
      60 人 
 
 
     232 人 
      68 人 
 
     322 人 
     128 人 
 
     432 人 
      68 人 

 
      
     807 人 
     278 人 
     348 人 
 
     288 人 
      94 人 
 
 
     116 人 
      34 人 
 
     161 人 
      64 人 
 
     216 人 
      34 人 

 
学 部 計 

 
    2,440 人 

 
    2,440 人 

 
    2,440 人 

 
 
 
 
教育学部 
 
 
 

 
学校教育教員養成課程

総 合 科 学 課 程 
（ 従 前 の 学 科 ） 
小学校教員養成課程

中学校教員養成課程 

 
     150 人 
     170 人 
 
     240 人 
     240 人 

 
     300 人 
     180 人 
 
     160 人 
     160 人 

 
     450 人 
     190 人 
             
     80 人 
      80 人 

 
学 部 計 

 
     880 人 

 
     880 人 

 
     880 人 

 
   大 学 全 体 合 計 
 

 
   7,320 人 
 

 
   7,340 人 
 

 
    7,360 人 
 

 
      附  則（平成１０年３月３１日）                                          
１  この学則は，平成１０年４月１日から施行する。ただし，第５条（地域医療研究セ 

 ンターを除く。）及び第５条の２の改正規定は，平成１０年４月９日から施行する。 
２  改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部の総合社会システム学科，人 
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間科学科及び国際言語文化学科，理学部の数理科学科，物質地球科学科及び海洋自然 

科学科，工学部の機械システム工学科，環境建設工学科及び電気電子工学科の平成１ 

０年度から平成１２年度までの収容定員は，次のとおりとする。   

学  部 学 科 平成 10 年度 平成 11 年度 平成 12 年度 

法文学科 

総合社会システム学科 
   昼間主コース 
   夜間主コース 

人 間 科 学 科 
国 際 言 語 文 化 学 科 

   昼間主コース 
   夜間主コース 

520 人 
180 人 
225 人 

185 人 
60 人 

  787 人 
278 人 
338 人 

278 人 
94 人 

1,054 人 
376 人 
451 人 

371 人 
128 人 

学 部 計 2,420 人 2,400 人 2,380 人 

理 学 部 

数 理 科 学 科

物 質 地 球 科 学 科 
海 洋 自 然 科 学 科 

133 人 
214 人 
318 人 

176 人 
284 人 
420 人 

  174 人 
  282 人 

414 人 

学 部 計 870 人 880 人 870 人 

工 学 部 

機械システム工学科 
   昼間主コース 
   夜間主コース 

環 境 建 設 工 学 科 
電 気 電 子 工 学 科 

   昼間主コース 
   夜間主コース 

442 人 
80 人 

425 人 

403 人 
40 人 

438 人 
80 人 

422 人 

400 人 
40 人 

434 人 
80 人 

419 人 

397 人 
40 人 

学 部 計 1,630 人 1,620 人 1,610 人 

7,300 人 7,280 人 7,240 人 大 学 全 体 合 計 

３  第５条第１項に規定する医学部附属沖縄・アジア医学研究センターは，平成２０年

３月３１日まで存続するものとする。 

   附  則（平成１１年３月３１日）   
１  この学則は，平成１１年４月１日から施行する。 
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２  平成１１年３月３１日に教育学部の養護学校教員養成課程及び総合科学課程に在学

していた者については，なお従前の例による。 
３  教育学部の養護学校教員養成課程及び総合科学課程は，改正後の学則第２条第１項

の規定にかかわらず，平成１１年３月３１日に教育学部の当該課程に在学する者が教

育学部の当該課程に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
４  改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部の総合社会システム学科，人

間科学科及び国際言語文化学科，教育学部の学校教育教員養成課程及び生涯教育課程，

理学部の数理科学科，物質地球科学科及び海洋自然科学科，医学部の医学科，工学部

の機械システム工学科，環境建設工学科及び電気電子工学科，農学部の生物生産学科，

生産環境学科及び生物資源科学科の平成１１年度から平成１３年度までの収容定員

は，次のとおりとする。       
 

 
学  部 

 
学        科 

 
平成 11 年度 

 
平成 12 年度 

 
平成 13 年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
法文学部 
 
 
 

 
総合社会システム学科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 
人 間 科 学 科 
国 際 言 語 文 化 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 

 
 
    767 人 
    278 人 
    328 人 
 
    268 人 
     94 人 

 
 
   1,014 人  
   376 人 
    431 人 
 
    351 人 
    128 人 

 
 
    984 人 
    376 人 
    416 人 
 
    336 人 
    128 人 

 
教育学部 

 

 
学校教育教員養成課程 
生涯教育課程 

 
    400 人 
     90 人 

 
    350 人 
    180 人 

 
    300 人 
    270 人 

 
 
理 学 部 
 

 
数 理 科 学 科 
物 質 地 球 科 学 科 
海 洋 自 然 科 学 科 

 
    173 人 
    279 人 
    413 人 

 
    168 人 
    272 人 
    400 人 

 
    163 人 
    265 人 
    387 人 

 
医 学 部 

 
医 学 科 

 
    595 人 

 
    590 人 

 
    590 人 

 
 
 
 
工 学 部 
 
 
 

 
機械システム工学科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 
環 境 建 設 工 学 科 
電 気 電 子 工 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 

 
 
    427 人 
     80 人 
    415 人 
 
    393 人 
     40 人 

 
 
    412 人 
     80 人 
    405 人 
 
    383 人 
     40 人 

 
 
    397 人 
     80 人 
    395 人 
 
    373 人 
     40 人 

 
 

 
生 物 生 産 学 科 

 
    256 人 

 
    252 人 

 
    248 人 
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農 学 部 生 産 環 境 学 科 
生 物 資 源 科 学 科 

   196 人 
158 人 

192 人 
156 人 

188 人 
154 人 

   附  則（平成１１年７月１４日）  
  この学則は，平成１１年７月１４日から施行する。 

   附  則（平成１２年２月２２日）   
  この学則は，平成１２年４月１日から施行する。 

   附  則（平成１２年３月３１日）   
１  この学則は，平成１２年４月１日から施行する。ただし，第２９条の２第２項の改

正規定は，平成１３年４月１日から施行する。 
２  改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部の総合社会システム学科，人

間科学科及び国際言語文化学科，教育学部の学校教育教員養成課程及び生涯教育課程，

理学部の数理科学科，物質地球科学科及び海洋自然科学科，医学部の保健学科，工学部

の機械システム工学科，環境建設工学科及び電気電子工学科，農学部の生物生産学科，

生産環境学科及び生物資源科学科の平成１２年度から平成１４年度までの収容定員は，

次のとおりとする。   

学  部 学 科 平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 

法文学部 

総合社会システム学科 
   昼間主コース 
   夜間主コース 

人 間 科 学 科 
国 際 言 語 文 化 学 科 

   昼間主コース 
   夜間主コース 

1,004 人 
376 人 

   426 人 

351 人 
128 人 

964 人 
376 人 

406 人 

336 人 
128 人 

934 人 
376 人 
391 人 

326 人 
128 人 

教育学部 学校教育教員養成課程 
生涯教育課程 

500 人 
180 人 

450 人 
270 人 

400 人 
360 人 

理 学 部 
数 理 科 学 科 
物 質 地 球 科 学 科 
海 洋 自 然 科 学 科 

168 人 
272 人 
400 人 

163 人 
265 人 
387 人 

160 人 
260 人 
380 人 

医 学 部 保 健 学 科 270 人 260 人 250 人 

機械システム工学科 
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工 学 部 
 
 
 

        昼間主コース 
        夜間主コース 
環 境 建 設 工 学 科 
電 気 電 子 工 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 

    407 人 
     80 人 
    400 人 
 
    373 人 
     40 人 

    387 人 
     80 人 
    385 人 
 
    353 人 
     40 人 

    371 人 
     80 人 
    373 人 
 
    336 人 
     40 人 

 
 
農 学 部 
 
 

 
生 物 生 産 学 科 
生 産 環 境 学 科 
生 物 資 源 科 学 科 
 

 
    246 人 
    186 人 
    153 人 
 

 
    236 人 
    176 人 
    148 人 
 

 
    226 人 
    166 人 
    143 人 
 

 
      附  則（平成１３年３月３０日）                                      
  この学則は，平成１３年４月１日から施行する。ただし，第１７条の４，第２５条，

第２９条及び第２９条の２の改正規定は，平成１３年１月６日から適用する。         

                                                       
      附  則（平成１４年３月２９日）                                      
  この学則は，平成１４年４月１日から施行する。 
 
      附  則（平成１４年１２月１７日）                                      
  この学則は，平成１４年１２月１７日から施行する。 
 
      附  則（平成１５年２月４日）                                      
  この学則は，平成１５年２月４日から施行する。 
 
      附  則（平成１５年４月１日）                                      
  この学則は，平成１５年４月１日から施行する。 
 
      附  則（平成１５年４月２１日）                                      
  この学則は，平成１５年４月２１日から施行し，平成１５年２月１日から適用する。 
 
      附  則（平成１５年９月１９日）                                      
  この学則は，平成１５年９月１９日から施行する。 
 
      附  則（平成１６年４月１日）                                      
  この学則は，平成１６年４月１日から施行する。 
 
      附  則（平成１７年３月１５日） 
  この学則は，平成１７年４月１日から施行する。 
  
   附  則（平成１７年６月２８日） 
  この学則は，平成１７年６月２８日から施行する。 
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 附  則（平成１７年９月２７日） 
  この学則は，平成１７年９月２７日から施行する。 

 附  則（平成１８年１月２４日） 
１  この学則は，平成１８年４月１日から施行する。 
２ 改正後の２２条の規定にかかわらず，平成１７年度以前入学者（再入学については， 

当初の入学年度が平成１７年度以前入学者）の成績の評価は，なお従前の例による。 

 附  則（平成１８年３月１６日） 
  この学則は，平成１８年３月１６日から施行する。 

   附  則（平成１８年３月２８日） 
  この学則は，平成１８年４月１日から施行する。 

   附  則（平成１８年１２月２５日） 
  この学則は，平成１８年１２月２５日から施行する。 

   附  則（平成１９年３月２７日） 
１  この学則は，平成１９年４月１日から施行する。 
２ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部の平成１９年度から平成２１

年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 

学  部   学 科 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 

法文学部 

総合社会システム学科 
   昼間主コース 
   夜間主コース 

産 業 経 営 学 科 
   昼間主コース 
   夜間主コース 

観 光 科 学 科 
人 間 科 学 科 
国 際 言 語 文 化 学 科 

   昼間主コース 
   夜間主コース 

８３９人 
１９６人 

６０人 
２０人 

１４０人 
３８６人 

３２６人 
１２８人 

７９４人 
１７６人 

１２０人 
４０人 

２００人 
３８６人 

３２６人 
１２８人 

７４９人 
１５６人 

１８０人 
６０人 

   ２２０人 
３８６人 

３２６人 
１２８人 

   附  則（平成１９年１２月１１日） 
  この学則は，平成２０年４月１日から施行する。 

   附  則（平成２０年２月６日） 
  この学則は，平成２０年４月１日から施行する。 
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       附  則（平成２０年２月１８日） 
  この学則は，平成２０年２月１８日から施行し，平成１９年１２月２６日から適用す

る。 
 
       附  則（平成２０年２月２８日） 
１ この学則は，平成２０年４月１日から施行する。 
 （法文学部総合社会システム学科の経過措置） 
２ 法文学部総合社会システム学科経営学専攻は，改正後の第２条第１項の規定にかか

わらず，平成２０年３月３１日に法文学部総合社会システム学科経営学専攻に在学す

る者が当該専攻に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
 （法文学部産業経営学科の経過措置） 
３ 法文学部産業経営学科は改正後の第２条第１項の規定にかかわらず，平成２０年３

月３１日に法文学部産業経営学科に在学する者が当該学科に在学しなくなる日までの

間，存続するものとする。 
 （法文学部観光科学科の経過措置） 
４ 平成２０年３月３１日以前に法文学部観光科学科に入学し，引き続き在学する者に

ついては，平成２０年４月１日から観光産業科学部観光科学科に所属するものとする。 
５ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部及び観光産業科学部の平成２

０年度から平成２２年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 
 
  
  
  
  
   
 
 
 

 学  部   学     科 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 
 
 
 法文学部 
 
 
 
 

総合社会システム学科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 
人 間 科 学 科 
国 際 言 語 文 化 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 

 
    ７９４人 
    １７６人 
    ３８６人 
 
    ３２６人 
    １２８人 

 
    ７４９人 
    １５６人 
    ３８６人 
 
    ３２６人 
    １２８人 

 
    ７０４人 
    １３６人 
   ３８６人 
 
    ３２６人 
    １２８人 

 
 
 観光産業 
 科学部 
 

 
観 光 科 学 科 
産 業 経 営 学 科 
        昼間主コース 
        夜間主コース 

 
    ２００人 
 
    １２０人 
      ４０人 

 
    ２２０人 
 
    １８０人 
      ６０人 

 
    ２４０人 
 
    ２４０人 
      ８０人 

  
６ 平成２０年３月３１日に法文学部国際言語文化学科社会コースに在学していた者に

ついては，当該所要資格を所得できる教員の免許状の種類は，第３９条の２第２項（別

表）の改正にかかわらず，なお，従前の例による。 
 
   附  則（平成２０年４月２２日） 
  この学則は，平成２０年４月２２日から施行し，平成２０年４月１日から適用する。 
 
     附  則（平成２０年６月２４日） 
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  この学則は，平成２０年６月２４日から施行する。 

  附  則（平成２１年１月２７日） 
１  この学則は，平成２１年４月１日から施行する。 
２ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，法文学部の総合社会システム学科，観

光産業科学部の観光科学科及び産業経営学科，工学部の機械システム工学科，電気電

子工学科及び情報工学科，農学部の亜熱帯地域農学科，亜熱帯農林環境科学科，地域

農業工学科及び亜熱帯生物資源科学科の平成２１年度から平成２３年度までの収容定

員は，次の表のとおりとする。 

学 部 学   科 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

法 文 学 部 
総合社会システム学科 

昼間主コース 
  夜間主コース 

  749 人 
152 人 

  704 人 
  128 人 

704 人 
128 人 

観光産業科

学部 
観 光 科 学 科

産 業 経 営 学 科

昼間主コース 
夜間主コース 

  220 人 

  180 人 
64 人 

  240 人 

  240 人 
88 人 

240 人 

240 人 
88 人 

工 学 部 
機械システム工学科 

昼間主コース 
   夜間主コース 

電 気 電 子 工 学 科 
昼間主コース 
夜間主コース 

情 報 工 学 科 

368 人 
  80 人 

  328 人 
40 人 

  246 人 

  370 人 
80 人 

330 人 
40 人 

252 人 

370 人 
80 人 

330 人 
40 人 

252 人 

農 学 部 

亜 熱 帯 地 域 農 学 科 
亜熱帯農林環境科学科 
地 域 農 業 工 学 科 
亜熱帯生物資源科学科 
 （従前の学科） 
生 物 生 産 学 科 
生 産 環 境 学 科 
生 物 資 源 科 学 科 

35 人 
35 人 
25 人 
35 人 

  165 人 
  120 人 
  110 人 

70 人 
70 人 
50 人 
70 人 

110 人 
80 人 
80 人 

105 人 
105 人 
75 人 

110 人 

55 人 
40 人 
40 人 

小 計   525 人 530 人 530 人 

３ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，平成２１年度からの医学部入学定員の

うち２名については，平成２９年度入学生までの時限的措置である。 
４ 改正後の第２条第３項の表中「第３年次特別編入学定員」とあるのは，医学部にあ

っては，「第２年次及び第３年次特別編入学定員」と読替する。 
５ 改正後の第２９条の２第２項に規定する「第２年次及び第３年次特別編入学定員」
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のうち，第３年次特別編入学定員については，平成２１年度までの措置とする。 
６ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，医学部医学科の平成２１年度から平成

２５年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 
 
学 部  学 科 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 
医学部 医学科   602 人   609 人   616 人   623 人   630 人 

 
７ 農学部の生物生産学科，生産環境学科及び生物資源科学科は，改正後の学則第２条

第１項の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日に農学部の当該学科に在学する者

が農学部の当該学科に存学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
８ 改正後の学則第２９条の２第 1 項で規定する農学部の「亜熱帯生物資源科学科」は， 

平成２２年度まで「生物資源科学科」と読替する。 
９ 前項により，改正前の農学部生物資源科学科における第３年次特別編入学定員５名

については平成２２年度入学生まで受入れ，平成２３年度以降は，改正後の同学部亜

熱帯生物資源科学科で受入れるものとする。 
 
   附  則（平成２１年３月２４日） 
  この学則は，平成２１年４月１日から施行する。 
 
   附  則（平成２１年４月１日） 
１  この学則は，平成２１年４月１日から施行する。 
２ 前項にかかわらず，改正後の第８条第３項の規定については，平成２０年４月１日

から適用する。 
 
      附  則（平成２１年４月２８日） 
  この学則は，平成２１年４月２８日から施行し，平成２１年４月１日から適用する。 
 
      附  則（平成２２年１月２６日） 
１ この学則は，平成２２年４月１日から施行する。 
２ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，医学部医学科の平成２２年度から平成

２６年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 
 

 学 部  学 科 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 
医 学 部  医学科   614 人   626 人   638 人   650 人   662 人 

 
３ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，平成２２年度からの医学部入学定員増

（５名）については，平成３１年度入学生までの時限的措置である。 
 
   附 則（平成２２年３月３０日） 
 この学則は，平成２２年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２３年１月２５日） 
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１ この学則は，平成２３年４月１日から施行する。 
２ 学則第２条第３項の規定にかかわらず，医学部医学科の平成２３年度から平成２７

年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 
学 部 学 科 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 
医 学 部 医学科   626 人   638 人   650 人   662 人   667 人 

 附 則（平成２３年１１月２２日） 
１ この学則は，平成２４年４月１日から施行する。 
２ 学則第２条第３項の規定にかかわらず，医学部医学科の平成２４年度から平成２８

年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 

学 部 学 科 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 
医 学 部 医学科   638 人   650 人   662 人   667 人   667 人 

附 則（平成２４年３月２７日） 
この学則は，平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年６月２６日） 
 この学則は，平成２４年７月１日から施行する。ただし，第７条の３に規定する共同

利用・共同研究拠点については，平成２２年４月１日から適用する。 

附 則（平成２４年１２月２５日） 
１ この学則は，平成２５年４月１日から施行する。 
２ 学則第２条第３項の規定にかかわらず，医学部医学科の平成２５年度から平成２９

年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 

学 部 学 科 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 
医 学 部 医学科 650 人 662 人 667 人 667 人 667 人 

附 則（平成２６年１月２８日） 
この学則は，平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年７月２９日） 
この学則は，平成２６年８月１日から施行する。 

附 則（平成２６年１０月２１日） 
この学則は，平成２７年１月１日から施行する。 

  附 則（平成２６年１２月１６日） 
  この学則は，平成２７年４月１日から施行する。 
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   附 則（平成２７年３月２４日） 
１  この学則は，平成２７年３月２４日から施行し，平成２７年４月１日から適用する。 
２ 医学部医学科の特別編入学生として在学するものは，改正前の第１３条の規定にか

かわらず，改正後の同条の規定を適用する。 
３ 改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，医学部医学科の平成２７年度から平成

３６年度までの収容定員及び平成２７年度から平成３１年度までの入学定員は，次の

表のとおりとする。 
  平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 
 収容定員     672 人      677 人      682 人      685 人      688 人    
 入学定員     112 人      112 人      112 人      110 人      110 人    

 
                                                             

  平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度   
  収容定員 681 人 669 人 657 人 645 人 635 人 

                                                                                 
   附 則（平成２７年６月２３日） 
  この学則は，平成２７年７月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２７年１１月２４日） 
  この学則は，平成２８年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２８年２月２３日） 
 この学則は，平成２８年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２８年６月２８日） 
 この学則は，平成２８年７月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２８年９月２７日） 
 この学則は，平成２８年１０月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２８年１２月２７日） 
  この学則は，平成２９年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２９年２月８日） 
  この学則は，平成２９年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平成２９年３月３０日） 
１ この学則は，平成２９年４月１日から施行する。 
 （教育学部生涯教育課程の経過措置） 
２ 教育学部生涯教育課程は，改正後の第２条第１項の規定にかかわらず，平成２９年

３月３１日に教育学部生涯教育課程に在学する者が当該課程に在学しなくなる日まで
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の間，存続するものとする。 
（工学部の機械システム工学科，環境建設工学科，電気電子工学科及び情報工学科の

経過措置） 
３ 工学部の機械システム工学科（昼間主コース）及び同学科（夜間主コース），環境

建設工学科，電気電子工学科（昼間主コース）及び同学科（夜間主コース）並びに情

報工学科は，改正後の第２条第１項の規定にかかわらず，平成２９年３月３１日に工

学部の機械システム工学科（昼間主コース）及び同学科（夜間主コース），環境建設

工学科， 電気電子工学科（昼間主コース）及び同学科（夜間主コース）並びに情報

工学科に在学 
する者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
４  改正後の第２条第３項の規定にかかわらず，教育学部，工学部及び農学部の平成２

９年度から平成３１年度までの収容定員は，次の表のとおりとする。 

学 部 学科又は課程 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 
教 育 学 部 学校教育教員養成課程 

生涯教育課程

  440 人 
270 人 

  480 人 
  180 人 

520 人 
  90 人 

工 学 部 
工学科 
機械システム工学科 

昼間主コース 
   夜間主コース 

環境建設工学科 
電気電子工学科 

昼間主コース 
夜間主コース 

情報工学科 

350 人 

  280 人 
60 人 

  278 人 

  250 人 
30 人 

  192 人 

  700 人 

  190 人 
40 人 

  188 人 

170 人 
20 人 

132 人 

1,070 人 

  95 人 
20 人 
94 人 

85 人 
10 人 
66 人 

農 学 部 

亜 熱 帯 地 域 農 学 科 
亜熱帯農林環境科学科 
地 域 農 業 工 学 科 
亜熱帯生物資源科学科 

  140 人 
  140 人 
  100 人 
  160 人 

140 人 
140 人 
100 人 
170 人 

140 人 
140 人 
100 人 
180 人 

５ 平成２９年３月３１日に教育学部生涯教育課程並びに工学部機械システム工学科，

環境建設工学科，電気電子工学科及び情報工学科に在学する者については，当該所要

資格を取得できる教員の免許状の種類は，改正後の別表（第３９条の２第２項関係）

にかかわらず，なお，従前の例による。 

附 則（平成２９年５月２３日） 
  この学則は，平成２９年７月１日から施行する。ただし，改正後の第２９条及び第２

９条の２の規定は，平成２９年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年１２月２０日） 
 この学則は，平成３０年４月１日から施行する。ただし，改正後の第３１条の規定に

ついては，平成３０年度の入学者から適用する。また，改正後の第３７条第３項の規定
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については，平成２９年１２月２０日から適用する。 
 
   附 則（平成２９年１２月２７日） 
 この学則は，平成３０年４月１日から施行する。 
 
    附 則（平成３０年２月２８日） 
１ この学則は，平成３０年４月１日から施行する。 
  （法文学部及び観光産業科学部の経過措置） 
２ 改正後の第４条の規定にかかわらず，平成３０年３月３１日に法文学部及び観光産

業科学部に在学する者が当該学部に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
３ 前項の規定により存続する法文学部の総合社会システム学科，人間科学科及び国際

言語文化学科並びに観光産業科学部の産業経営学科に在学する者については，当該所

要資格を取得できる教員の免許状の種類は，改正後の別表（第４５条第２項関係）に

かかわらず，なお，従前の例による。 
４  改正後の第５条の規定にかかわらず，法文学部，観光産業科学部，人文社会学部及

び国際地域創造学部の平成３０年度から平成３２年度までの収容定員は，次の表のと

おりとする。    
 

学 部 
 

学     科 
 
平成 30 年度 

 
平成 31 年度 

 
平成 32 年度 

 
法文学部 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
総合社会システム学科 
    昼間主コース 
    夜間主コース 

 
   
   534 人 
    98 人 

 
    
   364 人 
    68 人 

 
   
   182 人 
    34 人 

 
人 間 科 学 科 

 
   291 人 

 
   196 人 

 
    98 人 

 
国 際 言 語 文 化 学 科 
        昼間主コース 
    夜間主コース 

 
 
   246 人 
  98 人 

 
 
   166 人 
  68 人 

 
    
   83 人 
  34 人 

 
観光産業科 
学部 
 
 
 

 
観 光 科 学 科 

 
   180 人 

 
   120 人 

 
    60 人 

 
産 業 経 営 学 科 
        昼間主コース 
    夜間主コース 

 
 
   180 人 
  68 人 

 
 
   120 人 
   48 人 

 
     
    60 人 
  24 人 

 
人文社会学

部 
 
 
 

 
国際法政学科 

 
    80 人 

 
   160 人 

 
   244 人 

 
人間社会学科 

 
    80 人 

 
   160 人 

 
   244 人 

 
琉球アジア文化学科 

 
    40 人 

 
    80 人 

 
   122 人 
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国際地域創 
造学部 

国際地域創造学科 
昼間主コース 
夜間主コース 

265 人 
80 人 

530 人 
160 人 

803 人 
252 人 

５ 改正後の第５条の規定にかかわらず，医学部医学科の平成３０年度から平成３６年

度までの収容定員及び平成３０年度から平成３１年度までの入学定員は，次の表のと

おりとする。 

平成 30 年度 平成 31 年度 

収容定員 687 人 692 人 

入学定員 112 人 112 人 

平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度 

収容定員 685 人 673 人 661 人 649 人 637 人 

附 則（平成３０年３月２７日） 
この学則は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年１月２５日） 
１ この学則は，平成３１年４月１日から施行する。ただし，改正後の第５５条，第５ 

６条及び第５７条及び次項の規定は，平成３１年１月２５日から施行する。 
２ この学則を施行するために必要な手続その他の行為は，この学則の施行前において 

も行うことができる。 

附 則（平成３１年２月２７日） 
１ この学則は，平成３１年４月１日から施行する。ただし，改正後の第１７条の２の

規定については，平成３１年２月２７日から施行する。 
２ 平成３１年３月３１日に人文社会学部国際法政学科に在学する者については，当該

所要資格を取得できる教員の免許状の種類は，改正後の別表（第４５条第２項関係）

にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（令和２年４月１日） 
１ この学則は，令和２年４月１日から施行する。 
２ この学則を施行するために必要な手続その他の行為は，この学則の施行前において

―　40　―



も行うことができる。 
３ 改正後の第５条の規定にかかわらず，医学部医学科の令和２年度から令和８年度ま

での収容定員並びに令和２年度及び令和３年度の入学定員は，次の表のとおりとする。 
 

 令和２年度 令和３年度 
収容定員   697 人   697 人 
入学定員     112 人     112 人 

 
 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 
収容定員     685 人     673 人     661 人     649 人     637 人 

 
 
     附 則（令和３年３月９日） 
  この学則は，令和３年３月９日から施行する。ただし，改正後の第５４条第２項の規

定は，令和２年４月１日から適用する。 
 
   附 則（令和３年１２月２２日） 
 この学則は，令和４年４月１日から施行する。 

 

附 則（令和４年３月２日） 
１ この学則は，令和４年４月１日から施行する。 
２ 改正後の第５条の規定にかかわらず，医学部医学科の令和４年度から令和９年度ま

での収容定員並びに令和４年度の入学定員は，次の表のとおりとする。 
 

 令和４年度 
収容定員   697 人 
入学定員     112 人 

 
 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 
収容定員     685 人     673 人     661 人     649 人     637 人 
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別表（第４５条第２項関係） 

学 部 学科，課程等 教員の免許状の種類 免許教科 

人文社会 
学部 

人間社会学科 高等学校教諭一種免許状 公民 

琉球アジア文化学 
科 

文学プログラ 
ム 
言語学プログ 
ラム

中学校教諭一種免許状 
高等学校教諭一種免許状 

国語 

国際地域創

造学部 
国際地 域

創造学科 
昼間主 

経済学プログ 
ラム

中学校教諭一種免許状 社会 

国際言語文化 
プログラム 

中学校教諭一種免許状 
高等学校教諭一種免許状 

英語 

地域文化科学 
プログラム 

中学校教諭一種免許状 社会 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史 

夜間主 
コース

国際言語文化 
プログラム 

中学校教諭一種免許状 
高等学校教諭一種免許状 

英語 

教育学部 学校教育教員養成課程 

幼稚園教諭一種免許状 
小学校教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状 

国語，社会，数 
学，理科，音楽，

美術，保健体育，

技術，家庭，英 
語 

高等学校教諭一種免許状 

国語，地理歴史，

公民，数学，理 
科，音楽，美術，

工芸，保健体育，

家庭，工業，英 
語 

特別支援学校教諭一種免許状 
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 （知的障害者） 
 （肢体不自由者） 
 （病弱者） 

 
 
 
理 学 部 
 
 
 

 
数理科学科 
 

 
中学校教諭一種免許状 
高等学校教諭一種免許状 

 
数学 
 

 
物質地球科学科 

 
中学校教諭一種免許状 
高等学校教諭一種免許状 
 

 
理科 
 
 

 
海洋自然科学科 

 
医 学 部 

 
保健学科 

 
養護教諭一種免許状 

 
 

 
 
 
 
工 学 部 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
工学科 
 
 
 
 
 

 
機械工学コース，エネ 
ルギー環境工学コー 
ス，電気システム工学 
コース，電子情報通信 
コース，社会基盤デザ 
インコース，建築学コ 
ース 

 
 
 
 
高等学校教諭一種免許状 
 
 
 

 
 
 
 
工業 
 
 
 

 
知能情報コース 

 
高等学校教諭一種免許状 

 
情報 

 
 
 
 
農 学 部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
亜熱帯地域農学科 

 
 
 
 
高等学校教諭一種免許状 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
農業 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
亜熱帯農林環境科学科 
 
地域農業工学科 
 
亜熱帯生物

資源科学科 
 
 
 
 
 
 
 

 
生物機能開発学コー

ス，食品機能科学コー

ス，発酵・生命科学コ

ース 
 
健康栄養科学コース 
 
 
 

 
栄養教諭二種免許状 
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○琉球大学各学部共通細則
１９７２年２月１５日  
制        定 

（趣旨） 
第１条 この細則は，琉球大学学則（以下「学則」という。）第６４条の規定に基づき，

履修に関し必要な事項を定める。  

 （履修登録） 
第２条 学生は，所定の期日までに，履修しようとする授業科目の登録を行わなければな

らない。 
２ 前項の登録は，指導教員から履修登録について指導を受け，承認を得ることによって

完了する。 
３ 登録の期間等については，琉球大学学年暦等により公示する。  
４ 履修登録手続に関し必要な事項は，国立大学法人琉球大学グローバル教育支援機構に

おいて別に定める。  

 （履修の制限） 
第３条 受講人員は，教材，教室の収容人員等により制限することがある。  

 （授業科目の不開講） 
第４条 受講人員が著しく少ない授業科目は，開講しないことがある。  

 （履修中止） 
第５条 授業科目の履修登録を完了した場合であっても，学生は指導教員の承認を得て，

履修中の授業科目の履修を中止することができる。  
２ 履修中止が承認された授業科目の単位の授与は行わない。  
３ 履修中止に関し必要な事項は，別に定める。  

 （臨時開講科目の登録）  
第６条 履修登録の期間終了後，臨時に開講される授業科目の履修登録については，グロ

ーバル教育支援機構長又は各学部長の定めるところにより行う。  

 （１個学期に登録できる単位数）  
第７条 １個学期（学期の前半及び後半を含む。）に登録できる単位数の上限は，20 単位

とする。この場合，集中講義の科目は含まないものとする。  
２ 各学部において，所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については，前項に

定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。  
３ 教職・各種資格取得希望者等については，指導教員の指導・承認を得て，上限超過を

認める。 

（１学年に修得すべき単位等）  
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第８条 学生は，卒業に要する最終学年を除き，１学年に最低 16 単位以上修得しなければ

ならない。ただし，医学部医学科にあっては，第１年次にのみ適用する。  
 
 （授業科目の再登録） 
第９条 既に履修し単位を修得した授業科目は，再度登録することはできない。ただし，

Ｆ又は不可と認定された授業科目については，再度登録することができる。  
 
 （補講） 
第１０条 夏季又は春季休業期間中に補講（試験期間以外の期間に行う定期試験を含む。）

を行う必要がある場合は，原則として休業期間開始日から１週間以内に行うものとす

る。 
 
 （欠席） 
第１１条 学生は，登録した授業科目の授業にやむを得ず欠席する場合は，欠席届を科目

担当教員に提出しなければならない。  
２ 病気により１週間以上欠席する場合は，欠席届に医師の診断書を添付し，当該学部長

へ提出するものとする。 
 
 （試験） 
第１２条 期末試験は，学期末に一定の期間を定めて行う。試験科目及び日時は，試験の

始まる１週間前に公示する。  
２ 前項の規定にかかわらず授業科目によっては，随時に試験を行うことがある。  
 
 （追試験） 
第１３条 所定の試験に欠席した者の追試験は行わない。ただし，病気，忌引及び公の証

明書のある事故その他やむを得ない理由のため受験できなかった者に対しては，願い出

により追試験を行うことがある。  
 
 （再試験） 
第１４条 不合格となった授業科目の再試験は行わない。ただし，当該学期に登録した授

業科目の中で教授会又はグローバル教育支援機構会議が認めた授業科目については，再

試験を行うことがある。 
２ 再試験の期日は，科目担当教員が指定する。  
 
 （単位の授与及び授業料目の履修の認定）  
第１５条 授業科目の登録を完了し，かつ当該科目を履修した者については，試験その他

の成績，学習状況及び出席状況により科目担当教員がその成績を判定し合格した者に

は，所定の単位を与える。ただし，医学部医学科の専門教育科目については，授業科目

の履修の認定を行う。  
２ 授業科目の授業総時数の 3 分の 1 以上欠席した者には，その授業科目の単位は与えな

い。この場合において，医学部医学科の専門教育科目については，授業科目の履修の認

定は行わない。 
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 （成績評価の基準）  
第１６条 学則第２４条に規定する成績評価の基準は，次のとおりとする。  

区分 評 語 評 点（100 点満点中） 評価の内容 

合格 

Ａ 90 点以上 到達目標を達成し，極めて優秀な成

績を収めている。 
Ｂ 80 点以上 90 点未満 到達目標を達成し，優秀な成績を収

めている。 

Ｃ 70 点以上 80 点未満 到達目標を達成している。 

Ｄ 60 点以上 70 点未満 到達目標を最低限達成している。 

不合格 Ｆ 60 点未満 到達目標を達成していない。 

 （成績評価の登録）  
第１７条 科目担当教員は，原則として，次条に定める成績開示日の前日までに，履修登

録を完了した学生に係る授業科目（第５条の２第１項の規定により履修が中止されたも

のを除く。）の成績評価を教務情報システムに登録しなければならない。  

 （成績開示日） 
第１８条 授業科目の成績開示日は，学年暦で定める。ただし，９月及び３月卒業対象者

並びに１６単位未満除籍対象者に係る成績開示日は，各学部が別に定める。  

 （成績根拠資料の保存）  
第１９条 科目担当教員は，定期試験に係る試験問題，学生から提出された答案，レポー  

ト，出席確認表等（以下「成績根拠資料」という。）を保存しなければならない。

２ 成績根拠資料の保存に関し必要な事項は，別に定める。  

 （成績評価の不服申立）  
第２０条 学生は，該当学期の成績評価に疑問がある場合，不服を申し立てることができ

る。 
２ 成績評価の不服申立に関し必要な事項は，別に定める。  

 （ＧＰＡ制度） 
第２１条 学生の成績評価の総合点として，ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）

制度を導入する。 
２ ＧＰＡ制度に関し必要な事項は，別に定める。 

第２２条 第９条に基づき再度登録した授業科目について単位が授与された場合は，改め

て評価する。 

（改廃） 
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第２３条 この細則の改廃は，教育研究評議会の審議及び役員会の議を経て学長が行う。  
 
 
   附 則 
１ この細則は，１９７２年４月１日から施行する。  
２ 学部通則（1963 年制定）は，廃止する。 

 
   附 則（昭和５６年２月２７日）  
 この細則は，昭和５６年４月１日から施行する。 

 
   附 則（平成９年３月２５日) 
 この細則は，平成９年４月１日から施行する。 

 
   附 則（平成１７年６月２８日) 
 この細則は，平成１７年６月２８日から施行する。 

 
    附  則（平成１８年１月２４日）  
１  この細則は，平成１８年４月１日から施行する。  
２ 改正後の１５条の規定にかかわらず，平成１７年度以前入学者（再入学については，

当初の入学年度が平成１７年度以前入学者）の成績の評価の基準は，なお従前の例によ

る。 
 
      附 則（平成２０年１月２８日) 
 この細則は，平成２０年４月１日から施行する。 

 
      附 則（平成２１年６月１６日) 
 この細則は，平成２１年１０月１日から施行する。 

 
      附 則（平成２６年３月４日）  
 この細則は，平成２６年４月１日から施行する。 

 
      附 則（平成２８年９月２７日）  
 この細則は，平成２９年４月１日から施行する。 

 
      附 則（平成２９年５月１５日）  
 この細則は，平成２９年５月１５日から実施し，平成２９年４月１日から適用する。 

 
      附 則（平成３０年３月１日）  
 この細則は，平成３０年４月１日から施行する。 

 
      附 則（平成３０年７月２５日）  
１ この細則は，平成３０年７月２５日から実施する。  
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２ 成績評価提出及び補講についての申合せ（昭和５０年２月６日制定）は，廃止する。 

附 則（令和３年３月１７日）  
この細則は，令和３年４月１日から実施する。  

附 則（令和４年３月２日） 
この細則は，令和４年４月１日から実施する。  
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○琉球大学共通教育等履修規程

平成５年１０月１２日

制 定

（趣旨）

この規程は，琉球大学学則（以下「学則」という ）第２１条の規定に基づき，第１条 。

本学の共通教育及び専門基礎教育（以下「共通教育等」という ）の授業科目の種類，。

単位数及び履修方法等に関し，必要な事項を定めるものとする。

（授業科目の区分）

共通教育等として開設する授業科目の区分は，次の各号に掲げるとおりとする。第２条

(1) 共通教育

教 養 領 域 人文系科目，社会系科目，自然系科目，健康運動系科目

総 合 領 域 総合科目，琉大特色・地域創生科目，キャリア関係科目

基 幹 領 域 情報関係科日，外国語科目

(2) 専門基礎教育

専門基礎科目

２ 前項に規定するもののほか，外国人学生のための授業科目として，日本語科目及び日

本事情に関する科目を置くことができる。

（授業科目の名称等）

授業科目の名称，単位数及び講義内容等は，別表１及び別表２のとおりとする。第３条

（履修基準）

各学科，課程等の共通教育の履修基準は，次に示す基準以上で定めなければなら第４条

ない。

(1) 人文系科目，社会系科目，自然系科目，健康運動系科目，総合科目，琉大特色・地

域創生科目，キャリア関係科目及び情報関係科目の授業科目から１４単位

(2) 外国語科目

ア １つの外国語の場合には，６単位

イ ２つの外国語の場合には，各々４単位の計８単位

（履修基準の特例）

特別な事情のある各学科，課程等にあっては，専門基礎科目の履修単位のうち，第５条

２単位までを前条第１号に規定する１４単位に含めることができる。
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削除第６条

削除第７条

（外国人学生の履修の特例）

外国人学生が日本語科目の単位を修得した場合には，外国語科目の単位に，日本第８条

事情に関する科目の単位を修得した場合には，外国語を除く共通教育の科目の単位にそ

れぞれ充てることができる。

（履修要件）

学生は，別表３の各学部学科等別共通教育等履修基準表により，所定の科目及び第９条

単位を修得しなければならない。

（授業科目の公示）

各学期に開講する授業科目，単位数及び担当教員は学期の始めに公示する。た第１０条

だし，臨時に開講する授業科目についてはその都度公示する。

（授業科目の単位の計算方法）

授業科目の単位の計算方法は，学則第２２条の規定による。第１１条

（事務）

共通教育等に関する事務は，学生部教育支援課において処理する。第１２条

（改廃）

この規程の改廃は，教育研究評議会の議を経て学長が行う。第１３条

附 則

１ この規程は，平成6年4月1日から施行する。

２ 琉球大学教養科目履修規程（1972年3月11日制定）は，廃止する。

３ 平成6年3月31日に在学する者（以下「在学者」という ）については，なお従前の例。

による。ただし，各学部又は教養部が必要と認める場合には，この規程第１１条の規定

を適用することができる。

４ 各学部又は教養部が必要と認める場合には，この規程に基づき開設される授業科目を

在学者に履修させることができる。この場合において当該授業科目の履修は，従前の琉

， 。球大学教養科目履修規程に基づく授業科目の履修とみなし 単位を与えることができる

附 則（平成6年2月24日）

この規程は，平成7年4月1日から施行する。

附 則（平成8年2月2日）

この規程は，平成8年4月1日から施行する。

附 則（平成9年3月25日）

この規程は，平成9年4月1日から施行する。

附 則（平成21年1月23日）
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１ この規程は，平成21年4月1日から施行する。

２ 改正後の第４条及び第５条の規定にかかわらず，平成20年度以前入学者の履修基準及

び同特例は，なお従前の例による。

３ 観光産業科学部産業経営学科は，改正後の第４条及び第５条の規定にかかわらず，平

成22年度までの入学者の履修基準及び同特例は，なお従前の例による。

４ 農学部は，改正後の第４条及び第５条の規定にかかわらず，平成24年度までの入学者

の履修基準及び同特例は，なお従前の例による。

附 則（平成22年9月21日）

この規程は，平成22年9月21日から施行する。

附 則（平成28年11月2日）

この規程は，平成29年4月1日から施行する。

附 則（平成29年2月9日）

この規程は，平成29年4月1日から施行する。

附 則（平成２９年５月１５日）

この規程は，平成２９年５月１５日から施行し，平成２９年４月１日から適用する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。

別表１～３ 略
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（別表１）

領
域

科
目

科目
番号

授　業　科　目
単
位

期
間

週
時
間

備　考
領
域

科
目

科目
番号

授　業　科　目
単
位

期
間

週
時
間

備　考

人０１ 人間と哲学の知 2 半 2 社０１ 法と社会 2 半 2
人０２ 人間と世界 2 半 2 社０２ 憲法概論 2 半 2
人０３ 思考の論理入門 2 半 2 社０３ 現代政治の課題 2 半 2
人０４ 思考の論理 2 半 2 社０４ 日本の政治 2 半 2
人０５ 西洋思想とインドの思想 2 半 2 社０６ 戦争と平和の諸問題 2 半 2
人０６ 西洋思想と日本･中国の思想 2 半 2 社１１ 地域と生活 2 半 2
人０７ 生き方の探究 2 半 2 社１２ 現代社会のしくみ 2 半 2
人０８ 人間と倫理 2 半 2 社１３ マスコミと社会 2 半 2
人０９ 環境の哲学 2 半 2 社１５ 人類文化の比較 2 半 2
人１０ 心の哲学 2 半 2 社１９ ジェンダー学とインターセクショナリティ 2 半 2
人１１ 心の科学 2 半 2 社２１ 現代経済のしくみ 2 半 2
人１２ 人間関係論 2 半 2 社２２ 経済の歴史 2 半 2
人１６ 比較思想文化論 2 半 2 社２３ 現代経営のしくみ 2 半 2
人１７ 生命倫理 2 半 2 社２４ ベンチャー起業入門 2 半 2
人１８ 宗教と世界 2 半 2 社２５ ベンチャー起業実践 2 半 2
人１９ 人間と宗教 2 半 2 社２６ 現代会計のしくみ 2 半 2
人２０ 人間観と教育 2 半 2 社２８ 現代経済の諸問題 2 半 2
人２１ 近代日本の社会と表現 2 半 2 社３０ 大学教育論 2 半 2
人２２ 日本古典文学の世界 2 半 2 社３１ 教育政策史 2 半 2
人２３ 文学の楽しみ 2 半 2 社３４ マネジメント系SDGs演習 1 Q 1
人２４ 小説の社会学 2 半 2 社３５ 生命保険実務 2 半 2
人２５ ことばの生態 2 半 2 社３６ 損害保険実務 2 半 2
人２６ ことばの構造と意味 2 半 2 社９１ 社会系特別講義Ⅰ 2 半 集中講義
人２７ 日本語のしくみ 2 半 2 社９２ 社会系特別講義Ⅱ 2 半 集中講義
人27-1 日本語のはたらき 2 半 2
人28-1 中国古典文学の世界 2 半 2 自０１ 大気の科学 2 半 2
人28-2 20世紀の中国文学 2 半 2 自０２ 地球の科学 2 半 2
人３０ アメリカの文学と近代社会 2 半 2 自０３ 海洋の科学 2 半 2
人３１ 日本語研究入門 2 半 2 自０４ 宇宙の科学 2 半 2
人３５ 歴史を知る 2 半 2 自０６ 科学の光と影 2 半 2
人３６ 歴史を探る 2 半 2 自１１ 統計と社会 2 半 2
人３７ 歴史を見る 2 半 2 自１２ 数理の構造 2 半 2
人３８ 歴史を考える 2 半 2 自１３ 数の文化 2 半 2
人３９ 歴史を深める 2 半 2 自２１ 時間と空間 2 半 2
人４０ 歴史を学ぶ 2 半 2 自２２ 人間と物理学 2 半 2
人４１ 歴史を掘る 2 半 2 自３１ 生活の化学 2 半 2
人４６ 考古学入門 2 半 2 自３２ 分子の世界 2 半 2
人５２ 美術の世界 2 半 2 自４１ 生物の生活 2 半 2
人５５ コーラル・アンサンブルの楽しみ 2 半 2 自４２ 生命の科学 2 半 2
人５６ 楽しく学ぶギター弾き語りⅠ 2 半 2 自５４ 沖縄の風景 2 半 2
人５７ 楽しく学ぶギター弾き語りⅡ 2 半 2 自５５ 社会統計学基礎 2 半 2
人５８ ステージスタッフ総合活動 2 半 2 自５６ 都市環境と計画 2 半 2
人６１ 美術と社会 2 半 2 自５７ ランドスケープ論 2 半 2
人６４ 陶芸の世界 2 半 2 自５８ 環境デザイン論 2 半 2
人６５ オーケストラの楽しみⅠ 2 半 2 自６１ 地球環境と科学技術 2 半 2
人６６ オーケストラの楽しみⅡ 2 半 2 自６４ 自然環境と土木工学 2 半 2
人７１ 心理学入門Ⅰ 1 Q 2 自６５ 生物資源利用とサイエンス 2 半 2
人７２ 心理学入門Ⅱ 1 Q 2 自７１ ヒトの健康科学 2 半 2
人７３ 共生社会にむけたアクセシビリティ 2 半 2 自８３ ライフサイエンス系SDGs演習 1 Q 1
人７４ アクセシビリティ演習 2 半 2 自８４ エンジニアリング系SDGs演習 1 Q 1
人７５ ヒューマニティ系SDGs演習 1 Q 1 自９１ 自然系特別講義Ⅰ 2 半 集中講義
人９１ 人文系特別講義Ⅰ 2 半 集中講義 自９２ 自然系特別講義Ⅱ 2 半 集中講義
人９２ 人文系特別講義Ⅱ 2 半 集中講義

健０１ 健康・スポーツ科学 2 半 2 講義
健０３ 運動・スポーツ科学演習 2 半 2

健
康
運
動
系
科
目

教

養

領

域

人

文

系

科

目

教

養

領

域

社

会

系

科

目

自

然

系

科

目

共 通 教 育 等 授 業 科 目 表
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（別表１）

領
域

科
目

科目
番号

授　業　科　目
単
位

期
間

週
時
間

備　考
領
域

科
目

科目
番号

授　業　科　目
単
位

期
間

週
時
間

備　考

総０１ 脳の発達と人間 2 半 2 総119 国際共修で学ぶ日本文化Ⅰ 2 半 2
総０６ アメリカの文化と社会 2 半 2 総120 国際共修で学ぶ日本文化Ⅱ 2 半 2
総１０ 住まいの科学 2 半 2 総121 国際共修で学ぶ日本史Ⅰ 2 半 2
総１４ 環境問題 2 半 2 総122 国際共修で学ぶ日本史Ⅱ 2 半 2
総１７ 情報科学概論 2 半 2 総123 国際共修で学ぶ沖縄の文化Ⅰ 2 半 2
総２０ ヒトの科学と人間の医学 2 半 2 総124 国際共修で学ぶ沖縄の文化Ⅱ 2 半 2
総２１ 動物実験の基礎 2 半 2 総125 国際共修で学ぶ沖縄の歴史Ⅰ 2 半 2
総２２ 生命科学入門 2 半 2 総126 国際共修で学ぶ沖縄の歴史Ⅱ 2 半 2
総２８ 科学と擬似科学 2 半 2 総127 グローバルSDGs概論 1 Q 1
総３３ 人口と食糧 2 半 2 総128 言語教育実習 2 半 2
総３６ 囲碁の世界 2 半 集中講義 総129 グローカル・イノベーション演習Ⅰ 1 Q 1
総３８ 災害と安全 2 半 2 総130 グローカル・イノベーション演習Ⅱ 1 Q 1
総４５ キャリアと学生生活 2 半 2 総131 グローカル・イノベーション演習Ⅲ 1 Q 1
総４７ 総合環境学概論 2 半 2 総132 グローカル・イノベーション演習Ⅳ 1 Q 1
総４９ 生活習慣病予防および健康増進 2 半 2
総５０ 大学で何を学ぶか 2 半 2 琉０１ 平和論 2 半 2
総５２ 海外文化研修Ａ(英語圏) 2 半 集中講義 琉０２ 核の科学 2 半 2
総５３ 海外文化研修Ｂ(中国語圏) 2 半 集中講義 琉０３ 女性と社会 2 半 2
総５４ 海外文化研修Ｃ(スペイン語圏) 4 半 集中講義 琉０５ 沖縄の基地と戦跡Ⅰ 2 半 2
総５５ 海外文化研修Ｄ(フランス語圏) 4 半 集中講義 琉０６ 沖縄の基地と戦跡Ⅱ 2 半 集中講義
総５６ 海外文化研修Ｅ(ドイツ語圏) 4 半 集中講義 琉１４ 琉球の文学 2 半 2
総５７ 環境インターンシップⅠ 2 半 2 琉１８ 地域の科学 2 半 2
総５８ 環境インターンシップⅡ 2 半 2 琉２２ 琉球の自然                2 半 2
総６２ 環境と文学 2 半 2 琉２３ 琉球の自然保護            2 半 2
総６５ 異文化コミュニケーション入門 2 半 2 琉２４ 沖縄のサンゴ礁            2 半 2
総６７ グローバル実践演習Ⅰ 2 半 2 琉２５ 琉球弧の自然誌            2 半 2
総６８ グローバル実践演習Ⅱ 2 半 2 琉２６ 琉球の地理 2 半 2
総７６ 倫理総合討論 2 通 2 琉３３ 現代の国際関係            2 半 2
総７７ 地震と防災 2 半 2 琉41-2 琉球アジア研究入門 2 半 2
総７９ 総合環境論 2 半 2 琉４２ 移民論                    2 半 2
総８０ キャリアデザイン実践 2 半 2 琉４６ 沖縄の政治と社会 2 半 2
総８３ 適応の心理 2 半 2 琉４８ うちなーぐちあしび 2 半 2
総９１ 総合特別講義Ⅰ 2 半 集中講義 琉４９ 亜熱帯－西表の自然 2 半 集中講義
総９２ 総合特別講義Ⅱ 2 半 集中講義 琉５０ 沖縄の学力と教育 2 半 2
総９３ 総合特別講義Ⅲ 2 半 集中講義 琉５１ 琉球語入門Ⅰ 2 半 2
総９４ 総合特別講義Ⅳ 2 半 集中講義 琉５２ 琉球語入門Ⅱ 2 半 2
総９５ 総合特別講義Ⅴ 2 半 集中講義 琉５３ 沖縄の染めと織り 2 半 2
総９６ 総合特別講義Ⅵ 2 半 集中講義 琉５４ 沖縄の歴史入門 2 半 2
総９７ 総合特別講義Ⅶ 2 半 集中講義 琉５５ 琉球学入門 2 半 2
総９８ 総合特別講義Ⅷ 2 半 集中講義 琉５６ 琉球の自然と人 2 半 2
総９９ 総合特別講義Ⅸ 2 半 集中講義 琉５８ Community environment and planning 2 Q 4
総100 グローバル実践演習Ⅲ 3 半 3 琉７１ 現代沖縄地域論 2 半 2
総101 グローバル実践演習Ⅳ 3 半 3 琉７２ 地域課題フィールドワーク演習 2 半 集中講義
総102 Urban Disaster Prevention 2 Q 2 琉７３ 現代沖縄の地域振興 2 半 2
総103 日本語学概説Ⅰ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉７４ 地域システム計画論 2 半 2
総104 日本語学概説Ⅱ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉７５ 地域環境と生活空間 2 半 2
総105 日本語教育学概説Ⅰ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉７６ 地域プロジェクト実践 2 半 2 集中講義
総106 日本語教育学概説Ⅱ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉７７ 地域フィールドワーク入門 2 半 2
総107 日本語教育各論Ⅰ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉７８ 島嶼地域科学入門 2 半 2
総108 日本語教育各論Ⅱ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９１ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅰ 2 半 集中講義
総109 日本語教材研究Ⅰ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９２ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅱ 2 半 集中講義
総110 日本語教材研究Ⅱ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９３ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅲ 2 半 集中講義
総111 日本語教授法Ⅰ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９４ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅳ 2 半 集中講義
総112 日本語教授法Ⅱ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９５ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅴ 2 半 集中講義
総113 日本語教育実習 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９６ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅵ 2 半 集中講義
総114 海外日本語教育実習Ⅰ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９７ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅶ 2 半 集中講義
総115 日本語教育演習Ⅰ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９８ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅷ 2 半 集中講義
総116 日本語教育演習Ⅱ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉９９ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅸ 2 半 集中講義
総117 日本語教育演習Ⅲ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉100 沖縄の航空事業と地域振興 2 半 2
総118 日本語教育演習Ⅳ 2 半 2 日本語教育副専攻 琉101 ドローン＆フィールドサイエンス 2 半 集中講義
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琉102 グローカル実践演習Ⅰ 2 半 2 情０１ 情報科学演習 2 半 2
琉103 グローカル実践演習Ⅱ 2 半 2 情１１ 日本語表現法入門 2 半 2
琉104 グローカル実践演習Ⅲ 2 半 2
琉105 グローカル実践演習Ⅳ 2 半 2
琉106 個と多様性 1 Q 1
琉107 グローカルリーダーシップ論Ⅰ 1 Q 1 外１０１ 大学英語 4 半 4
琉108 グローカルリーダーシップ論Ⅱ 1 Q 1 外１０２ 英語講読演習　中級 2 半 2
琉109 グローカル実践研修 1 Q 1 外１０３ 英語講読演習　上級 2 半 2
琉110 グローカル実践研修Ⅱ 1 Q 1 外１０４ 英会話演習　中級 2 半 2
琉111 沖縄の航空事業と地域振興Ⅱ 2 半 2 外１０５ 英会話演習　上級 2 半 2
琉112 世界自然遺産西表島 2 半 集中講義 外１０６ 英作文演習　中級 2 半 2

外１０７ 英作文演習　上級 2 半 2
外１０８ 英語プレゼンテーション演習　中級 2 半 2
外１０９ 英語プレゼンテーション演習　上級 2 半 2

Ｃ１１ キャリア形成入門 2 半 2 外１１０ ＴＯＥＩＣ演習 2 半 2
Ｃ１３ キャリアデザインとジェンダーⅠ 2 半 2 外１１１ ＴＯＥＦＬ演習 2 半 2
Ｃ１４ キャリアデザインとジェンダーⅡ 2 半 2 外１１２ 英検準１級演習 2 半 2
Ｃ２２ 海外キャリア形成入門 2 半 集中講義 外１１３ 特定英語課題演習Ⅰ 2 半 2
Ｃ２３ 海外職場体験 2 半 集中講義 外１１４ 特定英語課題演習Ⅱ 2 半 2
Ｃ３１ 地域企業（自治体）お題解決プログラム 2 半 2
Ｃ４１ 日本企業インターンシップⅠ 2 半 集中講義
Ｃ４２ 日本企業インターンシップⅡ 2 半 集中講義 外２０１ ドイツ語入門Ⅰ 2 半 2
Ｃ９１ キャリア関係特別講義Ⅰ 2 半 集中講義 外２０２ ドイツ語入門Ⅱ 2 半 2
Ｃ９２ キャリア関係特別講義Ⅱ 2 半 集中講義 外２０３ ドイツ語入門Ⅲ 2 半 2
Ｃ９３ キャリア関係特別講義Ⅲ 2 半 集中講義 外２０４ ドイツ語入門Ⅳ 2 半 2
Ｃ９４ キャリア関係特別講義Ⅳ 2 半 集中講義 外２０５ ドイツ語会話入門Ⅰ 2 半 2
Ｃ９５ キャリア関係特別講義Ⅴ 2 半 集中講義 外２０６ ドイツ語会話入門Ⅱ 2 半 2
Ｃ９６ キャリア関係特別講義Ⅵ 2 半 集中講義 外２０７ インテンシブドイツ語Ⅰ 4 半 4
Ｃ９７ キャリア関係特別講義Ⅶ 2 半 集中講義 外２０８ インテンシブドイツ語Ⅱ 4 半 4
Ｃ９８ キャリア関係特別講義Ⅷ 2 半 集中講義 外２０９ インテンシブドイツ語Ⅲ 2 半 2
Ｃ９９ キャリア関係特別講義Ⅸ 2 半 集中講義 外２１０ インテンシブドイツ語Ⅳ 2 半 2

外２１１ ドイツ語圏文化入門 2 半 2

外３０１ フランス語入門Ⅰ 2 半 2
外３０２ フランス語入門Ⅱ 2 半 2
外３０３ フランス語入門Ⅲ 2 半 2
外３０４ フランス語入門Ⅳ 2 半 2
外３０５ フランス語会話入門Ⅰ 2 半 2
外３０６ フランス語会話入門Ⅱ 2 半 2
外３０７ インテンシブフランス語Ⅰ 4 半 4
外３０８ インテンシブフランス語Ⅱ 4 半 4
外３０９ インテンシブフランス語Ⅲ 2 半 2
外３１０ インテンシブフランス語Ⅳ 2 半 2
外３１１ フランス語圏文化入門 2 半 2

外４０１ スペイン語入門Ⅰ 2 半 2
外４０２ スペイン語入門Ⅱ 2 半 2
外４０３ スペイン語入門Ⅲ 2 半 2
外４０４ スペイン語入門Ⅳ 2 半 2
外４０５ スペイン語会話入門Ⅰ 2 半 2
外４０６ スペイン語会話入門Ⅱ 2 半 2
外４０７ インテンシブスペイン語Ⅰ 4 半 4
外４０８ インテンシブスペイン語Ⅱ 4 半 4
外４０９ インテンシブスペイン語Ⅲ 2 半 2
外４１０ インテンシブスペイン語Ⅳ 2 半 2
外４１１ スペイン語圏文化入門 2 半 2

キ

ャ

リ

ア

関

係

科

目

琉

大

特

色

・

地

域

創

生

科

目

総

合

領

域

基

幹

領

域

外

国

語

科

目

情
報
関
係
科
目

共 通 教 育 等 授 業 科 目 表

―　54　―



（別表１）

領
域

科
目

科目
番号

授　業　科　目
単
位

期
間

週
時
間

備　考
領
域

科
目

科目
番号

授　業　科　目
単
位

期
間

週
時
間

備　考

外５０１ 中国語基礎Ⅰ        4 半 4 先０３ 線形代数学Ⅰ      2 半 2
外５０２ 中国語基礎Ⅱ        4 半 4 先０４ 線形代数学Ⅱ      2 半 2
外５０３ 中国語中級      4 半 4 先０５ 線形代数学演習Ⅰ  2 半 2
外５０４ 中国語講読      2 半 2 先０６ 線形代数学演習Ⅱ  2 半 2
外５０５ 中国語演習      2 半 2 先０７ 統計学 2 半 2 医学科用
外５０６ 中国語上級          2 半 2 先０８ 統計学Ⅰ 2 半 2
外５０７ 中国語特演      2 半 2 先０９ 統計学Ⅱ 2 半 2
外５０８ 中国語会話 2 半 2 先１１ 微分積分学ＳＴ（スタンダードコース）Ⅰ 2 半 2
外５０９ 時事中国語          2 半 2 先１２ 微分積分学ＳＴ（スタンダードコース）Ⅱ 2 半 2
外５１０ 中国語作文      2 半 2 先１３ 微分積分学ＡＤ（アドバンストコース）Ⅰ 2 半 2
外５１１ 実践中国語      2 半 2 先１４ 微分積分学ＡＤ（アドバンストコース）Ⅱ 2 半 2

先２１ 地学実験 1 半 3
先２３ 地球科学Ⅰ 2 半 2

外６０１ 朝鮮語基礎Ⅰ 4 半 4 先２４ 地球科学Ⅱ 2 半 2
外６０２ 朝鮮語基礎Ⅱ 4 半 4 先３１ 物理学Ⅰ 2 半 2
外６０３ 朝鮮語中級 4 半 4 先３２ 物理学Ⅱ 2 半 2
外６０４ 朝鮮語講読 2 半 2 先３３ 物理学実験 1 半 3
外６０５ 朝鮮語演習 2 半 2 先４１ 化学Ⅰ 2 半 2

先４２ 化学Ⅱ 2 半 2
先４３ 化学実験 1 半 3

外７０１ インドネシア語基礎Ⅰ    4 半 4 先５１ 生物学Ⅰ 2 半 2
外７０２ インドネシア語基礎Ⅱ 4 半 4 先５２ 生物学Ⅱ 2 半 2

先５３ 生物学実験 1 半 3

外７１１ タイ語基礎Ⅰ 4 半 4
外７１２ タイ語基礎Ⅱ 4 半 4 転０３ 微分積分学入門Ⅰ 2 半 2

転０４ 微分積分学入門Ⅱ 2 半 2
転１１ 物理学入門Ⅰ 2 半 2

外７２１ ヴェトナム語基礎Ⅰ 4 半 4 転１２ 物理学入門Ⅱ 2 半 2
外７２２ ヴェトナム語基礎Ⅱ 4 半 4 転２３ 化学入門Ⅰ 2 半 2
外７２３ ヴェトナム語中級 4 半 4 転２４ 化学入門Ⅱ 2 半 2

外７３１ ラテン語入門Ⅰ   2 半 2
外７３２ ラテン語入門Ⅱ 2 半 2

外７５１ ロシア語入門Ⅰ 2 半 2
外７５２ ロシア語入門Ⅱ 2 半 2
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日107 文法C2S 2 半 2
日108 文法C2F 2 半 2
日203 読解B2S 2 半 2
日204 読解B2F 2 半 2
日205 読解C1S 2 半 2
日206 読解C1F 2 半 2
日208 読解C2F 2 半 2
日303 聴解B2S 2 半 2
日304 聴解B2F 2 半 2
日305 聴解C1S 2 半 2
日306 聴解C1F 2 半 2
日307 聴解C2S 2 半 2
日308 聴解C2F 2 半 2
日405 アカデミック日本語C1S 2 半 2
日406 アカデミック日本語C1F 2 半 2
日407 アカデミック日本語C2S 2 半 2
日408 アカデミック日本語C2F 2 半 2
日505 会話C1S 2 半 2
日506 会話C1F 2 半 2
日507 会話C2S 2 半 2
日603 漢字B2S 1 半 2
日604 漢字B2F 1 半 2
日701 口頭表現C1S 2 半 2
日702 口頭表現C1F 2 半 2
日703 口頭表現C2S 2 半 2
日704 口頭表現C2F 2 半 2
日802 ビジネス日本語入門 2 半 2
日803 ビジネス日本語Ⅰ 2 半 2
日804 ビジネス日本語Ⅱ 2 半 2
日915 沖縄の文化Ⅰ 2 半 2
日916 沖縄の文化Ⅱ 2 半 2
日925 沖縄の歴史Ⅰ 2 半 2
日926 沖縄の歴史Ⅱ 2 半 2
日955 日本の文化Ⅰ 2 半 2
日956 日本の文化Ⅱ 2 半 2
日965 日本の歴史Ⅰ 2 半 2
日966 日本の歴史Ⅱ 2 半 2
日983 日本語B2S 4 半 4
日984 日本語B2F 4 半 4
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

人０１ 人間と哲学の知 ２ ２－０ １～４ 前又は後 西洋哲学の基本的な領域を概観しつつ、人間と世界に
ついて考える。

人０２ 人間と世界 ２ ２－０ １～４ 前又は後 西洋哲学を概観しつつ人間と世界について考える。

人０３ 思考の論理入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後
論理学の基本的な領域を概観しつつ、人間の論理的な
思考について考える。

人０４ 思考の論理 ２ ２－０ １～４ 前又は後
論理学を概観しつつ、人間の論理的な思考について考
える。

人０５ 西洋思想とインドの思想 ２ ２－０ １～４ 前又は後
西洋思想とインド思想を比較検討しつつ、それぞれの
思考様式を明らかにする。

人０６ 西洋思想と日本・中国の思想 ２ ２－０ １～４ 前又は後
西洋思想と日本・中国の思想を比較検討しつつ、それ
ぞれの思考様式を明らかにする。

人０７ 生き方の探究 ２ ２－０ １～４ 前又は後
倫理学の基本的な領域を学びつつ、生き方について考
える。

人０８ 人間と倫理 ２ ２－０ １～４ 前又は後 倫理学を学びつつ、人間について考える。

人０９ 環境の哲学 ２ ２－０ １～４ 前又は後

環境の保全と保存、土地倫理、共有地の悲劇と救命艇
倫理、宇宙船倫理、世代間倫理等、環境倫理学におけ
る種々の考え方を検討し、さらに、その背景をなす人
間観、自然観等を考察する。

人１０ 心の哲学 ２ ２－０ １～４ 前又は後

本講義は心をめぐる哲学的な問題を論じるものであ
り、今日では「心の哲学」と呼ばれる分野を成してい
る。近代以降の心身二元論から２１世紀の最先端の話
題について、幅広くカバーし、「心」の本性について
哲学の立場から論じる。

人１１ 心の科学 ２ ２－０ １～４ 前又は後
人間の心と行動を科学的に理解するために、知覚、学
習、記憶と思考など、心理学の基礎的側面を中心に概
説する。

人１２ 人間関係論 ２ ２－０ １～４ 前又は後
人間の発達、パーソナリィティ論、社会行動などを通
して、自己と他者、対人関係についての理解を心理学
的に深めることを目的とする。

人１６ 比較思想文化論 ２ ２－０ １～４ 前又は後

世界には様々な思想や文化が存在している。どのよう
な思想や文化も地域性や時間性という制約の下にあ
る。それ故、それらの違いがまず強調されるであろ
う。しかし、それらの中には共通性も見出されうる。
本講義では、世界の思想や文化を、比較という観点か
らその共通性や相違に着目して、論じる。

人１７ 生命倫理 ２ ２－０ １～４ 前又は後
生命倫理学を中心に、安楽死と尊厳死、脳死と臓器移
植、クローン、ケア論等について検討し、あわせて生
と死、人間等について考えてみたい。
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

人１８ 宗教と世界 2 ２－０ １～４ 前又は後
世界の主要な宗教について、その教義や歴史などを概
説する。宗教が関係する諸問題についても取り上げ
る。

人１９ 人間と宗教 ２ ２－０ １～４ 前又は後
多くの宗教に共通する一般的な特徴を中心に紹介しな
がら、人間にとって、あるいは社会にとって宗教とは
どのような意味・役割をもつかについて考える。

人２０ 人間観と教育 ２ ２－０ １～４ 前又は後
多様な教育についての考え方を、それを根底で支える
人間観と共に紹介し、現代にふさわしい人間観、およ
び教育のあり方について考える。

人２１ 近代日本の社会と表現 ２ ２－０ １～４ 前又は後
各時代を代表する作品を取り上げ、作品が時代をどの
ように浮かび上がらせたか、又、作品が時代によっ
て、どう読まれたかを探る。

人２２ 日本古典文学の世界 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
「今昔物語集」を中心に説話文学を学ぶ一方、日本と
琉球の民俗現象や類似の文芸について学ぶ。

人２３ 文学の楽しみ ２ ２－０ １～４ 前
大衆文学の代表的作家（司馬遼太郎、松本清張、水上
勉等）を取り上げ、彼等の作品が何故、多くの人々に
愛され読まれているか、その魅力を探っていく。

人２４ 小説の社会学 ２ ２－０ １～４ 後
小説を“社会”とのかかわりで読解し、ある集団・国民
の意識、神話、ある時代の文化、精神構造を探る手が
かりとする。

人２５ ことばの生態 ２ ２－０ １～４ 前又は後

私たちは「ことば」を使って生きている。「ことば」
は社会生活・文化活動を営む上での基礎となってい
る。一見自明に見える「ことば」、その「ことば」の
本質、生理、認知、機能及び生活の中の「ことば」に
ついて考察する。

人２６ ことばの構造と意味 ２ ２－０ １～４ 前又は後

意思疎通の優れた手段としての言語の仕組みがどのよ
うなものなのか、意味とは何かなど日本語なり、英語
なりの個別言語の体系と意味を考察し、その深層を探
る。

人２７ 日本語のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
日本語の発生、系統をはじめ、その文法、音韻等につ
いて体系的なしくみを学ぶと共に、日本語の現在、及
び日本語研究の問題点を考察していく。

人27-1 日本語のはたらき ２ ２－０ １～４ 後

社会言語学的な側面から、日本語の使用実態や、バリ
エーションについて考えていく。グループ活動を重視
した授業展開を予定している。知識を受け身で得るの
ではなく、自ら探究する姿勢を重視する。
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

人28-1 中国古典文学の世界 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

中国の文学は、その時間的なスケールの長さと内容の
多様さにおいて世界に類を見ない豊かさを持ってい
る。漢字に載せて運ばれた思想と美的表現は周辺の
国々に強い影響を与えてきた。日本の文学を理解する
うえで中国の文学、歴史、思想等を理解することは、
基本的な前提条件である。本授業では中国の古典文学
について講義する。

人28-2 20世紀の中国文学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

中国の文学は、その時間的なスケールの長さと内容の
多様さにおいて世界に類を見ない豊かさを持ってい
る。漢字に載せて運ばれた思想と美的表現は週辺の
国々に強い影響を与えてきた。中国の近現代文学には
この国の社会的、歴史的条件の中で翻弄された人々の
思想と生活が反映されている。本授業では中国の近
代・現代文学について講義する。

人３０ アメリカの文学と近代社会 ２ ２－０ １～４ 後
アメリカ近代文学の主要作品の講読・解説を中心に南
北戦争から現代に至るアメリカの文学と社会及び文化
について考える。

人３１ 日本語研究入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後

普段何気なく話している日本語、そこには母語話者ほ
ど気づきにくいさまざまな謎や仕組みが隠されてい
る。この授業では、グループ活動を通して、日本語研
究のさまざまなテーマに触れる。「答えがすぐには見
つからない」ことの面白さを知ることも、この授業の
目的の一つである。

人３５ 歴史を知る ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史について新
たに知ることをねらいとする。

人３６ 歴史を探る ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、さまざまな視点
から歴史について探ることをねらいとする。

人３７ 歴史を見る ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、新たな視点から
歴史を見ていくことをねらいとする。

人３８ 歴史を考える ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史について考
えることをねらいとする。
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

人３９ 歴史を深める ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史についての
理解を深めることをねらいとする。

人４０ 歴史を学ぶ ２ ２－０ １～４ 前又は後

歴史学には、日本史・東洋史・西洋史・考古学といっ
たさまざまな分野がある。それらの分野のなかから、
いくつかのテーマに焦点をあわせて、歴史について学
ぶことをねらいとする。

人４１ 歴史を掘る ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
土の中から掘り出される遺跡・遺物を通して人類の歴
史を解き明かす方法を考える。

人４６ 考古学入門 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

考古学は、物質資料（遺跡・遺物）から、過去の人類
の生活を究明する学問である。本講義では、考古学研
究の歩みを踏まえながら、調査の方法、分析の方法や
基本的な考え方をわかりやすく整理し、遺跡・遺物か
ら何がわかるかを具体的に学ぶことを目的にする。

人５２ 美術の世界 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
美術の広範な領域から特定の課題を設定し講義する。
（クラス毎に内容が異なることがあるので共通教育等
科目授業計画書に注意すること。）

人５５ コーラルアンサンブルの楽しみ ２ ０－２ １～４ 前 ・ 後

合唱を通して、歌唱に必要な呼吸法・発声法・音楽表
現法を学ぶとともにアンサンブル力向上の過程で必要
とされるメンバーの相互理解・協調性を陶冶し、豊か
な人間性形成を目指す。

人５６ 楽しく学ぶギター弾き語りⅠ ２ ０－２ １～４ 前
ギターの持ち方、調弦法、ハ長調やト長調の基本コー
ドのポジションの学習から始め簡単な弾き歌いを修得
する。

人５７ 楽しく学ぶギター弾き語りⅡ ２ ０－２ １～４ 後
前期に続きギターの弾き歌いのテクニックを学習す
る。前期の内容を発展させ、扱う調性・コードを増や
し、さらに詳しく学習する。

隔年開講

人５８ ステージスタッフ総合活動 ２ ０－２ １～４ 前

総合舞台芸術を陰で支えるステージスタッフの存在無
くしてはいかなるステージ・パフォーマンスも成り立
たない。この授業では、背景画・美術道具・衣裳・メ
イクサポートなどを演習をとおして学び、集団活動を
とおしての自律性・問題解決能力・社会性・コミュニ
ケーション力を身につけていく。

人６１ 美術と社会 ２ ２－０ １～４ 後

私たちを取り巻く環境そしてそれぞれの経験から成る
表現活動を人類の、文化の流れと共に考察する。美術
史上及び現代の作家による作品やプロジェクトを検討
する。

人６４ 陶芸の世界 ２ ２－０ １～４ 前又は後

縄文時代から今日まで、人々はどのように「やきも
の」とかかわり、発展させてきたのか。その技術的特
徴や造形性の変遷について、日本での成り立ちを軸に
概説する。
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：人文系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

人６５ オーケストラの楽しみⅠ ２ ０－２ １～４ 前

オーケストラの持つ魅力に親しむことを目的とし、受
講生の選択楽器および演奏経験等を考慮した上で編成
を組む。ハーモニー練習などアンサンブル基礎練習を
行った後、楽器編成に合わせ古典派の楽曲を中心に演
奏・研究する。講義を通してパート練習、セクション
練習を積み、最終的に合奏へともっていく。

人６６ オーケストラの楽しみⅡ ２ ０－２ １～４ 後

前期から行なっているハーモニー練習などアンサンブ
ル基礎練習を継続的に行った上で、ロマン派の楽曲を
中心に演奏・研究する。
前期に引き続き最終的に合奏へもっていくため、パー
ト練習、セクション練習を積むことが必要となる。

人７１ 心理学入門Ⅰ １ ２－０ １～４ 前又は後

心理学は心の諸現象を科学的に研究していく学問であ
る。そしてそれはどの学問分野を専門として学ぶにし
ても、多かれ少なかれ必要となってくる学問であると
言えるだろう。よってここでは知覚、認知、発達など
心理学の基本的な事項について学ぶ。

クォーター
科目

人７２ 心理学入門Ⅱ １ ２－０ １～４ 前又は後

心理学は心の諸現象を科学的に研究していく学問であ
る。そしてそれはどの学問分野を専門として学ぶにし
ても、多かれ少なかれ必要となってくる学問であると
言えるだろう。よってここでは性格、動機、学習など
心理学の基本的な事項について学ぶ。

クォーター
科目

人７３
共生社会にむけたアクセシビ
リティ

２ ２－０ １～４ 前

障がいの有無や年齢、文化等の個人の多様性について
の知識を深める。そして、見る・聞く・移動するなど
の多様な角度から社会的障壁を理解し、それを取
り除くために必要な思考性を獲得することを目的とす
る。

人７４ アクセシビリティ演習 ２ ２－０ １～４ 後

障がいの有無や年齢、文化等の個人の多様なニーズに
ついて理解した上で、学びやすい・過ごしやすい環境
を整えるためのコーディネートや社会的障壁に
対する対応能力の取得を目的とする。

人７５ ヒューマニティ系SDGs演習 1 0－１ １～４ 前

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人材育
成のための学修プログラムであるグローバル津梁の応
用段階(Level 2)として、ヒューマニティ系SDGsの
ターゲット、指標を活用した調査分析を実践する。

クォーター
科目

人９１ 人文系特別講義Ⅰ ２ １～４ 前 開講時に公示する。 集中講義

人９２ 人文系特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：社会系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

社０１ 法と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
法の概念、目的、効力、適用など、法と社会の諸問題
について考える。

社０２ 憲法概論 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後 憲法についての基礎的知識及び日本国憲法の概要。

社０３ 現代政治の課題 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

現代の日本政治を多面的に分析し、そこから日本政治
の課題を導き出し、解法の方法を提示する。その際、
日本の政治風土、政治文化についても論及し、日本の
政治像の全体的な把握を目指す。

社０４ 日本の政治 ２ ２－０ １～４ 前又は後

政治学には政治理論、政治史、政治思想史、政治制
度、政治過程、政党制、公共政策、地方自治などの
様々な分野が方摂されるが、これらをわが国の政治状
況に焦点を絞って考察することによって、日本の政治
に関する関心と基礎知識を養う。

社０６ 戦争と平和の諸問題 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

「戦争を防ぎ、平和を達成するにはどのようにすれば
よいのか？」という問題意識に基づき、広く戦争と平
和に関する諸問題を扱う。さまざまな角度から２１世
紀国際社会に平和を定着させる方法を考える。

社１１ 地域と生活 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
地域と人々の暮らしとの関わりを、人文、自然の両面
から考察する。

社１２ 現代社会のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代社会のしくみと変動について、沖縄の事例も取り
入れながら考察する。

社１３ マスコミと社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代社会におけるマスコミと大衆の関わりについて沖
縄の事例も取り入れながら考える。

社１５ 人類文化の比較 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
家族と親族、宗教と世界文化とパーソナリティ等、人
類文化の諸分野について比較考察する。

社１９
ジェンダー学とイン
ターセクショナリティ

２ １～４ 後

ジェンダー学とインターセクショナリティの基礎的視
座、概念、理論、方法論について学び理解を深めつ
つ、身近な地域や国内外における文化、社会、政治に
表象されるジェンダーの課題を特定し、その問題解決
に向けて議論を深める。

社２１ 現代経済のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

現代社会を構成するミクロ・マクロの経済主体の行動
と市場メカニズムを学ぶことにより、経済の資源配分
のしくみと雇用・物価・生産の変動というマクロ経済
の変動メカニズムを探求する。

社２２ 経済の歴史 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

人類の悠久の歴史は、人と人との織り成す歴史であ
る。この中でも資本主義の成立過程は激烈であった。
そこで本講義では、資本主義がどのような歴史過程を
経て成立したのかをとらえる。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：社会系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

社２３ 現代経営のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

現代経営のアップ・トゥ・デートな話題を取り上げ、
考察する。なお、平成２３年度からは、起業家イン
ターンシップ、ビジネスアイデア・コンテスト参加も
講義内容に含める。

社２４ ベンチャー起業入門 ２ ２－０ １～４ 前

産学官連携による沖縄ビジネスアイディアコンテスト
と連動した実践的な講義により、起業に関する基本的
な知識の習得のみならず、課題解決能力や自己表現力
等、キャリア形成及び就業力の育成につながる起業家
マインドと行動パターンを学ぶ。

社２５ ベンチャー起業実践 ２ ２－０ １～４ 後

問題解決型学習（PBL）を通じて、本学の研究シー
ズ、地域企業の課題、アイディアコンテストの入賞作
品等をテーマとし、具体的なビジネスプランを作成す
る。
　チームを編成し、仮想的に会社を立ち上げて、金融
機関や企業、その他支援団体等へプレゼンを行う等、
ビジネスプランの事業化のプロセスを体験する。

社２６ 現代会計のしくみ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
複式簿記の基礎を学び、現代企業の経済的成果や社会
資本の形態を把握する方法を検討する。

社２８ 現代経済の諸問題 ２ ２－０ １～４ 前又は後
現代社会がかかえる財政、金融、失業環境などの諸問
題について平易に概説する。

社３０ 大学教育論 ２ ２－０ １～４ 後
大学教育への理解を深めるため、大学の歴史や役割、
大学での学び、大学生等について講義し、受講生の間
で予習を前提としたディスカッションを行う。

社３１ 教育政策史 ２ ２－０ １～４ 後

本講義では、日米の教育政策、教育制度の歴史を比較
しながら、教育の市場化やテスト政策の進展といった
現代の教育政策上の課題について考察するとともに、
これまでの被教育経験を教育政策の観点から相対化す
る。

社３４
マネジメント系SDGs
演習

1 0－１ １～４ 後

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人材育
成のための学修プログラムであるグローバル津梁の応
用段階(Level 2)として、マネジメント系SDGsのター
ゲット、指標を活用した調査分析を実践する。

クォーター
科目
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：社会系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

社３５ 生命保険実務 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

本講義では、個人生活・企業活動において不可欠な生
活保障サービスを提供している生命保険会社の経営活
動・商品内容などを通して、生命保険の概念・機能・
効果などを概説します。生命保険について学ぶこと
は、一人ひとりの人生や生活設計を考えるきっかけと
なり、また、国民生活にかかる保障システムを理解す
るうえでも大変有益です。

社３６ 損害保険実務 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

本講義では、私たちの生活を取り巻く地震･台風など
の自然災害や病気、交通事故や犯罪などの各種リスク
に備える経済システムである損害保険が、日常生活や
経済にどのような役割を果たしているのかを学び、消
費者や社会人として必要な経済的な備えである損害保
険の基本的な知識を習得することを目的とします。

社９１ 社会系特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

社９２ 社会系特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：自然系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

自０１ 大気の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
地球大気現象についての系統だてた解説を通し
て、現代社会人としての地球科学的知識の向上
と、科学的思考法（演緯法）の習練をはかる。

自０２ 地球の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代の地球上で起きている様々な地学的現象につ
いて解説し、４６億年の地球史を地球環境と地球
生命の変動を中心に概説する。

自０３ 海洋の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

地球の海に関する様々なテーマ（地球の海の起源
と進化、海水の化学組成とその変遷史、海底の地
学、海洋の大循環、海洋の生態系、サンゴ礁な
ど）を取り上げ概説する。

自０４ 宇宙の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
宇宙の構造と進化及び惑星や太陽系の起源と進化
などを取り上げ、分かりやすく概説する。

自０６ 科学の光と影 ２ ２－０ １～４ 後　　期

自然科学分野における各種法則の成立前夜の歴史
的背景と経緯を議論、現在広く受け入れられてい
る自然科学の光の部分と影の部分について説明す
る。さらに、アインシュタインの相対性理論を一
つの教材とし、科学的に思考することの鍵を学
ぶ。自然環境と防災の観点から自然科学を問い直
す。特に、沖縄の沿岸環境について言及する。

自１１ 統計と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
社会で使われている統計を例にしながら、その仕
組みを講義する。

自１２ 数理の構造 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代数学の仕組みについて、幾つかの話題をもと
に講義する。

自１３ 数の文化 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
数学と社会の関わりについて、幾つかの話題をも
とに講義する。

自２１ 時間と空間 ２ ２－０ １～４ 前　　期
時間と空間に関する物理的理解や人間の宇宙観の
変遷などについて概説する。

自２２ 人間と物理学 ２ ２－０ １～４ 後　　期
生活の中の物理学や物理学の歴史を通して人間と
物理学との関わりを考える。

自３１ 生活の化学 ２ ２－０ １～４ 前又は後
生活に直接関連した物質の化学について概説す
る。

自３２ 分子の世界 ２ ２－０ １～４ 前又は後
物質を構成する分子の化学的性質などについて概
説する。

自４１ 生物の生活 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
さまざまな生物の生活とまわりの環境との関わり
に重点をおいて考える。

自４２ 生命の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後 生命のしくみを細胞レベルから考える。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：自然系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

自５４ 沖縄の風景 ２ ２－０ １～４ 後　　期

沖縄の自然環境と生活文化により形作られている
身の回りの風景を理解するため、自然、伝統、生
活、産業、基地、イメージなど、沖縄の風景の持
つ多様な側面についての基礎的な知識を習得する
と共に、未来の沖縄の風景について考察する。

自５５ 社会統計学基礎 ２ ２－０ １～４ 後　　期

自然科学、社会科学、人文科学などの調査研究を
行うためには、いろいろな科学的分析方法が用い
られる。統計学はそれらの科学的分析方法のひと
つであり、母集団の特性を推定し、大量のデータ
の中に存在する法則性を扱う分析方法である。講
義でこの理論と実践を習得する。

自５６ 都市環境と計画 ２ ２－０ １～４ 後　　期
都市環境に関する計画理論と手法を学び、実際的
な課題に対するケース・スタディを行う。

自５７ ランドスケープ論 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
海岸線、水、緑地、公園、住宅地、集落などの土
地利用のあり方を、ランドスケープの面から考察
する。

自５８ 環境デザイン論 ２ ２－０ １～４ 前　　期
都市景観、外部空間、アメニティの表現としての
環境デザインを考える。

自６１ 地球環境と科学技術 ２ ２－０ １～４ 前　　期

今日、地球温暖化をはじめとする様々な環境問題
が生じている。本講義では地球環境問題に対する
理解を深め、それらの問題を解決するための科学
技術について学習する。

自６４ 自然環境と土木工学 ２ ２－０ １～４ 後　　期

比較的身近な自然環境の仕組みを特に生態学的な
視点から解説する。そして、防災と環境保全の関
係、環境保全のための土木工学的技術、開発の環
境影響とその評価手法等について解説し、自然環
境と人との多面的な相互関係とそこでの土木工学
の役割について考える機会を提供したい。

自６５ 生物資源利用とサイエンス ２ ２－０ １～４ 前　　期

身の回りの生活に関わる農薬・医薬、食品、発酵
についてオムニバス方式で講義する。その他、生
化学・生命科学に関わる事、特に社会的に注目さ
れ問題になっている事を平易に概説する。

自７１ ヒトの健康科学 ２ ２－０ １～４ 前　　期

人体の構造や働きを学習し、次いで健康を阻害す
る諸因子について学習する。すなわち食事、運
動、環境社会と健康の関係や、ひとのかかりやす
い疾患について、性、年代別に精神的疾患も含め
て概説し、疾患を予防し、健康を保持する方法を
教授する。健康を害した者の治療法、看護法につ
いても概説する。
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：自然系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

自８３
ライフサイエンス系SDGs
演習

1 0－１ １～４ 後

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人
材育成のための学修プログラムであるグローバル
津梁の応用段階(Level 2)として、ライフサイエン
ス系SDGsのターゲット、指標を活用した調査分
析を実践する。

クォーター科目

自８４
エンジニアリング系SDGs
演習

1 0－１ １～４ 後

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人
材育成のための学修プログラムであるグローバル
津梁の応用段階(Level 2)として、エンジニアリン
グ系SDGsのターゲット、指標を活用した調査分
析を実践する。

クォーター科目

自９１ 自然系特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

自９２ 自然系特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義
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（ 別 表 ２ ）

【教養領域：健康運動系科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 　講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

健０１ 健康・スポーツ科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

健康とスポーツに関する科学的知見
に基づいて、身体運動と人間との関
わりについて、健康科学およびス
ポーツ科学などの各教員の研究領域
の立場から論述する。

同一学期に運動・ス
ポーツ科学演習と並
行して履修可能。

健０３
運動・スポーツ科学演習

　(バドミントン)
２ ０－２ １～４ 前又は後

〃    〃    (テニス)

〃       〃    (卓球)

〃       〃    (ゴルフ)

〃       〃    (サッカー)

〃       〃    (フットサル)

〃       〃    (バレーボール)

〃  〃    (ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ)

〃       〃    (ハンドボール)

〃       〃　　(水泳)

〃       〃    (ダイビング)

〃       〃    (空手)

〃       〃    (沖縄空手)

〃       〃    (琉球舞踊)

〃  〃　　(ソフトボール)

〃  〃　　(野球)

〃       〃    (ニュースポーツ)

〃       〃    (ラート)

〃  〃　  (ｱｳﾄﾄﾞｱﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ)

〃  〃    (ｳｴｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ)

〃  〃    (ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ)

〃  〃　(ﾌｫｰｸ・ｿｰｼｬﾙﾀﾞﾝｽ)

〃       〃    (マラソン)

〃       〃    (動作療法)

〃  〃    (ｲﾝﾄﾞｱ･ｽﾎﾟｰﾂ)

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

１種目のみ履修可。
（複数の履修はでき
ない。）

運動種目別の歴史やルール、個人技
術やチーム戦術を、ビデオ教材や実
際の運動場面を活用しながら理論的
に理解するとともに、各種スポーツ
種目の技術戦術の習得・向上をねら
いとする。また、体力養成や傷害予
防、トレーニング法や健康増進など
のスポーツ科学の基本的理解を深め
ながら、生涯に渡ってスポーツを続
ける意義を理解することを目的とす
る。
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（ 別 表 ２ ）

【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

総０１ 脳の発達と人間 ２ ２－０ １～４ 前又は後
脳の構造・機能・発達と文化や教育との関連につい
て述べる。

総０６ アメリカの文化と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
米国社会の生成、発展、構造、病理等について、社
会科学を中心に言語歴史、文化、哲学、教育心理、
宗教学等の学際的分野から概説的に解明する。

総１０ 住まいの科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
気候風土に適した快適な住居とはどのようなもの
か、安全性、保健性、耐久性及び利便性など住宅の
性能について概説する。

総１４ 環境問題 ２ ２－０ １～４ 前
沖縄の自然破壊、身の回りから地球環境まで、様々
な環境問題についての講義を行う。

総１７ 情報科学概論 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

文系、理系、工系といった枠組みを超えたいわゆる
境界領域を取り扱う学問分野の一つとして講義を行
う。情報化社会の特質やその社会に与える影響、情
報活性能力等について講義を行う。

総２０ ヒトの科学と人間の医学 ２ ２－０ １～４ 前

今、医学・医療は大きく変化を遂げつつある。その
変化は、医学・医療の内部からだけでなく、幅広い
自然科学領域の研究成果や高度な工学的技術の進歩
との関わりの中からもたらされるものである。本講
義では、基礎医学領域の研究者がそれぞれの分野を
概説しつつこれらの点に触れる。

総２１ 動物実験の基礎 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

本講義では、生命科学分野における動物実験の意義
と役割について、重要な研究成果、研究手法および
実験技術を紹介しつつ概説する。また、大学におけ
る動物を用いた実習や研究に参加する予定の学生に
知っておいてほしい、動物に対する倫理的配慮、動
物の適正な管理方法、環境保全と安全管理、および
関連法令についての講義を行う。主な受講対象者は
医学部医学科の学生であるが、他の学部学科に属す
る学生の受講も歓迎する。本講義は、前期、後期の
２回、開講される。

医学科の学生は１年次に前
期講義を、医学科学士編入
生は２年次の後期講義を履
修すること。

総２２ 生命科学入門 ２ ２－０ １～４ 前

近年、生命科学分野の研究の発展は著しく、その成
果は、ヒトを含む生物の全遺伝情報の解読、遺伝子
組換え生物の産業利用、再生医療技術の臨床応用、
など、私たちの身近な話題として取り上げられてい
る。本講義は、大学生が常識として知っていなけれ
ばならない生命現象の基本的知識の習得とそれらの
背景や応用的展開などについて学ぶことを目的とす
る。分子、細胞、臓器組織、個体の各レベルの知識
に加え、健康の維持、生態系のありかた、などにつ
いて、分子生命科学研究施設の教員が概説するとと
もに、その社会的意義について考察する。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

総２８ 科学と擬似科学 ２ ２－０ １～４ 後

明らかに科学的とは言えないような有名な擬似科学
的理論をいくつか取り上げて、それらがなぜ科学理
論と認められないのか、それらをどのような観点か
ら評価すべきなのか等々を科学哲学の考え方を参照
しながら検討する。

総３３ 人口と食糧 ２ ２－０ １～４ 後

２１世紀は急激な人口増加で、食糧難が一層深刻に
なってくると思われる。本講義では、地球規模での
食糧生産の現状と今後の展望について、生産、加
工、流通等の面から講義する。

総３６ 囲碁の世界 ２ １～４ 前

囲碁のルール､マナー､基礎的な技術について学ぶと
同時に､受講者同士の対局を通じて､判断力､分析力､
洞察力､集中力を養う。指導に際しては日本棋院の
全面的な協力を得る。初心者を対象とするため､受
講対象は囲碁の未経験者に限定する。

集中講義

総３８ 災害と安全 ２ ２－０ １～４ 後
台風、地震、大雨等の災害が発生するメカニズム及
び社会基盤と生活に対する影響と対策さらには安全
についての基本的な考え方について概説する。

総４５ キャリアと学生生活 ２ ２－０ １～４ 前
双方向型の授業の中で自己理解を試みる。テキスト
＋ワークでセルフチェックを行い、社会で必要とな
る”チカラ”をつけるための行動計画を作成する。

総４７ 総合環境学概論 ２ ２－０ ２～４ 前
環境問題について、人文、社会、自然の各分野から
学術的、総合的なアプローチを行う。

総４９
生活習慣病予防および健
康増進

２ ０－２ １～４ 前

本カリュキュラムは、生活習慣病の予防の重要性に
ついて啓発を行い、生活習慣の修正法を体得するこ
とを目的とする。方略として、生活習慣病、運動療
法、血圧測定法に関する演習を行う。運動及び血圧
測定演習の前後で受講者の健康指標の変化を分析す
る。

総５０ 大学で何を学ぶか ２ ２－０ １～４ 後

学生諸君が将来における自分の役割を見つけ、大学
で学んだことを社会で活かすとはどんなことか。そ
のためにはどうすればいいのかなどを考える教材を
提供する。

総５２
海外文化研修Ａ
（英語圏）

２ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化
に関するセミナーへの参加、フィールドトリップや
現地学生との交流などを通して、コミュニケーショ
ン能力の向上と異文化理解の深化を図る。

参加者の学部・専攻は問わ
ない。「大学英語」と「英
語講読演習中級」を履修済
であること。その他、「英
語講読演習上級」「英会話
演習中級」「英作文演習中
級」「英語プレゼンテー
ション演習中級」「ＴＯＥ
ＦＬ演習」「アメリカの文
化と社会」（以上共通教育
等科目）の受講を勧める。

―　70　―



（ 別 表 ２ ）

【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

総５３
海外文化研修Ｂ
（中国語圏）

２ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化
に関するセミナーへの参加、フィールドトリップや
現地学生との交流などを通して、コミュニケーショ
ン能力の向上と異文化理解の深化を図る。

参加者の学部・専攻は問わ
ない。中国語関連科目を４
単位以上履修済みの者。

総５４
海外文化研修Ｃ
（スペイン語圏）

４ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化
に関するセミナーへの参加、フィールドトリップや
現地学生との交流などを通して、コミュニケーショ
ン能力の向上と異文化理解の深化を図る。

スペイン語関連科目４単位
(スペイン語圏文化入門、
スペイン語実践研修を必
修）以上履修済であるこ
と。

総５５
海外文化研修Ｄ
（フランス語圏）

４ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化
に関するセミナーへの参加、フィールドトリップや
現地学生との交流などを通して、コミュニケーショ
ン能力の向上と異文化理解の深化を図る。

参加者の学部・専攻は問わ
ない。フランス語関連科目
を4単位以上履修済みで、
「フランス語圏文化入門」
（共通科目）か「フランス
文化研究」（専門科目）を
必修とする。その他、「フ
ランス語会話入門」や「フ
ランス語入門Ⅲの受講を勧
める。

総５６
海外文化研修Ｅ
（ドイツ語圏）

４ ２～４
前

（集中）

海外の交流協定校などでの集中語学訓練や社会文化
に関するセミナーへの参加、フィールドトリップや
現地学生との交流などを通して、コミュニケーショ
ン能力の向上と異文化理解の深化を図る。

ドイツ語関連科目４単位
（ドイツ語圏文化入門、ド
イツ語実践研修を必修）以
上履修済

総５７ 環境インターンシップⅠ ２ ２－０ １～４ 前

エコロジカル・キャンパス学生委員会のメンバーと
して大学の環境マネジメントシステムの構築に積極
的に参画し、学生にとって一番身近なキャンパス内
で環境活動を企画・運営する実践的な授業である。

2016年度～2019年度入学の
総合環境学副専攻学生の必
須科目「総46 環境インター
ンシップ」の読み替え科目
とする。

総５８ 環境インターンシップⅡ ２ ２－０ １～４ 後
「環境インターンシップⅠ」で身につけた知識や実
践の経験を活かし、より多角的な視点且つ指導的な
立場で委員会の活動に取り組むことが期待される。

「総57 環境インターンシッ
プⅠ」を履修済みであるこ
と

総６２ 環境と文学 ２ ２－０ １～４ 後
文学にみられる人間と自然、人間と環境をめぐる関
係性について、アメリカ文学、日本文学、西洋史の
観点から考察する。

総６５
異文化コミュニケーショ
ン入門

２ ２－０ １～４ 後

異文化間コミュニケーションの基礎理論を踏まえ、
文化的背景を異にする言語が接触した時に起こる
種々の言語現象や非言語的行動（表現・身振り・対
話者間の距離等）及び価値観・発想・思考形式の違
いによって生じる文化摩擦現象の考察を通して、自
国及び諸外国の言語文化や社会に対する理解を深め
る。
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【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

総６７ グローバル実践演習Ⅰ ２ ０－２ １～４ 前又は後

日本人と留学生が特定の課題に協働して取組むこと
で、汎用スキルに「専門性」を加えたURGCCの掲
げる7つの目標すべての能力を涵養する。特にグ
ローバル実践演習Ⅰでは学生個人の専門性をプレゼ
ンテーション、ディスカッションすることによっ
て、自分が専門として取り組んでいることを批判的
に考察し、そのグローバルな場面における活用の仕
方を積極的に再構築していくことを目標とする。

総６８ グローバル実践演習Ⅱ ２ ０－２ １～４ 前又は後

日本人と留学生が特定の課題に協働して取組むこと
で、汎用スキルに「専門性」を加えたURGCCの掲
げる7つの目標すべての能力を涵養する。特にグ
ローバル実践演習ⅡではPBL形式をとり、異文化間
の考え方の相違を最適な解へと結びつけていく活動
を通してグローバルな場面における主体的で実践的
な問題解決力を習得することを目的とする。

総７６ 倫理総合討論 ２ ２－０ ３～５ 前 ～ 後
与えられた１５のテーマについて医学的のみならず
社会・倫理学的、法・経済学的見地から討論を行う

教員は、調査・学習や討論
のすすめ方を指導する。前
学期から後学期にかけての
通年科目。

総７７ 地震と防災 ２ ２－０ ３～６ 前又は後

地震は自然災害のなかでも、人為被害も含めて被害
規模が最も大きく、社会生活を大きな混乱に招く。
しかも、地震予知もまだ不可能であり、特に世界の
地震の２０．７％が集中する日本国にあっては、日
本列島それ自身が自然の震動台といっても過言では
ない。そのような自然環境のなかで、人間が生活を
営む建物の地震被害を軽減化する最新の技術を中心
に、耐震工学と防災工学の立場から概論的に講義す
る。

総７９ 総合環境論 ２ ２－０ ３～６ 後

環境問題は、言うまでもなく現代世界的に大きな問
題であり、様々な分野から真剣にとりくまなければ
ならない。本講義は、それぞれ専門の学問領域を研
究している後年次の学生に、それぞれの学問領域の
立場から環境問題に対してアプローチしてもらい、
発表し、受講者全員で議論するものである。

総８０ キャリアデザイン実践 ２ ２－０ ３～６ 後

アセスメントツール（職業診断テスト）を使いなが
ら、自己理解を試みる。クラスにチームを作り、協
同作業の中から探求力、分析力、コミュニケーショ
ン力を身につけさせる。

総８３ 適応の心理 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

琉大の理念である「自由と平等、平和と寛容」との
関連の中で、青年期の適応の問題をとりあげる。学
生同志の自由な討論の中で、適応的に、よりよく生
きていくための方策について考えていく。
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【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

総９１ 総合特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９２ 総合特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９３ 総合特別講義Ⅲ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９４ 総合特別講義Ⅳ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９５ 総合特別講義Ⅴ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９６ 総合特別講義Ⅵ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９７ 総合特別講義Ⅶ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９８ 総合特別講義Ⅷ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総９９ 総合特別講義Ⅸ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

総100 グローバル実践演習Ⅲ ３ ３－０ １～４ 前 ・ 後

異なる背景を持つ日本人学生と留学生が協働するこ
とにより共通の目標にいたるプロセスを実践し、そ
の意識とスキルの定着を図る。グローバル実践演習
Ⅲにおける特定の課題は、それぞれの受講生が専門
とする分野のことであり、それを文化の異なる他者
と共有する中で批判的に考察し、グローバルな場面
における活用の仕方を積極的に再構築していくこと
とする。

日本人と留学生の協働学修
科目。

総101 グローバル実践演習Ⅳ ３ ３－０ １～４ 前 ・ 後

異なる背景を持つ日本人学生と留学生が協働するこ
とにより共通の目標にいたるプロセスを実践し、そ
の意識とスキルの定着を図る。グローバル実践演習
Ⅳにおける課題は、グローバル実戦演習Ⅲを発展さ
せたそれぞれの受講生が専門とする多様な分野の視
点を統合させ、それを文化の異なる他者と共有する
中で批判的に考察し、グローバルな場面における自
己の専門性の活用の仕方を積極的に再構築していく
こととする。

日本人と留学生の協働学修
科目。

総102 Urban Disaster Prevention ２ ２－０ １～４ 前

日本国内及び世界各国におけるいくつかの自然災害
を取り上げ、その発生のメカニズム、インフラ被害
を中心に基礎知識を学んでいく。さらに災害前の準
備、災害後の一般市民の避難所運営のあり方につい
てもグループワークを含めて進めていく。まとめと
して、各自、本講義で学んだことを活かし、自然災
害についてのテーマを英語によるグループプレゼン
テーションで発表する。

クォーター科目

総103 日本語学概説Ⅰ ２ ２－０ ２ 前

日本語そのものへの理解を深めるため，複数の教員
がそれぞれ複数回の授業を担当し，さまざまな視点
で日本語の特徴を講義する。それを通して、外国語
としての日本語教育に求められる日本語学の基礎を
学ぶ。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。
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【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

総104 日本語学概説Ⅱ ２ ２－０ ２ 後

前期の日本語学概説Ⅰを発展させ，さらに日本語そ
のものへの理解を深めるため，複数の教員がそれぞ
れ複数回の授業を担当し，さまざまな視点で日本語
の特徴を講義する。それを通して、外国語としての
日本語教育に求められる日本語学の基礎を学ぶ。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総105 日本語教育学概説Ⅰ ２ ２－０ ２ 前

日本語学習者の概略を知ることから始め、①日本語
（教育）と国語（教育）の違い、②日本語を学習者
の立場から見直し、学習者にとってどのようなとこ
ろが問題となるのかについて考える。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総106 日本語教育学概説Ⅱ ２ ２－０ ２ 後

①日本語教育の実際と課題を対象者別に検討し、②
海外の日本語教育について調べる他、③日本語教育
の中で「文化」をどのように扱ったらいいのか考え
る。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総107 日本語教育各論Ⅰ ２ ２－０ ３～４ 前
実際の会話データ（動画および書き起こしスクリプ
ト）を観察・分析することを通して、日本語教育に
おける会話教育について考える。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総108 日本語教育各論Ⅱ ２ ２－０ ３～４ 後
新聞記事など書き言葉のテクストを観察・分析する
ことを通して、日本語教育における読解教育・批判
的リテラシー教育について考える。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総109 日本語教材研究Ⅰ ２ ２－０ ２ 前
現代日本語文法を主体的に考える能力を高めつつ、
自分のための文法参考書を作ることを最終目標とす
る。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総110 日本語教材研究Ⅱ ２ ２－０ ２ 後
現代日本語文法を主体的に考える能力を高めつつ、
自分のための文法参考書を作ることを最終目標とす
る。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総111 日本語教授法Ⅰ ２ ２－０ ３～４ 前

日本語教師として教壇に立つために学ばなければな
らない基本的な項目を取り上げる。講義と討論に
よって日本語教授法の基礎を学ぶ。学期の後半には
模擬授業を行う。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総112 日本語教授法Ⅱ ２ ２－０ ３～４ 後

日本語教師として教壇に立つために学ばなければな
らない基本的な初級文法、中級教材分析、聴解・読
解の生教材作成法を学ぶ。学期の後半には模擬授業
を行う。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総113 日本語教育実習 ２ ０－２ ４ 前又は後
授業実習だけでなく、１つのコース（学習者募集か
らコース評価まで）を受講生で分担しながら運営
し、教育現場で求められる基本的な能力を培う。

日本語教育副専攻登録者で
あること。

総114 海外日本語教育実習Ⅰ ２ ０－２ ４ 前又は後
実施の可否については年度ごとの状況によって異な
る。

日本語教育副専攻登録者で
あること。

総115 日本語教育演習Ⅰ ２ ２－０ ３ 前
日本語教育およびその関連領域についての文献を講
読し、発表および議論を行い、理解を深める。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。
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【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

総116 日本語教育演習Ⅱ ２ ２－０ ３ 後
日本語教育およびその関連領域についての文献を講
読し、発表および議論を行い、研究テーマを決定す
る。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総117 日本語教育演習Ⅲ ２ ２－０ ４ 前
研究計画を立て、分析方法を学び、調査やデータの
収集を行う。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総118 日本語教育演習Ⅳ ２ ２－０ ４ 後
調査結果やデータの分析・考察を行い、論文を執筆
する。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総119
国際共修で学ぶ日本文化
Ⅰ

２ １－１ ２ 後

日本の文化に関する講義を基に日本文化の様式的な
側面について与えられたテーマについての調査を行
い、多様な文化背景を持つ受講生間で協働学習を行
う。

総120
国際共修で学ぶ日本文化
Ⅱ

２ １－１ ２ 前

日本文化の精神文化的側面について、様々な文化背
景を持つ受講生同士がディスカッションや発表を通
して互いの問題意識を共有する。調査・体験の振り
返りを通して課題を発見し、グループ・プロジェク
トなどの協働学習などを通して文化への理解を深め
る。

総121 国際共修で学ぶ日本史Ⅰ ２ ２－０ ２ 後

縄文時代から室町時代までの日本の歴史に関する講
義を基に与えられたテーマについての調査を行い、
多様な文化背景を持つ受講生間で協働学習を行う。
知識を得るだけではなく，歴史的プロセスへの理解
を深め，深い異文化・自文化理解を目指す。

総122 国際共修で学ぶ日本史Ⅱ ２ ２－０ ２ 前

安土桃山時代から現代までの日本の歴史を、様々な
文化背景を持つ受講生同士がディスカッションや発
表を通して互いの問題意識を共有する。調査・体験
の振り返りを通して課題を発見し、グループ・プロ
ジェクトなどの協働学習などを通して歴史への理解
を深める。

総123
国際共修で学ぶ沖縄の文
化 I

2 １－１ １～４ 後

沖縄・琉球の文化に関する講義を基に、与えられた
テーマについての調査を行い、多様な文化背景を持
つ受講生間で協働学習を行う。知識を得るだけでは
なく，文化形成プロセスへの理解を深め，深い異文
化・自文化理解を目指す。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総124
国際共修で学ぶ沖縄の文
化 II

2 １－１ １～４ 前

沖縄・琉球の文化に関する講義を基に、与えられた
テーマについての調査を行い、多様な文化背景を持
つ受講生間で協働学習を行う。知識を得るだけでは
なく，文化形成プロセスへの理解を深め，深い異文
化・自文化理解を目指す。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総125
国際共修で学ぶ沖縄の歴
史 I

2 １－１ １～４ 後

琉球・沖縄の歴史に関する講義を基に与えられた
テーマについての調査を行い、多様な文化背景を持
つ受講生間で協働学習を行う。知識を得るだけでは
なく，歴史的プロセスへの理解を深め，深い異文
化・自文化理解を目指す。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。
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【総合領域：総合科目】
科　目 単 受　講
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番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

総126
国際共修で学ぶ沖縄の歴
史 Ⅱ

2 １－１ １～４ 前

琉球・沖縄の歴史に関する講義を基に与えられた
テーマについての調査を行い、多様な文化背景を持
つ受講生間で協働学習を行う。知識を得るだけでは
なく，歴史的プロセスへの理解を深め，深い異文
化・自文化理解を目指す。

日本語教育副専攻登録者
(登録予定者)を優先する。

総127 グローバルSDGs概論 1 ０－１ １～４ 前

持続可能な開発目標SDGsに積極的に取り組む人材
育成のための学修プログラムであるグローバル津梁
の基礎的段階(Level 1)として、SDGsの目的、意義
および17のゴール・169のターゲットに対する知識
を習得し、理解を図る。

総128 言語教育実習 2 １－１ １～４ 前 ・ 後

短期留学プログラムRISE（琉球大学と国際交流協
定を締結している海外の大学からの留学生を受け入
れるもの）の中にある日本語教員養成コースの学生
とともに，さまざまな言語を教えあったり学びあっ
たりする。そしてそれをとおして自分の中の複言語
／複文化能力を伸ばし，多様性に寛容で他者ととも
に生きようとする［市民性］の形成を目指す。

総129
グローカル・イノベー
ション演習I

1 ０－１ １～４ 1Q

国連のＳDGsによる持続的社会実現に資する企画・
提案を、社会に還元するための創造的かつ具体的な
実践的企画力を習得させる。グローカル・イノベー
ション演習Iにおいては、知識の習得と理解のた
め、企画・起業に関する専門家のレクチャーおよび
基礎的な演習を行う。

総130
グローカル・イノベー
ション演習Ⅱ

1 ０－１ １～４ 2Q

国連のＳDGsによる持続的社会実現に資する企画・
提案を、社会に還元するための創造的かつ具体的な
実践的企画力を習得させる。グローカル・イノベー
ション演習IIにおいては、応用と分析のため、企
画・起業についての分析の枠組みの習得、実践例の
リサーチ・分析・評価、リサーチを踏まえた実践の
演習を行う。

総131
グローカル・イノベー
ション演習Ⅲ

1 ０－１ １～４ 3Q

国連のＳDGsによる持続的社会実現に資する企画・
提案を、社会に還元するための創造的かつ具体的な
実践的企画力を習得させる。グローカル・イノベー
ション演習IIIにおいては、企画・提案の独自性、具
体性の確立に向けて、起業家等の専門家によるコー
チングを踏まえての具体策構築の演習を行う。

総132
グローカル・イノベー
ション演習Ⅳ

1 ０－１ １～４ 4Q

国連のＳDGsによる持続的社会実現に資する企画・
提案を、社会に還元するための創造的かつ具体的な
実践的企画力を習得させる。グローカル・イノベー
ション演習IVにおいては、クリティカル・シンキン
グの段階として、独自の企画。提案に対し類似する
取組との比較検証、専門家による模擬審査を実施す
る。
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【総合領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

琉０１ 平和論 ２ ２－０ １～４ 前又は後
国内で稀有な戦争・戦後体験を持つ沖縄の現代
史と現状を踏まえながら、アジア・世界の平和
について考える。

琉０２ 核の科学 ２ ２－０ １～４ 前
核の基礎的な原理、その平和利用軍事利用、又
人間及び環境に及ぼす影響などを自然科学的、
医学的、社会科学的立場から概説する。

琉０３ 女性と社会 ２ ２－０ １～４ 前又は後
フェミニズムの理論と動向を紹介しつつ、新し
い女性像を探る。更に、沖縄の女性をも視野に
入れる。

琉０５ 沖縄の基地と戦跡Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前又は後
沖縄の基地や沖縄戦の具体像をとおして平和を
考える。

琉０６ 沖縄の基地と戦跡Ⅱ ２ １～４ 前又は後
沖縄の基地や沖縄戦案内の内容・教材・方法を
教員と学生同士の共同でつくりあげる。

沖縄の基地と戦跡Ⅰ
を履修しているこ
と。
集中講義

琉１４ 琉球の文学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
琉球（沖縄）に伝承されてきた歌謡や劇をとり
あげ、琉球のことばによる表現について概説す
る。

琉１８ 地域の科学 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
地域と人間生活の関わり合いにおける社会科学
的課題について、多角的な講義を行う。

琉２２ 琉球の自然 ２ ２－０ １～４ 前

琉球の島じまをとりまく大気のこと、島の地
形・地質・陸水のこと、島に生息する植物・動
物のことなどを中心に、琉球列島の自然を紹介
し、その特性について考察する。

琉２３ 琉球の自然保護 ２ ２－０ １～４ 前又は後
沖縄の自然保護について多角的に学ぶ。沖縄の
自然破壊の現状を知り、開発との関係も考え
る。

琉２４ 沖縄のサンゴ礁 ２ ２－０ １～４ 後

沖縄のサンゴ礁について、幅広く物理、化学、
生物、地学、海洋学の諸分野にまたがり、学際
的見地から講義を行う。この海域のサンゴ礁に
ついての総合的な理解を深めることによって、
サンゴ礁域における生命の多様さ、生命の重さ
と保全の大切さ、自然環境の維持の必要性の重
要さを考える。

琉２５ 琉球弧の自然誌 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

地学の視点でとらえた琉球弧の特徴や特色をわ
かりやすく講義する。複数の地学系教員が担当
し、琉球弧に関する具体的なテーマ（琉球弧の
位置づけ、琉球弧周辺で起きている地学的現
象、地形と地質、成立ち（地史）、海底地質、
琉球弧を取り巻く海洋と気象など）について概
説する。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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【総合領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

琉２６ 琉球の地理 ２ ２－０ １～４ 前

琉球諸島は、亜熱帯の環境、サンゴ礁の海、と
いった特色ある自然事象に加え、琉球文化圏と
いわれる独特の文化圏を形成してきており、島
嶼経済、サトウキビ農業、といった人文事象に
ついても特色ある地域である。この亜熱帯島嶼
環境下にある琉球の非常に特色のある地理的事
象について概説する。

琉３３ 現代の国際関係 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
現代の国際社会を理解するための基礎的概念を
紹介し、現代の諸課題をその歴史的背景をも含
めて紹介・検討する。

琉41-2 琉球アジア研究入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後

琉球・沖縄の歴史・言語・文学、日本の文学・
歴史など日本を含む琉球、アジアの個々の地域
について、あるいは、中国と琉球・沖縄、日本
と中国などの交流の歴史にふれ、それぞれの地
域の文学や言語を比較・対照しながら、いま何
をどのように研究をすすめているのか、なぜ研
究をする必要があるのか、解決しなければなら
ない課題はなにか、などなど具体例をあげて講
義する。

琉４２ 移民論 ２ ２－０ １～４ 前又は後
戦前・戦後を通じて国内でも有数の移民県であ
ることを踏まえて沖縄の移民の歴史と現在を考
察する。

琉４６ 沖縄の政治と社会 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
近現代の沖縄の政治と社会について、日本の国
内政治や国際的環境との関連において考察す
る。

琉４８ うちなーぐちあしび ２ ２－０ １～４ 前又は後

沖縄語（うちなーぐち）を話すだけでなく、読
んだり、聞いたりることによって、沖縄語に親
しむ機会を提供する。沖縄語普及協議会発行の
『はじみらな　うちなーぐち』を使って、まず
沖縄語の基本文型の習熟を図る。さらに『沖縄
ぬ暮らしとぅ昔話』などを使って、沖縄語に親
しむ。

琉４９ 亜熱帯－西表の自然 ２ １～４ 前

亜熱帯西表島には多くの貴重な動植物が様々な
生活を営んでいる。これらの生き物に体験学習
的講義という形で接してもらう。亜熱帯林、マ
ングローブ林等を歩き、生物観察とその調査法
等を学ぶ。ほか、サンゴ礁でのシュノーケリン
グなども行い、西表島の様々な自然環境を観察
する。

集中講義
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【総合領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

琉５０ 沖縄の学力と教育 ２ ２－０ １～４ 前又は後

沖縄は残念ながら全国でもっとも学力の低い地
域として知られている。そのうえ、近年の教育
改革（ゆとり教育、学習内容の３割減、完全学
校週五日制等）により全国的な学力低下が指摘
され、そうした意味では、沖縄は二重の学力問
題を抱えているといえる。本講義では、そうし
た沖縄の学力問題を近年の教育改革の動きを踏
まえながら、社会学的、心理学的に明らかにし
ていく。

琉５１ 琉球語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前

奄美諸島から沖縄諸島、宮古諸島、八重山諸島
にいたる琉球列島の諸方言は、マイノリティの
言語であるが、その発音や文法の基礎とその上
に多様な表現を身につけつつ琉球語の特質を学
ぶ。

琉５２ 琉球語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後

奄美諸島から沖縄諸島、宮古諸島、八重山諸島
にいたる琉球列島の諸方言は、マイノリティの
言語であるが、その発音や文法の基礎とその上
に多様な表現を身につけつつ琉球列島の各島々
の方言の特質を学ぶ。

琉５３ 沖縄の染めと織り ２ ２－０ １～４ 前

沖縄の人々は、独特の自然・気候風土や地理的
特性、歴史などを背景に豊かな工芸文化を育ん
できた。そのなかでも「染織」では、島や地域
ごとに様々な素材・技法によって多様で魅力的
な多くの染織物が生みだされてきた。
その歴史をひもときながら、沖縄の生活のなか
でつくり出されてきた染織物について実物や写
真で紹介するとともに、現在の沖縄の伝統染
織・手仕事の抱える課題についても考察してい
く。

琉５４ 沖縄の歴史入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後

琉球王国が日本という近代国家へ併呑される過
程（「琉球」から「沖縄」への変容）から、沖
縄戦を経て、米軍統治期の「戦後」、日本への
「復帰」、現在の「沖縄問題」に至るまでの沖
縄近現代史に関する基礎的な歴史事象を概説す
る。また、沖縄近現代史をめぐる歴史学上の論
争について、最新の研究動向を紹介しつつ適宜
取り上げることによって、歴史学的な観点から
現代的な課題へのアプローチについても講じ
る。

琉５５ 琉球学入門 ２ ２－０ １～４ 後

琉球（ここでは、奄美群島と沖縄県全域とす
る）の歴史、文化・言語、自然環境等における
地域特性とそこから派生する様々な事象につい
て概説し、琉球地域の多様性について理解させ
る。
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【総合領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
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共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

琉５６ 琉球の自然と人 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

多様で個性的な島々からなる奄美・沖縄という
地域を事例にして、自然と人間のローカルなか
かわりについて考える。特に「亜熱帯」「サン
ゴ礁」「島嶼」に焦点を当てて、主として文化
生態地理学・景観地理学の観点から検討する。
自然と向き合って生活を営んできた奄美・沖縄
の人々の生活文化について、関連写真や図を多
く用いた視覚的な授業を目指す。

琉５８
Community environment
 and planning
（コミュニティ環境計画論）

２ ４－０ １～４ 後

地域の生活環境の実態とその改善のための計画
のあり方を、沖縄における具体的な実例を通じ
て理解する。伝統的なコミュニティから近代的
な居住地までの実態と改善のための計画のあり
方を学ぶ。講義は大学院留学生のクラスとの合
同討論を含めて英語で行われる。

琉７１ 現代沖縄地域論 ２ ２－０ １～４ 前又は後

「沖縄」という地域が有する諸特性や地域課題
の多様性について学ぶ。オムニバス式の講義と
受講者間のディスカッション等を通じて地域社
会に関する理解を深める。

琉７２ 地域課題フィールドワーク演習 ２ ０－２ １～３ 後

地域が抱える課題について，事前学修やフィー
ルドワーク等を通してその実態を知り，解決・
改善策について考える。課題ごとにチームを編
成し取り組み，最終的にプレゼン報告会におい
て取組の成果を発表する。

集中講義

琉７３ 現代沖縄の地域振興 ２ ２－０ １～４ 前

沖縄県においていかにして地域振興を図ること
ができるかをテーマに，地方創生や雇用状況，
自治体の政策，起業，NPO等の側面から地域振
興に関する基本的事項を学び，ケーススタディ
を通じて具体的方策や課題意識について学ぶ。

琉７４ 地域システム計画論 ２ ２－０ １～４ 前

地域とは何か？計画とは何か？を考え，地域に
おける自然環境、社会環境をシステムとして理
解し，如何にして計画を作るのかについて講義
する。特に，計画システムにおけるシステム
ズ・アナリシスの考え方およびこれと各種数理
モデル等の関係について考究する。

琉７５ 地域環境と生活空間 ２ ２－０ １～４ 前又は後

地域の環境を生活空間として理解し、生活空間
の歴史と展望を考える。沖縄の生活空間史、コ
ミュニティの実態、子どもの生活空間、身近な
自然環境との関わり等について、現地学習によ
る実感を重視した授業を実施する。

琉７６ 地域プロジェクト実践 ２ ２－０ １～４ 前又は後

地域の現況や地域が有する資源・課題等の学習
による理解をベースに，地域において実際的な
プロジェクト型学習を実施し，地域社会の維
持・発展に資する実践的な知識やスキルを身に
つける。

集中講義
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（ 別 表 ２ ）

【総合領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

琉７７ 地域フィールドワーク入門 ２ ２－０ １～４ 前又は後

地域における問題を発見、分析、解決していく
ための科学的アプローチとしてフィールドワー
クを学ぶ。授業では、講義を通じてフィールド
ワークに関する基本的な知識を理解するととも
に、実際のフィールドにおいて研究を実践的に
展開する。

集中講義

琉７８ 島嶼地域科学入門 ２ ２－０ １～４ 後

沖縄や沖縄と共通の課題をもつ島嶼地域社会の
現状や問題について，人文・社会科学系を中心
とした様々な分野の教員による講義を通して多
角的に学び，自律的・持続的な島嶼地域社会の
発展を実現する方策について考える。

琉９１ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９２ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９３ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅲ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９４ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅳ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９５ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅴ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９６ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅵ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９７ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅶ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９８ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅷ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉９９ 琉大特色・地域創生特別講義Ⅸ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

琉100 沖縄の航空事業と地域振興 ２ ２－０ １～４ 前

日本トランスオーシャン航空の取組み事例を中
心に沖縄における航空事業と地域振興について
講義するとともに、沖縄県の空の玄関である那
覇空港の視察を通し沖縄における航空事業の役
割について理解を深める。

琉101 ドローン&フィールドサイエンス ２ １～４ 前

フィールド調査の際、ドローンを安全に飛ばす
ための基礎知識、法規、技能を3日間の集中講義
で習得する。講義は座学10時間程度と実技講
習、筆記及び実技試験の三つで構成される。開
催場所は西表島で熱帯生物圏研究センター西表
研究施設に連泊して受講する。

集中講義

琉102 グローカル実践演習Ⅰ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による国際交流
と地域貢献を目的としたプロジェクトを企画・
運営する。西原町の高校生や地域住民もプロ
ジェクトに参加してもらうことにより、受講生
が地域と留学生の間でグローバルリーダーとし
て活躍する場を設け、近い将来に向けた疑似体
験による演習を行う。
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（ 別 表 ２ ）

【総合領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

琉103 グローカル実践演習Ⅱ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による国際交流
と地域貢献を目的としたプロジェクトを企画・
運営する。西原町の高校生や地域住民もプロ
ジェクトに参加してもらうことにより、受講生
が地域と留学生の間でグローバルリーダーとし
て活躍する場を設け、近い将来に向けた疑似体
験による演習を行う。
グローカル実践演習Ⅰで得た経験をもとに、プ
ロジェクトの各担当チーム（企画・広報・資金
獲得など）のリーダーとなり、より主体的に中
心的役割を果たす。

グローカル実践演習
Ⅰを履修済みのこと

琉104 グローカル実践演習Ⅲ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による、国際交
流と地域貢献を目的としたプロジェクトを企
画・運営する。西原町の高校生や地域住民との
連携を始めとする地域連携により、留学生、日
本人がグローカルな視点をもって地域社会の課
題解決に取り組む場を設け、リーダーシップを
育成する演習を行う。グローカル実践演習Ⅲに
おいてはプロジェクトにおける協働力を実践
し、習得させる。

グローカル実践演習
Ⅱを履修済みのこと

琉105 グローカル実践演習Ⅳ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

留学生と日本人学生の協働学習による、国際交
流と地域貢献を目的としたプロジェクトを企
画・運営する。西原町の高校生や地域住民との
連携を始めとする地域連携により、留学生、日
本人がグローカルな視点をもって地域社会の課
題解決に取り組む場を設け、リーダーシップを
育成する演習を行う。グローカル実践演習Ⅳに
おいてはプロジェクトに対するクリティカルシ
ンキングを実践し、習得させる。

グローカル実践演習
Ⅲを履修済みのこと

琉106 個と多様性 １ ０－１ １～４ 前 ・ 後

日本人学生と留学生が履修する国際共修科目。
地域・国際性を修得する初段階において、言語
や文化の異なる学習者同士がオートエスノグラ
フィーという研究方法を用いて、「自分の経験
を振り返り、『私』がどのように、なぜ、何を
感じたかと言うことを探ることを通して、文化
的・社会的文脈の理解を深める」（井本
2013:104）、異文化交流に対する意欲、柔軟
性、感情の自己管理、忍耐力等を修得する。

日本語または英語で
日常会話レベルのコ
ミュニケーションが
とれること
（CEFR Ａ２ 相当
以上）

琉107 グローカルリーダーシップ論Ⅰ １ １－０ １～４ 後

国際化・多様化が進む地域社会において、様々
な階層と役割においてリーダーシップをとるこ
とができる人材に必要な知識やスキルを、講義
とワークショップを通して習得する。沖縄を
リードする企業や官公庁からも外部講師を招い
て講義やワークショップを行い、沖縄の産業や
経済の現状や課題について理解を深め、課題解
決に向けての議論を行う。

日本語または英語で
日常会話レベルのコ
ミュニケーションが
とれること
（CEFR Ａ２ 相当
以上）
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（ 別 表 ２ ）

【総合領域：琉大特色・地域創生科目】
科　目 単 受　講

　授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

琉108 グローカルリーダーシップ論Ⅱ 1 ０－１ １～４ 前

リーダーシップの歴史をたどりながら、現代の
グローバル社会に必要とされるリーダーシップ
および組織マネジメントの理論的枠組みの理解
を進め、そのスキルの実践の場としての地域社
会の具体的な課題解決のワークショップを通じ
て、地域・国際性に則ったリーダーシップの習
得を図る。

日本語または英語で
日常会話レベルのコ
ミュニケーション
（CEFR A2相当）
がとれること

琉109 グローカル実践研修 1 ０－１ １～４ 前・後

留学生と日本人学生がチームになり，地域の
様々な団体において実地研修を行い，課題を発
見し，その解決法を提案する。中間報告と最終
報告のプレゼンテーションを行い、参加者全員
でディスカッション、評価を行う。

日本語または英語で
日常会話レベルのコ
ミュニケーションが
とれること（CEFR
A2相当以上）

琉110 グローカル実践研修Ⅱ 1 ０－１ １～４ 第2Q

留学生と日本人学生がチームになり，地域の
様々な団体において実地研修を行い，課題を発
見し，その解決法を提案する。 中間報告と最終
報告のプレゼンテーションを行い、参加者全員
でディスカッション、評価を行う。 Ｉとは研修
を実施する団体が異なる。

日本語または英語で
日常会話レベルのコ
ミュニケーションが
とれること（CEFR
A2相当以上）

琉111 沖縄の航空事業と地域振興Ⅱ 2 ０－２ １～４ 後

「沖縄の航空事業と地域振興」についてグルー
プワーク等による演習を通して学ぶ。授業で
は、日本トランスオーシャン航空の取組み事例
を中心にしつつ、航空管制や空港ビル等につい
ても取り上げ、沖縄における航空事業の役割に
ついて理解を深める。

琉112 世界自然遺産西表島 2 ０－２ １～４ 前

西表島で実施する7日間の実習。西表島の川、
海、森を実地踏査し、世界遺産に認められた生
態系の繋がりを観察する。一方で海外からの漂
流物、観光収入に依存した社会形態、立場の違
いによる住民意見の相違等の問題も認識した上
で、今後継続的自然、文化を守りつつ生活の営
みを継続、向上するにはどのようにしたら良い
かを沖縄島嶼にまで展開して議論する。

集中講義
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（ 別 表 ２ ）

【総合領域：キャリア関係科目】
科　目 単 受 講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年 次

Ｃ１１ キャリア形成入門 ２ ２－０ １～３ 前 ・ 後

本講義では、社会的・職業的自立に向け「社会
人基礎力※」、「人生観や職業観」、「ライ
フ・キャリアデザイン」及び「民間や公務員の
就職就活の知識」を身に付けるとともに、自己
理解を深め、主体的に進路を選択する能力・態
度を育成することを目指している。

※「社会人基礎力」とは、前に踏み出す力、考
え抜く力 、チームで働く力

Ｃ１３
キャリアデザインとジェンダー
Ⅰ

２ ２－０ １～４ 前

本講義は、現代社会における教育、労働、家族
等をジェンダーの視点から学ぶことを通して、
受講生が自らのキャリアについて考えを深め、
キャリアデザインに役立てることを目指す。

Ｃ１４
キャリアデザインとジェンダー
Ⅱ

２ ２－０ １～４ 後

本学の研究者、主に沖縄で活躍するロールモデ
ルを講師に迎え、現代社会における男女共同参
画やダイバーシティ推進、ジェンダーに関わる
問題と自らのキャリアデザインについて考え
る。

Ｃ２２ 海外キャリア形成入門 ２ １～４ 前

海外の厳しい環境でビジネスを展開している日
本人起業家等をゲスト講師として招き、国内外
の諸問題の理解（国際環境、産業構造の変化
等）とポストコロナ時代の社会変革を予測し、
これからの厳しい環境を生き抜くための「若者
のキャリア戦略」を考える講義を実施する。

集中講義

Ｃ２３ 海外職場体験 ２ １～３ 前又は後

海外での職場体験や人的交流体験を通して、国
際感覚を身につけることにより海外への就職機
会の拡大や社会貢献の意識向上に繋げる。帰国
後は報告会等を実施し、他学生の意識向上にも
繋げる。
受講希望者は指定の様式のエントリーシートを
提出し、キャリア教育センターが実施する面接
試問と併せた総合評価により、受講者を決定す
る。事前研修３回（各４時間）、約８日間の在
外研修、事後研修２回（各４時間）、成果発表
より成る。

集中講義

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【総合領域：キャリア関係科目】
科　目 単 受 講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年 次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

Ｃ３１
地域企業（自治体）お題解決プ
ログラム

２ ２－０ １～４ 前・後

県内市町村(自治体)が抱える地域課題につい
て、座学で学び、フィールドワークで体験・調
査、課題解決のための実現可能性が高い解決策
をグループで検討する。これらを発表会で自治
体に企画提案（プレゼンテーション）するＰＢ
Ｌ型（問題・課題解決型）授業。
これからの地域社会で求められる課題解決に向
けた地域公共人材*の職能資格である「初級地
域公共政策士」の対象科目。
＊協働型社会において、地域社会の共通課題の
解決のために、職業やセクター、組織という分
断の壁を乗り越えて、パートナーシップを結び
ながら、協働できる担い手。

Ｃ４１ 日本企業インターンシップⅠ ２ １～４ 前又は後

日本企業に就職する意欲があり、かつ能力の高
い外国人留学生を対象に、ビジネス日本語研
修、ビジネス専門教育、インターンシップを通
じ、日本の産業界に対する理解を促進し、活躍
できる人材を育成する。ビジネス日本語会話や
ビジネス日本語の読み書きの基本を学ぶととも
に、日本企業の文化について理解を深め、ビジ
ネスにおける慣習やマナーなどを身につけ、実
際に企業でインターンシップ研修をするための
準備をする。

集中講義
外国人留学生対象

Ｃ４２ 日本企業インターンシップⅡ ２ １～４ 前又は後

沖縄県内の企業で実際にインターンシップ生と
して働くことで、実践的なビジネス能力を養成
し、参加学生自身のキャリアビジョンを構築さ
せ、エンプロイアビリティーを高めさせる。企
業での実務研修の経験を通して、日本の産業界
に対する理解を促進し、将来、高度グローバル
人材となって、日本の産業界でグローバルに活
躍できる人材を育成する。

集中講義
外国人留学生対象

Ｃ９１ キャリア関係特別講義Ⅰ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９２ キャリア関係特別講義Ⅱ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９３ キャリア関係特別講義Ⅲ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９４ キャリア関係特別講義Ⅳ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９５ キャリア関係特別講義Ⅴ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９６ キャリア関係特別講義Ⅵ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９７ キャリア関係特別講義Ⅶ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９８ キャリア関係特別講義Ⅷ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義

Ｃ９９ キャリア関係特別講義Ⅸ ２ １～４ 前又は後 開講時に公示する。 集中講義
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：情報関係科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

情０１ 情報科学演習 ２ ０－２ １～４ 前 ・ 後

「情報処理技術を研究・教育の道具とし
て使いこなせない大学は、もはや存在で
きない。」との危機意識をもって、コン
ピュータリテラシー（コンピュータ活用
能力）の向上を目的とした演習を行う。

情１１ 日本語表現法入門 ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

基礎的な日本語の音声、文法、語彙表
記、文体等を学習するとともに、リポー
トの作成や発表等を演習する。講義と演
習を併用することによって、日本語の表
現力を豊かにすることをねらいとする。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

外101 大学英語 ４ ２－２ １～４ 前

国際社会に適応できうる英語能力の育成を目
的とし、様々な分野内容に関して各種英語教
材の実践的聴解・読解を行なうとともに、基
礎的かつ実践的な訓練を行なう。

外102 英語講読演習　中級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

人文系、社会系、自然科学系のテーマを扱っ
た教材を使用し、パラグラフ・リーディング
に重点を置いて、英文の主旨・大意を適確に
把握する訓練をし、基礎的な読解力の養成を
行う。

大学英語を履修済みで
あること。

外103 英語講読演習　上級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

英語講読演習 中級 より程度の高い英文教材の
講読を通して、専門外書講読への応用・発展
の手がかりを与える。

大学英語を履修済みで
あること。英語講読演
習　中級を履修済みで
あることが望ましい。

外104 英会話演習　中級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

国際社会に適応できうるコミュニケーション
能力を育成するために、英会話の基礎的な知
識と理解を基盤として、それをさらに実践的
に応用できる能力の養成を行う。

大学英語を履修済みで
あること。

外105 英会話演習　上級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

国際社会に適応できうるコミュニケーション
能力を育成するために、ディスカッションや
ディベートなど英会話演習 中級 より程度の高
く洗練された英語運用能力の養成を行う。

大学英語を履修済みで
あること。英会話演習
中級を履修済みである
ことが望ましい。

外106 英作文演習　中級 ２ １－１ １～４ 前
日常的・社会的な話題について、自分の考え
を１～２パラグラフにまとめ、文法的に正し
い英語で表現する力を養う。

大学英語を履修済みで
あること。

外107 英作文演習　上級 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後
日常的・社会的な話題について、自分の考え
をエッセイ・レポートにまとめ、国際的に適
応できうる英作文能力の養成を行なう。

大学英語を履修済みで
あること。英作文演習
中級を履修済みである
ことが望ましい。

外108
英語プレゼンテーション
演習　中級

２ １－１ １～４ 前 ・ 後
音声・文字による英語メディアや、専門分野
の英文教材の理解を元に、英語でのプレゼン
テーション能力を養う。

大学英語を履修済みで
あること。

外109
英語プレゼンテーション
演習　上級

２ １－１ １～４ 前 ・ 後

英語プレゼンテーション演習　中級よりさら
に高度な音声・文字による英語メディアや、
専門分野の英文教材の理解を元に、リサーチ
した情報を英語で論理的にプレゼンテーショ
ンする能力を養う。

大学英語を履修済みで
あること。英語プレゼ
ンテーション演習　中
級を履修済みであるこ
とが望ましい。

外110 ＴＯＥＩＣ演習 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後
国際社会に適応できうる英語運用能力の指標
であるＴＯＥＩＣの試験の受験を目指す学生
に対し、出題内容に即した指導を行う。

大学英語を履修済みで
あること。

外111 ＴＯＥＦＬ演習 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

アメリカ、カナダをはじめとした、英語圏の
留学に際し、英語運用能力の証明として不可
欠なＴＯＥＦＬの受験を目指す学生に対し、
出題内容に即した指導を行う。

大学英語を履修済みで
あること。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

外112 英検準１級演習 ２ １－１ １～４ 前 ・ 後
国際社会に適応できうる英語運用能力の指標
となる英語検定試験の準１級の取得を目指す
学生に対し、出題内容に即した指導を行う。

大学英語を履修済みで
あること。

外113 特定英語課題演習Ⅰ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

映画、演劇、音楽、文学などを通じて、イギ
リス、アメリカ、アイルランド、カナダ、
オーストラリアをはじめとした英語圏の文化
に対する深い理解力を養成する。

大学英語を履修済みで
あること。

外114 特定英語課題演習Ⅱ ２ １－１ １～４ 前 ・ 後

国際的舞台で活躍する際に不可欠な観光、ビ
ジネスなど特定の分野で使われる英語を実践
的な訓練を通じて習得させることを目的とす
る。

大学英語を履修済みで
あること。

外201 ドイツ語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
ドイツ語とはどのような言葉か。アルファ
ベット、発音の基本、日常の会話表現などを
学びながら、ドイツ語に親しむ。

外202 ドイツ語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 ドイツ語入門Ⅰの続き。
原則としてドイツ語入
門Ⅰを履修しているこ
と。

外203 ドイツ語入門Ⅲ ２ ２－０ ２～４ 前
ドイツ語入門Ⅱの続き。ドイツ語の基礎的な
コミュニケーション力を養成する。

原則としてドイツ語入
門Ⅱ、またはインテン
シブドイツ語Ⅰを履修
していること。

外204 ドイツ語入門Ⅳ ２ ２－０ ２～４ 後 ドイツ語入門Ⅲの続き。
原則としてドイツ語入
門Ⅲを履修しているこ
と。

外205 ドイツ語会話入門Ⅰ ２ ２－０ ２～４ 前
聴き、話すという面からのドイツ語運用能力
の拡充を目指すクラス。

原則としてドイツ語入
門Ⅰ、Ⅱ、またはイン
テンシブドイツ語Ⅰを
履修していること。

外206 ドイツ語会話入門Ⅱ ２ ２－０ ２～４ 後 ドイツ語会話入門Ⅰの続き。
原則としてドイツ語会
話入門Ⅰを履修してい
ること。

外207 インテンシブドイツ語Ⅰ ４ ４－０ １～４ 前
ドイツ語の言語運用能力を習得するための初
級クラス。読み、書き、聴き、話すための基
礎を学ぶ。

外208 インテンシブドイツ語Ⅱ ４ ４－０ １～４ 後 インテンシブドイツ語Ⅰの続き。

原則としてインテンシ
ブドイツ語Ⅰ、または
ドイツ語入門Ⅱを履修
していること。

外209 インテンシブドイツ語Ⅲ ２ ２－０ ２～４ 前
より高度な言語運用能力を養成するための中
級クラス。

原則としてインテンシ
ブドイツ語Ⅱ、または
ドイツ語入門Ⅳを履修
していること。
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

外210 インテンシブドイツ語Ⅳ ２ ２－０ ２～４ 後 インテンシブドイツ語Ⅲの続き。
原則としてインテンシ
ブドイツ語Ⅲを履修し
ていること。

外211 ドイツ語圏文化入門 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
ドイツやドイツ語圏の文化を言語学習の視点
から概観する。

原則としてドイツ語入
門Ⅰ、Ⅱ、またはイン
テンシブドイツ語Ⅰを
履修していること。

外301 フランス語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
フランス語とはどのような言葉か。アルファ
ベット、発音の基本、日常の会話表現などを
学びながら、フランス語に親しむ。

外302 フランス語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 フランス語入門Ⅰの続き。
原則としてフランス語
入門Ⅰを履修している
こと。

外303 フランス語入門Ⅲ ２ ２－０ １～４ 前
フランス語入門Ⅱの続き。フランス語の基礎
的なコミュニケーション力を養成する。

原則としてフランス語
入門Ⅱ、またはインテ
ンシブフランス語Iを履
修していること。

外304 フランス語入門Ⅳ ２ ２－０ １～４ 後 フランス語入門Ⅲの続き。
原則としてフランス語
入門Ⅲを履修している
こと。

外305 フランス語会話入門Ⅰ ２ ２－０ ２～４ 前
聴き、話すという面からのフランス語運用能
力の拡充を目指すクラス。

原則としてインテンシ
ブフランス語Ⅱ、また
はフランス語入門Ⅳを
履修していること。

外306 フランス語会話入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 フランス語会話入門Ⅰの続き。
原則としてフランス語
会話入門Ⅰを履修して
いること。

外307 インテンシブフランス語Ⅰ ４ ４－０ １～４ 前
フランス語の言語運用能力を習得するための
初級クラス。読み、書き、聴き話すための基
礎を学ぶ。

外308 インテンシブフランス語Ⅱ ４ ４－０ １～４ 後 インテンシブフランス語Ⅰの続き。

原則としてインテンシ
ブフランス語Ⅰ、また
はフランス語入門Ⅱを
履修していること。

外309 インテンシブフランス語Ⅲ ２ ２－０ １～４ 前
より高度な言語運用能力を養成するための中
級クラス。

原則としてインテンシ
ブフランス語Ⅱ、また
はフランス語入門Ⅳを
履修していること。

外310 インテンシブフランス語Ⅳ ２ ２－０ １～４ 後 インテンシブフランス語Ⅲの続き。
原則としてインテンシ
ブフランス語Ⅲを履修
していること。
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

外311 フランス語圏文化入門 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
フランスやフランス語圏の文化を言語学習の
視点から概観する。

原則としてフランス語
入門Ⅱ、あるいはイン
テンシブフランス語Ⅰ
を履修していること。

外401 スペイン語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
スペイン語とはどのような言葉か。アルファ
ベット、発音の基本、日常の会話表現などを
学びながらスペイン語に親しむ。

外402 スペイン語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 スペイン語入門Ⅰの続き。
原則としてスペイン語
入門Ⅰを履修している
こと。

外403 スペイン語入門Ⅲ ２ ２－０ ２～４ 前
スペイン語入門Ⅱの続き。スペイン語の基礎
的なコミュニケーション力を養成する。

原則としてスペイン語
入門Ⅱ、またはインテ
ンシブスペイン語Iを履
修していること。

外404 スペイン語入門Ⅳ ２ ２－０ ２～４ 後 スペイン語入門Ⅲの続き。
原則としてスペイン語
入門Ⅲを履修している
こと。

外405 スペイン語会話入門Ⅰ ２ ２－０ ２～４ 前
聴き、話すという面からのスペイン語運用能
力の拡充を目指すクラス。

原則としてスペイン語
入門Ⅰ、Ⅱまたはイン
テンシブスペインⅠを
履修していること。

外406 スペイン語会話入門Ⅱ ２ ２－０ ２～４ 後 スペイン語会話入門Ⅰの続き。
原則としてスペイン語
会話入門Ⅰを履修して
いること。

外407 インテンシブスペイン語Ⅰ ４ ４－０ １～４ 前
スペイン語の言語運用能力を習得するための
初級クラス。読み、書き、聴き話すための基
礎を学ぶ。

外408 インテンシブスペイン語Ⅱ ４ ４－０ １～４ 後 インテンシブスペイン語Ⅰの続き。

原則としてインテンシ
ブスペイン語Ⅰ、また
はスペイン語入門Ⅱを
履修していること。

外409 インテンシブスペイン語Ⅲ ２ ２－０ ２～４ 前
より高度な言語運用能力を養成するための中
級クラス。

原則としてインテンシ
ブスペイン語Ⅱ、また
はスペイン語入門Ⅳを
履修していること。

外410 インテンシブスペイン語Ⅳ ２ ２－０ ２～４ 後 インテンシブスペイン語Ⅲの続き。
原則としてインテンシ
ブスペイン語Ⅲを履修
していること。

外411 スペイン語圏文化入門 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
スペインやスペイン語圏の文化を言語学習の
視点から概観する。

原則としてスペイン語
入門Ⅰ、Ⅱ、またはイ
ンテンシブスペイン語
Ⅰを履修しているこ
と。
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

外501 中国語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめて中国語を学ぶ者のための入門クラ
ス。正確に発音し、聞き、話し、読み、書く
技能の基礎的で総合的な訓練を行う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

外502 中国語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後 中国語基礎Ⅰの続き。
中国語基礎Ⅰを既に履
修していること。

外503 中国語中級 4 ０－４ ２～４ 前

中国語基礎Ⅰ、Ⅱで修めた知識を基に、語彙
を拡充し、基本構文についての理解を深め、
総合的なコミュニケーション能力の基礎を養
成する。

中国語基礎Ⅱを既に履
修していること。

外504 中国語講読 ２ ２－０ ２～４ 後
易しい読み物を教材とし、読解力を養成す
る。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。
中国語中級を履修して
いることが望ましい。

外505 中国語演習 ２ ２－０ ２～４ 後
会話・スピーチ・作文等の実用的コミュニ
ケーション能力の訓練を行う。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。
中国語中級を履修して
いることが望ましい。

外506 中国語上級 ２ ２－０ ３～４ 前
種々の教材を講読し、内容を全体的に把握す
ることに重点を置いて、読解力を養成する。

中国語講読又は中国語
演習を履修済であるこ
と。

外507 中国語特演 ２ ２－０ ３～４ 後 語学演習をゼミナール形式によって行う。

外508 中国語会話 ２ ２－０ ２～４ 前又は後
各種視聴覚教材を活用しながら、聞き取り訓
練及び口頭による基礎的表現能力の訓練を行
う。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

外509 時事中国語 ２ ２－０ ２～４ 前又は後

特定のテーマ(アクチュアルな社会及び文化現
象等）にそって、様々な資料を活用しながら
その国の風俗・習慣・歴史・文化に対する理
解を深める。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

外510 中国語作文 ２ ２－０ ３～４ 前又は後
中国語の作文を学び、併せて手紙、ビジネス
レター、Eメールなどの作法を学ぶ。

中国語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

外511 実践中国語 ２ ２－０ ３～４ 前

中国社会における様々な状況を想定し、実践
的な中国語の表現力・会話力を身につける。
また、中国語圏での留学経験者に対しても、
当科目を履修することで、より一層のレベル
アップを図る。

外国語科目「中国語」
関連科目（中国語学
コース）を既に８単位
以上履修していること
を履修条件とする。
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

外601 朝鮮語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめて朝鮮語を学ぶ者のための入門クラ
ス。正確に発音し、聞き、話し読み、書く技
能の基礎的で総合的な訓練を行う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

外602 朝鮮語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後

朝鮮語基礎Ⅰの続き。引き続き、
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解 を学習目標とする。

朝鮮語基礎Ⅰを既に履
修していること。

外603 朝鮮語中級 4 ０－４ ２～４ 前

朝鮮語基礎Ⅰ、Ⅱで修めた知識を基に語彙を
拡充し基本構文についての理解を深める総合
的なコミュニケーション能力基礎を養成す
る。

朝鮮語基礎Ⅰ、Ⅱを既
に履修していること。

外604 朝鮮語講読 ２ ２－０ ２～４ 後
朝鮮語中級の続き、易しい読み物を教材とし
読解力を養成する。

外605 朝鮮語演習 ２ ２－０ ２～４ 後
朝鮮語中級の続き・会話・スピーチ・作文等
の実用的コミュニケーション能力の訓練を行
う。

外701 インドネシア語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめてインドネシア語を学ぶ者のための入
門クラス。正確に発音し、聞き、話し、読
み、書く技能の基礎的で総合的な訓練を行
う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

外702 インドネシア語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後 インドネシア語基礎Ⅰの続き。
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語基礎Ⅰを既に
履修していること。

外711 タイ語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

はじめてタイ語を学ぶ者のための入門クラ
ス。正確に発音し、聞き、話し、読み、書く
技能の基礎的で総合的な訓練を行う。
1)基礎文法の理解、
2)簡単な日常会話の修得、
3)基礎的な読解力の養成、
4)社会／文化の理解を学習目標とする。

外712 タイ語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後 タイ語基礎Ⅰの続き。
タイ語基礎Ⅰを既に履
修していること。
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（ 別 表 ２ ）

【基幹領域：外国語科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

外721 ヴェトナム語基礎Ⅰ 4 ０－４ １～４ 前

沖縄でヴェトナム語を学ぶ意味と意義を模索
する。言葉に裏打ちされた歴史・文化・風俗
習慣へ関心の幅を広げる。受講生の眼が自分
の外の世界に向かい、人生がアジアで拓か
れ、行動と思索が国境を越えることを目指
す。

外722 ヴェトナム語基礎Ⅱ 4 ０－４ １～４ 後 ヴェトナム語基礎Ⅰの続き。
ヴェトナム語基礎Ⅰを
既に履修しているこ
と。

外723 ヴェトナム語中級 4 ０－４ ２～４ 前

ヴェトナム語基礎Ⅰ、Ⅱで修めた知識を基に
語彙を拡充し、基本構文についての理解を深
め、総合的なコミュニケーション能力の基礎
を養成する。

ヴェトナム語基礎Ⅱを
既に履修しているこ
と。

外731 ラテン語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
ラテン語とはどのような言葉か。ヨーロッパ
の文化的伝統を支えてきた教養古典語に親し
むための入門クラス。

外732 ラテン語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 ラテン語入門Ⅰの続き。
原則としてラテン語入
門Ⅰを履修しているこ
と。

外751 ロシア語入門Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
ロシア語とはどのような言葉か。アルファ
ベット、発音の基本、日常の会話表現などを
学びながら、ロシア語に親しむ。

外752 ロシア語入門Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 ロシア語入門Ⅰの続き。
原則としてロシア語入
門Ⅰを履修しているこ
と。

―　93　―



（ 別 表 ２ ）

【専門基礎科目：先修科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

先０３ 線形代数学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
行列・行列式・連立一次方程式等を詳細に
講義する。

先０４ 線形代数学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後
ベクトル空間、一次変換、固有値等を講義
する。

線形代数学Ⅰを履修し
ていることが望まし
い。

先０５ 線形代数学演習Ⅰ ２ ０－２ 1 前 線形代数学Ⅰの問題解法。
理学部・
数理科

先０６ 線形代数学演習Ⅱ ２ ０－２ 1 後 線形代数学Ⅱの問題解法。
理学部・
数理科

先０７ 統計学 ２ ２－０ 1 前
資料の整理、確率分布、推定・検定等につ
いて概説する。

医学科用

先０８ 統計学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前
確率、資料の整理、２項分布、正規分布、
χ－分布等。

先０９ 統計学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後 推定・検定・分散分析等。
統計学Ⅰを履修してい
ることが望ましい。

先１１
微分積分学ＳＴ（スタンダード
コース）Ⅰ

２ ２－０ １ 前

数学系以外の学生を対象とし、具体問題の
計算能力と微分積分学の応用の側面を重視
して講義を行う。講義内容は極限、１変数
関数の微分法と積分法である。

先１２
微分積分学ＳＴ（スタンダード
コース）Ⅱ

２ ２－０ 1 後

数学系以外の学生を対象とし、具体問題の
計算能力と微分積分学の応用の側面を重視
して講義を行う。講義内容は、２変数関数
の偏微分法と重積分である。

微分積分学ＳＴⅠを履
修していることが望ま
しい。

先１３
微分積分学ＡＤ（アドバンスト
コース）Ⅰ

２ ２－０ 1 前

数学系学生を念頭に、微分積分学の理論的
側面を強調して講義を行う。講義内容は実
数論、ε－δ論法による極限、１変数関数
の微分法と積分法である。

先１４
微分積分学ＡＤ（アドバンスト
コース）Ⅱ

２ ２－０ 1 後

数学系学生を念頭に、微分積分学の理論的
側面を強調して講義を行う。講義内容はε
－δ論法による級数、２変数関数の偏微分
法と重積分である。

微分積分学ＡＤⅠを履
修していることが望ま
しい。

先２１ 地学実験 １ ０－３ 1  後
理科系学生を対象とする地学・気象学の基
礎的実験。

先２３ 地球科学Ⅰ ２ ２－０ １～３ 前

おもに固体地球科学分野の基礎的な講義
で、地球の構造、プレートテクトニクス、
地震と火山、鉱物と岩石、火成・変成作用
などを含む。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【専門基礎科目：先修科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

先２４ 地球科学Ⅱ ２ ２－０ １～３ 後
地球の水圏、大気圏に関する科学の概説。
理系学生を対象とし、ある程度数式を用い
た講義内容。

先３１ 物理学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前

高等学校で物理学を履修した理科系学生を
対象とし、物理学の基礎的な内容を理解さ
せる。講義は、主として力学を中心として
行う。

先３２ 物理学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 後

高等学校で物理学を履修した理科系学生を
対象とし、物理学の基礎的な内容を理解さ
せる。講義は、主として電磁気学を中心と
して行う。

物理学Ⅰに引き続き講
義を行うので、物理学
Ⅰを履修していること
が望ましい。

先３３ 物理学実験 １ ０－３ １～４ 前 ・ 後
理科系学生を対象とし、個々の実験を通し
て物理学の基礎的な内容を理解させる。

先４１ 化学Ⅰ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後
高等学校で化学基礎と化学を履修した理科
系学生を対象とし高等学校では履修してい
ない化学に関する基礎事項を概説する。

先４２ 化学Ⅱ ２ ２－０ １～４ 前 ・ 後

高等学校で化学基礎と化学を履修した理科
系学生を対象とし「化学Ⅰ」に引き続き高
等学校では履修していない化学に関する基
礎事項を概説する。

化学Ⅰに引き続き講義
を行うので、化学Ⅰを
履修していることが望
ましい。

先４３ 化学実験 １ ０－３ １～４ 前 ・ 後

無機・分析化学、物理化学、有機化学に関
する基礎的あるいは教育的と思われる実験
を行う。実験のテーマのいくつかは高校の
授業で既になじみ深いものであり、それ以
外のテーマも化学について高度の知識を必
要とするものはない。

先５１ 生物学Ⅰ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後

生物について、主としてマクロの生命現象
の理解、生物と生物の生活の関わり、環境
と生物の関わりに重点をおき、理解を深め
させる。

先５２ 生物学Ⅱ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後
生物について、主としてミクロの生命現象
に関わる諸現象を理解させる。

先５３ 生物学実験 １ ０－３ １～２ 前 ・ 後 生物に関する基礎的な実験・観察。

―　95　―



（ 別 表 ２ ）

【専門基礎科目：転換科目】
科　目 単 受　講

授　　業　　科　　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考
番　号 位 年　次

転０３ 微分積分学入門Ⅰ ２ ２－０ 1 前 ・ 後

弧度法、三角関数、逆三角関数、指数関
数、対数関数について詳しい丁寧な説明
を行い、続いて１変数の微分法およびそ
の応用について講義する。高校で「数学
Ⅲ」を履修してきていない学生を対象に
した講義である。

転０４ 微分積分学入門Ⅱ ２ ２－０ 1 後

微分積分学入門Ⅰの続き。１変数の微分
法とその応用について講義する。なお、
時間があれば、２変数関数の２階までの
偏微分の計算、合成関係の偏微分および
重積分の基本にも触れる。高校で「数学
Ⅲ」を履修してきていない学生を対象と
した講義である。

転１１ 物理学入門Ⅰ ２ ２－０ １～２ 前

高等学校で物理学を履修していない、あ
るいは物理基礎のみを履修している理科
系学生を対象とし、初歩から始めて物理
学の基礎的な内容を理解させる。講義
は、数学の基礎についても留意しなが
ら、主として力学を中心として行う。

転１２ 物理学入門Ⅱ ２ ２－０ １～２ 後

高等学校で物理学を履修していない、あ
るいは物理基礎のみを履修している理科
系学生を対象とし、初歩から始めて物理
学の基礎的な内容を理解させる。講義
は、数学の基礎についても留意しなが
ら、主として電磁気学を中心として行
う。

物理学入門Ⅰに
引き続き講義を
行うので、物理
学入門Ⅰを履修
していることが
望ましい。

転２３ 化学入門Ⅰ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後

高等学校で化学基礎と化学を履修してい
ない、あるいは化学基礎のみを履修して
いる理科系学生を対象とし、初歩から始
めて化学の基礎的な内容を概説する。

転２４ 化学入門Ⅱ ２ ２－０ １～２ 前 ・ 後

高等学校で化学基礎と化学を履修してい
ない、あるいは化学基礎のみを履修して
いる理科系学生を対象とし、「化学入門
Ⅰ」に引き続き化学の基礎的な内容を理
解させる。

化学入門Ⅰに引
き続き講義を行
うので、化学入
門Ⅰを履修して
いることが望ま
しい。

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【日本語・日本事情科目】

科　目 単 受 講
授　業　科　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考

番　号 位 年 次

日107 文法C2S ２ ０－２ 前 上級前半/文法 外国人留学生対象

日108 文法C2F ２ ０－２ 後 上級前半/文法 外国人留学生対象

日203 読解B2S ２ ０－２ 前 中級中盤/読解 外国人留学生対象

日204 読解B2F ２ ０－２ 後 中級中盤/読解 外国人留学生対象

日205 読解C1S ２ ０－２ 前 中級後半/読解 外国人留学生対象

日206 読解C1F ２ ０－２ 後 中級後半/読解 外国人留学生対象

日208 読解C2F ２ ０－２ 後 上級前半/読解 外国人留学生対象

日303 聴解B2S ２ ０－２ 前 中級中盤/聴解 外国人留学生対象

日304 聴解B2F ２ ０－２ 後 中級中盤/聴解 外国人留学生対象

日305 聴解C1S ２ ０－２ 前 中級後半/聴解 外国人留学生対象

日306 聴解C1F ２ ０－２ 後 中級後半/聴解 外国人留学生対象

日307 聴解C2S ２ ０－２ 前 上級前半/聴解 外国人留学生対象

日308 聴解C2F ２ ０－２ 後 上級前半/聴解 外国人留学生対象

日405 アカデミック日本語C1S ２ ０－２ 前 中級後半/研究活動のための日本語 外国人留学生対象

日406 アカデミック日本語C1F ２ ０－２ 後 中級後半/研究活動のための日本語 外国人留学生対象

日407 アカデミック日本語C2S ２ ０－２ 前 上級前半/研究活動のための日本語 外国人留学生対象

日408 アカデミック日本語C2F ２ ０－２ 後 上級前半/研究活動のための日本語 外国人留学生対象

日505 会話C1S ２ ０－２ 前 中級後半/会話 外国人留学生対象

日506 会話C1F ２ ０－２ 後 中級後半/会話 外国人留学生対象

日507 会話C2S ２ ０－２ 前 上級前半/会話 外国人留学生対象

日603 漢字B2S １ ０－２ 前 中級中盤/漢字・語彙 外国人留学生対象

日604 漢字B2F １ ０－２ 後 中級中盤/漢字・語彙 外国人留学生対象

日701 口頭表現C1S ２ ０－２ 前 中級後半/討論、発表 外国人留学生対象

日702 口頭表現C1F ２ ０－２ 後 中級後半/討論、発表 外国人留学生対象

日703 口頭表現C2S ２ ０－２ 前 上級前半/討論、発表 外国人留学生対象

日704 口頭表現C2F ２ ０－２ 後 上級前半/討論、発表 外国人留学生対象

日802 ビジネス日本語入門 ２ ０－２ 前 中級前半/日本での就職のための日本語 外国人留学生対象

日803 ビジネス日本語Ⅰ ２ ０－２ 前及び後 中級中盤/日本での就職のための日本語 外国人留学生対象

日804 ビジネス日本語Ⅱ ２ ０－２ 前及び後 中級後半/日本での就職のための日本語 外国人留学生対象

日915 沖縄の文化Ⅰ ２ ２－０ 前 中級・上級/沖縄の文化と社会 外国人留学生対象

日916 沖縄の文化Ⅱ ２ ２－０ 後 中級・上級/沖縄の文化と社会 外国人留学生対象

日925 沖縄の歴史Ⅰ ２ ２－０ 前 中級以上/沖縄の歴史 外国人留学生対象

日926 沖縄の歴史Ⅱ ２ ２－０ 後 中級以上/沖縄の歴史 外国人留学生対象

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容
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（ 別 表 ２ ）

【日本語・日本事情科目】

科　目 単 受 講
授　業　科　目 週時間 学　期 講　　義　　内　　容 備　　考

番　号 位 年 次

共 通 教 育 等 授 業 科 目 講 義 内 容

日955 日本の文化Ⅰ ２ ２－０ 前 中級以上/日本の文化と社会 外国人留学生対象

日956 日本の文化Ⅱ ２ ２－０ 後 中級以上/日本の文化と社会 外国人留学生対象

日965 日本の歴史Ⅰ ２ ２－０ 前 中級以上/日本の歴史 外国人留学生対象

日966 日本の歴史Ⅱ ２ ２－０ 後 中級以上/日本の歴史 外国人留学生対象

日983 日本語B2S ４ ２－２ 前

中級後半（JF日本語教育スタンダードB2
レベル）の日本語力習得を目指す受講者
を対象に、中級以上の文法項目の学習を
通し、身近なコンテクストの議論へ参加
し、興味関心のある分野については明瞭
で詳細な説明が行える能力を養う。

外国人留学生対象

指定されたプレースメ
ントテストを受験して
いること。または，国
際教育センターの担当
コーディネーターによ
る履修指導を受けてい
ること。

日984 日本語B2F ４ ２－２ 後

中級後半（JF日本語教育スタンダードB2
レベル）の日本語力習得を目指す受講者
を対象に、中級以上の文法項目の学習を
通し、身近なコンテクストの議論へ参加
し、興味関心のある分野については明瞭
で詳細な説明が行える能力を養う。

外国人留学生対象

指定されたプレースメ
ントテストを受験して
いること。または，国
際教育センターの担当
コーディネーターによ
る履修指導を受けてい
ること。
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　　　（別表３）　　　　各学部学科等別共通教育等履修基準表

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

情報科学
演習

○第一外国語は８単
位以上
○第二外国語４単位
以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

16
単位以上

指定科目
なし

情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

16
単位以上

指定科目
なし

情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

16
単位以上

指定科目
なし

情報科学
演習

200

卒業要件の単位には
含めない

卒業要件の単位には
含めない

36
単位以上

36
単位以上

卒業要件の単位には
含めない

36
単位以上

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語８単位
以上

卒業要件の単位には
含めない

卒業要件の単位には
含めない

22単位以上

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上

20単位以上

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上

共通教育

卒業要件の単位には
含めない

34
単位以上

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

34
単位以上

指定科目なし

指定科目なし

36
単位以上

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

　
夜間
主

の別

入
学
定
員

専攻

専修

コース

系
情報
関係

外国語 専門基礎

専門基礎教育

人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

キャリ
ア関係

政
治
・
国
際
関
係
学
プ
ロ
グ

ラ
ム

80

哲
学
・
教
育
学
プ
ロ

グ
ラ
ム

文
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

32単位以上

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語８単位
以上

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上

指定科目なし

指定科目なし

指定科目なし

指定科目なし

指定科目なし

指定科目なし

22単位以上

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上

心
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

18単位以上

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
学
科

40

歴
史
・
民
俗
学
プ
ロ

グ
ラ
ム

言
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

18単位以上

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上

18単位以上

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上

22単位以上

36
単位以上

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語８単位
以上

36
単位以上

卒業要件の単位には
含めない

卒業要件の単位には
含めない

平和共生・沖縄理解科目群（別表に記載）から6単位以上

社
会
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
間
社
会
学
科

人
文
社
会
学
部

国
際
法
政
学
科

80

法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

指定科目
なし

計

平和共生・沖縄理解科目群　指定科目一覧

科目番号 科目名 科目番号 科目名

社06 戦争と平和の諸問題 琉23 琉球の自然保護

人06 西洋思想と日本・中国の思想 琉24 沖縄のサンゴ礁

人09 環境の哲学 琉25 琉球弧の自然誌

人16 比較思想文化論 琉26 琉球の地理

人18 宗教と世界 琉33 現代の国際関係

人19 人間と宗教 琉41-2 琉球アジア研究入門

総14 環境問題 琉46 沖縄の政治と社会

総47 総合環境学概論 琉48 うちなーぐちあしび

総62 環境と文学 琉50 沖縄の学力と教育

琉01 平和論 琉51 琉球語入門Ⅰ

琉02 核の科学 琉52 琉球語入門Ⅱ

琉03 女性と社会 琉54 沖縄の歴史入門

琉05 沖縄の基地と戦跡Ⅰ 琉55 琉球学入門

琉06 沖縄の基地と戦跡Ⅱ 琉56 琉球の自然と人

琉14 琉球の文学 琉71 現代沖縄地域論

琉22 琉球の自然

別表
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（別表３） 各学部学科等別共通教育等履修基準表

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

16
単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

夜間
主

の別

入
学
定
員

専攻

専修

コース

系
情報
関係

外国語 専門基礎

専門基礎教育

卒業要件の単位には
含めない

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

キャリ
ア関係

共通教育

30
単位以上

指定科目なし

○第一外国語は英語
とし、８単位以上

○第二外国語４単位
以上

卒業要件の単位には
含めない

30
単位以上

卒業要件の単位には
含めない

30
単位以上

16単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計１６単位以上

国
際
地
域
創
造
学
部

国
際
地
域
創
造
学
科

昼
間
主
コ
ー

ス

265

観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

4
単位以上

指定科目なし

4
単位以上

4
単位以上

指定科目なし

地
域
文
化
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

○第一外国語は英語
とし、８単位以上

○第二外国語４単位
以上

16単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計１６単位以上

経
済
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

16単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計１６単位以上

経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

4
単位以上

卒業要件の単位には
含めない

30
単位以上

指定科目なし

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

12単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計１２単位以上

国
際
言
語
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

4
単位以上

卒業要件の単位には
含めない

30
単位以上

指定科目なし

第一外国語：
○第一外国語が、英
語の場合は「大学英
語」「英語購読演習
中級」を含むこと

○第一外国語が、ド
イツ語、フランス
語、スペイン語を選
択した場合はそれぞ
れ「インテンシブド
イツ語Ⅰ・Ⅱ」、
「インテンシブフラ
ンス語Ⅰ・Ⅱ」「イ
ンテンシブスペイン
語Ⅰ・Ⅱ」のいずれ
か８単位

第二外国語：
○第一外国語が英語
の場合、第二外国語
は「インテンシブド
イツ語Ⅰ・Ⅱ」、
「インテンシブフラ
ンス語Ⅰ・Ⅱ」、
「インテンシブスペ
イン語Ⅰ・Ⅱ」、
「中国語基礎Ⅰ・
Ⅱ」のうちから１つ
の言語を選択する。

○第一外国語が英語
以外の言語で、第二
外国語で英語を選択
する場合、「大学英
語」「英語購読演習
中級」を含み８単
位、あるいは第一外
国語で選択した言語
以外の同一言語から
８単位

16単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計１６単位以上
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　　　（別表３）　　　　各学部学科等別共通教育等履修基準表

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

　
夜間
主

の別

入
学
定
員

専攻

専修

コース

系
情報
関係

外国語 専門基礎

専門基礎教育

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

キャリ
ア関係

共通教育

2
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

12
単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

16
単位以上

指定科目
なし

345

卒業要件の単位には
含めない

40
単位以上

指定科目なし

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

26単位以上

国
際
地
域
創
造
学
部

国
際
地
域
創
造
学
科

夜
間
主
コ
ー

ス

80

経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計２６単位以上

経
済
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計２６単位以上

卒業要件の単位には
含めない

40
単位以上

指定科目なし

○第一外国語は８単
位以上

○第二外国語４単位
以上

26単位以上

22単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地域創生、
キャリア関係、情報関係の中から合計２２単位以上

国
際
言
語
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

卒業要件の単位には
含めない

40
単位以上

指定科目なし
○第一外国語は英語
とし、「大学英
語」、「英語購読演
習中級」、及び選択
科目から１科目の８
単位を履修すること

○第二外国語は、
「ドイツ語入門Ⅰ、
Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」、「イ
ンテンシブフランス
語Ⅰ・Ⅱ」、「スペ
イン語入門Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲ、Ⅳ」、「中国語
基礎Ⅰ、Ⅱ」のうち
から一つの言語を選
択して８単位

計
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（別表３） 各学部学科等別共通教育等履修基準表

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

指定科目
なし

心の科学
又は人間
関係論

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

指定科目
なし

心の科学
又は人間
関係論

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

指定科目
なし

心の科学
又は人間
関係論

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上 4単位

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

指定科目
なし

指定科目
なし

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

指定科目
なし

指定科目
なし

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

憲法概論
情報科学
演習

保
健
体
育
専
修

２
単位以上

２０
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし 指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

14単位以上

美
術
教
育
専
修

２
単位以上

２０
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

14単位以上

２０
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし

理
科
教
育
専
修

4
単位以上

20
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

14単位以上

14単位以上

音
楽
教
育
専
修

２
単位以上

○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

14単位以上

２２
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２４単

位以上

指定科目なし 指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

○線形代数学Ⅰ

○線形代数学Ⅱ14単位以上
（※専門基礎科目の履修単位のうち２単位までを含む。）

14単位以上

数
学
教
育
専
修

２
単位以上

20
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし

20
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

14単位以上

14単位以上

２
単位以上

教
育
学
部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

140

教
育
実
践
学
専
修

２
単位以上

20
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし
国
語
教
育
専
修

２
単位以上

社
会
科
教
育
専
修

２
単位以上

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

子
ど
も
教
育
開
発
専
修

人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

キャリ
ア関係

共通教育

20
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

夜間
主

の別

入
学
定
員

専攻

専修

コース

系
情報
関係

外国語 専門基礎

専門基礎教育
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　　　（別表３）　　　　各学部学科等別共通教育等履修基準表

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

キャリ
ア関係

共通教育

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

　
夜間
主

の別

入
学
定
員

専攻

専修

コース

系
情報
関係

外国語 専門基礎

専門基礎教育

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

4
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上 2単位以上

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

憲法概論
情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

6単位又は8単位以上

憲法概論
情報科学
演習

140

14単位以上

計

２０
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし 指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

２０
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし

特
別
支
援
教
育
専
修

２
単位以上

○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

２０
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２２単

位以上

指定科目なし 指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

14単位以上

14単位以上

２
単位以上

生
活
科
学
教
育
専
修

２
単位以上

英
語
教
育
専
修

２
単位以上

指定科目なし

２2
単位以上

＊２つの外
国語（計８
単位）を修
得した場合
は、２４単

位以上

指定科目なし 指定科目なし ○英語のみの場合は「大学英語」
４単位を含む６単位

○英語以外の一つの外国語を履修
する場合は６単位

○２つの外国語の場合は各々４単
位の計８単位→合計（単位）欄＊
参照

○物理学入門Ⅰ

14単位以上

教
育
学
部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

140

技
術
教
育
専
修
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（別表３） 各学部学科等別共通教育等履修基準表

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

8
単位以上

12単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

9単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

14
単位以上

13単位以上

指定科目
なし

4
単位以上

4
単位以上

12
単位以上

14単位以上

指定科目
なし

2
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

12
単位以上

14単位以上

指定科目
なし

200

○英語8単位以上

○上記以外の一つの
外国語4単位以上

○化学実験、化学Ⅰ・Ⅱ
（必修）

○下記科目の中から９単
位以上履修すること。
微分積分学STⅠ・Ⅱ
（注１）
線形代数学Ⅰ・Ⅱ、
物理学Ⅰ・Ⅱ（注２）
物理学実験、生物学Ⅰ・
Ⅱ、生物学実験、地学実
験

（注1）高等学校で化学
を履修していない学生
は、化学Ⅰ・Ⅱの代わり
に化学入門Ⅰ・Ⅱを履修
することができる。

（注2）高等学校で物理
学を履修していない学生
は物理学Ⅰ・Ⅱの代わり
に物理学入門Ⅰ・Ⅱを履
修することができる。

（注3）高等学校で微分
積分を履修していない学
生は、微分積分学ST
Ⅰ・Ⅱの代わりに微分積
分学入門Ⅰ・Ⅱを履修す
ることができる。

46
単位以上

指定科目なし

○英語8単位以上

○上記以外の一つの
外国語4単位以上

○生物学実験、生物学
Ⅰ・Ⅱ（必修）

○下記の科目の中から９
単位以上履修すること。
化学Ⅰ・Ⅱ（注1）、化
学実験、物理学Ⅰ・Ⅱ
（注2）、物理学実験、
地学実験、微分積分学
STⅠ・Ⅱ（注3）、線形
代数学Ⅰ・Ⅱ、統計学
Ⅰ・Ⅱ

（注１）高等学校で微
分・積分を履修していな
い学生は、微分積分学入
門Ⅰ・Ⅱを履修すること
ができる。また、微分・
積分に十分な学力のある
学生は、微分積分学ST
Ⅰ・Ⅱの代わりに微分積
分学ADⅠ・Ⅱを履修す
ることができる。

（注2）高等学校で物理
学を履修していない、あ
るいは物理基礎（物理
Ⅰ）のみを履修している
学生は物理学入門Ⅰ・Ⅱ
を履修することができ
る。

○英語8単位以上

○上記以外の一つの
外国語4単位以上

○必修9単位
物理学Ⅰ・Ⅱ（注1）
物理学実験、微分積分学
STⅠ・Ⅱ（注２）

12 単位以上

14 単位以上

18単位以上

20単位以上

計

海
洋
自
然
科
学
科
（
生
物
系
）

6単位以上

（注１）高等学校で物理
を履修していない学生
は、物理学Ⅰ・Ⅱの代わ
りに物理学入門Ⅰ・Ⅱを
履修することができる。
（注２）高等学校で微分
積分を履修していない学
生は微分・積分学ST
Ⅰ・Ⅱの代わりに微分・
積分学入門Ⅰ・Ⅱを履修
することができる。ま
た、微分・積分に十分な
学力のある学生は、微
分・積分学ST Ⅰ・Ⅱの
代わりに微分積分学AD
Ⅰ・Ⅱを履修することが
できる。

35
単位以上

18単位以上

20単位以上

95

物
質
地
球
科
学
科
（
地
学
系
）

46
単位以上

指定科目なし

○地球科学Ⅰ・Ⅱ（必
修）及び物理学Ⅰ・Ⅱ
（又は同入門Ⅰ・Ⅱ）、
化学Ⅰ・Ⅱ（又は同入門
Ⅰ・Ⅱ）の中から４単位

○上記必修科目として取
得した科目以外の下記科
目から５単位以上
物理学Ⅰ・Ⅱ（又は同入
門Ⅰ・Ⅱ）、物理学実
験、化学Ⅰ・Ⅱ（又は同
入門Ⅰ・Ⅱ）、化学実
験、生物学Ⅰ・Ⅱ、生物
学実験、地学実験、微分
積分学STⅠ・Ⅱ（又は
同入門Ⅰ・Ⅱ）、その他
の数学科目

指定科目なし

２単位

海
洋
自
然
科
学
科
（
化
学
系
）

共通教育

(注１）健康運動系及び
外国語を除いて、24単
位を超えて修得した共通
教育及び専門基礎教育の
授業科目の単位について
は、6単位まで専門教育
の自由科目として読み替
えることができる。ただ
し、専門基礎科目の「微
分積分学入門Ⅰ及びⅡ」
「微分積分学STⅠ及び
Ⅱ」の４授業科目を除
く。

（注２）健康運動系科目
は教員免許と関係するか
らその点を留意して授業
科目を選択すること。

34
単位以上

指定科目なし

○英語4単位以上

○上記以外の一つの
外国語4単位以上

○微分積分学ADⅠ
○微分積分学ADⅡ
○線形代数学Ⅰ
○線形代数学Ⅱ
○線形代数学演習Ⅰ
○線形代数学演習Ⅱ

45
単位以上○英語10単位以上

○上記以外の一つの
外国語４単位以上

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

65

12単位以上

14単位以上

理
学
部

数
理
科
学
科

40

物
質
地
球
科
学
科
（
物
理
系
）

指定科目なし

2単位以上

16単位以上

18単位以上

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

夜間
主

の別

入
学
定
員

専攻

専修

コース

系
情報
関係

外国語 専門基礎

専門基礎教育

人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

キャリ
ア関係
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　　　（別表３）　　　　各学部学科等別共通教育等履修基準表

2
単位以上

2
単位以上

6単位 ２単位 6単位 ３単位

2
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

2
単位以上

8単位

指定科目
なし

人間関係
論を履修
すること
が望まし
い

指定科目
なし

ヒトの健
康科学

情報科学
演習

2
単位以上

2
単位以上

指定科目
なし

ヒトの健
康科学

動物実験の基
礎、生命科学入
門から履修する
ことが望まし
い。

情報科学
演習

172計

専門基礎教育の選択必
修2単位は、化学、生
物、物理の中から高校
で履修していない科目
を履修すること。ま
た、2科目以上履修す
ることが望ましい。

指定科目なし ○英語８単位
　
　　　又は

○英語４単位及び他
の一つの外国語４単
位

必修科目（1単位）
○化学実験

選択必修（2単位）
○化学Ⅰ
〇化学入門Ⅱ
○生物学Ⅱ
○物理学Ⅱ
〇物理入門Ⅱ

検
査
技
術
学
コ
ー

ス

保
健
学
科

25
単位以上

○必修科目（３単位）

統計学
化学実験

※上記の単位（18単位）を含め、さらに人文、社会、琉大特色・地域創生の中から４単位以上選択し、合計
22単位以上

26
単位以上

指定科目なし

○英語６単位以上
指定科目

なし

ヒトの科学と人
間の医学（医学

概論A）
動物実験の基礎
倫理総合討論

指定科目な
し

指定科目
なし

情報科学
演習

22単位以上

医
学
部

医
学
科

112

60

看
護
学
コ
ー

ス

２単位

2
単位以上

共通教育専攻

専修

コース

系 人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

合計
（単
位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

専門基礎教育

備　　考

情報
関係

外国語 専門基礎
キャリ
ア関係

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

　
夜間
主

の別

入
学
定
員

16単位以上

計6単位以上

4
単位以上

2単位
2

単位以上
8単位 3単位

14単位以上

○英語８単位
　
　　　又は

○英語４単位及び他
の一つの外国語４単
位

27
単位以上
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（別表３） 各学部学科等別共通教育等履修基準表

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

指定単位
なし

2
単位以上

12
単位以上

11
単位以上

指定科目
なし

○日本語
表現法入門

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

指定単位
なし

2
単位以上

12
単位以上

14
単位以上

指定科目
なし

○日本語
表現法入門

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

指定単位
なし

2
単位以上

12
単位以上

10
単位以上

指定科目
なし

○日本語
表現法入門

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

指定単位
なし

2
単位以上

12
単位以上

10
単位以上

指定科目
なし

○日本語
表現法入門

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

指定単位
なし

2
単位以上

12
単位以上

4
単位以上

指定科目
なし

○日本語
表現法入門

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

指定単位
なし

2
単位以上

12
単位以上

7
単位以上

指定科目
なし

○日本語
表現法入門

2
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

指定単位
なし

2単位
12

単位以上
6

単位以上

指定科目
なし

○日本語
表現法入門

350

上記の指定単位を含め、合計14単位以上（ただし、人文、社会、
総合、琉大特色・地域創生、キャリア関係で合計12単位以上）

計

知
能
情
報
コ
ー

ス

2
単位以上

（注１）微分積分
学入門Ⅰ・Ⅱ、物
理学入門Ⅰの履修
に際しては、指導
教員の指導を受け
ること。

（注２）情報科学
演習は卒業要件の
単位に含めない。

36
単位以上

指定科目なし
○「大学英語」、「英
語講読演習中級」、
「英語プレゼンテー
ション演習中級」を含
む英語８単位以上及び
英語以外の一つの外国
語４単位以上

又は

○「大学英語」、「英
語講読演習中級」、
「英語プレゼンテー
ション演習中級」を含
む英語12単位以上

○微分積分学STⅠ・Ⅱ
（又は同入門Ⅰ・Ⅱ）

○物理学Ⅰ
（又は同入門Ⅰ）

37
単位以上

指定科目なし ○「大学英語」を含む
英語8単位以上及び英
語以外の一つの外国語
4単位以上

又は

○「大学英語」を含む
英語12単位以上

○微分積分学STⅠ・Ⅱ

○物理学Ⅰ

○物理学実験

14単位以上

上記の指定単位を含め、合計14単位以上（ただし、人文、社会、
総合、琉大特色・地域創生、キャリア関係で合計12単位以上）

14単位以上

上記の指定単位を含め、合計14単位以上（ただし、人文、社会、
総合、琉大特色・地域創生、キャリア関係で合計12単位以上）

建
築
学
コ
ー

ス

2
単位以上

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

2
単位以上

（注）化学入門
Ⅰ・Ⅱの履修に際
しては、指導教員
の指導を受けるこ
と。

34
単位以上

指定科目なし

○「大学英語」を含む
英語8単位以上及び英
語以外の一つの外国語
4単位以上

又は

○「大学英語」を含む
英語12単位以上

○微分積分学STⅠ・Ⅱ

○物理学Ⅰ・Ⅱ

○化学Ⅰ・Ⅱ
（又は同入門Ⅰ・Ⅱ）

○物理学実験

○化学実験

上記の中から，4単位以
上選択

（注）情報科学演
習は卒業要件の単
位に含めない。

40
単位以上

指定科目なし
○「大学英語」、「英
語講読演習中級」、
「英語プレゼンテー
ション演習中級」を含
む英語８単位以上及び
英語以外の一つの外国
語４単位以上

又は

○「大学英語」、「英
語講読演習中級」、
「英語プレゼンテー
ション演習中級」を含
む英語12単位以上

○微分積分学STⅠ・Ⅱ

○物理学Ⅰ

○物理学実験

○化学入門Ⅰ

○化学実験

14単位以上

上記の指定単位を含め、合計14単位以上（ただし、人文、社会、
総合、琉大特色・地域創生、キャリア関係で合計12単位以上）

電
子
情
報
通
信
コ
ー

ス

2
単位以上

電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー

ス

2
単位以上

14単位以上

上記の指定単位を含め、合計14単位以上（ただし、人文、社会、
総合、琉大特色・地域創生、キャリア関係で合計12単位以上）

14単位以上

工
学
部

工
学
科

350

機
械
工
学
コ
ー

ス

2
単位以上

上記の指定単位を含め、合計14単位以上（ただし、人文、社会、
総合、琉大特色・地域創生、キャリア関係で合計12単位以上）

14単位以上

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
工
学
コ
ー

ス

2
単位以上

指定科目なし

指定科目なし

14単位以上

上記の指定単位を含め、合計14単位以上（ただし、人文、社会、
総合、琉大特色・地域創生、キャリア関係で合計12単位以上）

○微分積分学STⅠ・Ⅱ

○物理学Ⅰ

○物理学実験

○化学入門Ⅰ

○化学実験

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

（注１）微分積分
学入門Ⅰ・Ⅱ、物
理学入門Ⅰ・Ⅱの
履修に際しては、
指導教員の指導を
受けること。

（注２）情報科学
演習は卒業要件の
単位に含めない。

共通教育

（注１）微分積分
学入門Ⅰ・Ⅱ、物
理学入門Ⅰ・Ⅱの
履修に際しては、
指導教員の指導を
受けること。

（注２）情報科学
演習は卒業要件の
単位に含めない。

41
単位以上

○「大学英語」を含む
英語8単位以上及び英
語以外の一つの外国語
4単位以上

又は

○「大学英語」を含む
英語12単位以上

○微分積分学STⅠ・Ⅱ
（又は同入門Ⅰ・Ⅱ）

○物理学Ⅰ・Ⅱ
（又は同入門Ⅰ・Ⅱ）

○物理学実験

○化学入門Ⅰ

44
単位以上

○「大学英語」を含む
英語8単位以上及び英
語以外の一つの外国語
4単位以上

又は

○「大学英語」を含む
英語12単位以上

○微分積分学STⅠ・Ⅱ
（又は同入門Ⅰ・Ⅱ）

○物理学Ⅰ・Ⅱ
（又は同入門Ⅰ・Ⅱ）

○物理学実験

○化学入門Ⅰ・Ⅱ

○化学実験

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

夜間
主

の別

入
学
定
員

専攻

専修

コース

系
情報
関係

外国語 専門基礎

専門基礎教育

人文 社会 自然 総合
琉大特色･
地域創生

キャリ
ア関係

（注）情報科学演
習は卒業要件の単
位に含めない。

40
単位以上

指定科目なし
○「大学英語」、「英
語講読演習中級」、
「英語プレゼンテー
ション演習中級」を含
む英語８単位以上及び
英語以外の一つの外国
語４単位以上

又は

○「大学英語」、「英
語講読演習中級」、
「英語プレゼンテー
ション演習中級」を含
む英語12単位以上
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　　　（別表３）　　　　各学部学科等別共通教育等履修基準表

4
単位

4
単位以上

4
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

10単位以上

キャリア
形成入門

情報科学
演習

4
単位

4
単位以上

4
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

10単位以上

キャリア
形成入門

情報科学
演習

4
単位

4
単位以上

4
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

12単位以上

キャリア
形成入門

情報科学
演習

4
単位

4
単位以上

4
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

12単位以上

キャリア
形成入門

情報科学
演習

2
単位以上

4
単位以上

4
単位以上

2
単位以上

2
単位以上

12
単位以上

8単位以上

キャリア
形成入門

情報科学
演習

140

亜
熱
帯
農
林
環
境
科
学
科

35

亜
熱
帯
地
域
農
学
科

35

14単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地
域創生、キャリア関係科目の中から４単位以上選択し合計16単
位以上

農
学
部

45

亜
熱
帯
生
物
資
源
科
学
科

生
物
機
能
開
発
学
／
食
品
機
能
科
学
／
発
酵
・
生
命
科
学

健
康
栄
養
科
学
コ
ー

ス

地
域
農
業
工
学
科

25

16単位以上

（注）専門基礎教育の
転換科目を履修する場
合は、指導教員の指導
を受けること。

指定科目なし

指定科目なし

「健康・
スポーツ
科学」を
含む ○英語８単位以上

　
○上記以外の一つの
外国語４単位以上

生物系
生物学Ⅰ・Ⅱ、生物学実験

化学系
化学Ⅰ・Ⅱ（または化学入
門Ⅰ・Ⅱ）、化学実験

物理系
物理学Ⅰ・Ⅱ（または物理
学入門Ⅰ・Ⅱ）、物理学実
験

○上記３系の各系から2単位
以上、かつ、2系を各5単位
以上、計12単位以上。

16単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地
域創生、キャリア関係科目の中から6単位以上選択し合計16単
位以上

計

（注）専門基礎教育の
転換科目を履修する場
合は、指導教員の指導
を受けること。

38
単位以上

「運動・
スポーツ
科学演
習」を含
む ○英語８単位以上

　
○上記以外の一つの
外国語４単位以上

生物系
生物学Ⅰ・Ⅱ

化学系
化学Ⅰ・Ⅱ（または化学入
門Ⅰ・Ⅱ）

物理系
物理学Ⅰ・Ⅱ（または物理
学入門Ⅰ・Ⅱ）

（注）専門基礎教育の
転換科目を履修する場
合は、指導教員の指導
を受けること。

46
単位以上

「健康・
スポーツ
科学」を
含む

○英語８単位以上
　
○上記以外の一つの
外国語４単位以上

生物系
生物学Ⅰ・Ⅱ、生物学実験

化学系
化学Ⅰ・Ⅱ（または化学入
門Ⅰ・Ⅱ）、化学実験

数学系
微分積分学STⅠ・Ⅱ（また
は微分積分学入門Ⅰ・
Ⅱ）、線形代数学Ⅰ・Ⅱ、
統計学Ⅰ・Ⅱ

物理系
物理学Ⅰ・Ⅱ（または物理
学入門Ⅰ・Ⅱ）、物理学実
験

○上記4系のうち3系からそ
れぞれ2単位以上、かつ、2
系から実験を含め各5単位以
上、計12単位以上。

16単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地
域創生、キャリア関係科目の中から６単位以上選択し合計16単
位以上

指定科目なし

46
単位以上

琉大特色･
地域創生

（注）専門基礎教育の
転換科目を履修する場
合は、指導教員の指導
を受けること。

44
単位以上

「健康・
スポーツ
科学」を
含む

○英語８単位以上
　
○上記以外の一つの
外国語４単位以上

生物系
生物学Ⅰ・Ⅱ、生物学実験

化学系
化学Ⅰ・Ⅱ（または化学入
門Ⅰ・Ⅱ）、化学実験

数学系
微分積分学STⅠ・Ⅱ（また
は微分積分学入門Ⅰ・
Ⅱ）、線形代数学Ⅰ・Ⅱ、
統計学Ⅰ・Ⅱ

物理系
物理学Ⅰ・Ⅱ（または物理
学入門Ⅰ・Ⅱ）、物理学実
験

○上記4系のうち2系を各5
単位以上、計10単位以上。

16単位以上

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地
域創生、キャリア関係科目の中から６単位以上選択し合計16単
位以上

指定科目なし

備　　考
合計

（単位）

教養領域 総合領域 基幹領域

健康
運動

外国語 専門基礎人文 社会 自然
キャリ
ア関係

情報
関係

総合

専攻

専修

コース

系

学
部

学
科
課
程
等

昼間
主

　
夜間
主

の別

入
学
定
員

（注）専門基礎教育の
転換科目を履修する場
合は、指導教員の指導
を受けること。

※上記の単位を含め、人文、社会、自然、総合、琉大特色・地
域創生、キャリア関係科目の中から６単位以上選択し合計16単
位以上

指定科目なし

44
単位以上

「健康・
スポーツ
科学」を
含む

○英語８単位以上
　
○上記以外の一つの
外国語４単位以上

生物系
生物学Ⅰ・Ⅱ、生物学実験

化学系
化学Ⅰ・Ⅱ（または化学入
門Ⅰ・Ⅱ）、化学実験

数学系
微分積分学STⅠ・Ⅱ（また
は微分積分学入門Ⅰ・
Ⅱ）、線形代数学Ⅰ・Ⅱ、
統計学Ⅰ・Ⅱ

物理系
物理学Ⅰ・Ⅱ（または物理
学入門Ⅰ・Ⅱ）、物理学実
験

○上記4系のうち2系を各5
単位以上、計10単位以上。

共通教育
専門基礎教育
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琉球大学成績評価不服申立に関する申合せ 

平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ２ ７ 日 
グローバル教育支援機構会議 

第１条 この申合せは，琉球大学各学部共通細則第２０条第２項の規定に基づき，成

績評価不服申立に関し，必要な事項を定める。 

第２条 学生は，当該学期（学期の前半及び後半を含む。）の成績評価に疑問がある

場合，原則として成績開示日から１０日を経過する日まで（ただし，土日祝日を除

く。）に成績評価確認願（様式１）を事務部（共通教育等科目は学生部教育支援課，

専門教育科目は各学部事務部。以下同じ。）に提出する。 

２ 事務部は，成績評価確認願を受理した場合，速やかに科目担当教員に送付する。 

第３条 科目担当教員は，学生からの成績評価に関する申し出又は事務部からの成績

評価確認願受理後５日以内（ただし，土日祝日を除く。）に事務部に回答する。 

２ 事務部は，科目担当教員から成績評価の回答があった場合，速やかに当該学生に

通知する。 

第４条 学生は，科目担当教員の回答に不服がある場合，回答を得た日から５日以内

（ただし，土日祝日を除く。）に，共通教育等科目についてはグローバル教育支援

機構長に，専門教育科目については当該学部長に成績評価不服申立書（様式２）を

提出する。 

第５条 グローバル教育支援機構長及び学部長（以下「学部長等」という。）は，学

生からの成績評価不服申立に対し速やかにグローバル教育支援機構大学教育支援

部門会議及び学部教育委員会等で審査し，その結果を最終結果として当該学生及び

科目担当教員に通知する。 

第６条 この申合せに定めるもののほか，成績評価不服申立の実施に関し必要な事項

について，学部長等が特に必要と認めた場合は，各学部等で別に定めることができ

る。 

第７条 この申合せの改廃は，グローバル教育支援機構会議の議を経てグローバル教

育支援機構長が行う。 

附 則 

１ この申合せは，平成２９年４月１日から施行する。 

２ 成績不服申立に関するガイドライン（平成２１年７月２１日制定）は廃止する。 
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   附 則（平成２９年１月５日） 

１ この申合せは，平成２９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第２条の規程に関わらず，学生は，平成２８年度後学期の成績評価に疑

問がある場合，平成２９年４月１０日まで科目担当教員へ申し出ることができるも

のとする。 

 

   附 則（平成２９年５月１５日） 

 この申合せは，平成２９年５月１５日から実施し，平成２９年４月１日から適用す

る。 

   附 則（平成３０年１月５日） 

 この申合せは，平成３０年４月１日から実施する。 

附 則（平成３０年７月２５日） 

 この申合せは，平成３０年７月２５日から実施する。 

   附 則（平成３１年４月１６日） 

 この申合せは，平成３１年４月１６日から実施し，平成３１年４月１日から適用す

る。 

附 則（令和３年７月２０日） 

 この申合せは，令和３年７月２０日から実施し，令和３年４月１日から適用する。 
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 （様式１） 年 月 日

グローバル教育支援機構長

学　　　　 部　　　 　長

学部

学科（課程） 年次

学籍番号 氏名

年度 学期下記科目の成績評価について、確認をお願いします。

科目番号 科目名 組

担当教員

理　　由

担当教員名 印

　１．現成績評価のとおり

　２．右記のとおり評価を訂正します。 　　　　　　　　評価（ ）　評点（ ）

　回答理由

※ 担当教員は、「教員回答欄」を記入の上、この様式を事務部（共通教育等科目は学生部 教育支援課、

専門教育科目は各学部事務部）に提出してください。

成　績　評　価　確　認　願

殿

記

※ 学生は、この様式を事務部（共通教育等科目は学生部教育支援課、専門教育科目は各学部事務部）に
提出してください。

教　員　回　答　欄（該当番号に○）

年 月 日
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 （様式２） 　　　　　　年　　　月　　　日

グローバル教育支援機構長

学　　　　 部　　　 　長　　　

学部

学科（課程） 年次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号 氏名

　　　　　　年度　　学期下記科目の担当教員による「成績評価確認願」の回答に対しては

　　下記理由により納得できませんので不服申立てを行います。

科目番号 科目名 　 　 組

担当教員 評価

 成績評価不服理由(成績評価及び科目担当教員の回答について具体的に記入してください）

成　績　評　価　不　服　申　立　書

　

殿

　

※ 学生は、この様式を事務部（共通教育等科目は学生部教育支援課、専門教育科目は各学部事務部）
　　に提出してください。
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琉球大学ＧＰＡ制度に関する申合せ 

平成２８年９月２７ 日 
グローバル教育支援機構会議 

第１条 この申合せは，琉球大学各学部共通細則第１５条の３第２項の規定に基づき，

ＧＰＡ制度に関し必要な事項を定める。 

第２条 ＧＰＡとは，グレード・ポイント・アベレージのことで，学生の履修科目の成

績評価の平均値をいう。 

第３条 学生は，履修した授業科目の成績評価により，次表のとおりＧＰ（グレード・

ポイント）を付与される。 

区 分 評価 評点（100点満点中） ＧＰ 評 価 内 容（英文内容） 

合  格 

Ａ 90点以上 ４ 
特に優れた成績 
（Excellent） 

Ｂ 80点以上90点未満 ３ 
優れた成績 
（Good） 

Ｃ 70点以上80点未満 ２ 
良好な成績 
（Fair） 

Ｄ 60点以上70点未満 １ 
合格と認められる最低限度の成績 
（Pass） 

不合格 Ｆ 60点未満 ０ 
合格と認められない成績 
（Failure） 

第４条 ＧＰＡは，次の式により計算するものとし，小数点以下第３位を四捨五入する

ものとする。 

（ＧＰ×単位数）の総和 

履修登録単位数 

２ 合否（Ｐ又はＦ）により判定する授業科目及び成績評価がＲ（認定）の授業科目は，

履修登録単位数に含めない。 

３ 履修中止が承認された授業科目の成績評価はＷと表示し，履修登録単位数に含めな

い。 

附 則 

１ この申合せは，平成２９年４月１日から施行する。 

２ GPA 制度の実施について（平成２１年７月２１日全学教育委員会決定）は廃止する。 

ＧＰＡ＝ 
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琉球大学除籍に関する申合せ

平成２９年１２月２０日
制 定

この申合せは，琉球大学学則第４２条第４項の規定に基づき，除籍に関し必要な事項を定
める。

１ 卒業に要する最終学年とは，卒業に必要でかつ十分な科目及び単位の登録を完了した者
（年度当初に卒業の意思があったものの，履修登録において過誤があった場合又は前提科
目が未履修のため当該科目を登録できないと当該学部長が認めた場合を含む ）の属する。
学年をいう。

２ 第４２条第１項第７号（授業料未納による除籍）について
（１）授業料未納による除籍の場合は，当該学期の授業科目の登録を取り消し，単位の

修得を認めない。研究生にあっては当該期間を研究期間と認めない。
（２）卒業に要する最終学年の学生で，９月卒業予定者にあっては８月末日までに，３月卒

業予定者にあっては２月末日までに授業料を納付しない場合は，除籍とする。
（３）卒業に要する最終学年を除く学生で，前学期は９月末日までに，後学期は３月末日ま

でに授業料を納付しない場合は，除籍とする。
（４）研究生にあっては，在学予定期間末日の１か月前（ただし，在学期間が６か月以上あ

るときは，入学後６か月以内）までに授業料を納付しない場合は，除籍とする。

３ 第４２条第１項第８号（１６単位未満による除籍）について
（１）学年の中途で再入学，復学及び休学を許可された者並びに停学（１月以下の停学を除

く ）の処分を受けた者の修得単位が１６単位未満の場合は，１６単位未満による除籍。
対象から除く。

（２）大学の事情又は非常災害のため修得単位が１６単位未満の場合は，１６単位未満によ
る除籍対象から除く。

（３）学生交流協定による交換留学の派遣学生については，派遣期間を含む年度の１６単位
未満による除籍対象から除く。

（４）医学部医学科における第１年次とは，入学初年度の者及び入学後初めて履修を開始す
る者をいう。

４ 第４２条第２項（１６単位未満による除籍対象外）について
（ ） ， （ 。）１ 引き続き次年度も修学を継続する意思を有する者は 後学期 第４クォーターを含む

の成績開示日から７日以内（ただし，土日祝日を除く ）に，所定の修学継続届を当該。
学部長に提出しなければならない。

（２）修学継続届提出後，当該学生が１６単位以上を修得していたことが判明した場合は，
修学継続届は取り下げられたものとみなす。

５ 授業料未納及び１６単位未満により除籍された者は，次学期の再入学を認めない。

６ この申合せの改廃は，グローバル教育支援機構会議の議を経て，グローバル教育支援機
構長が行う。

附 則（平成２９年１２月２０日）
この申合せは，平成３０年４月１日から実施する。１
除籍についての申合せ（昭和４７年９月２９日制定）及び授業料未納による除籍の取２

扱いに関する申合せ（平成１９年２月２７日制定）は，廃止する。
附 則（平成３０年３月１日）

この申合せは，平成３０年４月１日から実施する。
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印

〒

記

当該年度（平成〇〇年度）の修得単位状況

　※後学期の成績が未確定の場合は，担当授業科目教員に確認の上，記入ください。

学部長 学科長等 事務長 専門職員 担当者

電話番号

 住　　所

（自宅） （携帯）

受付年月日

mail

　（１）前学期：　　　　　単位

　（２）後学期：　　　　　単位
合計：　　　　単位

　琉球大学学則第４２条第２項に基づき，次年度も修学を継続したいので，提出します。

指導教員

修　　学　　継　　続　　届

　　昼間主　・　夜間主

所 　属

学籍番号

 氏　　名

　　　　　　学科・課程　　　　　　　専攻・コース　　　年次

琉球大学〇〇学部長　殿

平成　　年　　月　　日
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○休学についての申合せ

昭和５４年１月３１日

制 定

， 。１ 琉球大学学則第３９条の規定に基づく休学については この申合せによるものとする

休学の許可は，次の各号のいずれかに該当するものについて許可するものとする。２

（１）本人の病気のとき （医師の診断書を必要とする ）。 。

（２）学資の支弁が困難なとき。

（３）その他やむを得ない理由があると，当該学部長が特に認めたとき。

休学願は前学期は７月１日，後学期は１月２０日までに提出するものとする。３

ただし，病気の場合は，この限りではない。

休学した学期に履修登録済みの授業科目がある場合は，休学が決定した時点で既に評４

価が確定している場合を除き，当該授業科目の登録を取り消すものとする。

附 則（昭和５４年１月３１日）

この申合せは，昭和５４年４月１日から施行する。

附 則（平成８年１０月２２日）

この申合せは，平成８年１０月２２日から施行し，平成８年１０月１日から適用する。

附 則（平成１２年６月２７日）

この申合せは，平成１２年６月２７日から施行する。

附 則（平成２２年２月１６日）

この申合せは，平成２２年２月１６日から施行する。

附 則（平成２２年１２月２１日）

この申合せは，平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成３０年３月１日）

この申合せは，平成３０年４月１日から施行する。
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琉球大学授業科目の履修中止に関する申合せ 

平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ２ ７ 日 
グローバル教育支援機構会議 

第１条 この申合せは，琉球大学各学部共通細則第５条第３項の規定に基づき，授業科目の履修中止

に関し，必要な事項を定める。 

第２条 授業科目の履修中止とは，学生が指定された期間内に履修登録が完了した授業科目の履

修を中止することをいう。

第３条 履修中止は，全ての授業科目を対象とする。ただし，各学科又は課程において，必修科

目を履修中止の対象外とすることができる。 

第４条 履修中止は，学生がシステム上で指導教員へ履修中止の授業科目を申請し、承認を得るこ

とで完了する。 

２ 前項の申請があった場合、事務部は、指導教員から履修中止を承認された授業科目について、

速やかに授業科目の担当教員へ報告するものとする。 

第５条 履修中止手続き期間は，各学期の登録調整期間終了日の翌日（土日祝日を除く。）から３週

間を目処として，学年暦で定める。 

２ 前項の規定にかかわらず，学期の前半に８週の期間で提供される科目の履修中止手続き期間

は，各学期の登録調整期間終了日の翌日（土日祝日を除く。）から１週間を目処として，学年暦で

定める。

３ 第１項の規定にかかわらず，学期の後半に８週の期間で提供される科目の履修中止手続き期

間は，授業開始の日から３週間を目処として，学年暦で定める。

４ 第１項の規定にかかわらず，前学期・後学期を通して開講する科目の履修中止手続き期間は，

登録調整期間終了日の翌日（土日祝日を除く。）から３週間を目処として，学年暦で定める。

第６条 履修中止が承認された授業科目については，学業成績表に履修中止と表示し，GPA には反

映させないものとする。 

附 則 

 この申合せは，平成２９年４月１日から実施する。

附 則（平成２９年５月１５日） 

この申合せは，平成２９年５月１５日から実施し，平成２９年４月１日から適用する。

附 則（平成３０年５月１５日）

この申合せは，平成３０年５月１５日から実施する。

附 則（令和３年７月２０日）

 この申合せは，令和３年１０月１日から実施する。ただし、改正後の第１条の規定については、

令和３年４月１日から適用する。
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琉球大学暴風警報及び気象等に関する特別警報発表に伴う

授業及び期末試験の取扱いに関する申合せ

平成２６年 ９月１６日

全 学 教 育 委 員 会 決 定

第１ この申合せは，暴風等による事故の発生を防止する事を目的とし，暴風警報及

び気象等に関する特別警報発表に伴う授業及び期末試験の取扱いに関し，必要な事

項を定める。

第２ 沖縄本島内に暴風警報又は暴風特別警報が発表されている間は，授業及び期末

試験（以下「授業等」という ）を休講とし，期末試験を予備日に順延する。。

２ 沖縄本島内中南部市町村（別表）の全域又は一部に大雨特別警報が発表されてい

る間は，授業等を休講とし，期末試験を予備日に順延する。

３ 第１項及び第２項に定める暴風警報，暴風特別警報又は大雨特別警報（以下「暴

風警報等」という ）が授業等の開始後に発表された場合は，速やかに授業等を休。

講とし，期末試験を予備日に順延する。

４ 暴風警報等の解除に伴う授業等の取扱いは次に掲げるとおりとする。

（１）午前６時３０分までに，暴風警報等が解除された場合は，第１時限から授

業等を行う。

（２）午前１１時までに，暴風警報等が解除された場合は，第３時限から授業等

を行う。

（３）午後４時までに，暴風警報等が解除された場合は，第６時限から授業等を

行う。

（４）午後４時までに，暴風警報等が解除されない場合は，当日行われる予定の

授業等は引き続き休講とし，期末試験を予備日に順延する。

第３ 予備日は期末試験期間終了後に続く必要日数の平日とする。

第４ 第２第２項に該当しない地域において，大雨特別警報が発表され，安全に授業

に出席することができない学生については，これを欠席扱いとはしない。また，当

該学生が期末試験を受験できない場合は，追試験等を行うものとする。

２ 沖縄本島内の一部の地域において，波浪特別警報又は高潮特別警報が発表された

場合においては，前項を準用する。

３ 第１項又は第２項に該当する学生については，原則として警報が解除されてから

７日以内に各学部等事務室（共通教育等科目は学生部教務課，専門科目は各学部事

務部学務担当）へ申し出るものとする。なお，欠席扱いとしない場合の取扱いにつ
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いては 「教育実習生の実習期間中の講義の取り扱いについて（昭和４７年６月２，

７日評議会制定 」に準ずる手続により行う。）

第５ この申合せに定めのない授業又は期末試験の取扱いについては，学長及び教育

を担当する理事が協議の上，休講等の措置を決定する。

附 則

１ この申合せは，平成２６年９月１６日から実施する。

２ 暴風警報発令に伴う授業及び期末試験の取扱いに関する申合せ（昭和６３年１０

月２５日制定）は，廃止する。

別表

沖縄本島内中南部市町村

読谷村，うるま市，沖縄市，嘉手納町，北谷町，北中城村

宜野湾市，中城村，浦添市，西原町，那覇市，南風原町，

与那原町，南城市，豊見城市，八重瀬町，糸満市
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琉球大学学生の懲戒に関する基準 

平成 20 年 3 月 25 日

学生生活委員会決定

全学教育委員会決定 

（趣旨) 

第１条 この基準は、琉球大学学生の懲戒手続に関する規程第２０条の規定

に基づき、学生の懲戒処分に関し、適正かつ公正な運用を図るために必要

な事項について定める。 

（用語の定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 「学生」とは、学部学生、大学院学生、特別支援教育特別課程生、研

究生、科目等履修生、特別聴講学生、特別研究学生、法務学修生及び外

国人学生をいう。 

(2) 「非違行為」とは、懲戒事由に該当する行為をいう。

(3) 「懲戒処分」とは、琉球大学学則第６２条及び琉球大学大学院学則第

５８条に規定する退学、停学及び訓告の処分をいう。 

(4) 「退学」とは、本学における学生としての身分を失わせることをいう。

(5) 「停学」とは、一定の期間を定め又は期間を定めずに、学生の教育課

程の履修及び課外活動を禁止することをいう。ただし、ボランティア活

動等の奉仕活動については、この限りではない。 

(6) 「訓告」とは、学生の行った非違行為を戒め、将来にわたってそのよ

うなことのないよう、口頭及び文書により注意することをいう。 

（基本的な考え方) 

第３条 懲戒処分は、その対象となる非違行為の態様、結果及び影響並びに 

当該学生の年齢、経歴及び処分歴等を総合的に考慮するとともに、当該学 

生の更生という観点からの教育的配慮も加えた上で行わなければならない。 

（退学の基準） 

第４条 学生が、次の各号のいずれかに該当する場合においては、これに対

し懲戒処分として、退学の処分をすることができる。 

(1) 本学の秩序を乱し、本学の教育研究活動を妨げる行為を行った場合で

特に悪質と判断された場合 

(2) 学内又は学外において重大な非違行為を行った場合で特に悪質と判断
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された場合 

(3) 本学の規則等又は命令に違反する行為を行った場合で特に悪質と判断

された場合 

(4) 本学が実施する試験等において、不正行為を行った場合で特に悪質（替

え玉受験等）と判断された場合 

(5) 研究活動（論文作成を含む。）において、不正行為を行った場合で特に

悪質と判断された場合 

(6) 前各号に掲げる退学に相当する行為を実行した者を教唆又は幇助した

場合 

（停学の基準) 

第５条 学生が、次の各号のいずれかに該当する場合においては、これに対

し懲戒処分として、停学の処分をすることができる。 

(1) 本学の秩序を乱し、本学の教育研究活動を妨げる行為を行った場合

(2) 学内又は学外において重大な非違行為を行った場合

(3) 本学の規則等又は命令に違反する行為を行った場合で悪質と判断され

た場合 

(4) 本学が実施する試験等において、不正行為を行った場合

(5) 研究活動（論文作成を含む。）において、不正行為を行った場合で悪質

と判断された場合 

(6) 前各号に掲げる停学に相当する行為を実行した者を教唆又は幇助した

場合 

２  停学処分の種類は、６月以内の期限を付して行う有期停学と期限を付さ

ずに行う無期停学の２種類とする。 

３  前項の停学の期間には、春季休業日、夏季休業日、冬季休業日その他の

休業日を含むものとする。 

４  無期停学の処分は、学生の反省の程度、学習意欲等を総合的に考慮して、

これを解除することができる。ただし、懲戒の効力が発生してから６月を 

経過した後でなければ解除することはできない。 

（悪質性及び重大性の判断） 

第６条 第４条及び第５条にいう「悪質」とは、当該非違行為自体が悪質性

の高いものであるということを意味し、その判断に当たっては、当該非違

行為の態様及び性質、当該非違行為に至った動機並びに当該学生の主観的

意図を考慮するものとする。 

２ 第４条及び第５条にいう「重大な非違行為」とは、被害結果が重大なも 
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のであるということを意味し、その判断に当たっては、当該非違行為が被

害者に与えた精神的・身体的被害の程度及び物的被害の程度、当該非違行

為が社会に及ぼした影響等を勘案するものとする。なお、当該非違行為が

物的被害を与えたにとどまる場合には、その被害結果が甚大である場合に

限り、重大な非違行為に当たると判断するものとする。 

（訓告の基準） 

第７条 学生が、次の各号のいずれかに該当する場合においては、これに対し

懲戒処分として、訓告の処分をすることができる。 

(1) 学内又は学外において非違行為を行った場合

(2) 本学の規則等又は命令に違反する行為を行った場合

(3) 本学が実施する試験等において、監督者の注意又は指示に従わなかっ

た場合 

(4) 研究活動（論文作成を含む。）において、不正行為を行った場合

(5) 前各号に掲げる訓告に相当する行為を実行した者を教唆又は幇助した

場合 

（厳重注意等） 

第８条 学生が懲戒処分に至らない非違行為（これに準ずるような非難され 

るべき行為を含む。）を行った場合において、当該学生の所属する学部の教

授会が必要と認めたときは、当該学生に対し、教育的指導として厳重注意 

を行うことができる。 

２ 前項の厳重注意は、当該学部長が、口頭又は文書により行う。 

３  前項に定める厳重注意を行ったときは、学部長は、速やかに当該学生の

所属・氏名等、事案の概要その他参考事項を学長及び教育・学生支援担当

副学長に文書により報告しなければならない。 

４  学部長は、コンピュータ等を用いて不正行為を行った学生に対して、学

内のコンピュータ等の使用を禁ずることができる。 

（懲戒の基準) 

第９条 懲戒処分の量定は、別表に掲げる懲戒基準に従って決定する。ただ

し、過去に懲戒処分又は厳重注意を受けたことのある学生に対しては、こ

れよりも重い処分を科すことができる。 

（懲戒処分に伴う試験の無効等） 

第１０条 第４条第４号、第５条第１項第４号又は第７条第３号に規定する

行為を行った学生に対しては、科目の成績を無効として取り扱うものとす 
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る。無効（不合格：０点）として取り扱う科目は、その悪質性、重大性等

から判断し、次の各号のいずれかとする。 

(1) 不正行為を行った授業科目又は任意の授業科目

(2) 当該学期の全ての授業科目

（改廃） 

第１１条 この基準の改廃は、教育研究評議会及び役員会の議を経て学長が

行う。 

（読替規定） 

第１２条 この基準の大学院学生への適用に当たっては、基準中「学部」と 

あるのは「研究科」と、「教授会」とあるのは「医学研究科以外の研究科に

あっては研究科委員会」と読み替えるものとする。 

附 則 
この基準は、平成２０年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年２月２７日） 

この基準は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年１１月２９ 日） 

この基準は、平成２５年１１月２９日から施行する。

附 則（平成２９年２月８日） 

１ この基準は、平成２９年４月１日から施行する。 

２  この基準の施行前に行った学生の行為に対する懲戒処分の適用について

は、なお従前の例による。 

附 則（平成３０年３月１日） 

この基準は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成３１年４月１６日） 

この基準は、平成３１年４月１６日から実施し、平成３１年４月１日から適

用する。 
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別表（第９条関係） 

懲 戒 基 準 

態 様 非 違 行 為 の 具 体 例 懲 戒 の 種 類 

犯

罪

行 

為 

殺人、強盗、強姦等の凶悪な犯罪行為又は犯罪未遂行為 退学 

傷害行為、薬物乱用等の行為 退学又は停学 

痴漢行為（覗き見、盗撮行為その他の迷惑行為を含む。) 

退学、停学又は訓告 

窃盗、万引き、詐欺、他人を傷害するに至らない暴力行為

等の犯罪行為、脅迫、誹謗中傷、名誉毀損、ストーカー行

為等の人権侵害行為（インターネット上を含む）、コンピ 

ュータ又はインターネット等を利用した不正行為 

建造物又は器物の破壊、汚損、不法改築等、暴力行為、拘 

禁、拘束等 

行 交 

為 通

違

反

等 

人身事故を伴う交通事故を起こした場合で、その原因行為 

が無免許運転、飲酒運転、暴走運転・騒音運転等の悪質な

場合 

退学又は停学 

無免許運転、飲酒運転、暴走運転・騒音運転等の悪質な交 

通法規違反 

停学又は訓告 

試

験

等

不

正

行

為 

本学及び他の機関等が実施する試験等で、本学学生が不正

行為を行った場合で特に悪質（替え玉受験等）な場合、又 

はそれを教唆、幇助した場合 

退学、停学又は訓告 

本学及び他の機関等が実施する試験等で、本学学生が、カ 

ンニング等の不正行為をした場合、又はそれを教唆、幇助

した場合 

停学又は訓告 

本学及び他の機関等が実施する試験等で、本学学生が監督 

者の注意又は指示に従わなかった場合 

訓告 

の 研 

不 究 

正 活 

行 動 

為 上 

研究活動（論文作成を含む。）を行う場合の捏造、改ざん、 盗

用及びこれらの行為の証拠隠滅又は立証妨害をした場 

合、又はそれを教唆、幇助した場合 

退学、停学又は訓告 

そ

の

他

の

非

違 

行 

為 

本学の教育研究又は管理運営を著しく妨げる暴力的行為 退学、停学又は訓告 

本学が管理する建造物への不法侵入、又はその不正使用、 

若しくは占拠 

停学又は訓告 

セクシャル・ハラスメント及びアカデミックハラスメント

等人権侵害に当たる行為 退学、停学又は訓告 

その他学内外での非違行為 
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琉球大学理学部規程 

昭和５４年２月１日 

制       定 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人琉球大学組織規則第２７条第２項の規定に基づき，琉球大

学学則に定めるもののほか，琉球大学理学部（以下「本学部」という。）の授業科目，単位，

履修方法その他必要な事項を定める。 

第２条 本学部の学科（数理科学科を除く）に系を置く。 

学 科 系 

 物質地球科学科 物理系,地学系 

 海洋自然科学科 化学系,生物系 

（教育研究上の目的） 

第３条 本学部は，普遍的な基礎科学の重要性を念頭に置き，優れた人材の育成と理学分野の

研究の発展を目指し，更に，亜熱帯島嶼の特性を生かした特色のある教育研究を推進するこ

とを目的とする。 

２ 各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は，次の表に掲げるとおりと

する。 

学  科 教 育 研 究 上 の 目 的 

数理科学科 

 諸科学の基礎としての数理科学の教育研究を行うとともに，数理科学的

素養を持ち，社会の多様化と時代の変化に柔軟に対応できる幅広い教養を

身に付けた人材を育成することを目的とする。 

物質地球

科学科 

物

理

系 

 多様な自然現象を物理学的に探求し，体系的な理解を通して普遍的法則

や考え方についての研究を行うとともに，それらを身に付け，社会や学問

の世界において自立できる人間を育て，物理学を通して人類の幸福と社会

の進展に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

地

学

系 

 大気，海洋並びに地表から地球深部までを対象とし，琉球列島の地理的

位置，気候，地質を活かした基礎教育と研究を行い，地球科学を基盤とし

て地域並びに国際社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

海洋自然

科学科 

化

学

系 

 多様な物質の反応・構造・機能を分子科学的に理解する基礎的化学に加

えて，新規物質の創成や亜熱帯・島嶼・海洋の地域特性を生かした天然物・

環境分野の化学的教育研究を行い，化学的素養を基礎に幅広い分野で活躍

できる人材を育成することを目的とする。 

生

物

系 

 琉球列島の恵まれた自然環境を実体験の場として活用した生物学教育

並びに自らの生物学的素養を地域から国際社会までの様々な領域で発揮

できる人材を育成することを目的とする。 
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（共通教育等の授業科目の種類等） 

第４条 共通教育及び専門基礎教育の授業科目の種類，単位数，履修方法等は，琉球大学共通

教育等履修規程の定めるところによる。 

（専門教育の授業科目の種類等） 

第５条 専門教育の授業科目の種類，履修方法等は，別表に掲げるとおりとする。 

 （授業科目の公示） 

第６条 各学期に開講する授業科目，授業時間，単位数及び担当教員は，学期の初めに公示す

る。ただし，臨時に開講する授業科目については，その都度，公示する。 

（単位） 

第７条 専門教育の授業科目の単位の計算は，次に掲げる基準により行う。 

（１） 講義及び演習については，１５時間の授業をもって１単位とする。ただし，教育上必

要があると認められる場合には，３０時間の授業をもって１単位とすることができる。 

（２） 実験，実習及び実技については，３０時間の授業をもって１単位とする。ただし，教

育上必要があると認められる場合には，４５時間の授業をもって１単位とすることがで

きる。

（３） １つの授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち２以上の方法の併

用により行う場合において，講義及び演習については係数３（ただし，演習については，

教育上必要があると認められる場合には係数１．５とする。），実験及び実習について

は係数１（ただし，教育上必要があると認められる場合には係数１．５とする。）に対

し，それぞれの授業時間を乗じて得た数値の和が４５時間の授業をもって１単位とす

る。

２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究等の授業科目については，これらの学修の

成果を評価して単位を授与することが適当であると認められる場合には，これらに必要な学

修を考慮して，単位数を定めるものとする。 

３  前２項の規定に基づく各授業科目の単位数及び週時間については，別表に掲げるとおりと

する。 

 （登録，試験，単位の認定等） 

第８条 登録，試験，単位の認定等については，琉球大学各学部共通細則の定めるところによ

る。 

（編入学） 

第９条 編入学については，琉球大学編入学規程の定めるところによる。 

 （転入学） 

第１０条 転入学については，琉球大学転入学規程の定めるところによる。 

 （再入学） 

第１１条 再入学については，琉球大学再入学規程の定めるところによる。 

―　126　―



 （転学部及び転学科） 

第１２条 転学部及び転学科については，琉球大学転学部，転学科，転課程に関する規程の定

めるところによる。 

（転学） 

第１３条 本学部の学生で他の大学に入学又は転入学を希望する者は，指導教員及び学部長を

経て学長の許可を受けなければならない。 

（留学） 

第１４条 留学については，琉球大学留学等及び特別聴講学生に関する規程の定めるところに

よる。 

 （卒業の要件） 

第１５条 卒業するには，琉球大学（以下「本学」という。）に４年以上在学し，別表に掲げ

る単位を取得しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず，第３年次特別編入学者の卒業の要件は，本学に２年以上在学し，

別表に掲げる単位（第３年次特別編入学以前に在学していた大学，短期大学，高等専門学校

等で修得した単位のうち，本学の卒業要件に係る単位として換算する単位（以下「換算単位」

という。）を含む。）を修得するものとする。この場合において，換算単位については，教

授会が判定する。 

 （教員免許） 

第１６条 教育職員の免許状授与の資格を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭和２４

年法律第１４７号）の定めるところにより，別に定める単位を修得しなければならない。 

 （研究生） 

第１７条 研究生については，琉球大学研究生規程の定めるところによる。 

 （特別聴講学生） 

第１８条 特別聴講学生については，琉球大学留学等及び特別聴講学生に関する規程の定める

ところによる。 

（科目等履修生） 

第１９条 科目等履修生については，琉球大学科目等履修生規程の定めるところによる。 

 （外国人学生） 

第２０条 外国人学生については，琉球大学外国人学生規程の定めるところによる。 

 （指導教員） 

第２１条 学生の修学，進路，就職，学生生活等の指導のため，各学科の年次ごとに指導教員

を置く。 

２ 前項の規定に定めるもののほか，指導教員については，琉球大学における指導教員に関す
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る規程の定めるところによる。 

附 則 

この規程は，昭和５４年４月１日から施行する。 

附 則（昭和６２年１月２１日） 

この規程は，昭和６２年４月１日から施行する。 

附 則（平成４年４月２２日） 

この規程は，平成４年４月２２日から施行し，平成４年４月１０日から適用する。 

附 則（平成５年４月２８日） 

この規程は，平成５年４月２８日から施行し，平成５年４月１日から適用する。 

附 則（平成５年１２月１２日） 

１ この規程は，平成６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条及び第４条の２の規定は，平成６年度の入学者から適用する。 

３ 前項の規定にかかわらず，必要と認める場合には，改正後の第４条の２の規定を，平成６

年３月３１日に在学する者（以下「在学者」という。）に適用する。 

４ 前２条にかかわらず，必要と認める場合には，在学者に改正後の第４条及び第４条の２の

規定に基づき平成６年度以降の入学者のために開設される授業科目を履修させる。この場合

において，当該授業科目の履修を，改正前の規定に基づく授業科目の履修とみなし，単位を

与える。 

附 則（平成８年２月２１日） 

１ この規程は，平成８年４月１日から施行する。 

２ 平成８年３月３１日に理学部の数学科，物理学科，化学科，生物学科，海洋学科に在学し

ていた者については，改正後の第４条の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 理学部の数学科，物理学科，化学科，生物学科，海洋学科は改正後の第２条の規定にかか

わらず，平成８年３月３１日に理学部の当該学科に在学する者が理学部の当該学科に在学し

なくなる日までの間，存続するものとする。 

附 則（平成１９年３月２７日） 

この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２０年３月４日） 

この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年１２月１９日） 

この規程は，平成３１年１月１日から施行する。 
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科目番号 授業科目 単位数 区分 科目番号 単位数

理共１０１ 基礎ゼミⅠ（数理科学） １ 理共３５１ 数学科教育法Ⅰ ２

理共１０１ 基礎ゼミⅠ（物質地球科学） １ 理共３５２ 数学科教育法Ⅱ ２

理共１０１ 基礎ゼミⅠ（海洋自然科学） １ 理共３５３ 数学科教育法 III ２

理共１０２ 基礎ゼミⅡ（数理科学） １ 理共３５４ 数学科教育法 IV ２

理共１０２ 基礎ゼミⅡ（物質地球科学） １ 理共３５６ 理科教育法Ⅰ ２

理共１０２ 基礎ゼミⅡ（海洋自然科学） １ 理共３５７ 理科教育法Ⅱ ２

理共１０３ 科学方法論 ２ 理共３５８ 理科教育法Ⅲ ２

理共１０４ 自然科学のための数学Ⅰ ２ 理共３５９ 理科教育法Ⅳ ２

理共１０５ 自然科学のための数学Ⅱ ２

理共２０３ 熱帯環境化学概論 ２

理共２０４ 物質化学概論 ２

理共２０５ 熱帯生物科学概論 ２

理共２０６ 熱帯生物生産学概論 ２

理共２０７ 地球科学概論 ２

理共２０８ 総合演習｢現代社会と化学」 ２

理共４０１ ２

理共４０２ ２

理共４０３ ２

理共４０５ ２

理共４０６ ４

理共４０７ 国際理学研修Ⅰ ２

理共４０８ 海外自然科学研修Ⅱ ４

科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容

理共１０１ 基 礎 ゼ ミ Ⅰ ( 数 理 科 学 ) １ ０―１ １年 前又は後

理共１０１ 基礎ゼミⅠ (物質地球科学 )

理共１０１ 基礎ゼミⅠ (海洋自然科学 )

理共１０２ 基 礎 ゼ ミ Ⅱ ( 数 理 科 学 ) １ ０―１ １年 前又は後

理共１０２ 基礎ゼミⅡ (物質地球科学 )

理共１０２ 基礎ゼミⅡ (海洋自然科学 )

理共１０３ 科 学 方 法 論 ２ ２―０ １～４年 後期

理共１０４ 自 然 科 学 の た め の 数 学 Ⅰ ２ ２―０ １年 前期 １変数関数の微分積分

理共１０５ 自 然 科 学 の た め の 数 学 Ⅱ ２ ２―０ １年 後期

理共２０３ 熱 帯 環 境 化 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 前期

（別表１）理学部共通授業科目分類表

区分 授業科目

教
職
科
目
と
し
て
特
に
開
設
さ
れ
た
も
の

理
学
部
基
礎
科
目

総
合
的
・
学
際
的
科
目
等

そ
の
他

博物館実習Ⅰ

乗船実習Ⅰ

乗船実習Ⅱ

キャリア演習

海外自然科学研修Ⅰ

（別表２）学部共通授業科目

区分 基礎修得科目等

理

学

部

基

礎

科

目

理

学

部

共

通

科

目

大学での学習の基礎的
事項を少人数で学ぶ

全学科必修
数理科学科及
び海洋自然科
学科、物質地
球科学科（地学
系）は前期に開
講
物質地球科学
科（物理系）は
基礎ゼミⅠ･Ⅱ
を前期に開講

大学での学習の基礎的
事項を少人数で学ぶ

全学科必修
数理科学科及
び海洋自然科
学科、物質地
球科学科（地学
系）は後期に開
講

科学史、科学認識論、科
学社会学、科学哲学、環
境科学、情報社会学の
概説

総
合
的
・
学

際
的
科
目
等

地球環境の問題及び生
態系を化学の分野より解
説する。

多変数関数の微分積分
と微分方程式

―　129　―



科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容

理共２０４ 物 質 化 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 後期
化学全般について解説
を行う

理共２０５ 熱 帯 生 物 科 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 前期

理共２０６ 熱 帯 生 物 生 産 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 後期

理共２０７ 地 球 科 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 随時 地球科学の概説

理共２０８ 総合演習｢現代社会と化学」 ２ ２―０ １～４年 後期 化学に関する総合演習

科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容

理共３５１ 数 学 科 教 育 法 Ⅰ ２ ０―２ ２～３年 前又は後 数学教育の実践研究

理共３５２ 数 学 科 教 育 法 Ⅱ ２ ０―２ ２～３年 前又は後 数学教育の実践研究

理共３５３ 数 学 科 教 育 法 Ⅲ ２ ０―２ ２～３年 前又は後 数学教育の実践研究

理共３５４ 数 学 科 教 育 法 IV ２ ０―２ ２～３年 前又は後 数学教育の実践研究

理共３５６ 理 科 教 育 法 Ⅰ ２ ２―０ ３～４年 前又は後 理科教育の実践研究

理共３５７ 理 科 教 育 法 Ⅱ ２ ２―０ ３～４年 前又は後 理科教育の実践研究

理共３５８ 理 科 教 育 法 Ⅲ ２ ２―０ ３～４年 前又は後 理科教育の実践研究

理共３５９ 理 科 教 育 法 Ⅳ ２ ２―０ ３～４年 前又は後 理科教育の実践研究

理共４０１ 博 物 館 実 習 Ⅰ ２ ０―４ ４年 前期

理共４０２ 乗 船 実 習 Ⅰ ２ 集中 ２年 前又は後

理共４０３ 乗 船 実 習 Ⅱ ２ 集中 ３年 前又は後

理共４０５ キ ャ リ ア 演 習 ２ ０―２ ３年 前期
学生の就職活動支援の
ための演習

理共４０６ 海 外 自 然 科 学 研 修 Ⅰ ４ 集中 ３～４年 ―

理共４０８ 海 外 自 然 科 学 研 修 Ⅱ ４ 集中 ３～４年 ―

理共４０７ 国 際 理 学 研 修 Ⅰ ２ 集中 ２～４年 ―

区分 基礎修得科目等

理

学

部

共

通

科

目

教
職
科
目
と
し
て
特
に
開
設
さ
れ
た
も
の

そ

の

他

博物館学芸員
資格取得のた
めの科目

自然史博物館の標本管
理等に関する実習

（別表２）学部共通授業科目

区分 基礎修得科目等

理

学

部

共

通

科

目

総
合
的
・
学
際
的
科
目
等

琉球列島の生物に関す
る多様な研究を紹介し、
生物科学における位置
づけと他の分野との関連
等について概説

水生生物の生理・発生・
生態・資源管理・増養
殖・環境保全概説

理学分野（特に化学と生
物）に関する海外での研
修（フィールド調査、実
習、施設見学等）

外洋における各種海洋
観測と航海術入門

卒論などの試料・データ
収集

事前に乗船実
習Ⅰを習得

自然科学（特に地球科
学）に関する海外での研
修（野外巡検、施設見学
等）

自然科学（特に地球科
学）に関する海外での研
修（野外巡検、施設見学
等）
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講座名 科目番号 授業科目 単位数 講座名 科目番号 授業科目 単位数

数理２１１ 代数学序論Ⅰ ２ 数理３５１ 確率統計学Ⅰ ２

数理２１２ 代数学序論Ⅱ ２ 数理３５２ 確率統計学Ⅱ ２

数理２１５ 代数学序論演習Ⅰ ２
数理３５３
　～３５６

保険数学Ⅰ～Ⅳ 各２

数理２１６ 代数学序論演習Ⅱ ２ 数理３６１ 計算機概論Ⅰ ２

数理２２１ 幾何学序論Ⅰ ２ 数理３６２ 計算機概論Ⅱ ２

数理２２２ 幾何学序論Ⅱ ２ 数理３７１ 計算機言語Ⅰ ２

数理２２５ 幾何学序論演習Ⅰ ２ 数理３７２ 計算機言語Ⅱ ２

数理２２６ 幾何学序論演習Ⅱ ２ 数理３７３ 組合せ論 ２

数理３１１ 代数学Ⅰ ２ 数理４７１ 情報理論Ⅰ ２

数理３１２ 代数学Ⅱ ２ 数理４７２ 情報理論Ⅱ ２

数理４１１ 代数学Ⅲ ２
数理４７３

 ～４７６
情報数理学特論Ⅰ～Ⅳ 各２

数理４１２ 代数学Ⅳ ２ 数理４７７ 数理論理学 ２

数理３２１ 幾何学Ⅰ ２ 数理４８１ 数理統計学Ⅰ ２

数理３２２ 幾何学Ⅱ ２ 数理４８２ 数理統計学Ⅱ ２

数理４２１ 幾何学Ⅲ ２ 数理４８３ 確率過程論Ⅰ ２

数理４２２ 幾何学Ⅳ ２ 数理４８４ 確率過程論Ⅱ ２

数理４１３
　～４１６

代数学特論Ⅰ～Ⅳ 各２ 数理４８５ 応用統計学Ⅰ ２

数理４２３
 ～４２６

幾何学特論Ⅰ～Ⅳ 各２ 数理４８６ 応用統計学Ⅱ ２

数理２３１ 解析学序論Ⅰ ２ 数理４８７ 応用統計学 ２

数理２３２ 解析学序論Ⅱ ２ 数理１０１ 数学序論Ⅰ ２

数理２３５ 解析学序論演習Ⅰ ２ 数理１０２ 数学序論Ⅱ ２

数理２３６ 解析学序論演習Ⅱ ２ 数理１０５ 数学序論演習Ⅰ ２

数理３３１ 解析学Ⅰ ２ 数理１０６ 数学序論演習Ⅱ ２

数理３３２ 解析学Ⅱ ２ 数理２０７ 数学講読Ⅰ ２

数理４３１ 解析学Ⅲ ２ 数理２０８ 数学講読Ⅱ ２

数理４３２ 解析学Ⅳ ２ 数理３０９ 数学講読Ⅲ ２

数理３４１ 関数解析学Ⅰ ２ 数理３１０ 数学購読Ⅳ ２

数理３４２ 関数解析学Ⅱ ２ 数理４０３ 卒業研究Ⅰ ６

数理４４１ 関数解析学Ⅲ ２ 数理４０４ 卒業研究Ⅱ ６

数理４４２ 関数解析学Ⅳ ２
数理２０３
　～２０６

特別講義Ⅰ～Ⅳ 各２

数理４３３
 ～４３６

解析学特論Ⅰ～Ⅳ 各２
数理３０３
　～３０８

特別講義Ⅴ～Ⅹ 各２

数理４４３
 ～４４６

関数解析学特論Ⅰ～Ⅳ 各２
数理３８１
　～３８６

特別講義Ａ～Ｆ 各１

[数理科学科]

（別表1）講座別授業科目分類表
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

数理１０１ 数 学 序 論 Ⅰ ２ ２－０  １年 前期

数理１０２ 数 学 序 論 Ⅱ ２ ２－０  １年 後期

数理１０５ 数 学 序 論 演 習 Ⅰ ２ ０－２  １年 前期

数理１０６ 数 学 序 論 演 習 Ⅱ ２ ０－２  １年 後期

数理２１１ 代 数 学 序 論 Ⅰ ２ ２－０  ２年 前期 群、環、体

数理２１５ 代 数 学 序 論 演 習 Ⅰ ２ ０－２  ２年 前期
代数学序論Ⅰの授業に関する問題
解法

数理２２１ 幾 何 学 序 論 Ⅰ ２ ２－０  ２年 前期 集合と距離空間

数理２２５ 幾 何 学 序 論 演 習 Ⅰ ２ ０－２  ２年 前期
幾何学序論Ⅰの授業に関する問題
解法

数理２３１ 解 析 学 序 論 Ⅰ ２ ２－０  ２年 前期 解析学の基礎

数理２３５ 解 析 学 序 論 演 習 Ⅰ ２ ０－２  ２年 前期
解析学序論Ⅰの授業に関する問題
解法

数理４０３ 卒 業 研 究 Ⅰ ６ ０－６  ４年 前期 *(注1)参照

数理４０４ 卒 業 研 究 Ⅱ ６ ０－６  ４年 後期
*(注1)、**(注2)
参照

数理２１２ 代 数 学 序 論 Ⅱ ２ ２－０  ２年 後期 環上の加群

数理２１６ 代 数 学 序 論 演 習 Ⅱ ２ ０－２  ２年 後期
代数学序論Ⅱの授業に関する問題
解法

数理２２２ 幾 何 学 序 論 Ⅱ ２ ２－０  ２年 後期 位相空間

数理２２６ 幾 何 学 序 論 演 習 Ⅱ ２ ０－２  ２年 後期
幾何学序論Ⅱの授業に関する問題
解法

数理２３２ 解 析 学 序 論 Ⅱ ２ ２－０ ２年 後期 多変数の微積分

数理２３６ 解 析 学 序 論 演 習 Ⅱ ２ ０－２  ２年 後期
解析学序論Ⅱの授業に関する問題
解法

数理３１１ 代 数 学 Ⅰ ２ ２－０  ３年 前期 可換体（ガロア理論）

数理３２１ 幾 何 学 Ⅰ ２ ２－０  ３年 前期 位相幾何

数理３３１ 解 析 学 Ⅰ ２ ２－０  ３年 前期 １変数複素関数論

数理３４１ 関 数 解 析 学 Ⅰ ２ ２－０  ３年 前期 ルベーグ積分論

数理３５１ 確 率 統 計 学 Ⅰ ２ ２－０  ３年 前期 確率論の基礎

数理３６１ 計 算 機 概 論 Ⅰ ２ １－１ ２～３年 前又は後 計算機の使い方

数理２０３ 特 別 講 義 Ⅰ ２ ２－０ １～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理２０４ 特 別 講 義 Ⅱ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理２０５ 特 別 講 義 Ⅲ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

[数理科学科]

（別表２）授業科目及び単位数

必

修

科

目

集合と論理、実数体と複素数体の
構造

数学序論Ⅰ、Ⅱの授業に関する問
題解法

各教員の指導のもとにテキストを指
定して輪講

選

択

必

修

科

目

選
択
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目
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

数理２０６ 特 別 講 義 Ⅳ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理２０７ 数 学 講 読 Ⅰ ２ ０－２ ２～３年 前又は後 多種多様な数学の本の精読

数理２０８ 数 学 講 読 Ⅱ ２ ０－２ ２～３年 前又は後 多種多様な数学の本の精読

数理３０３ 特 別 講 義 Ⅴ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３０４ 特 別 講 義 Ⅵ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３０５ 特 別 講 義 Ⅶ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３０６ 特 別 講 義 Ⅷ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３０７ 特 別 講 義 Ⅸ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３０８ 特 別 講 義 Ⅹ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３０９ 数 学 講 読 Ⅲ ２ ０－２ ２～３年 前又は後 多種多様な数学の本の精読

数理３１０ 数 学 講 読 Ⅳ ２ ０－２ ２～３年 前又は後 多種多様な数学の本の精読

数理３１２ 代 数 学 Ⅱ ２ ２－０  ３年 後期 可換環と多元環

数理３２２ 幾 何 学 Ⅱ ２ ２－０  ３年 後期 多様体

数理３３２ 解 析 学 Ⅱ ２ ２－０  ３年 後期 １変数複素関数論（続論）

数理３４２ 関 数 解 析 学 Ⅱ ２ ２－０  ３年 後期 ルベーグ積分論（続論）

数理３５２ 確 率 統 計 学 Ⅱ ２ ２－０  ３年 後期 確率論の理論と応用

数理３５３ 保 険 数 学 Ⅰ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 保険数学の基礎と応用

数理３５４ 保 険 数 学 Ⅱ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 保険数学の基礎と応用

数理３５５ 保 険 数 学 Ⅲ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 保険数学の基礎と応用

数理３５６ 保 険 数 学 Ⅳ ２ ２－０ ２～４年 前又は後 保険数学の基礎と応用

数理３６２ 計 算 機 概 論 Ⅱ ２ １－１ ３～４年 後期 計算機の使い方

数理３７１ 計 算 機 言 語 Ⅰ ２ １－１ ３～４年 前又は後

数理３７２ 計 算 機 言 語 Ⅱ ２ １－１ ３～４年 前又は後

数理３７３ 組 合 せ 論 ２ ２－０ ３～４年 前又は後 組合せ論の基礎

数理４１１ 代 数 学 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前期

数理４１２ 代 数 学 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 後期

数理４１３ 代 数 学 特 論 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
代数学の特定分野のトピックスを紹
介する

数理４１４ 代 数 学 特 論 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
代数学の特定分野のトピックスを紹
介する

数理４１５ 代 数 学 特 論 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 代数学の特定分野に関する講義

数理４１６ 代 数 学 特 論 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 代数学の特定分野に関する講義

[数理科学科]

（別表２）授業科目及び単位数
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科

目

プログラミング

代数曲線・整数論
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

数理４２１ 幾 何 学 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前期

数理４２２ 幾 何 学 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 後期

数理４２３ 幾 何 学 特 論 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
幾何学の特定分野のトピックスを紹
介する

数理４２４ 幾 何 学 特 論 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
幾何学の特定分野のトピックスを紹
介する

数理４２５ 幾 何 学 特 論 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 幾何学の特定分野に関する講義

数理４２6 幾 何 学 特 論 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 幾何学の特定分野に関する講義

数理４３１ 解 析 学 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前期 微分方程式論

数理４３２ 解 析 学 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 後期 フーリエ解析の理論と応用

数理４３３ 解 析 学 特 論 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
解析学の特定分野のトピックスを紹
介する

数理４３４ 解 析 学 特 論 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
解析学の特定分野のトピックスを紹
介する

数理４３５ 解 析 学 特 論 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 解析学の特定分野に関する講義

数理４３６ 解 析 学 特 論 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 解析学の特定分野に関する講義

数理４４１ 関 数 解 析 学 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前期

数理４４２ 関 数 解 析 学 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 後期

数理４４３ 関 数 解 析 学 特 論 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
関数解析学の特定分野に関する講
義

数理４４４ 関 数 解 析 学 特 論 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
関数解析学の特定分野に関する講
義

数理４４５ 関 数 解 析 学 特 論 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
関数解析学の特定分野に関する講
義

数理４４６ 関 数 解 析 学 特 論 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
関数解析学の特定分野に関する講
義

数理４７１ 情 報 理 論 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前期

数理４７２ 情 報 理 論 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 後期

数理４７３ 情 報 数 理 学 特 論 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
情報数理学の特定分野のトピックス
を紹介する

数理４７４ 情 報 数 理 学 特 論 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
情報数理学の特定分野のトピックス
を紹介する

数理４７５ 情 報 数 理 学 特 論 Ⅲ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
情報数理学の特定分野に関する講
義

数理４７６ 情 報 数 理 学 特 論 Ⅳ ２ ２－０ ３～４年 前又は後
情報数理学の特定分野に関する講
義

数理４７７ 数 理 論 理 学 ２ ２－０ ３～４年 前又は後 数理論理学の基礎

[数理科学科]

（別表２）授業科目及び単位数
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微分幾何、多様体

バナッハ空間論

情報の統計理論と応用
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

数理４８１ 数 理 統 計 学 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前期 数理統計学の理論と応用

数理４８２ 数 理 統 計 学 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 後期 数理統計学の理論と応用

数理４８３ 確 率 過 程 論 Ⅰ ２ ２－０ ３～４年 前期 確率過程の理論と応用

数理４８４ 確 率 過 程 論 Ⅱ ２ ２－０ ３～４年 後期 確率過程の理論と応用

数理４８５ 応 用 統 計 学 Ⅰ ２ ２－０ ２～４年 前期 経済学、会計学の理論と応用

数理４８６ 応 用 統 計 学 Ⅱ ２ ２－０ ２～４年 後期 経済学、会計学の理論と応用

数理４８７ 応 用 統 計 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後 経済学、会計学の理論と応用

数理３８１ 特 別 講 義 Ａ 1 １－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３８２ 特 別 講 義 Ｂ 1 １－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３８３ 特 別 講 義 Ｃ 1 １－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３８４ 特 別 講 義 Ｄ 1 １－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３８５ 特 別 講 義 Ｅ 1 １－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

数理３８６ 特 別 講 義 Ｆ 1 １－０ ２～４年 前又は後 数学の特定分野に関する講義

* （注1）卒業研究Ⅰ･Ⅱの履修にあたっては、微分積分学ＡＤⅠ・Ⅱ、線形代数学Ⅰ・Ⅱ、線形代数学演習Ⅰ・Ⅱ、基礎ゼミⅠ・Ⅱ、
 ２年次までの専門の必修科目の単位をすべて修得済みであること、および、選択必修科目を18単位以上、卒業に必要な

    単位を合計100単位以上修得していること。
**（注2）卒業研究Ⅱの履修にあたっては、原則として卒業研究Ⅰを履修済みであること。

[数理科学科]

　卒業の要件
Ⅰ．共通教育
    １．教養領域

　健康運動系科目  2単位以上
    人文系科目 2単位以上
    社会系科目 2単位以上

 自然系科目　 2単位以上
    ２．総合領域

    総合科目 12単位以上 　14単位以上
    琉大特色・地域創生科目
    キャリア関係科目

    ３．基幹領域
  情報関係科目

      　外国語科目
 英語 　4単位以上  8単位以上

 計　 　22単位以上
Ⅱ．専門基礎教育
      下記の科目は必修

微分積分学ADⅠ　 　2単位 
微分積分学ADⅡ　　  2単位 
線形代数学Ⅰ　　  2単位 
線形代数学Ⅱ　　  2単位 
線形代数学演習Ⅰ　  2単位 
線形代数学演習Ⅱ　  2単位 

 計　 　12単位以上
Ⅲ．専門教育

理学部共通科目  2単位以上*
必修科目（本学科指定科目）  32単位以上
選択必修科目（本学科提供科目）  20単位以上
選択科目（本学科提供科目）  16単位以上
自由科目（本学科以外提供科目、但し、夜間主コース科目を除く）

 計　 　90単位以上
合計　　124単位以上

　＊　但し、基礎ゼミⅠ・Ⅱを含むこと。

【注意】
　健康運動系および外国語科目を除く共通教育および専門基礎教育の授業科目の修得単位が24単位を超えたとき、6単位まで
　は専門教育の自由科目の単位として読み替えることができる。
　ただし、専門基礎教育科目の「微分積分学入門Ⅰ及びⅡ」、「微分積分学STⅠ及びⅡ」の4授業科目は除く。

[数理科学科]

（別表２）授業科目及び単位数

選
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 他の１つの外国語　  4単位以上
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講座名 科目番号 授業科目 単位数 講座名 科目番号 授業科目 単位数

物共１０１ 物理学概論 ２ 物物１３２ プログラミング入門 ２

物共１０２ 物理学基礎実験 １ 物物２０５ 電磁気学Ⅰ ２

物共１０３ 化学概論 ２ 物物２０６ 電磁気学Ⅱ ２

物共１０４ 化学基礎実験 １ 物物２０７ 物理実験学 ２

物共１０５ 生物学概論 ２ 物物２０８ 物理実験Ⅱ ２

物共１０６ 生物学基礎実験 １ 物物２１５ 電磁気学演習Ⅰ ２

物共１０７ 地学概論 ２ 物物２１６ 電磁気学演習Ⅱ ２

物共１０８ 地学基礎実験 １ 物物２２２ 原子物理学 ２

物物２０１ 力学 ２ 物物２３１ 数値解析演習Ⅰ ２

物物２０２ 解析力学 ２ 物物３０５ 物理実験Ⅲ　 ２

物物２０３ 物理数学Ⅰ ２ 物物３２５ 光　学 ２

物物２０４ 物理数学Ⅱ ２ 物物３２８ 波動論 ２

物物２１１ 力学演習 ２ 物物３２９ 数値解析演習Ⅱ ２

物物２１２ 解析力学演習 ２ 物物３３３ 計算物理学 ２

物物３０１ 初等量子力学 ２ 物物３４４ 物理実験Ⅳ １

物物３０２ 量子力学 ２ 物物４２９ 物性論 ２

物物３０３ 熱力学 ２ 物物１０１ 物理学基礎演習Ⅰ ２

物物３０４ 統計力学 ２ 物物１０２ 物理学基礎演習Ⅱ ２

物物３１１ 初等量子力学演習 ２ 物物４０１ 卒業研究Ⅰ ４

物物３１２ 量子力学演習 ２ 物物４０２ 卒業研究Ⅱ ４

物物３１３ 熱力学演習 ２ 物物４２７ 物理学トピックスⅠ ２

物物３１４ 統計力学演習 ２ 物物４２８ 物理学トピックスⅡ ２

物物３２１ 物理数学Ⅲ ２ 物物４３１ 物理学特別講義Ａ ２

物物３２２ 物理数学Ⅳ ２ 物物４３２ 物理学特別講義Ｂ ２

物物３２３ 相対論 ２ 物物４３３ 物理学特別講義Ｃ ２

物物３２４ 流体力学 ２ 物物４３４ 物理学特別講義Ｄ ２

物物３２６ 宇宙物理学 ２ 物物４３５ 物理学特別講義Ｅ ２

物物４２１ 量子力学特論 ２ 物物４３６ 物理学特別講義Ｆ ２

物物４２３ 統計力学特論 ２ 物物４４１ 物理学特別講義Ｇ ２

物物１２２ エレクトロニクス入門 ２ 物物４４２ 物理学特別講義Ｈ ２

[物質地球科学科　物理系]

（別表1）講座別授業科目分類表
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講座名 科目番号 授業科目 単位数

物物４４３ 物理学特別講義Ｉ ２

物物４４４ 物理学特別講義Ｊ ２

物物４４５ 物理学特別講義Ｋ ２

物物４４６ 物理学特別講義Ｌ ２

物物４５１ 物理学特別セミナーＡ １

物物４５２ 物理学特別セミナーＢ １

物物４５３ 物理学特別セミナーＣ １

物物４５４ 物理学特別セミナーＤ １

物物４５５ 物理学特別セミナーＥ １

物物４５６ 物理学特別セミナーＦ １

物物４６１ 物理学特別セミナーＧ １

物物４６２ 物理学特別セミナーＨ １

物物４６３ 物理学特別セミナーＩ １

物物４６４ 物理学特別セミナーＪ １

物物４６５ 物理学特別セミナーＫ １

物物４６６ 物理学特別セミナーＬ １

[物質地球科学科　物理系]

（別表1）講座別授業科目分類表
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

物共１０１ 物 理 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 物理学全般についての概説 先31、先32又は転11、転12

物共１０２ 物 理 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む物理学全
般についての実験

先33

物共１０３ 化 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 化学の基礎についての概説 先41､先42又は転23、転24

物共１０４ 化 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む化学全般
についての実験

先43

物共１０５ 生 物 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 生物学の概説 先51、先52

物共１０６ 生 物 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む生物学のさ
まざまな分野の実験及び実習

先53 

物共１０７ 地 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 地学全般についての概説 先23*、先24* 

物共１０８ 地 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む地学全般
についての実験

物物２０１ 力 学 ２ ２－０ １年 後期 古典力学の原理的解説

物物２０２ 解 析 力 学 ２ ２－０ ２年 後期
変分原理、ラグランジアン、ハミルト
ニアン

物物２０３ 物 理 数 学 Ⅰ ２ ２－０ ２年 前期 ベクトル、行列、行列式

物物２０４ 物 理 数 学 Ⅱ ２ ２－０ １年 後期 物理のためのベクトル解析

物物２０５ 電 磁 気 学 Ⅰ ２ ２－０ ２年 前期 静電場、電流

物物２０６ 電 磁 気 学 Ⅱ ２ ２－０ ２年 後期 静磁場、電磁誘導、電磁波

物物２０７ 物 理 実 験 学 ２ ２－０ ２年 前期 物理実験の計画と進め方

物物２０８ 物 理 実 験 Ⅱ ２ ０－６ ２年 後期
諸物性測定の基本的方法を実験的
に学習する

物物３０１ 初 等 量 子 力 学 ２ ２－０ ３年 前期 量子力学の基礎

物物３０２ 量 子 力 学 ２ ２－０ ３年 後期 量子力学の基礎原理とその応用

物物３０３ 熱 力 学 ２ ２－０ ３年 前期 熱力学の３法則とその応用

物物３０４ 統 計 力 学 ２ ２－０ ３年 後期
統計力学の基礎原理、統計集団、
応用例

物物３０５ 物 理 実 験 Ⅲ ２ ０－６ ３年 前期
光、電子及び物質に関する原子物
理学についての基礎実験

物物４０１ 卒 業 研 究 Ⅰ ４ ０－８ ４年 前期
特定のテーマについて専門的な研
究を行う

卒研着手条件をみたすこと

物物４０２ 卒 業 研 究 Ⅱ ４ ０－８ ４年 後期
特定のテーマについて専門的な研
究を行う

卒研着手条件をみたすこと

[物質地球科学科　物理系]

（別表２）授業科目及び単位数
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*必修科目と重なっているなどやむを得ない事情がある場合は、先２３の代わりに自02、先24の代わりに自01又は自03での履修を認める。
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

物物１０１ 物 理 学 基 礎 演 習 Ⅰ ２ ０－２ １年 前期
問題演習を中心とした大学物理へ
の入門

物物１０２ 物 理 学 基 礎 演 習 Ⅱ ２ ０－２ １年 後期
問題演習を中心とした大学物理へ
の入門

物物１２２ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 入 門 ２ ２－０ ２年 後期 回路理論と電子回路素子の特性

物物１３２ プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ２ ２－０ ２年 前期 計算機プログラミング言語の初歩

物物２１１ 力 学 演 習 ２ ０－２ ２年 前期 「力学」の演習

物物２１２ 解 析 力 学 演 習 ２ ０－２ ２年 後期 「解析力学」の演習

物物２１５ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ２ ０－２ ２年 前期 「電磁気学Ⅰ」の演習

物物２１６ 電 磁 気 学 演 習 Ⅱ ２ ０－２ ２年 後期 「電磁気学Ⅱ」の演習

物物２２２ 原 子 物 理 学 ２ ２－０ ２年 後期
電磁場内の電子の運動、粒子散乱
及び原子模型

物物２３１ 数 値 解 析 演 習 Ⅰ ２ ０－２ ２年 後期
数値計算の基礎とプログラミングの
演習

物物３１１ 初 等 量 子 力 学 演 習 ２ ０－２ ３年 前期 「初等量子力学」の演習

物物３１２ 量 子 力 学 演 習 ２ ０－２ ３年 後期 「量子力学」の演習

物物３１３ 熱 力 学 演 習 ２ ０－２ ３年 前期 「熱力学」の演習

物物３１４ 統 計 力 学 演 習 ２ ０－２ ３年 後期 「統計力学」の演習

物物３２１ 物 理 数 学 Ⅲ ２ ２－０ ３年 前期 複素関数論の基礎

物物３２２ 物 理 数 学 Ⅳ ２ ２－０ ２年 後期 フーリエ解析

物物３２３ 相 対 論 ２ ２－０ ３年 前期
相対論的力学と共変形式の電磁気
学

物物３２４ 流 体 力 学 ２ ２－０ ３年 後期
静力学、理想流体、粘性流体の初
等的な力学

物物３２５ 光 学 ２ ２－０ ３年 後期
幾何及び波動光学、レーザー分光
学

物物３２６ 宇 宙 物 理 学 ２ ２－０ ３年 後期 天体物理学と宇宙論の基礎

物物３２８ 波 動 論 ２ ２－０ ２年 前期
音波や電磁波などの波動の初等的
一般論

物物３２９ 数 値 解 析 演 習 Ⅱ ２ ０－２ ３年 前期
物理現象の数値計算による解法と
プログラミングの演習

物物３３３ 計 算 物 理 学 ２ ２－０ ３年 後期
基本的な物理現象のシミュレーショ
ン

物物３４４ 物 理 実 験 Ⅳ １ ０－２ ３年 後期
担当教員の研究室で与えられた課
題について実験を行う

物理実験Ⅱ、Ⅲ

物物４２１ 量 子 力 学 特 論 ２ ２－０ ４年 前期
量子力学の理論体系についての理
解を深める

物物４２３ 統 計 力 学 特 論 ２ ２－０ ４年 前期 統計力学の理論と応用

物物４２９ 物 性 論 ２ ２－０ ４年 前期 現代物性論の基礎

物物４２７ 物 理 学 ト ピ ッ ク ス Ⅰ ２ ２－０ ２～３年 後期 最近の話題

物物４２８ 物 理 学 ト ピ ッ ク ス Ⅱ ２ ２－０ ２～３年 後期 最近の話題

[物質地球科学科　物理系]

（別表２）授業科目及び単位数
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注意：選択科目の中には開講されないものもある。
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

物物４３１ 物 理 学 特 別 講 義 Ａ ２ ２－１ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４３２ 物 理 学 特 別 講 義 Ｂ ２ ２－２ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４３３ 物 理 学 特 別 講 義 Ｃ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４３４ 物 理 学 特 別 講 義 Ｄ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４３５ 物 理 学 特 別 講 義 Ｅ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４３６ 物 理 学 特 別 講 義 Ｆ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４４１ 物 理 学 特 別 講 義 Ｇ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４４２ 物 理 学 特 別 講 義 Ｈ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４４３ 物 理 学 特 別 講 義 Ｉ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４４４ 物 理 学 特 別 講 義 Ｊ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４４５ 物 理 学 特 別 講 義 Ｋ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４４６ 物 理 学 特 別 講 義 Ｌ ２ ２－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４５１ 物理学特別セミナーＡ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４５２ 物理学特別セミナーＢ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４５３ 物理学特別セミナーＣ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４５４ 物理学特別セミナーＤ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４５５ 物理学特別セミナーＥ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４５６ 物理学特別セミナーＦ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４６１ 物理学特別セミナーＧ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４６２ 物理学特別セミナーＨ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４６３ 物理学特 別セ ミナ ーＩ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４６４ 物理学特 別セ ミナ ーＪ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４６５ 物理学特別セミナーＫ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物物４６６ 物理学特別セミナーＬ １ １－０ ３～４年 前又は後 集中講義

物理学特別講義Ａ～Ｌ及び物理学特別セミナーＡ～Ｌは、主に集中講義として随時に開講される。

[物質地球科学科　物理系]

（別表２）授業科目及び単位数
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　卒業の要件
Ⅰ．共通教育

　１．教養領域
　健康運動系科目

　　　　人文系科目 2単位以上　　　　　
　　　　社会系科目 2単位以上

　２．総合領域      14単位以上
　　　　総合科目

 2単位以上
キャリア関係科目

　３．基幹領域
　情報関係科目
　外国語科目
　　英語　　　　　　　 　　8単位以上

　他の１つの外国語　4単位以上 12単位以上

 計　　26単位以上
Ⅱ．専門基礎教育
　　必修科目　

　物理学Ⅰ・Ⅱ注１、物理学実験、微分積分学STⅠ・Ⅱ注2　9単位

 計　　9単位以上
Ⅲ．専門教育

 理学部共通科目  4単位以上注3

 学科共通科目

　　　　50単位以上

注１） 高等学校で物理を履修していない者は物理学Ⅰ・Ⅱの代わりに物理学入門Ⅰ・Ⅱをとってもよい。

注２） 高等学校で微分・積分を履修していない者は微分積分学ＳＴⅠ・Ⅱの代わりに微分積分学入門Ⅰ・Ⅱをとってもよい。

また、微分・積分に十分な学力のある者は、微分積分学ＳＴⅠ・Ⅱの代わりに微分積分学ＡＤⅠ・Ⅱをとってもよい。

注３） 基礎ゼミⅠ・Ⅱは必修とする。

注４） 自由科目は、物理系以外の専門科目、および備考１、２により読み替えた科目である。ただし、夜間主コース科目は除く。

注５） １２４単位を取得するためには、Ⅰ.共通教育、Ⅱ.専門基礎教育、Ⅲ.専門教育の最少単位に加えて、さらに１単位

（どの分野でもかまわない）を取得する必要がある。

（備考１）理学部共通科目及び学科共通科目の合計単位が、４単位を超えた場合、その超えた単位を自由科目の単位とみなすことができる。

（備考２）健康運動系および外国語科目を除く共通教育および専門基礎教育の授業科目の合計修得単位が２１単位を超えたとき、
１0単位までは専門教育の自由科目の単位として読み替えることができる。
ただし、専門基礎科目の「物理学入門Ⅰ及びⅡ」の2授業科目は除く。

（備考３）外国人学生の場合には、琉球大学共通教育等履修規程第８条により次の特例を認める。
（１）共通教育の人文、社会、自然、総合、キャリア関係、琉大特色・地域創生のうち４単位まで、日本事情科目で読み替えることができる。
（２）英語以外の一つの外国語科目（４単位以上）を日本語科目で読み替えることができる。

 選択科目 　　 30単位以上
  自由科目注4

 計　 　88単位以上
合計　　124単位以上注5

[物質地球科学科　物理系]

　　　　自然系科目
 12単位以上

　琉大特色・地域創生科目

 必修科目 　　 34単位以上

2単位以上
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講座名 科目番号 授業科目 単位数 講座名 科目番号 授業科目 単位数

物共１０１ 物理学概論 ２ 物地２９６ 地球科学のためのデータ解析 ２

物共１０２ 物理学基礎実験 １ 物地２９８ 気象学実験 ２

物共１０３ 化学概論 ２ 物地３８２ 地史学実験 ２

物共１０４ 化学基礎実験 １ 物地３９１ 台風物理学 ２

物共１０５ 生物学概論 ２ 物地３９５ 地球流体力学 ２

物共１０６ 生物学基礎実験 １ 物地１０１ 海洋地学実習 １

物共１０７ 地学概論 ２ 物地３５１ 海洋地学研究法Ⅰ ２

物共１０８ 地学基礎実験 １ 物地３５２ 海洋地学研究法Ⅱ ２

物地２５１ 地震学 ２ 物地４５１ 海洋地学セミナーⅠ ２

物地２６１ 岩石鉱物学入門 ２ 物地４５２ 海洋地学セミナーⅡ ２

物地２６２ 偏光顕微鏡実習 ２ 物地４５３ 卒業研究Ⅰ ６

物地２６３ 岩石鉱物成因論 ２ 物地４５４ 卒業研究Ⅱ ６

物地２６４ 岩石鉱物学実験 ２ 物地５５１ 海洋地学特別講義Ⅰ ２

物地２６５ 放射線環境地学 ２ 物地５５２ 海洋地学特別講義Ⅱ ２

物地２７３ 地理情報システム演習 ２ 物地５５３ 海洋地学特別講義Ⅲ ２

物地２７５ 地層学 ２ 物地５５４ 海洋地学特別講義Ⅳ ２

物地３７３ 海洋地質学 ２ 物地５５５ 海洋地学特別講義Ⅴ ２

物地３７４ 海洋地質学実験 ２ 物地５５６ 海洋地学特別講義Ⅵ ２

物地３７８ 地質図学演習 ２ 物地５５７ 海洋地学特別講義Ⅶ ２

物地３７９ 固体地球物理学 ２ 物地５５８ 海洋地学特別講義Ⅷ ２

物地３８３ 地球史学 ２ 物地５５９ 海洋地学特別講義Ⅸ ２

物地３９７ 計算地球科学 ２ 物地５６０ 海洋地学特別講義Ⅹ ２

物地３９９ 地震学実験 ２ 物地５６１ 海洋地学特別講義Ⅺ ２

物地１５１ プログラミング入門 ２ 物地５６２ 海洋地学特別講義Ⅻ ２

物地２８５ 海洋微古生物学 ２ 物地５６３ 海洋地学特別講義Ａ １

物地２８６ 海洋微古生物学実験 ２ 物地５６４ 海洋地学特別講義Ｂ １

物地２９０ 流体力学 ２ 物地５６５ 海洋地学特別講義Ｃ １

物地２９１ 気象学 ２ 物地５６６ 海洋地学特別講義Ｄ １

物地２９２ 物理数学演習 ２ 物地５６７ 海洋地学特別講義Ｅ １

物地２９３ 海洋物理学 ２ 物地５６８ 海洋地学特別講義Ｆ １

[物質地球科学科　地学系]

（別表1）講座別授業科目分類表
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[物質地球科学科　地学系]

（別表1）講座別授業科目分類表

講座名 科目番号 授業科目 単位数

物地５６９ 海洋地学特別講義Ｇ １

物地５７０ 海洋地学特別講義Ｈ １

物地５７２ 海洋地学特別講義Ｊ １

物地５７３ 海洋地学特別講義Ｋ １

物地５７４ 海洋地学特別講義Ｌ １

物地５８０ 地学インターンシップⅠ ２

物地５８５ 地学インターンシップA １

共

通

科

目

―　143　―



区分 群 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

物共１０１ 物 理 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 物理学全般についての概説
先31、先32又は
転11、転12

物共１０２ 物 理 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む物理学全
般についての実験

先33

物共１０３ 化 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 化学の基礎についての概説
先41､先42又は転
23、転24

物共１０４ 化 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む化学全般
についての実験

先43

物共１０５ 生 物 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 生物学の概説 先51、先52

物共１０６ 生 物 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む生物学の
さまざまな分野の実験及び実習

先53 

物共１０７ 地 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 地学全般についての概説 先23*、先24* 

物共１０８ 地 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む地学全般
についての実験

物地１０１ 海 洋 地 学 実 習 １ 集中 １年 前又は後 海洋地学に関する実習 　注１）

物地３５１ 海 洋 地 学 研 究 法 Ⅰ ２ ２－０ ３年 前又は後
地学系各研究室に所属するに先
立つ共通的な研究テーマの学習

　注２）

物地３５２ 海 洋 地 学 研 究 法 Ⅱ ２ ２－０ ３年 前又は後
地学系各研究室ごとの研究テー
マによる学習

物地３５１

物地４５１ 海 洋 地 学 セ ミ ナ ー Ⅰ ２ ２－０ ４年 前又は後
地学系各研究室ごとの研究テー
マによる文献講読

物地４５２ 海 洋 地 学 セ ミ ナ ー Ⅱ ２ ２－０ ４年 前又は後
地学系各研究室ごとの研究テー
マによる文献講読

物地４５１

物地４５３ 卒 業 研 究 Ⅰ ６ ６－０ ４年 前又は後
地学系各研究室ごとによる卒業
研究

　注３）

物地４５４ 卒 業 研 究 Ⅱ ６ ６－０ ４年 前又は後
地学系各研究室ごとによる卒業
研究

物地４５３

物地２６１ 岩 石 鉱 物 学 入 門 ２ ２－０ ２年 前期 岩石学と造岩鉱物学の基礎学習

物地２６２ 偏 光 顕 微 鏡 実 習 ２ ０－４ ２年 前期
偏光顕微鏡の使用法と岩石観察
技術の習得

物地２６３ 岩 石 鉱 物 成 因 論 ２ ２－０ ２年 後期
特に沈み込み帯マグマの発生と
分化に関する岩石鉱物化学

物地２６１

物地２６４ 岩 石 鉱 物 学 実 験 ２ ０－４ ２年 後期
岩石の化学分析とデータ処理方
法

物地２６２

物地２６５ 放 射 線 環 境 地 学 ２ ２－０ ２～３年 後期

地球と宇宙空間に存在する自然
放射線や天然放射性同位元素に
ついて概観するとともに、これらの
地球科学や環境科学との関係に
ついて解説する

[物質地球科学科　地学系]

（別表２）授業科目及び単位数
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*必修科目と重なっているなどやむを得ない事情がある場合は、先２３の代わりに自02、先24の代わりに自01又は自03での履修を認める。
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区分 群 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

物地２５１ 地 震 学 ２ ２－０ ２年 後期
地震学の基礎（マグニチュード、
地震計、震源決定など）

物地２７３ 地理情報システム演習 ２ ２－０ ２～４年 後期
空間分析の重要なツールである
GISソフトの基本操作とデ-タ取扱
い方法を習得する

物地２７５ 地 層 学 ２ ２－０ ２年 後期
層序学・堆積学・地史学の基本的
概念や手法の概説

物地２８５ 海 洋 微 古 生 物 学 ２ ２－０ ３年 前期
微化石を形成する生物の生物
学・古生物学

物地２８６ 海 洋 微 古 生 物 学 実 験 ２ ０－４ ３年 後期
微化石の検出と観察（走査電子
顕微鏡も使用）

物地３７３ 海 洋 地 質 学 ２ ２－０ ２～３年 前期
海底における地質現象と、その形
成過程

物地３７４ 海 洋 地 質 学 実 験 ２ ０－４ ２～３年 前期 音波探査記録の解析など

物地３７８ 地 質 図 学 演 習 ２ ２－０ ２～３年 後期
地質図の作成と読み方に関する
室内・野外実習

物地３７９ 固 体 地 球 物 理 学 ２ ２－０ ３年 後期
地震、重力、地殻熱流量等に基
づく固体地球の考察

物地３８２ 地 史 学 実 験 ２ ０－４ ３年 前期
各地質時代毎の化石及び堆積岩
の記載、層序解析

物地３８３ 地 球 史 学 ２ ２－０ ３年 前期

地球46億年の歴史を，地球形成
期から現在までの時間軸に沿っ
て，固体地球の進化と表層環境
の進化および生命の進化との相
互作用の視点から概観する．

物地３９７ 計 算 地 球 科 学 ２ ２－０ ３年 前期
地球科学で使われる数値解析の
基礎

物地３９９ 地 震 学 実 験 ２ ０－４ ３年 後期
地震計測方法および地震記録の
解析方法を実験により学習する

物地１５１ プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ２ ２－０ １～３年 後期 計算機プログラミング言語の基礎

物地２９０ 流 体 力 学 ２ ２－０ ２～３年 後期
大気や水などの流体の力学につ
いて講義する

物地２９１ 気 象 学 ２ ２－０ ２年 前期
力学、熱力学など物理学に基礎
を置いた大気現象の解説

物地２９２ 物 理 数 学 演 習 ２ ２－０ ２年 前期

地球科学のための物理数学演
習、「流体力学」の学習に必要な
ベクトル解析、微分方程式、フー
リエ級数など

物地２９３ 海 洋 物 理 学 ２ ２－０ ３年 後期
大規模海流循環などの海洋物理
過程

物地２９６ 地球科学のためのデータ解析 ２ ２－０ ２～３年 前期
観測等によって得られたデータの
処理・解析・可視化に関する講義
及び実習

物地２９８ 気 象 学 実 験 ２ ０－４ ２年 後期
気象現象の理解を助ける基礎的
な実験と観測手法入門

物地３９１ 台 風 物 理 学 ２ ２－０ ３年 後期
力学・熱力学の観点から、台風の
構造・進路・強度、海洋や陸面と
の相互作用について学習する

物地３９５ 地 球 流 体 力 学 ２ ２－０ ３年 前期
地球大気や大気の流体力学現象
の基礎を講義する

選
　
　
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
目

Ａ
　
　
　
　
　
群

B
　
　
　
群

[物質地球科学科　地学系]

（別表２）授業科目及び単位数
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区分 群 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

物地５５１ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅰ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５２ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅱ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５３ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅲ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５４ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅳ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５５ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅴ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５６ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅵ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５７ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅶ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５８ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅷ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５５９ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅸ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６０ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅹ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６１ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅺ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６２ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ⅻ ２ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６３ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ａ １ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６４ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｂ １ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６５ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｃ １ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６６ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｄ １ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６７ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｅ １ 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６８ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｆ 1 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５６９ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｇ 1 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５７０ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｈ 1 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５７２ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｊ 1 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５７３ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｋ 1 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５７４ 海 洋 地 学 特 別 講 義 Ｌ 1 集中 随時 海洋地学における特別課題

物地５８０ 地学インターンシップⅠ 2 集中 随時 地学に関するインターンシップ

物地５８５ 地学インターンシップA 1 集中 随時 地学に関するインターンシップ

　注１）学生教育研究傷害保険に加入すること。

　注２）理学部共通科目の基礎ゼミⅠ・同Ⅱ、専門基礎教育１３単位以上、外国語科目８単位以上、前記以外の共通教育科目

　１０単位以上を予め修得済みであること。

[物質地球科学科　地学系]

（別表２）授業科目及び単位数
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　注３）海洋地学研究法Ⅰ、同Ⅱを予め履修済みであり、且つ、卒業に必要な単位数のうち、卒業研究Ⅰ、同Ⅱ、及び海洋地学セミナーⅠ、
　同Ⅱを除いた未修得単位数が６単位以下であること。
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[物質地球科学科　地学系]

　卒業の要件
Ⅰ．共通教育
１．教養領域

　健康運動系科目
　人文系科目      4単位以上
　社会系科目     4単位以上

　　自然系科目
２．総合領域

　総合科目    2単位以上
　琉大特色・地域創生科目

キャリア関係科目
３．基幹領域

　情報関係科目
　外国語科目

英語  10単位以上
他の外国語*　 4単位以上 計　  32単位以上

Ⅱ．専門基礎教育
 必修科目　

 地球科学Ⅰ・Ⅱ（4単位必修）
 及び物理学Ⅰ・Ⅱ（又は物理学入門Ⅰ・Ⅱ）、
 化学Ⅰ・Ⅱ（又は化学入門Ⅰ・Ⅱ）の中から4単位 8単位

 選択科目
 上記必修科目として取得した科目以外の下記専門基礎科目から5単位以上
 物理学Ⅰ・Ⅱ（又は物理学入門Ⅰ・Ⅱ）、物理学実験、化学Ⅰ・Ⅱ（又は化学入門Ⅰ・Ⅱ）、化学実験、
 生物学Ⅰ・Ⅱ、生物学実験、地学実験、微分積分学ＳＴⅠ・Ⅱ（又は微分積分学入門Ⅰ・Ⅱ）、
 その他の数学科目  5単位以上

計　 　13単位以上

Ⅲ．専門教育
 理学部共通科目  4単位以上**
学科共通科目

 必修科目（本系指定科目）        21単位
 選択科目（本系提供科目でＡ群６単位以上、Ｂ群６単位以上を 　30単位以上　       54単位以上

　　　それぞれ含むこと）
 自由科目（本系以外での提供科目、但し、夜間主コース科目を除く）

計　  79単位以上

合計  124単位以上

* 同一外国語の4単位以上を含むこと。
** 基礎ゼミⅠ・Ⅱは必修とする。理学部共通科目及び学科共通科目の合計単位が４単位を超えた場合は、

その超えた単位を自由科目の単位と見なすことができる。

（備考）専門基礎教育科目の「微分積分学ＳＴⅠ・Ⅱ」、または理学部共通科目の「自然科学のための数学Ⅰ・Ⅱ」の
　いずれかを履修することが望ましい。

 16単位以上 　　　　18単位以上

 14単位以上

　2単位以上
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講座名 科目番号 授業科目 単位数 講座名 科目番号 授業科目 単位数

海共１０１ 物理学概論 ２ 海化４６１ 有機化学演習 ２

海共１０２ 物理学基礎実験 １ 海化５１０ 物理化学特別講義Ａ １

海共１０３ 化学概論 ２ 海化５１１ 物理化学特別講義Ｂ １

海共１０４ 化学基礎実験 １ 海化５１４ 有機化学特別講義Ａ １

海共１０５ 生物学概論 ２ 海化５１５ 有機化学特別講義Ｂ １

海共１０６ 生物学基礎実験 １ 海化２３１ 分析化学Ⅰ ２

海共１０７ 地学概論 ２ 海化２３２ 分析化学Ⅱ ２

海共１０８ 地学基礎実験 １ 海化２３３ 分析化学実験Ⅰ １

海化２１１ 物理化学Ⅰ ２ 海化２３４ 分析化学実験Ⅱ １

海化２１３ 物理化学Ⅱ ２ 海化２７１ 無機化学Ⅰ ２

海化２１７ 物理化学演習 ２ 海化２７２ 無機化学Ⅱ ２

海化２１８ 物理化学Ⅲ ２ 海化２７５ 無機化学実験 ２

海化２１９ 物理化学Ⅳ ２ 海化３３１ 放射化学 ２

海化２５１ 有機化学Ⅰ ２ 海化３３３ 機器分析 ２

海化２５２ 有機化学Ⅱ ２ 海化３３４ 機器分析演習 ２

海化３１２ 生体分子化学 ２ 海化３３５ 分析化学特別実習 １

海化３１９ 化学統計熱力学 ２ 海化３４１ 環境化学 ２

海化３２２ 光化学 ２ 海化３４３ 地球化学 ２

海化３２７ アドバンスト物理化学 ２ 海化３４６ サンゴ礁の化学 ２

海化３２８ 物理化学実験 ２ 海化３４８ 放射化学実験 ２

海化３３０ 物性物理化学 ２ 海化３７２ 電気化学 ２

海化３５１ 有機化学Ⅲ ２ 海化３７４ 錯体化学 ２

海化３５２ 有機化学Ⅳ ２ 海化３７６ 固体化学 ２

海化３５３ 有機化学実験Ⅰ １ 海化５１２ 分析化学特別講義Ａ １

海化３５４ 有機化学実験Ⅱ １ 海化５１３ 分析化学特別講義Ｂ １

海化３６２ 天然物化学 ２ 海化５１６ 無機化学特別講義Ａ １

海化３６４ 有機反応論 ２ 海化５１７ 無機化学特別講義Ｂ １

海化３６５ 有機合成化学 ２

[海洋自然科学科　化学系]

（別表1）講座別授業科目分類表
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[海洋自然科学科　化学系]

（別表1）講座別授業科目分類表

講座名 科目番号 授業科目 単位数

海化２９２ 海洋化学概論 ２

海化３９１ 海洋無機化学 ２

海化３９３ 海洋無機化学実験 ２

海化３９４ 海洋有機化学 ２

海化３９６ 海洋有機化学実験 ２

海化５１８ 海洋化学特別講義Ａ １

海化５１９ 海洋化学特別講義Ｂ １

海化５３１ 化学英語 ２

海化５３２ 文献講読 ２

海化５３３ 計算機化学概論 ２

海化５３４ 研究基礎実習 ２

海化５３５ 化学研究法 ２

海化５８１ セミナーⅠ １

海化５８２ セミナーⅡ １

海化５９１ 卒業研究Ⅰ ４

海化５９２ 卒業研究Ⅱ ４

共

通

科

目

海

洋

化

学
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海共１０１ 物 理 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 物理学全般についての概説
先31、先32又は
転11、転12

海共１０２ 物 理 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む物理学全
般についての実験

先33

海共１０３ 化 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 化学の基礎についての概説
先41､先42又は
転23、転24

海共１０４ 化 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む化学全般
についての実験

先43

海共１０５ 生 物 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 生物学の概説 先51、先52

海共１０６ 生 物 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む生物学の
さまざまな分野の実験及び実習

先53 

海共１０７ 地 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 地学全般についての概説 先23*、先24* 

海共１０８ 地 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む地学全般
についての実験

海化２１１ 物 理 化 学 Ⅰ ２ ２－０ ２年 前期 量子化学の基礎

海化２１３ 物 理 化 学 Ⅱ ２ ２－０ ２年 前期
熱力学の三法則と化学平衡の理
論

海化２３１ 分 析 化 学 Ⅰ ２ ２－０ ２年 前期 定性分析の理論及び各論

海化２３２ 分 析 化 学 Ⅱ ２ ２－０ ２年 後期 定量分析の理論及び各論

海化２３３ 分 析 化 学 実 験 Ⅰ １ ０－２ ２年 後期 陽イオンの定性分析

海化２３４ 分 析 化 学 実 験 Ⅱ １ ０－２ ２年 後期 定量分析（重量分析、容量分析）

海化２５１ 有 機 化 学 Ⅰ ２ ２－０ ２年 前期
有機化学の基礎概念と脂肪族化
合物の基本骨格とその反応

海化２５２ 有 機 化 学 Ⅱ ２ ２－０ ２年 後期
有機化合物の構造決定と芳香族
化合物の基本骨格とその反応

海化２７１ 無 機 化 学 Ⅰ ２ ２－０ ２年 前期
無機物質の製法、性質、化学反応
論、結合の基礎

海化２７２ 無 機 化 学 Ⅱ ２ ２－０ ２年 後期
無機物質の製法、性質、反応論及
び結合理論

海化２７５ 無 機 化 学 実 験 ２ ０－４ ２年 後期
無機化合物の合成・同定および機
能評価

先43

海化３２８ 物 理 化 学 実 験 ２ ０－４ ３年 前期 物理化学の基礎的実験

海化３５３ 有 機 化 学 実 験 Ⅰ １ ０－２ ３年 前期 有機化学の基礎的実験 先43

海化３５４ 有 機 化 学 実 験 Ⅱ １ ０－２ ３年 前期 有機化学の基礎的実験 先43

海化５８１ セ ミ ナ ー Ⅰ 1 ０－２ ４年 前期
それぞれの専門分野に関するセミ
ナー

海化５８２ セ ミ ナ ー Ⅱ １ ０－２ ４年 後期
それぞれの専門分野に関するセミ
ナー

海化５９１ 卒 業 研 究 Ⅰ ４ ０－８ ４年 前期
特殊な問題についての研究、テー
マは各教員と相談して決める。

海化５９２ 卒 業 研 究 Ⅱ ４ ０－８ ４年 後期
特殊な問題についての研究、テー
マは各教員と相談して決める。

[海洋自然科学科　化学系]

（別表２）授業科目及び単位数
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*必修科目と重なっているなどやむを得ない事情がある場合は、先２３の代わりに自02、先24の代わりに自01又は自03での履修を認める。
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海化２１８ 物 理 化 学 Ⅲ ２ ２－０ ２年 後期
量子化学（分子の構造・対称性）と
構造化学（分子分光学）

海化211

海化２１９ 物 理 化 学 Ⅳ ２ ２－０ ２年 後期
化学反応速度論および化学変化
に関する物理化学

海化213

海化２９２ 海 洋 化 学 概 論 ２ ２－０ ２年 後期
海洋を無機化学および有機化学
から解説する。

海化３４６ サ ン ゴ 礁 の 化 学 ２ ２－０ ３年 後期
現在及び過去のサンゴ礁の化学
的側面について総合的に学ぶ。

海化３６２ 天 然 物 化 学 ２ ２－０ ３年 後期 天然物化学研究法

海化251履修済み。
海化252および351を履
修していることが望まし
い。

海化３９１ 海 洋 無 機 化 学 ２ ２－０ ３年 前期
海洋の無機化学的諸現象につい
て

海化３９４ 海 洋 有 機 化 学 ２ ２－０ ３年 前期
海洋生物の毒及びその他の生理
活性物質の化学

海化２１７ 物 理 化 学 演 習 ２ ０－２ ２年 前期
「物理化学Ⅰ」、「物理化学Ⅱ」の
問題演習

海化３１２ 生 体 分 子 化 学 ２ ２－０ ３年 前又は後 生体分子の物理化学

海化３１９ 化 学 統 計 熱 力 学 ２ ２－０ ３年 前又は後 化学熱力学の分子論的取り扱い

海化３２２ 光 化 学 ２ ２－０ ３年 前又は後 光化学の基礎と応用および実験法

海化３２７ アド バン スト 物理 化学 ２ ２－０ ３年 前又は後
最先端化学において、物理化学が
どのような役割を果たしているか解
説する

海化３３０ 物 性 物 理 化 学 ２ ２－０ ３年 前又は後 固体とソフトマターの構造と物性

海化３３１ 放 射 化 学 ２ ２－０ ３年 前期
放射能に関する基礎理論及び応
用

海化３３３ 機 器 分 析 ２ ２－０ ３年 後期
機器を用いた分析法の理論及び
各論

海化３３４ 機 器 分 析 演 習 ２ ０－２ ３年 前又は後 機器分析実験法と結果の報告

海化３３５ 分 析 化 学 特 別 実 習 １ ０－２ ３～４年 前期
野外調査法の演習及び特殊研究
施設を利用した実習

海化３４１ 環 境 化 学 ２ ２－０ ３年 後期
環境における化学変化およびその
化学的特徴

海化231
海化232

海化３４３ 地 球 化 学 ２ ２－０ ３～４年 前又は後
地圏、水圏、気圏の物質収支の基
礎的考察

海化３４８ 放 射 化 学 実 験 ２ ０－４ ３年 後期 放射能測定に関する基礎的実験 海化331

海化３５１ 有 機 化 学 Ⅲ ２ ２－０ ３年 前期
官能基を持つ有機化合物とその構
造、性質および反応

海化251及び海化
252を履修してい
ることが望ましい。

海化３５２ 有 機 化 学 Ⅳ ２ ２－０ ３年 前又は後 生体関連分子の解説

海化３６４ 有 機 反 応 論 ２ ２－０ ３年 前又は後
やや高度な有機反応についての
理論的解説

海化251
海化252

海化３６５ 有 機 合 成 化 学 ２ ２－０ ３年 前又は後
有機化合物の合成方法の理論的
解説

海化251
海化252
海化351

[海洋自然科学科　化学系]

（別表２）授業科目及び単位数
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海化３７２ 電 気 化 学 ２ ２－０ ３年 前期 溶液及び固体の電気化学

海化３７４ 錯 体 化 学 ２ ２－０ ３年 前期
配位化合物の立体化学、結合論
及び反応論

海化３７６ 固 体 化 学 ２ ２－０ ３年 前又は後
固体物質・材料の合成、構造及び
物性・機能

海化３９３ 海 洋 無 機 化 学 実 験 ２ ０－４ ３年 前期 海水の化学分析

海化３９６ 海 洋 有 機 化 学 実 験 ２ ０－４ ３年 前期
海洋生物成分の抽出、分離、構造
決定

海化４６１ 有 機 化 学 演 習 ２ ０－２ ３～４年 後期
有機化学の基礎問題についての
演習

海化２５１
海化２５２
海化３５１

海化５１０ 物 理 化 学 特 別 講 義 Ａ １ ２－０ ３～４年 前又は後
物理化学の分野における最近の
話題等

海化５１１ 物 理 化 学 特 別 講 義 Ｂ １ ２－０ ３～４年 前又は後
物理化学の分野における最近の
話題等

海化５１２ 分 析 化 学 特 別 講 義 Ａ １ ２－０ ３～４年 前又は後
分析化学一般の分野における特
別講義

海化５１３ 分 析 化 学 特 別 講 義 Ｂ １ ２－０ ３～４年 前又は後
地球化学一般の分野における特
別講義

海化５１４ 有 機 化 学 特 別 講 義 Ａ １ ２－０ ３～４年 前又は後
各分野における最近の話題やト
ピックス

海化５１５ 有 機 化 学 特 別 講 義 Ｂ １ ２－０ ３～４年 前又は後
各分野における最近の話題やト
ピックス

海化５１６ 無 機 化 学 特 別 講 義 Ａ １ ２－０ ３～４年 前又は後
無機化学及びその境界領域にお
ける最近の話題やトピックス

海化５１７ 無 機 化 学 特 別 講 義 Ｂ １ ２－０ ３～４年 前又は後
無機化学及びその境界領域にお
ける最近の話題やトピックス

海化５１８ 海 洋 化 学 特 別 講 義 Ａ １ ２－０ ３～４年 前又は後
海洋化学における最近の話題やト
ピックス

海化５１９ 海 洋 化 学 特 別 講 義 Ｂ １ ２－０ ３～４年 前又は後
海洋化学における最近の話題やト
ピックス

海化５３１ 化 学 英 語 ２ ２－０ ３年 前又は後
化合物名、反応式、数値等の英語
表現

海化５３２ 文 献 講 読 ２ ２－０ ３年 前又は後
化学関係の外国語の文献を講読
する

海化５３３ 計 算 機 化 学 概 論 ２ ２－０ ３年 前又は後 データ解析、プログラミングの基礎

海化５３４ 研 究 基 礎 実 習 ２ ０－２ ３年 後期
卒業研究を行うにあたって必要な
基礎的な技術や知識を少人数で
学ぶ

海化５３5 化 学 研 究 法 ２ ２－０ ３〜４年 後期 化学研究の方法論を学ぶ

（別表２）授業科目及び単位数

[海洋自然科学科　化学系]
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卒業の要件
Ⅰ．共通教育
１．教養領域

健康運動系科目
人文系科目 4単位以上
社会系科目 4単位以上
自然系科目

２．総合領域 　　18単位以上            20単位以上
総合科目
琉大特色・地域創生科目
キャリア関係科目

３．基幹領域
情報関係科目
外国語科目
　英語 　　　 8単位以上
　他の１つの外国語　  4単位以上 　　12単位以上

Ⅱ．専門基礎教育
必修科目[化学Ⅰ・Ⅱ、化学実験]　　5単位

選択科目[微分積分学STⅠ・Ⅱ注1、
　　　　　　 線形代数学Ⅰ・Ⅱ、物理学Ⅰ・Ⅱ注2、物理学実験、

　 　　　　　　 生物学Ⅰ・Ⅱ、生物学実験、地学実験] 9単位以上

Ⅲ．専門教育

理学部共通科目注3       4単位以上
学科共通科目
必修科目     34単位

選択必修科目注4       4単位以上
選択科目 24単位以上     36単位以上

自由科目注5

 計78単位以上

        合計124単位以上

注１） 高等学校で微分・積分を履修していない者は、微分積分学STⅠ・Ⅱの代わりに微分積分学入門Ⅰ・Ⅱをとってもよい。
また、微分・積分に十分な学力のある者は、微分積分学STⅠ・Ⅱの代わりに微分積分学ADⅠ・Ⅱをとってもよい。

注２） 高等学校で物理を履修していない者は、物理学Ⅰ・Ⅱの代わりに物理学入門Ⅰ・Ⅱをとってもよい。
注３） 基礎ゼミⅠ・Ⅱを含むこと。
注４） ＡとＢからそれぞれ２単位以上修得すること。単位が４単位を超えた場合、その超えた単位を選択科目単位とみなす

ことができる。
注５） 自由科目とは、理学部化学系以外の系、学科、学部で開講される専門科目である。ただし、夜間主コース科目は除く。

理学部共通科目及び学科共通科目の合計単位が４単位を超えた場合、その超えた単位を自由科目の単位とみなす
ことができる。

 計32単位以上

 計14単位以上

[海洋自然科学科　化学系]
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講座名 科目番号 授業科目 単位数 講座名 科目番号 授業科目 単位数

海共１０１ 物理学概論 ２ 海生４５５ 進化生態学特殊講義Ａ １

海共１０２ 物理学基礎実験 １ 海生４５６ 進化生態学特殊講義Ｂ １

海共１０３ 化学概論 ２ 海生４５７ 進化生態学特殊講義Ｃ １

海共１０４ 化学基礎実験 １ 海生４５８ 進化生態学特殊講義Ｄ １

海共１０５ 生物学概論 ２ 海生５１１ 進化生態学特別実験Ⅰ １

海共１０６ 生物学基礎実験 １ 海生５１２ 進化生態学特別実験Ⅱ １

海共１０７ 地学概論 ２ 海生５１３ 進化生態学特別実験Ⅲ １

海共１０８ 地学基礎実験 １ 海生５１４ 進化生態学特別実験Ⅳ １

海生２０３ 進化生態学実習Ⅰ １ 海生５１５ 進化生態学特別実験Ⅴ １

海生２０４ 進化生態学実習Ⅱ １ 海生５１６ 進化生態学特別実験Ⅵ １

海生２０５ 進化生態学実習Ⅲ １ 海生５１７ 進化生態学特別実験Ⅶ １

海生２０６ 進化生態学実習Ⅳ １ 海生５１８ 進化生態学特別実験Ⅷ １

海生２０７ 進化生態学実習Ⅴ １ 海生２５１ 熱帯生命機能学実習Ⅰ １

海生２０８ 進化生態学実習Ⅵ １ 海生２５２ 熱帯生命機能学実習Ⅱ １

海生２０９ 進化生態学実習Ⅶ １ 海生２５３ 熱帯生命機能学実習Ⅲ １

海生２１０ 進化生態学実習Ⅷ １ 海生２５４ 熱帯生命機能学実習Ⅳ １

海生２１６ 植物分類学 ２ 海生２５５ 熱帯生命機能学実習Ⅴ １

海生２１７ 動物分類学 ２ 海生２５６ 熱帯生命機能学実習Ⅵ １

海生２１８ 進化生態学実習Ⅸ １ 海生２５７ 熱帯生命機能学実習Ⅶ １

海生２１９ 進化生態学実習Ⅹ １ 海生２５８ 熱帯生命機能学実習Ⅷ １

海生３１２ 植物生態学 ２ 海生３２０ 細胞学 ２

海生３４６ 動物生態学 ２ 海生３２２ 環境適応生理学 ２

海生３４８ サンゴ礁生態学 ２ 海生３２４ 発生生物学 ２

海生３５０ 海洋生態学 ２ 海生３３８ 分子細胞生物学 ２

海生４５１ 進化生態学特殊講義Ⅰ ２ 海生３４２ 無脊椎動物学 ２

海生４５２ 進化生態学特殊講義Ⅱ ２ 海生３４５ 分子生理学 ２

海生４５３ 進化生態学特殊講義Ⅲ ２ 海生３２１ 植物生理学 ２

海生４５４ 進化生態学特殊講義Ⅳ ２ 海生４６１ 生命機能学特殊講義Ⅰ ２

海生４６２ 生命機能学特殊講義Ⅱ ２

[海洋自然科学科　生物系]

（別表1）講座別授業科目分類表
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[海洋自然科学科　生物系]

（別表1）講座別授業科目分類表

講座名 科目番号 授業科目 単位数 講座名 科目番号 授業科目 単位数

海生４６３ 生命機能学特殊講義Ⅲ ２ 海生４７１ 海洋生物生産学特殊講義Ⅰ ２

海生４６４ 生命機能学特殊講義Ⅳ ２ 海生４７２ 海洋生物生産学特殊講義Ⅱ ２

海生４６５ 生命機能学特殊講義Ａ １ 海生４７３ 海洋生物生産学特殊講義Ⅲ ２

海生４６６ 生命機能学特殊講義Ｂ １ 海生４７４ 海洋生物生産学特殊講義Ⅳ ２

海生４６７ 生命機能学特殊講義Ｃ １ 海生４７５ 海洋生物生産学特殊講義A １

海生４６８ 生命機能学特殊講義Ｄ １ 海生４７６ 海洋生物生産学特殊講義B １

海生５２１ 熱帯生命機能学特別実験Ⅰ １ 海生４７７ 海洋生物生産学特殊講義C １

海生５２２ 熱帯生命機能学特別実験Ⅱ １ 海生４７８ 海洋生物生産学特殊講義D １

海生５２３ 熱帯生命機能学特別実験Ⅲ １ 海生５３１ 海洋生物生産学特別実験Ⅰ １

海生５２４ 熱帯生命機能学特別実験Ⅳ １ 海生５３２ 海洋生物生産学特別実験Ⅱ １

海生５２５ 熱帯生命機能学特別実験Ⅴ １ 海生５３３ 海洋生物生産学特別実験Ⅲ １

海生５２６ 熱帯生命機能学特別実験Ⅵ １ 海生５３４ 海洋生物生産学特別実験Ⅳ １

海生５２７ 熱帯生命機能学特別実験Ⅶ １ 海生５３５ 海洋生物生産学特別実験Ⅴ １

海生２６１ 海洋生物生産学実習Ⅰ １ 海生５３６ 海洋生物生産学特別実験Ⅵ １

海生２６２ 海洋生物生産学実習Ⅱ １ 海生２００ 生物学野外実習 ２

海生２６３ 海洋生物生産学実習Ⅲ １ 海生３０２ 生物学ゼミナールⅠ ２

海生２６４ 海洋生物生産学実習Ⅳ １ 海生４０１ 生物学ゼミナールⅡ ２

海生２６５ 海洋生物生産学実習Ⅴ １ 海生４０２ 卒業研究Ⅰ ６

海生２６６ 海洋生物生産学実習Ⅵ １ 海生４０３ 卒業研究Ⅱ ６

海生２６７ 海洋生物生産学実習Ⅶ １ 海生４４１ 生物学特殊講義Ⅰ ２

海生２６８ 海洋生物生産学実習Ⅷ １ 海生４４２ 生物学特殊講義Ⅱ ２

海生２６９ 海洋生物生産学実習Ⅸ １ 海生４４３ 生物学特殊講義Ⅲ ２

海生２７０ 海洋生物生産学実習Ⅹ １ 海生４４４ 生物学特殊講義Ⅳ ２

海生３２８ 比較内分泌学 ２ 海生４４５ 生物学特殊講義Ａ １

海生３３１ 海洋生物生産学 ２ 海生４４６ 生物学特殊講義Ｂ １

海生３３２ 陸水生態学 ２ 海生４４７ 生物学特殊講義Ｃ １

海生３３５ 脊椎動物学 ２ 海生４４８ 生物学特殊講義Ｄ １

海生３４１ 藻類学 ２ 海生３５１ 公開臨海実習Ⅰ  １

海生３４３ 海洋資源生物学 ２ 海生３５２ 公開臨海実習Ⅱ  １

海生３４４ 海洋動物行動学 ２ 海生３５３ 公開臨海実習Ⅲ １

海生３４９ サンゴ礁多様性保全学 ２ 海生３６１ サンゴ礁生物学特別実験Ⅰ １

海生３６２ サンゴ礁生物学特別実験Ⅱ １
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海共１０１ 物 理 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 物理学全般についての概説
先31、先32又は転11、
転12

海共１０２ 物 理 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む物理学全般
についての実験

先33

海共１０３ 化 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 化学の基礎についての概説
先41､先42又は転23、転
24

海共１０４ 化 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む化学全般に
ついての実験

先43

海共１０５ 生 物 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 生物学の概説 先51、先52

海共１０６ 生 物 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む生物学のさま
ざまな分野の実験及び実習

先53 

海共１０７ 地 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又は後 地学全般についての概説 先23*、先24* 

海共１０８ 地 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又は後
コンピュータ活用を含む地学全般に
ついての実験

海生３０２ 生 物 学 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ ２ ０－２ ３年 前・後
論文の読み方と発表のしかたに関す
る講義と実習

基礎取得科目について
は注1～6を参照すること

海生４０１ 生 物 学 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ ２ ０－２ ４年 前・後 〃 〃

海生４０２ 卒 業 研 究 Ⅰ ６ ０－12 ４年 前・後
特定のテーマにつき教員の指導のも
とに研究し、論文としてまとめて提出
する

〃

海生４０３ 卒 業 研 究 Ⅱ ６ ０－12 ４年 前・後 〃 〃

海生２０３ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅰ １ ０－２ ２～３年 前又は後
動植物を対象とした生態学・分類学・
形態学に関する基礎的実習

〃

海生２０４ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅱ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２０５ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅲ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２０６ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅳ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２０７ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅴ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２０８ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅵ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２０９ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅶ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２１０ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅷ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２１８ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅸ １ ０－２ ２～３年 夏期集中
海産無脊椎動物の進化生態および
生態学的な実習

〃

海生２１９ 進 化 生 態 学 実 習 Ⅹ １ ０－２ ２～３年 前期
動植物を対象とした生態学・分類学・
形態学に関する基礎的実習

〃

海生２５１ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅰ １ ０－２ ２～３年 前又は後 機能生物学に関する基礎的実習 〃

海生２５２ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅱ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２５３ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅲ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

[海洋自然科学科　生物系]

（別表２）授業科目及び単位数
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海生２５４ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅳ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃
基礎取得科目について
は注1～6を参照すること

海生２５５ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅴ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２５６ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅵ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２５７ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅶ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２５８ 熱 帯 生 命 機 能 学 実 習 Ⅷ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６１ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅰ １ ０－２ ２～３年 前又は後 海洋生物学に関する基礎的実習 〃

海生２６２ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅱ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６３ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅲ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６４ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅳ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６５ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅴ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６６ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅵ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６７ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅶ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６８ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅷ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２６９ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅸ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２７０ 海 洋 生 物 生 産 学 実 習 Ⅹ １ ０－２ ２～３年 前又は後 〃 〃

海生２００ 生 物 学 野 外 実 習 ２ ０－４ ２年 前期
森林、河川、海岸における生物の観
察と実習

〃

海生２１６ 植 物 分 類 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
維管束植物の分類・形態・進化に関
する講義

〃

海生２１７ 動 物 分 類 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
動物を分類するための方法と理論に
関する講義

〃

海生３１２ 植 物 生 態 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
植物群落の組成・構造・分布・動態に
関する講義

〃

海生３２０ 細 胞 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
真核細胞の基本構造と機能に関する
講義

〃

海生３２２ 環 境 適 応 生 理 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
環境ストレスに対する生理適応機構
に関する講義

〃

海生３２４ 発 生 生 物 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
発生現象を分子・細胞レベルから考
察する講義

〃

海生３２８ 比 較 内 分 泌 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
脊椎動物の内分泌器官の形態と機
能に関する講義

〃

[海洋自然科学科　生物系]

（別表２）授業科目及び単位数
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海生３３１ 海 洋 生 物 生 産 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
有用水産生物の増養殖についての
解説

基礎取得科目について
は注1～6を参照すること

海生３３２ 陸 水 生 態 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
陸水生物の生態と河川保全について
の解説

〃

海生３３５ 脊 椎 動 物 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
脊椎動物の各群を系統学の視点から
紹介する講義

〃

海生３３８ 分 子 細 胞 生 物 学 ２ ２－０ ２～４年 後期
遺伝子や一般的な細胞内機能の調
節・制御に関する講義

〃

海生３４１ 藻 類 学 ２ ２－０ ２～４年 後期
藻類の系統、分類、形態に関して概
説する。

〃

海生３４２ 無 脊 椎 動 物 学 ２ ２－０ ２～４年 後期
プロチスタと多細胞性無脊椎動物の
体制と系統に関して概説する。

〃

海生３４５ 分 子 生 理 学 ２ ２－０ ２～４年 前期

生物機能（感覚と形態形成）の分子
的基盤について、哺乳類の嗅神経系
や昆虫の色模様形成過程を中心に
解説する

〃

海生３４３ 海 洋 資 源 生 物 学 ２ ２－０ ２～４年 前期
海洋生物資源の生物学的特徴につ
いて概説する。

〃

海生３４４ 海 洋 動 物 行 動 学 ２ ２－０ ２～４年 前期

海洋に暮らす浮遊生物から大型ほ乳
類までを対象に、その回遊から認知・
学習に至る広範な行動を理解し、そ
れらと生物生産との関連性を学ぶ。

〃

海生３４６ 動 物 生 態 学 ２ ２－０ ２～４年 後期
動物の生態に関する基礎的な理論
について概説する

〃

海生３４８ サ ン ゴ 礁 生 態 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
サンゴ礁生物を対象とした生態学の
講義

〃

海生３４９ サ ン ゴ 礁 多 様 性 保 全 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後
サンゴ礁生物の多様性とその保全に
ついて、遺伝学、系統学、分類学的
視点から総合的に解説する。

〃

海生３５０ 海 洋 生 態 学 ２ ２－０ ２～４年 前又は後

海洋学の基礎について幅広く概説
し、海の環境や多様な生物のしくみ
を学ぶと共に、近年問題になりつつ
ある様々な環境問題について紹介す
る。

〃

海生３２１ 植 物 生 理 学 ２ ２－０ ２～４年 前期
植物の生存を支える主な生理現象に
ついて概説する。

〃

海生３５１ 公 開 臨 海 実 習 Ⅰ １ ０－２ ２～４年 随時
受講を志願し許可を受
けること（掲示による応募
案内参照）

海生３５２ 公 開 臨 海 実 習 Ⅱ １ ０－２ ２～４年 随時 〃

海生３５３ 公 開 臨 海 実 習 Ⅲ １ ０－２ ２～４年 随時 〃

海生３６１ サンゴ礁生物学特別実験Ⅰ １ ０－２ ２～４年 随時
サンゴ礁生物の生態に関する実験・
実習

基礎取得科目について
は注1～6を参照すること

海生３６２ サンゴ礁生物学特別実験Ⅱ １ ０－２ ２～４年 随時
サンゴ礁動物（腔腸動物・魚類）の生
理に関する実験

〃

海生４４１ 生 物 学 特 殊 講 義 Ⅰ ２ ２－０ ２～４年 随時 生物学に関する様々な講義 〃

海生４４２ 生 物 学 特 殊 講 義 Ⅱ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４４３ 生 物 学 特 殊 講 義 Ⅲ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４４４ 生 物 学 特 殊 講 義 Ⅳ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

（別表２）授業科目及び単位数

[海洋自然科学科　生物系]
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区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海生４４５ 生 物 学 特 殊 講 義 Ａ １ １－０ ２～４年 随時 〃
基礎取得科目について
は注1～6を参照すること

海生４４６ 生 物 学 特 殊 講 義 Ｂ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４４７ 生 物 学 特 殊 講 義 Ｃ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４４８ 生 物 学 特 殊 講 義 Ｄ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４５１ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ⅰ ２ ２－０ ２～４年 随時
生態・進化・系統・分類に関する様々
な分野の講義

〃

海生４５２ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ⅱ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４５３ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ⅲ ２ ２－０ ２～４年 随時
生態・進化・系統・分類に関する様々
な分野の講義

〃

海生４５４ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ⅳ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４５５ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ａ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４５６ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ｂ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４５７ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ｃ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４５８ 進 化 生 態 学 特 殊 講 義 Ｄ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４６１ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ⅰ ２ ２－０ ２～４年 随時 機能生物学に関する様々な講義 〃

海生４６２ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ⅱ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４６３ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ⅲ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４６４ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ⅳ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４６５ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ａ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４６６ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ｂ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４６７ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ｃ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４６８ 生 命 機 能 学 特 殊 講 義 Ｄ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４７１ 海洋生物生産学特殊講義Ⅰ ２ ２－０ ２～４年 随時 海洋生物学に関する様々な講義 〃

海生４７２ 海洋生物生産学特殊講義Ⅱ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４７３ 海洋生物生産学特殊講義Ⅲ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４７４ 海洋生物生産学特殊講義Ⅳ ２ ２－０ ２～４年 随時 〃 〃

[海洋自然科学科　生物系]

（別表２）授業科目及び単位数

選

択

科

目

―　159　―



区分 科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容 基礎修得科目等

海生４７５ 海洋生物生産学特殊講義Ａ １ １－０ ２～４年 随時 〃
基礎取得科目について
は注1～6を参照すること

海生４７６ 海洋生物生産学特殊講義Ｂ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４７７ 海洋生物生産学特殊講義Ｃ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生４７８ 海洋生物生産学特殊講義Ｄ １ １－０ ２～４年 随時 〃 〃

海生５１１ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅰ １ ０－２ ３～４年 随時
系統分類・生態学分野に関する専門
的実験

〃

海生５１２ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅱ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５１３ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅲ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５１４ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅳ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５１５ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅴ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５１６ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅵ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５１７ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅶ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５１８ 進 化 生 態 学 特 別 実 験 Ⅷ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５２１ 熱帯生命機能学特別実験Ⅰ １ ０－２ ２～４年 随時 機能生物学に関する専門的実験 〃

海生５２２ 熱帯生命機能学特別実験Ⅱ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５２３ 熱帯生命機能学特別実験Ⅲ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５２４ 熱帯生命機能学特別実験Ⅳ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５２５ 熱帯生命機能学特別実験Ⅴ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５２６ 熱帯生命機能学特別実験Ⅵ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５２７ 熱帯生命機能学特別実験Ⅶ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５３１ 海洋生物生産学特別実験Ⅰ １ ０－２ ２～４年 随時 海洋生物学に関する専門的実験 〃

海生５３２ 海洋生物生産学特別実験Ⅱ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５３３ 海洋生物生産学特別実験Ⅲ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５３４ 海洋生物生産学特別実験Ⅳ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５３５ 海洋生物生産学特別実験Ⅴ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

海生５３６ 海洋生物生産学特別実験Ⅵ １ ０－２ ２～４年 随時 〃 〃

注） 1．生物学ゼミナールⅠ・Ⅱを履修するにあたっては、80単位以上を取得していること。ただし、履修年次は3年後期以降とする。

 2．卒業研究Ⅰ・Ⅱを履修するにあたっては、ゼミナールⅠを先修していること。

 3．海洋自然科学科の学生が生物系提供の専門科目を履修するにあたっては、先51、先52、先53を先修すること。

 4．海洋自然科学科以外の学生が、生物系提供の専門科目を履修するにあたっては、実験や実習の場合には先53を、講義

の場合は先51および先52を先修すること。ただし、先51は自41で、先52は自42で代替可能である。

 5．海洋自然科学科の学生は、必ず学生教育研究傷害保険に加入すること。

6.特殊講義は正規の授業科目と並行して開講される場合がある。この際、原則として正規の授業科目は休講にはならない。
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卒業の要件
Ⅰ．共通教育
    １．教養領域
        健康運動系科目      2単位以上
        人文系科目
        社会系科目
        自然系科目
    ２．総合領域 20単位以上
        総合科目 　　　　　　　　　　　　　　　　6単位以上   　 18単位以上
        琉大特色・地域創生科目
        キャリア関係科目
    ３．基幹領域
        情報関係科目
        外国語科目

英語 　　　　　8単位以上    12単位以上
他の外国語*　　   4単位以上

　　計　　　32単位以上

Ⅱ．専門基礎教育
        必修科目（生物学実験，生物学Ⅰ・Ⅱ）     5単位
        選択科目[化学Ⅰ・Ⅱ（注1），化学実験，物理学Ⅰ・Ⅱ（注2），

            物理学実験，地学実験，微分積分学ＳＴⅠ・Ⅱ（注3），
            線形代数学Ⅰ・Ⅱ，統計学Ⅰ・Ⅱ］  9単位以上

　　計　　　14単位以上

Ⅲ．専門教育
     理学部共通科目 　　　  4単位以上**
     学科共通科目
     必修科目 　　　 　16単位以上
     選択必修科目　 　    　6単位以上*** 　78単位以上
     選択科目 　　　 　28単位以上****
     自由科目（注4）

　　計　　　78単位以上

 合計　　124単位以上

* 同一外国語の4単位以上を含むこと。

** 基礎ゼミⅠ・Ⅱ、2単位を含むこと。

*** 各講座の提供科目から各2単位以上を取得すること。

**** このうち特殊講義は10単位以下であること。各講座の提供科目から各8単位以上を取得すること。

注1） 高等学校で化学を履修していない者は、化学Ⅰ・Ⅱの代わりに化学入門Ⅰ・Ⅱをとってもよい。

注2） 高等学校で物理学を履修していない者は、物理学Ⅰ・Ⅱの代わりに物理学入門Ⅰ・Ⅱをとってもよい。

注3） 高等学校で微分積分を履修していない者は、微分積分学ＳＴⅠ・Ⅱの代わりに微分積分学入門Ⅰ・Ⅱをとってもよい。

注4） 自由科目とは、理学部生物系以外の系、学科、学部で開講される専門科目である。ただし、夜間主コース科目は除く。

      理学部共通科目及び学科共通科目の合計単位が4単位を超えた場合、その超えた単位を自由科目の単位とみなすことができる。

[海洋自然科学科　生物系]

4単位以上
4単位以上
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博物館学関係授業 学芸員資格について

学芸員は、博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連する事業を行う「博物館法」に

定められた、博物館におかれる専門的職員である。学芸員補は学芸員の職務を補助する役割を担う。

次の三つのうち、いずれかに該当すれば資格を取得したことになる（博物館法第 5 条第 1 項一・二・三）。 

1）学士の学位を有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得したも

の。

2）大学に 2 年以上在学し、前号の博物館に関する科目の単位を含めて 62 単位以上を修得した者で、3 年以

上学芸員補の職にあったもの。

3）文部科学大臣が、文部科学省令で定めるところにより、前二号に掲げる者と同等以上の学力及び経験を

有する者と認めた者。

 なお、具体的な施設としては、博物館・美術館の他、水族館や動物園、各種の資料館など、公民館・図書

館を除く、多くの社会教育施設があげられる。

琉球大学では学内外の強い要望により、平成 7（1995）年博物館学関係授業を開講しているが、平成 24

年 4 月 1 日から「博物館法施行規則の一部を改正する省令」が施行されることになった。これは、人々の知

的関心に応える「地域文化の中核的拠点」としての博物館を支える学芸員の高い専門性と実践力を備えた質

の高い人材として育成されるように大学などにおける学芸員養成課程の養成科目の改善と充実を図ることを

目的にしたものである。

そこで、琉球大学においても、この新科目に対応すべく、下記のように博物館学芸員の新課程を設置する

ものである。

1．琉球大学における博物館学関係授業科目の一覧

必修科目

法令上の科目 単位数 本学における提供科目 単位数 提供学部

生涯学習概論 ２ 生涯学習概論 ２ 国際地域創造学部

博物館概論 ２ 博物館概論 ２ 国際地域創造学部

博物館経営論 ２ 博物館経営論 ２ 国際地域創造学部

博物館資料論 ２ 博物館資料論 ２ 国際地域創造学部

博物館資料保存論 ２ 博物館資料保存論 ２ 国際地域創造学部

博物館展示論 ２ 博物館展示論 ２ 国際地域創造学部

博物館教育論 ２ 博物館教育論 ２ 国際地域創造学部

博物館情報・メディア論 ２ 博物館情報・メディア論 ２ 国際地域創造学部

博物館実習 ３ 博物館実習Ⅰ ２ 国際地域創造学部・

理学部

博物館実習Ⅱ ２ 国際地域創造学部

計 １９ ２０
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選択科目

法令上の科目 単位数 本学における提供科目 単位数 提供学部

文化史分野 １ 文化史 ２ 国際地域創造学部

琉球史研究Ⅴ ２ 人文社会学部

美術史分野 １ 美術理論・美術史基礎 ２ 教育学部

美術理論・美術史Ⅰ ２ 教育学部

考古学分野 １ 考古学Ⅰ ２ 国際地域創造学部

民俗学分野 １ 社会人類学Ⅰ ２ 国際地域創造学部

民俗学Ⅰ ２ 国際地域創造学部

物理学分野 １ 物理学概論 ２ 理学部

化学分野 １ 化学概論 ２ 理学部

生物学分野 １ 生物学Ⅰ ２ 理学部

地学分野 １ 地学概論 ２ 理学部

＊選択科目については、上記８分野の中から２分野以上にわたり、それぞれ１科目 2 単位以上、計 4 単位以

上を選択履修するものとする。

2．博物館に関する科目の単位修得証明書 

 本学において、所定の科目の単位を修得した者には、願い出により「博物館に関する科目の単位修得証明

書」を交付する。
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○琉球大学編入学規程

１９７２年３月２７日

制 定

この規程は，琉球大学学則第３２条第２項の規定に基づき，編入学に関し，必要第１条

な事項を定める。

編入学を志願する者があるときは，当該学科又は課程に欠員（入学定員に満たな第２条

いことをいう ）のある場合に限り，願書を受け付ける。。

編入学を志願する者は，次の書類に国立大学法人琉球大学料金規程（以下「料金第３条

規程」という ）に規定する検定料を添え，２月１日までに当該学部へ提出しなければ。

ならない。

(1) 編入学願書

(2) 履歴書

(3) 最終出身校の成績証明書

(4) その他学部長等が必要と認める書類

編入学の時期は，学年の始めとする。第４条

編入学を志願する者の選考は，次の各号により審査する。第５条

(1) 当該学部の課す専門科目の試験

(2) 当該学部の課す共通教育の科目及び専門基礎科目の試験

(3) 最終出身校の成績証明書

(4) 面接

前項の規定にかかわらず，大学，短期大学その他の教育施設において修得した単位又２

は学修の成果により，前項第１号又は第２号の試験を免除することができる。

編入学については，前条の審査結果に基づき，当該学部教授会の議を経て，学長第６条

が許可する。

編入学を許可された者が編入学前に大学若しくは短期大学又は外国の大学若しく第７条

は短期大学において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準(昭和31年

文部省令第28号)第３１条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む ）を，。

当該学部教授会の議に基づき，本学編入学後の本学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。

２ 編入学を許可された者が編入学前に行った短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，当該学部教授会の議に基づき，本学編

入学後の学修とみなし，単位を与えることができる。
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， 。第８条 編入学を許可された者の在学すべき年数及び年次は 当該学部教授会が決定する

第６条の規定に基づき，合格の通知を受けた者は，所定の手続をするとともに料第９条

金規程に規定する入学料を納入しなければならない。

２ 学長は，前項の手続を完了した者に編入学を許可する。

編入学を許可された者の授業料は，当該者の属する年次の在学者にかかる額と第１０条

同額とする。

この規程に定めるもののほか，編入学に関し必要な事項は，当該学部長が別に第１１条

定める。

附 則

１ この規程は，1972年4月1日から施行する。

， 。２ 他大学よりの転入学および編入学について(1958年4月24日評議会決定)は 廃止する

附則（昭和47年8月29日）

１ この規程は，昭和47年8月29日から施行し，昭和47年5月15日から適用する。

２ 昭和47年5月15日から昭和51年3月31日までの間において編入学を許可される者に係る

授業料の額については，第11条の規定にかかわらず，当該編入学をした者の属する年次

と同年次の本土に所在する国立の大学の在学者にかかる額と同額とする。

附 則（昭和49年11月8日）

この規程は，昭和49年11月8日から施行する。

附 則（昭和50年4月1日）

１ この規程は，昭和50年4月1日から施行する。

２ 昭和50年度の編入学に係る検定料の額は，第４条の規定にかかわらず，なお従前の例

による。

附 則（昭和51年2月24日）

この規程は，昭和51年2月24日から施行する。

附 則（昭和53年12月2日）

この規程は，昭和53年12月2日から施行する。

附 則（昭和54年6月25日）

この規程は，昭和54年6月25日から施行する。

附 則（平成3年8月27日）

この規程は，平成3年8月27日から施行し，平成3年7月1日から適用する。

附 則（平成6年3月22日）

この規程は，平成6年4月1日から施行する。

附 則（平成9年3月25日）

この規則は，平成9年4月1日から施行する。

附 則（平成13年2月6日）

この規程は，平成13年2月6日から施行し，平成12年4月1日から適用する。

附 則（平成16年5月17日）
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この規程は，平成16年5月17日から施行し，平成16年4月1日から適用する。

附 則（平成20年2月18日）

この規程は，平成20年2月18日から施行し，平成19年12月26日から適用する。

附 則（平成22年9月21日）

この規程は，平成22年9月21日から施行する。

附 則（平成27年11月17日）

この規程は，平成27年11月17日から施行し，平成27年4月1日から適用する。

附 則（平成29年5月23日）

この規程は，平成29年5月23日から施行し，平成29年4月1日から適用する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。
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○琉球大学転入学規程

１９７２年３月２７日

制 定

琉球大学学則第３４条第３項の規定に基づき、転入学に関し、必要な事項を定め第１条

る。

転入学とは、他の大学に在学中の者が、本学にある学科又は課程に他大学の同一第２条

若しくは類似の学科又は課程から入学することをいう。

転入学を志願する者があるときは、当該学科又は課程に、欠員（入学定員に満た第３条

ないことをいう ）のある場合に限り、願書を受け付ける。。

転入学を志願する者は、次の書類に国立大学法人琉球大学料金規程（以下「料金第４条

規程」という ）に規定する検定料を添えて２月１日までに当該学部へ提出しなければ。

ならない。

(1) 転入学願書

(2) 履歴書

(3) 在学中の成績証明書

(4) 転学許可書

(5) その他学部長等が必要と認める書類

転入学の時期は、学年の始めとする。第５条

転入学を志願する者の選考は、次の各号により審査する。第６条

(1) 該学部が課す専門科目の試験

(2) 当該学部が課す共通教育の科目及び専門基礎科日の試験

(3) 在学中の成績

(4) 面接

２ 前項の規定にかかわらず、大学、短期大学及び大学以外の教育施設において修得した

単位又は学修の成果により前項第１号又は第２号の試験を免除することができる。

転入学については、前条の審査結果に基づき，当該学部教授会の議を経て、学長第７条

が許可する。

転入学を許可された者が転入学前に大学若しくは短期大学又は外国の大学若しく第８条

は短期大学において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準(昭和31年

文部省令第28号)第31条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む ）を、。

当該学部教授会の議に基づき、本学転入学後の本学における授業科目の履修により修得
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したものとみなすことができる。

２ 転入学を許可された者が転入学前に行った短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、当該学部教授会の議に基づき、本学転

入学後の学修とみなし、単位を与えることができる。

、 。第９条 転入学を許可された者の在学すべき年数及び年次は 当該学部教授会が決定する

第７条の規定に基づき合格の通知を受けた者は、所定の手続をするとともに料第１０条

金規程に規定する入学料を納入しなければならない。

２ 学長は、前項の手続を完了した者に転入学を許可する。

転入学を許可された者の授業料は、当該者の属する年次の在学者にかかる額と第１１条

同額とする。

この規程に定めるもののほか、転入学に関し必要な事項は、当該学部長が定め第１２条

る。

附 則

この規程は、1972年4月1日から施行する。

附 則（昭和47年8月29日）

１ この規程は、昭和47年8月29日から施行し、昭和47年5月15日から適用する。

２ 昭和47年5月15日から昭和51年3月31日までの間において転入学を許可される者に係る

授業料の額については、第１１条の規定にかかわらず、当該転入学をした者の属する年

次と同年次の本土に所在する国立の大学の在学者に係る額と同額とする。

附 則（昭和49年11月8日）

この規程は、昭和49年11月8日から施行する。

附 則（昭和50年4月1日）

この規程は、昭和50年4月1日から施行する。

２ 昭和50年度の転入学に係る検定料の額は、第４条の規定にかかわらず、なお従前の例

による。

附 則（昭和53年12月2日）

この規程は、昭和53年12月2日から施行する。

附 則（昭和54年6月25日）

この規程は、昭和54年6月25日から施行する。

附 則（平成3年8月27日）

この規程は、平成3年8月27日から施行し、平成3年7月1日から適用する。

附 則（平成6年3月22日）

この規程は、平成6年4月1日から施行する。

附 則（平成9年3月25日）

この規程は、平成9年4月1日から施行する。

附 則（平成16年5月17日）

この規程は、平成16年5月17日から施行し，平成16年4月1日から適用する。
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附 則（平成22年9月21日）

この規程は、平成22年9月21日から施行する。

附 則（平成27年11月17日）

この規程は、平成27年11月17日から施行し，平成27年4月1日から適用する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。
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○琉球大学再入学規程

１９７２年３月２７日

制 定

この規程は，琉球大学学則第３５条第２項の規定に基づき，再入学に関し，必要第１条

な事項を定める。

再入学とは，学則第４１条の規定により退学した者並びに第４２条第５号，第６第２条

号，第７号及び第８号の規定により除籍された者が，本学の同一学科又は課程（当該学

科又は課程について改組等があった場合は，改組等の後の学科又は課程を含む ）に再。

び入学することをいう。

再入学を志願する者は，次に掲げる書類に，国立大学法人琉球大学料金規程（以第３条

下「料金規程」という ）に規定する検定料を添えて，指定する日（前学期にあっては。

２月１０日，後学期にあっては８月１０日をいう ）までに当該学部へ提出しなければ。

ならない。

(1) 再入学願書

(2) 履歴書

(3) 前各号に掲げるもののほか，当該学部長が必要と認める書類

再入学の時期は，学期始めとする。第４条

再入学については当該学部教授会の議を経て，学長が許可する。第５条

再入学の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の手続をするととも第６条

に料金規程に規定する入学料を納入しなければならない。

２ 学長は，前項の手続きを完了した者に再入学を許可する。

再入学は１回に限りこれを認める。第７条

再入学を許可された者の既に修得した単位の取扱いについては，当該学部教授会第８条

が決定する。

， 。第９条 再入学を許可された者の在学すべき年数及び年次は 当該学部教授会が決定する

再入学を許可された者の授業料は，当該者の属する年次の在学者に係る額と第１０条

同額とする。

この規程に定めるもののほか，再入学については当該学部長が定める。第１１条
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附 則

この規程は，1972年4月1日から施行する。

附 則（昭和47年8月29日）

１ この規程は，昭和47年8月29日から施行し，昭和47年5月15日から適用する。

２ 昭和47年度における再入学を許可される者に係る入学料の額は，第６条の規定にかか

わらず，4,000円とする。

３ 昭和47年度の再入学に係る検定料の額は，第３条の規定にかかわらず，3,000円とす

る。

４ 昭和47年5月15日から昭和51年3月31日の間において再入学を許可される者に係る授業

料の額については，第10条の規定にかかわらず，当該再入学をした者の属する年次と同

年次の本土に所在する国立の大学の在学者に係る額と同額とする。

附 則（昭和49年1月31日）

この規程は，昭和50年3月1日から施行する。

附 則（昭和49年11月8日）

この規程は，昭和49年11月8日から施行する。

附 則（昭和50年4月1日）

１ この規程は，昭和50年4月1日から施行する。

２ 昭和50年度の再入学に係る検定料の額は，第４条の規定にかかわらず，なお従前の例

による。

附 則（昭和50年5月27日）

この規程は，昭和50年5月27日から施行し，昭和50年4月日から適用する。

附 則（昭和54年6月25日）

この規程は，昭和54年6月25日から施行する。

附 則（平成3年8月27日）

この規程は，平成3年8月27日から施行し，平成3年7月1日から適用する。

附 則（平成16年5月17日）

この規程は，平成16年5月17日から施行し，平成16年4月1日から適用する。

附 則（平成20年11月25日）

この規程は，平成21年4月1日から施行する。

附 則（平成22年9月21日）

この規程は，平成22年9月21日から施行する。

附 則（平成27年11月17日）

この規程は，平成27年11月17日から施行し，平成27年4月1日から適用する。

附 則（平成29年12月20日）

この規程は，平成29年12月20日から施行する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。
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○琉球大学転学部，転学科，転課程に関する規程

１９７２年３月２７日

制 定

琉球大学学則第３６条第２項の規定に基づき，転学部，転学科および転課程（以第１条

下「転学科等」という ）に関し，必要な事項を定める。。

転学科等を志願できる者は，転学科等を行う時点において本学に１年以上在学し第２条

ている者でなければならない。

転学科等を志願する者は，次の書類を指定する日（前学期にあっては２月10日，第３条

後学期にあっては８月10日）までに当該学部へ提出しなければならない。

(1) 転学科等願書

(2) 履歴書

(3) 所属学部長の承諾書（学部を異にする場合に限る ）。

(4〕その他学部長等が必要と認める書類

転学科等を志願する者の選考は，次の各号により審査する。第４条

(1) 当該学部が課す科目の試験

(2) 在学中の成績

(3) 入学した際の入学者選抜学力試験の成績

(4) 面接

転学科等については，前条の審査結果に基づき，当該学部教授会の議を経て，学第５条

長が許可する。

転学科等を許可された者の既に修得した単位は認める。第６条

転学科等を許可された者の在学すべき年数および年次は，当該学部教授会が決定第７条

する。

転学科等を許可された者の授業料は，当該者の属する年次の在学者にかかる額と第８条

同額とする。

附 則

１ この規程は，1972年4月1日（以下「施行日」という ）から施行する。。

２ 施行日の前日に現に存する学科に在学する者が，当該学科と同一もしくは類似する学

， ， ，則第２条第１項に規定する学科または課程に転学部 転学科 転課程を希望するときは

第３条から第５条までの規定にかかわらず，学長は，当該学部教授会の議を経てこれを
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許可することができる。

附 則

この規程は，昭和50年3月1日から施行する。

附 則（平成20年11月25日）

この規程は，平成21年4月1日から施行する。

附 則（平成22年2月16日）

この規程は，平成22年2月16日から施行する。

附 則（平成22年9月21日）

この規程は，平成22年9月21日から施行する。

附 則（平成27年11月17日）

この規程は、平成27年11月17日から施行し，平成27年4月1日から適用する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。
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○琉球大学研究生規程

昭和５６年１１月２８日

制 定

第１条 琉球大学学則第５５条第３項及び琉球大学大学院学則第５４条の規定に基づき，

研究生に関し，必要な事項を定める。

第２条 研究生は，指導教員の指導の下に特定事項の研究に従事するものとする。

第３条 学部の研究生として入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とす

る。

(1) 大学を卒業した者

(2) 前号と同等以上の学力を有すると認められた者

第４条 大学院の研究生として入学することのできる者の資格は，前条に定める入学資格

以上とし，研究科の定めるところによる。

第５条 研究生を志願する者は，次の各号に掲げる書類を指定する日（前学期にあっては

２月１０日，後学期にあっては８月１０日）までに当該学部又は研究科に提出しなけれ

ばならない。ただし，医学部については，入学しようとする月の１５日前までに提出し

なければならない。

(1) 研究生願書

(2) 履歴書

(3) 学力判定に必要な書類

(4) その他学部長等が必要と認める書類

２ 前項の規定にかかわらず，外国人研究生の提出期限については，必要に応じて当該学

部又は研究科が別に定めることができる。

３ 研究生を志願する者は第１項に規定する書類を提出する際に，検定料を納入しなけれ

ばならない。

４ 研究生を志願する者で，職務を持つ者は，所属長の承諾書を添付しなければならない。

第６条 研究生の入学は，学期の初めとする。ただし，特別の事情があると認められる場

合は，この限りでない。

第７条 研究生の研究期間は，１個学期又は２個学期とする。ただし，学期の中途で入学

を許可された者については，この限りでない。

２ 研究期間は，当該学部教授会又は研究科委員会（以下「教授会等」という。）の議を

経て，延長することができる。
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第８条 研究生の選考は，当該学部教授会等の議を経て，学長が行う。

第９条 前条の選考の結果に基づき合格通知を受けた者は，所定の期日までに，入学料を

納入しなければならない。

２ 学長は，入学料を納入した者に，研究生として入学を許可する。

第１０条 研究生として入学を許可された者は，所定の期日までに写真２葉を提出し，研

究生証の交付を受けなければならない。

第１１条 研究生の授業料は，在学予定期間に応じて，６月分に相当する額を当該期間に

おける当初の月に納入しなければならない。ただし，在学予定期間が６月未満であると

きは，その期間に相当する額を当該期間における当初の月に納入しなければならない。

２ 研究又は実験等に要する経費は，別に負担させることができる。

第１２条 検定料，入学料及び授業料の額は，国立大学法人琉球大学料金規程に定める額

とする。

第１３条 既納の検定料，入学料及び授業料は，還付しない。

第１３条の２ 授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者は，当該教授会等の議

を経て，学長がこれを除籍する。

第１４条 研究生は，指導教員が必要と認めた場合には，指定する授業科目を受講しなけ

ればならない。

第１５条 研究生は，最初に研究主題及び研究計画を指導教員へ提出しなければならない。

２ 研究生は，指導教員の指示に従い，レポート又は論文を提出しなければならない。

第１６条 学長は，前条第２項に規定するレポート又は論文を提出した者に，当該学部教

授会等の議を経て，単位及び修了証書を授与することができる。

２ 前項の規定に基づき授与できる単位数は，１個学期４単位又は２個学期８単位とする。

第１７条 研究生の取扱いについては，この規程に定めるもののほか，学内諸規程を準用

する。

第１８条 この規程に定めるもののほか，研究生に関する必要な事項は，当該学部又は研

究科が別に定めることができる。

（準用）

第１９条 この規程は，グローバル教育支援機構，熱帯生物圏研究センター及び島嶼地域

科学研究所について準用する。この場合において，「学部」とあるのは「グローバル教育

支援機構」，「熱帯生物圏研究センター」又は「島嶼地域科学研究所」と，「当該学部教授
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会」とあるのは「グローバル教育支援機構教員会議」，「熱帯生物圏研究センター教授会」

又は「島嶼地域科学研究所会議」と読み替えるものとする。

附 則

１ この規程は，昭和56年11月28日から施行する。

２ 第４条第２項の規定については，前項の規定にかかわらず，昭和57年4月1日から施行

する。ただし，昭和56年度の入学に係る検定料の額は，なお従前の例による。

３ 琉球大学研究生規程（昭和47年7月14日制定）は，廃止する。

附 則（昭和57年3月31日）

この規程は，昭和57年4月1日から施行する。

附 則（昭和58年4月1日）

１ この規程は，昭和58年4月1日から施行する。

２ 昭和58年度の入学に係る検定料の額は，第４条第２項の規定にかかわらず，なお従前

の例による。

附 則（昭和59年3月27日）

１ この規程は，昭和59年4月1日から施行する。

２ 昭和59年度に入学する研究生に係る授業料の額は，第１０条第１項の規定にかかわら

ず前期にあっては，月額12,OOO円とする。

附 則（昭和60年6月25日）

１ この規程は，昭和60年6月25日から施行する。

２ 昭和60年度の入学に係る検定料の額は，第４条第２項の規定にかかわらず，なお従前

の例による。

３ 昭和60年度における入学を許可された者に係る入学料の額は，第８条第１項の規定に

かかわらず，なお従前の例による。

附則（昭和61年6月24日）

１ この規程は，昭和61年6月24日から施行する。

２ 昭和61年3月31日に在学する者及び昭和61年度入学者に係る授業料の額は，第１０条

第１項の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，在学期間が延長された場合

で，当該延長期間の始期が昭和62年4月1日以後であるものを除く。

附 則（昭和62年9月22日）

１ この規程は，昭和62年9月22日から施行する。

２ 昭和62年度の入学に係る検定料の額は，改正後の第4条第2項の規定にかかわらず，な

お従前の例による。

３ 昭和62年度の入学者に係る入学料の額は，改正後の第8条第1項の規定にかかわらず，

なお従前の例による。。

附 則（平成元年4月1日）

１ この規程は，平成元年4月1日から施行する。

２ 平成元年3月31日以後引き続き在学している者の授業料の額は，改正後の第１０条第

１項の規定にかかわらず，在学期間（在学期間が延長された場合で，当該延長期間の始

期が平成元年4月1日以後であるものを除く。）が満了するまでの間は，なお従前の例に
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よる。

附 則（平成元年4月1日）

１ この規程は，平成元年4月1日から施行する。

２ 平成元年3月31日以後引き続き在学している者の授業料の額は，改正後の第１０条第

１項の規定にかかわらず，在学期間（在学期間が延長された場合で，当該延長期間の始

期が平成元年4月1日以後であるものを除く。）が満了するまでの間は，月額16,700円と

する。

３ 平成元年度において入学した者（平成元年3月31日以後引き続き在学している者であ

って，在学期間が延長された場合における当該延長期間の始期が平成元年4月1日以後で

あるものを含む。）に係る平成元年度の前期の授業料の額は，改正後の第１０条第１項

の規定にかかわらず，月額18,700円とする。

附 則（平成２年1月30日）

１ この規程は，平成２年1月30日から施行する。

２ 平成元年度の入学に係る検定料の額は，改正後の第４条第２項の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

３ 平成元年度の入学者に係る入学料の額は，改正後の第８条第１項の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附 則（平成3年4月1日）

１ この規程は，平成3年4月1目から施行する。

２ 平成3年3月31日以後引き続き在学している者の授業料の額は，改正後の第１０条第１

項の規定にかかわらず，在学期間（在学期間が延長された場合で，当該延長期間の始期

が平成3年4月1日以後であるものを除く。）が満了するまでの間は，なお従前の例によ

る。

附 則（平成3年10月1日）

１ この規程は，平成3年10月1日から施行する。

２ 平成３年度の入学に係る検定料の額は，改正後の第４条第２項の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

３ 平成３年10月1日以後において平成３年度の入学者の入学を許可するときに徴収する

入学料の額は，改正後の第８条第１項の規定にかかわらず，60,OOO円とする。

附 則（平成5年2月23日）

１ この規程は，平成5年4月1日から施行する。

２ 平成5年3月31日以後引き続き在学している者の授業料の額は，改正後の第１０条第１

項の規定にかかわらず，在学期間（在学期間が延長された場合で，当該延長期間の始期

が平成5年4月1日以後であるものを除く。）が満了するまでの間は，なお従前の例によ

る。

附 則（平成6年3月22日）

この規程は，平成6年4月1日から施行する。

附 則（平成9年3月25日）

この規程は，平成9年4月1日から施行する。

附 則（平成16年5月17日）

この規程は，平成16年5月17日から施行し，平成16年4月1日から適用する。

附 則（平成17年6月28日）
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この規程は，平成17年6月28日から施行する。

附 則（平成20年2月6日）

この規程は，平成20年4月1日から施行する。

附 則（平成20年11月25日）

この規程は，平成21年4月1日から施行する。

附 則（平成22年9月21日）

この規程は，平成22年9月21日から施行する。

附 則（平成27年11月17日）

この規程は，平成27年11月17日から施行し，平成27年4月1日から適用する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成３１年１月２５日）

この規程は，平成３１年１月２５日から施行する。
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○琉球大学科目等履修生規程

平成５年１０月１２日

制 定

（趣旨）

琉球大学学則第５７条第２項の規定に基づき，科目等履修生の取扱いに関し，必第１条

要な事項を定める。

（入学資格）

科目等履修生の入学資格は，高等学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力を第２条

有する者とする。

（出願手続）

科目等履修生として入学を志願する者（以下「入学志願者」という ）は，次の第３条 。

書類に検定料を添えて，指定する日（前学期にあっては２月１５日，後学期にあっては

８月１５日）までに当該学部又は学生部教育支援課へ提出しなければならない。

(1) 科目等履修生願書

(2) 履歴書

(3) 学力判定に必要な書類

(4) その他学部長等が必要と認める書類

２ 入学志願者で職業を有する者は，所属長の承諾書を添付しなければならない。

（入学の時期）

科目等履修生の入学の時期は，学期の始めとする。第４条

（入学者の選考）

入学者の選考は，当該学部教授会の議を経て，学長が行う。第５条

（入学許可）

前条の選考結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに，登録カー第６条

ド等を提出すると同時に，入学料を納付しなければならない。

２ 学長は，前項の入学手続を完了した者に科目等履修生として入学を許可する。

（履修期間）

科目等履修生の履修の期間は，当該年度限りとする。ただし，年度を越えて開設第７条

する授業科目を履修するときは，当該授業科目の履修が完了する年度までとする。

（科目等履修生証）

， ，第８条 科目等履修生として入学を許可された者は 所定の期日までに写真２葉を提出し

科目等履修生証の交付を受けなければならない。
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（授業料の納付）

履修する授業科目に係る授業料は，登録カード等を所属学部又は学生部教育支援第９条

課に提出すると同時に，財務部（医学部の科目等履修生にあっては医学部）へ納付しな

ければならない。

（検定料，入学料及び授業料）

検定料，入学料及び授業料の額は，国立大学法人琉球大学料金規程に定める額第１０条

とする。

２ 実験及び実習等に要する経費は，別に負担させることがある。

（既納の授業料等）

既納の検定料，入学料及び授業料は，還付しない。第１１条

（単位の授与）

授業科目の登録を完了し，かつ当該科目を履修した者について，試験その他の第１２条

成績，学習状況及び出席状況により担当教員がその成績を判定し合格した者には，所定

の単位を与える。

（証明書の交付）

科目等履修生の単位，在学期間等については，本人の請求により所定の証明書第１３条

を交付する。

（準用）

科目等履修生の取扱いについては，この規程に定めるもののほか学内諸規則を第１４条

準用する。

（補則）

この規程に定めるもののほか，科目等履修生に関する必要な事項は，学長が別第１５条

に定める。

附 則

１ この規程は，平成６年４月１日から施行する。

２ 琉球大学聴講生及び委託生規程（昭和４７年７月１４日制定）は，廃止する。

附 則（平成９年３月２５日）

この規程は，平成９年４月１日から施行する。

附 則（平成１１年１月１４日）

この規程は，平成１１年１月１４日から施行し，平成１０年４月９日から適用する。

附 則（平成１２年３月３１日）

この規程は，平成１２年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年５月１７日）
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この規程は，平成１６年５月１７日から施行し，平成１６年４月１日から適用する。

附 則（平成２０年１１月２５日）

この規程は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年９月２１日）

この規程は，平成２２年９月２１日から施行する。

附 則（平成２２年１２月２１日）

この規程は，平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年１１月１７日）

この規程は，平成２７年１１月１７日から施行し，平成２７年４月１日から適用する。

附 則（平成２９年５月１５日）

この規程は，平成２９年５月１５日から施行し，平成２９年４月１日から適用する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。
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琉球大学外国人学生規程

昭和５３年１２月２日

制 定

第１条 琉球大学学則第５８条及び琉球大学大学院学則第５６条の規定による外国人学生

については、別に定めるもののほか、この規程の定めるところによる。

第２条 外国人学生の区分は、次のとおりとする。

(1) 学部学生

(2) 大学院学生

(3) 特別支援教育特別課程生

(4) 研究生

(5) 科目等履修生

(6) 特別聴講学生

(7) 特別研究学生

第３条 前条第１号から第５号までに規定する外国人学生として入学を志願できる者は、

この規程に定める入学資格を有し、特に定める場合を除き、修学に必要な日本語を理解

できる者でなければならない。

２ 外国人学生の入学時期は、原則として学年の始めとする。

第４条 学部学生として入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

(1) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

大臣の指定したもの

(2) 日本において高等学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められた

者

第５条 大学院修士課程（博士前期課程を含む。）の学生、特別支援教育特別課程生又は

研究生として入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

(1) 外国において学校教育における16年の課程を修了した者又はこれと同等以上の学力

があると認められた者

(2) 日本において大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められた者

第５条の２ 大学院博士後期課程の学生として入学することができる者は、次の各号の一

に該当する者とする。

(1) 外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者

(2) 日本において修士の学位を授与された者又はこれと同等以上の学力があると認めら

れた者
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第６条 大学院博士課程（医学）の学生として入学することができる者は、次の各号の一

に該当する者とする。

(1) 外国において学校教育における18年の課程（最終の課程は、医学又は歯学）を修了

した者又はこれと同等以上の学力があると認められた者

(2) 日本において大学（歯学又は医学の課程）を卒業した者又はこれと同等以上の学力

があると認められた者

第７条 科目等履修生として入学することのできる者は次の各号の一に該当する者とす

る。

(1) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

大臣の指定したもの

(2) 日本において高等学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められた

者

第８条 入学志願者は、次の各号に定められた書類に所定の検定料を添え、所定の期日ま

でに当該学部又は研究科へ提出しなければならない。

(1) 第４条第１号に該当する者

イ 願書

口 履歴書

ハ 最終出身学校の学業成績証明書

ニ 外務省在外公館、本邦所在の外国公館の発行する身分証明書、依頼状等

ホ 旅券の写又は外国人登録済証明書（国外にある者は除く）

ヘ 日本語理解力調査書

ト その他本学が必要と認める書類

(2) 第４条第２号に該当する者

イ 願書

口 調査書（文部省所定の様式により出身高等学校長が作成したもの）

ハ 旅券の写又は外国人登録済証明書

二 その他本学が必要と認める書類

(3) 第５条、第５条の２及び第６条に該当する者は、前各号に準ずる。

(4) 第７条第１号に該当する者

イ 願書

口 履歴書

ハ 最終出身学校の学業成績証明書

ニ 日本語理解力調査書

ホ その他本学が必要と認める書類

(5) 第７条第２号に該当する者

イ 願書

口 履歴書

ハ 最終出身学校の学業成績証明書

ニ その他本学が必要と認める書類
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第９条 入学の選考は、学則その他入学選考に関する諸規則を準用する。

２ 前項によりがたい事情があると認めた場合は、特別の選考を行うことができる。

第１０条 入学の許可は、前条の選考結果に基づき当該学部教授会又は当該研究科委員会

の議を経て学長が行う。

２ 第１項により科目等履修生として入学を許可された者の履修期間は、琉球大学科目等

履修生規程第７条の規定にかかわらず１年とすることができる。ただし、科目等履修生

願書は学期ごとに提出しなければならない。

第１１条 入学を許可された者は、所定の期日までに在留資格（留学）を記載した外国人

登録済証明書その他必要書類を提出するとともに所定の入学料を納付しなければならな

い。

２ 前項の入学手続きを所定の期日までに完了しない者に対しては、入学の許可を取り消

す。

第１２条 国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年文部大臣裁定）に基づく外国人学生

については、検定料、入学料及び授業料（以下「授業料等」という。）を徴収しない。

第１３条 琉球大学研究生規程第５条第２項、第９条第１項、第１１条第１項、第１２条

及び第１３条並びに琉球大学科目等履修生規程第３条第１項、第６条第１項、第９条、

第１０条第１項及び第１１条の規定にかかわらず、本学と外国の大学との間において締

結された大学間交流協定、学部間交流協定及びこれらに準ずるもの（以下「協定」とい

う。）に基づいて受け入れる研究生及び科目等履修生の授業料等が相互に不徴収と定め

られている場合、当該外国人学生の授業料等は、協定に定める人数、期間等の範囲内に

限り徴収しない。

第１４条 外国人学生のための授業科目として開設する日本語科目及び日本事情に関する

科目の名称、単位数及び講義内容は、琉球大学共通教育等履修規程第３条の別表１に定

めるとおりとする。ただし、履修希望者が少数の場合は、開講しないことがある。

第１５条 外国人学生のうち学部学生として入学した者が、日本語科目の単位を修得した

場合には外国語科目の単位に、日本事情に関する科目の単位を修得した場合には外国語

を除く共通教育の科目の単位に、それぞれ充てることができる。

第１６条 外国人学生の取扱いについては、この規程に定めるもののほか学内諸規則を準

用する。

附 則

１ この規程は、昭和53年12月2日から施行する。

２ 琉球大学外国人学生規程（昭和47年7月14日制定）は、廃止する。

附 則（昭和54年12月26日）
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この規程は、昭和54年12月26日から施行する。

附 則（平成4年10月20日）

この規程は、平成4年10月20日から施行する。

附 則（平成6年3月22日）

この規程は、平成6年4月1日から施行する。

附 則（平成9年3月25日）

この規程は、平成9年4月I日から施行する。

附 則（平成22年9月21日）

この規程は、平成22年9月2I日から施行する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成３１年４月１６日）

この規程は、平成３１年４月１６日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。

―　185　―



○琉球大学留学等及び特別聴講学生に関する規程

昭和４８年３月２３日

制 定

第１節 目的

（目的）

この規程は、琉球大学学則第１５条の４に規定する他の大学又は短期大学（以下第１条

「他の大学」という ）及び第３８条に規定する外国の大学又は短期大学における授業。

科目の履修並びに第５６条に規定する特別聴講学生の取扱いについて必要な事項を定

め、もって単位の互換制度の円滑な実施を図ることを目的とする。

第２節 他の大学における授業科目の履修及び留学

他の大学における授業科目の履修及び外国の大学又は短期大学への留学 以下 留第２条 （ 「

学等」という ）を志願する者は、学部長を経て学長の許可を受けなければならない。。

（提出書類）

留学等を志願する者は、次の各号に掲げる書類を提出しなければならない。第３条

(1) 他大学における授業科目履修願又は留学願

(2) 当該大学の要求する書類

（授業料）

留学等を許可された者の当該留学等の期間中の本学における授業料は、これを徴第４条

収する。

（留学等に要する費用）

留学等を許可された者の当該大学における留学等に要する費用は特に定めるもの第５条

のほか自己負担とする。

（単位及び評価の取扱い）

留学等により履修した授業科目の単位及び評価は、原則としてそのまま認める。第６条

（履修科目）

留学等により履修できる授業科目は、本学の専門科目に相当する科目とする。た第７条

だし、当該大学との協議により本学の共通教育の科目及び専門基礎科目に相当する科目

についても履修させることができる。

（単位認定の特例）

学生が留学等に際し、当該大学と本学の学年歴の相異その他やむを得ない理由に第８条

より本学所定の単位の認定方法によることができない場合は、担当教員にその理由を付
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して願い出、単位を修得することができる。

２ 前項の規定により単位を修得しようとする者は、当該授業科目の授業総時数の3分の2

を超えて出席した者でなければならない。

第３節 特別聴講学生

（提出書類）

本学に特別聴講学生として志願する者は、当該大学を経て、次の各号に掲げる書第９条

類を提出しなければならない。

(1) 特別聴講学生願

(2) 履歴書

(3) 成績証明書

(4) その他必要に応じて本学の要求する書類

（入学許可）

特別聴講学生の入学は、当該学部教授会の議を経て、学長が許可する。第１０条

（検定料及び入学科）

特別聴講学生の検定料及び入学料は徴収しない。第１１条

（授業料）

特別聴講学生の授業料は、次に掲げるとおりとする。第１２条

(1) 大学間交流協定、学部間交流協定又はこれに準ずるものにより、相互に授業料等を

不徴収とした場合は、徴収しない。

、 。(2) 前号以外の場合は 国立大学法人琉球大学料金規程に定める授業料の額を徴収する

（聴講期間）

特別聴講学生の聴講期間は、原則として１箇年以内とする。第１３条

（登録単位数）

特別聴講学生の１個学期の登録単位は、原則として２０単位以内とする。第１４条

（特別聴講学生証）

特別聴講学生として入学を許可された者は、所定の期日までに写真２葉を当該第１５条

学部又は学生部教務課へ提出し、特別聴講学生証の交付を受けなければならない。

特別聴講学生の取り扱いについては、この規程の定めるもののほか、学部学生第１６条

の例による。

第４節 雑則

（雑則）
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この規程に定めるもののほか、他大学における授業科目の履修、留学及び特別第１７条

聴講学生の取り扱いについては、当該大学との協議のうえ決定するものとする。

（準用規定）

大学院の特別聴講学生については、大学院学則に定めるもののほか、本規程の第１８条

特別聴講学生に関する規定を準用する。

２ 前項の場合において 「学部長」とあるのは「研究科長」と 「学部教授会」とある、 、

のは「研究科委員会」と読み替えるものとする。

附 則

この規程は、昭和48年3月23日から施行し、昭和47年5月15日から適用する。

附 則（昭和49年2月28日）

この規定は、昭和49年2月28日から施行する。

附 則（昭和51年6月15日）

１ この規定は、昭和51年6月15日から施行し、昭和51年4月1日から適用する。

２ 昭和51年の特別聴講学生に係る授業料の額は第１２条第２号の改正規定にかかわらず

昭和51年度に限り、前期にあっては１単位に相当する授業につき1,200円とする。ただ

し、前期及び後期を通じて１単位となる授業科目の授業料の額は、前期の１単位と後期

の１単位に相当する授業料の額のそれぞれ2分の1に相当する額を合わせた額とする。

附 則（昭和53年4.月1日）

この規程は、昭和53年4月1日から施行する。

附 則（昭和55年3月27日）

この規程は、昭和55年4月1日から施行する。

附 則（昭和57年3月31日）

この規程は、昭和57年4月1日から施行する。

附 則（昭和58年11月1日）

この規程は、昭和58年11月1日から施行する。

附 則（昭和59年3月27日）

１ この規程は、昭和59年4月1日から施行する。

２ 昭和59年度に入学する特別聴講学生に係る授業料の額は、第１２条第２号の規定にか

かわらず前期にあっては、１単位に相当する授業につき6,000円とする。ただし、単位

の修得に前期及び後期を通じての履修を必要とする授業科目の授業料の額は、前期の１

単位に相当する授業料の額の2分の1に相当する額と後期の１単位に相当する授業につい

ての授業料の額の2分の1に相当する額とを合せた額とする。

附 則（昭和61年6月24日）

１ この規程は、昭和61年6月24日から施行する。

２ 昭和61年度に入学する特別聴講学生に係る授業料の額は、第１２条第２号の規定にか

かわらず、なお従前の例による。

附 則（平成元年4月1日）

この規程は、平成元年4月1日から施行する。

附 則（平成元年4月1日）
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１ この規程は、平成元年4月1日から施行する。

２ 平成元年度に入学する特別聴講学生に係る授業料の額は、改正後の第１２条第２号の

規定にかかわらず、平成元年度の前期にあっては、１単位に相当する授業につき9,400

円とする。ただし、単位の修得に前期及び後期を通じての履修を必要とする授業科目の

授業料の額は、前期の１単位に相当する授業料の額の2分の1に相当する額と、後期の１

単位に相当する授業料の額の2分のユに相当する額とを合わせた額とする。

附 則（平成3年4月1日）

この規程は、平成3年4月1日から施行する。

附 則（平成4年10月20日）

この規程は、平成4年10月20日から施行する。

附 則（平成5年2月23日）

１ この規程は、平成5年2月23日から施行する。

２ 平成４年度に入学する特別聴講学生に係る授業料の額は、改正後の弟１２条第２号の

規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成6年2月24日）

この規程は、平成6年4月1日から施行する。

附 則（平成9年3月25日）

この規程は、平成9年4月1日から施行する。

附 則（平成19年2月27日）

この規程は、平成19年4月1日から施行する。

附 則（平成20年2月28日）

この規程は、平成20年4月1日から施行する。

附 則（平成22年9月21日）

この規程は、平成22年9月21日から施行する。

附 則（平成３０年３月１日）

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。
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○学生が本学在学中又は入学前に大学等において修得した単位等の

認定に関する申合せ

平成６年７月１４日

制 定

（趣旨）

第１条 この申合せは，琉球大学学則（以下「学則」という。）第１５条，第１６条，第

１７条及び第３８条第２項の規定に基づく単位の認定に関し，必要な事項を定める。

（定義）

第２条 この申合せにおいて「大学等」とは，学則第１５条に規定する他の大学又は 短

期大学，第１６条に規定する大学以外の教育施設，第１７条に規定する大学若しくは短

期大学又は外国の大学若しくは短期大学及び第３８条第２項に規定する外国の大学又は

短期大学をいう。

２ この申合せにおいて「修得単位等」とは，学生が本学在学中又は入学前に大学等にお

いて修得した単位又は行った学修をいう。

３ この申合せにおいて「共通教育等」とは，共通教育科目及び専門基礎科目をいう。

（単位認定の対象となる修得単位等）

第３条 単位認定の対象となる修得単位等は，次のとおりとする。

(1) 他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学との協議に基づき，学

生が当該大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位

(2) 学生が本学入学前に大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学におい

て履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準(昭和31年文部省令第28号)

第３１条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む。）

(3) 短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修

(4) 大学の専攻科における学修

(5) 高等専門学校の課程における学修

(6) 専修学校の専門課程のうち修業年限が２年以上のものにおける学修

(7) 次に掲げる学校以外の教育施設で学校教育に類する教育を行うものにおける学修
イ 防衛省設置法（昭和 29年法律第 164号）による防衛大学校
ロ 職業能力開発促進法（昭和 44年法律第 64号）による職業能力開発短期大学校，
職業開発大学校及び職業能力開発総合大学校（旧職業訓練法（昭和 33 年法律第
133 号）による中央職業訓練所及び職業訓練大学校，職業訓練法の一部を改正す
る法律（昭和 60年法律第 56号）による改正前の職業訓練法（昭和 44年法律第 64
号）による職業訓練大学校及び職業訓練短期大学校並びに職業能力開発促進法及

び雇用促進事業団法の一部を改正する法律（平成 9 年法律第 45 号）による改正
前の職業能力開発促進法による職業能力開発大学校を含む。）

ハ 独立行政法人水産大学校法（平成 11 年法律第 191 号）による独立行政法人水
産大学校（旧水産庁設置法（昭和 23 年法律第 78 号）による水産講習所並びに旧
農林水産省設置法（昭和 24 年法律第 153 号），旧農林水産省組織令（昭和 27 年
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政令第 389 号）及び独立行政法人国立公文書館等の設立に伴う関係政令の整備等
に関する政令（平成 12 年政令第 333 号）による改正前の農林水産省組織令（平
成 12年政令第 253号）による水産大学校を含む。）

ニ 高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律（平成 20 年法
律第 93 号）による国立高度専門医療研究センターの職員の養成及び研修を目的
として看護に関する学理及び技術の教授及び研究並びに研修を行う施設（厚生労

働省組織規則の一部を改正する省令（平成 22 年厚生労働省組織規則の一部を改
正する省令（平成 22 年厚生労働省令第 58 号）による改正前の厚生労働省組織規
則（平成 13年厚生労働省令第 1号）による国立看護大学校を含む。）

ホ 国土交通省組織令（平成 12 年政令第 255 号）による気象大学校（旧運輸省設
置法（昭和 24 年法律第 157 号）及び旧運輸省組織令（昭和 59 年政令第 175 号）
による気象大学校を含む。）及び海上保安大学校（旧運輸省組織令による海上保

安大学校を含む。）

(8) 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）別表第３備考第４号の規定により文部科

学大臣の認定を受けて大学，短期大学等が行う講習又は公開講座における学修

(9) 社会教育法（昭和24年法律第207号）第９条の５の規定により文部科学大臣の委嘱

を受けて大学，短期大学その他の教育機関が行う社会教育主事の講習における学修

(10) 図書館法（昭和25年法律第118号）第６条の規定により文部科学大臣の委嘱を受け

て大学又は短期大学が行う司書及び司書補の講習における学修

(11) 学校図書館法（昭和28年法律第185号）第５条第３項の規定により文部科学大臣の

委嘱を受けて大学又は短期大学が行う司書教諭の講習における学修

(12) 青少年及び成人の学習活動に係る知識・技能審査事業の認定に関する規則（平成12

年文部省令第25号）又は技能審査の認定に関する規則（昭和42年文部省告示第237号）

による文部科学大臣の認定を受けた技能審査の合格に係る学修

(13) アメリカ合衆国の営利を目的としない法人であるエデュケーショナル・テスティン

グ・サービスが英語の能力を判定するために実施するトフル及びトーイック又は次に

掲げる要件を備えた知識及び技能に関する審査であってこれらと同等以上の社会的評

価を有するものにおける成果に係る学修

イ 審査を行うものが国又は一般社団法人若しくは一般財団法人その他の団体であ

ること。

ロ 審査の内容が，学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第８３条第１項に規定す
る大学の目的に照らし適切なものであること。

ハ 審査が全国的な規模において，毎年１回以上行われるものであること。

ニ 審査の実施方法が，適切かつ公平であること。

（出願手続）

第４条 修得単位等の認定を希望する者は，次の書類を添えて所属学部長に願い出るもの

とする。

(1) 修得単位等に係る単位認定申請書（様式第１号）

(2) 大学等の成績証明書又はこれに相当する書類

(3) その他本学が必要と認める書類
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２ 前項の書類の提出については，次のとおりとする。ただし，本学入学前に修得した単

位等については，入学した年度に申請しなければならない。

区 分
提 出 期 間

第 １ 期 第 ２ 期

本学入学前及び在学中に修

得した単位

（学則第15条，第16条，第1 4月1日～4月12日 9月25日～1O月6日

7条，第38条第2項関係)

(単位の認定)

第５条 当該学部長は，認定の願い出のあった修得単位等について，教授会の議に基づい

て認定を行うものとする。この場合，共通教育等に相当する科目の単位の認定に当たっ

ては，第５条の２の規定により審査するものとする。

２ 前項において単位の認定を行うに当たっては，第３条第５号から第１３号に規定する

学修について，大学教育に相当する水準を有すると認めたものについて行うものとする。

第５条の２ 単位認定を願い出た授業科目の内容が，原則として認定を希望する本学の授

業科目と同等とみなされ，かつ，単位数が同一又は多い場合に限り，本学の当該授業科

目の単位の範囲内で認める。ただし，本学が，大学等において履修した授業科目等に相

当する授業科目を開設していない場合は，審議の上，大学等において修得した科目等の

名称のまま，本学の単位に換算して認めることができる。

２ 本学（短期大学部を除く。）で修得した単位については，申請どおり認めるものとす

る。

３ 登録を完了した科目は，認定の対象外とし，認定された科目は，登録できないものと

する。

第６条 修得単位等の認定については，学則第１５条，第１６条，第１７条及び第３８条

により修得したものとみなす単位数を合わせて６０単位以内を，卒業の要件となる単位

として取り扱うものとする。

２ 前条の規定により認定する科目の単位数が，前項の卒業の要件となる単位数を超える

場合は，認定する科目及びその単位数を当該学部長が確定するものとする。

（単位認定通知書の交付）

第７条 当該学部長は，認定した単位及び授業科目について，修得単位等に係る単位認定

通知書（様式第２号）を交付する。

（修業年限）

第８条 単位認定を行った場合にあっても，修業年限は短縮されない。

（単位認定に伴う指導等）

第９条 単位の認定を行った場合には，認定した単位に代えて他の選択科目の履修を行わ
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せるなど学習内容の豊富化を図るよう当該学部において適切な指導を行うものとする。

（認定の評語）

第１０条 認定された科目の評語は，Ｒで表示するものとする。

（補則）

第１１条 この申合せに定めるもののほか，単位の認定に関する必要な事項は，各学部長

が別に定める。

附 則

１ この申合せは，平成6年7月14日から施行する。

２ 一般教育科目等の単位換算に関する細則（昭和57年2月27日制定）は廃止する。

附 則（平成9年3月25日）

この申合せは，平成9年4月1日から施行する。

附 則（平成12年2月22日）

この申合せは，平成12年4月1日から施行する。

附 則（平成１８年１月２４日）

１ この申合せは，平成１８年４月１日から施行する。

２ 改正後の１０条の規定にかかわらず，平成１７年度以前入学者（再入学については，

当初の入学年度が平成１７年度以前入学者）の認定の評語は，なお従前の例による。

附 則（平成２０年２月１８日）

この申合せは，平成２０年２月１８日から施行し，平成１９年１２月２６日から適用す

る。ただし，改正後の第１条，第２条，第４条及び第６条については，平成２０年４月１

日から適用する。

附 則（平成２０年１１月２８日）

１ この申合せは，平成２１年４月１日から施行する。

２ 平成２１年３月３１日に在学していた者が，本学入学前に修得した単位等の認定申請

書類提出期間は，改正後の第４条第２項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則（平成２２年１２月２１日）

この申合せは，平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年２月１７日）

この申合せは，平成２７年２月１７日から施行し，平成２６年９月１日から適用する。

附 則（平成３０年３月１日）

この申合せは，平成３０年４月１日から施行する。
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様式第１号

修得単位等に係る単位認定申請書

平成 年 月 日

部長殿

所 属 学部 学科（課程） （科） 年次

学籍番号 氏 名 印

指導教員 印

１ 学則第15条，学則第16条

２ 学則第17条 の規定により単位の認定を受けたいので，

３ 学則第38条第2項 下記により申請します。

（＊１．２．３のいずれかを○で囲むこと。）

記

単位等の修得を行った
単位等の修得を行った時期 添 付 す る 書 類

機関名

１ 本学在学中 １ 成績証明書

２ 本学入学前（ 年度） ２修了（在学）証明書

３ その他

認定を希望する本学の授業科目 大学等において修得した単位導

科目 科 目
授業科目名 単位 授業科目名等 単位等 評価等 備 考

区分 番 号

○記載上の注意:１ 原則として右欄に記載する授業科目に対応させて左欄の

本学の授業科目名等を記入すること。・

２ 認定を希望する順に記入すること。
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様式第２号

修得単位等に係る単位認定通知書

平成 年 月 日

学部 学科（課程） （科） 年次

学籍番号

氏 名 殿

認定する本学の授業科目 大学等において修得した単位等

科目 科 目
授業科目名 単位 授業科目名等 単位等 評価等 備 考

区分 番 号

１ 学則第15条，学則第16条

２ 学則第17条 の規定に基づき，上記のとおり本学に

３ 学則第38条第2項 おいて修得又は履修したものとみなし

単位を認定する。

平成 年 月 日

部長 印
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　学生が本学在学中又は入学前に大学等において修得した単位等の認定に関する申し合せ第３条

第１２号及び１３号に基づく技能審査等にかかる学修の単位に関する基準（外国語科目関係）に

ついては，下記のとおりとする。

記

英　語

英検１級 英検準１級演習２単位、 　　４単位

ＴＯＥＦＬ演習又は、

ＴＯＥＩＣ演習のうち２単

位の計４単位

ＴＯＥＦＬ　　PBT５８０点以上 ＴＯＥＦＬ演習２単位、 　　４単位

CBT２３７点以上 英検準１級演習又は、

iBT　９２点以上 ＴＯＥＩＣ演習のうち２単

位の計４単位

ＴＯＥＩＣ ８６０点以上 ＴＯＥＩＣ演習２単位、 　　４単位

（ＩＰテストは除く） ＴＯＥＦＬ演習又は、

英検準１級演習のうち２単

位の計４単位

国連英検特Ａ級及びＡ級 英検準１級演習、ＴＯＥＦ 　　４単位

商業英語Ａクラス Ｌ演習、ＴＯＥＩＣ演習、

特定英語課題演習Ⅰ、特定

英語課題演習Ⅱのうち計４

単位

英検準１級 英検準１級演習２単位 　　２単位

ＴＯＥＦＬ　　PBT　530～579点 ＴＯＥＦＬ演習２単位 　　２単位

CBT　197～237点

iBT　,71～,91点

ＴＯＥＩＣ　700点～859点 ＴＯＥＩＣ演習２単位 　　２単位

　（ＩＰテストは除く）

国連英語Ｂ級 特定英語課題演習Ⅰ又はⅡ 　　２単位

商業英語Ｂクラス のうち２単位

技能審査等に係る学修の単位認定に関する基準について

　　対象となる技能審査等 認定授業科目 最大認定単位数 認定（標語）

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
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ドイツ語

　ドイツ語技能検定 　５級 ドイツ語入門Ⅰ 　　２単位

　４級 インテンシブドイツ語Ⅰ、 　　４単位

又は、

ドイツ語入門Ⅰ、Ⅱ

　３級 インテンシブドイツ語Ⅰ、 　　８単位

Ⅱ又は

ドイツ語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳ

　２級以上 インテンシブドイツ語Ⅰ、 　１２単位

Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

又は、

ドイツ語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳ、インテンシブドイツ語

Ⅲ、Ⅳ

※独検（財団法人ドイツ語学文学振興会）

フランス語

フランス語技能 　５級 インテンシブフランス語Ⅰ 　　４単位

検定 又は、

フランス語入門Ⅰ、Ⅱ

　４級 インテンシブフランス語 　　８単位

Ⅰ、Ⅱ

又は、

フランス語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳ

　３級以上 インテンシブフランス語 　１２単位

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

又は、

フランス語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳ及びインテンシブフラン

ス語Ⅲ、Ⅳ

※仏検（財団法人フランス語教育振興会）

　　対象となる技能審査等 認定授業科目 最大認定単位数 認定（標語）

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

　　対象となる技能審査等 認定授業科目 最大認定単位数 認定（標語）

Ｒ

Ｒ

Ｒ
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スペイン語

スペイン語語技能 　６級 スペイン語入門Ⅰ 　　２単位

検定 　５級 インテンシブスペイン語Ⅰ 　　４単位

又は、

スペイン語入門Ⅰ、Ⅱ

　４級 インテンシブスペイン語 　　８単位

Ⅰ、Ⅱ

又は、

スペイン語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳ

　３級以上 インテンシブスペイン語 　１２単位

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

又は、

スペイン語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、

Ⅳとインテンシブスペイン

語Ⅲ、Ⅳ

※西検（財団法人スペイン語協会）

中国語

①中国語検定　３級以上 中国語基礎Ⅰ 　　８単位

（ただし，平成１６年度以前

取得者については準２級以上　

とする。）

②漢語水平考試験（ＨＳＫ） 中国語基礎Ⅱ

５級以上

③実用中国語技能検定３級以上

④中国語コミュニケーション

能力試験（ＴＥＣＣ）

Ｃレベル（550点）以上

※①日本中国語検定協会　②中国国家教育部　③財団法人アジア国際交流奨学財団

④中国語コミュニケーション協会（ＴＥＣＣ）

附　則（平成２１年５月１９日）

この基準は，平成２１年５月１９日から施行し，平成２１年４月１日から適用する。

附　則（平成２６年３月１８日）

この基準は，平成２６年４月１日から施行する。

附　則（平成２７年２月１７日）

この基準は，平成２７年２月１７日から施行し，平成２６年９月１日から適用する。

　　対象となる技能審査等 認定授業科目 最大認定単位数 認定（標語）

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

　　対象となる技能審査等 認定授業科目 最大認定単位数 認定（標語）
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  教育実習（小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例
等に関する法律に基づく「介護等の体験」を含む。）を受けるため講義等に出席でき
ない学生については，次により処理する。

１  欠席扱いにはしない。
２  イ  レポートの提出あるいは，補講等の措置を講じ，出席扱いにする。

ロ 上記イについては各教員に一任する。

附  則（平成１３年９月２７日）
 この取り扱いは，平成１３年１０月１日から施行する。

教 育 実 習 生 の 実 習 期 間 中 の 講 義 の 取 り 扱 い に つ い て

（昭和47年6月27日評議会制定）

―　199　―


	0_1_R4表紙
	0_2_令和４年度学年暦
	令和４年度学年暦（案）_Part1
	R4_学年暦（案）

	R4_七曜表差し替え

	0_3_目次(仮)
	目次_R4理学部版

	1_3_琉球大学学則
	1_4_琉球大学各学部共通細則
	1_5_琉球大学共通教育等履修規程
	1_6_別表１・共通教育等授業科目表
	【R4】履修規程P4-8

	1_7_別表２・共通教育等科授業目講義内容
	人文系
	社会系
	自然系
	健康運動系
	総合
	琉大特色・地域創生
	キャリア関係
	情報関係
	外国語
	専門基礎(先修)
	専門基礎(転換)
	日本語・日本事情

	1_8_別表３・各学部学科等別共通教育等履修基準表
	人文社会
	国際地域創造
	教育
	理学
	医学
	工学
	農学

	2_1_琉球大学成績評価不服申立に関する申合せ
	2_2_琉球大学ＧＰＡ制度に関する申合せ
	2_3_琉球大学除籍に関する申合せ
	琉球大学除籍に関する申合せ
	琉球大学除籍に関する申合せ（別紙様式）
	修学継続願


	2_4_休学についての申合せ
	2_5_琉球大学授業科目の履修中止に関する申合せ
	2_6_琉球大学暴風警報及び気象等に関する特別警報発表に伴う授業及び期末試験の取扱いに関する申合せ
	2_7_琉球大学学生の懲戒に関する基準
	3_1_理学部規程
	3_2_共通授業科目
	共通

	3_3_数理科学科
	数理1
	数理（別表1）

	数理2
	数理（別表2）


	3_4_物質地球科学科_物理系
	物理1
	物理（別表1）

	物理2
	物理（別表2）


	3_5_物質地球科学科_地学系
	地学1
	地学（別表1）

	地学2
	地学（別表2) 


	3_6_海洋自然科学科_化学系
	化学1
	化学（別表1）

	化学2
	化学（別表2）


	3_7_海洋自然科学科_生物系
	生物1
	生物（別表1）

	生物2
	生物（別表2）


	3_8_博物館学関係_学芸員資格について
	5_1_琉球大学編入学規程
	5_2_琉球大学転入学規程
	5_3_琉球大学再入学規程
	5_4_琉球大学転学部、転学科、転課程に関する規程
	5_5_琉球大学研究生規程
	5_6_琉球大学科目等履修生規程
	5_7_琉球大学外国人学生規程
	5_8_琉球大学留学等及び特別聴講学生に関する規程
	5_9_学生が本学在学中又は入学前に大学等において修得した単位等の認定に関する申合せ
	5_10_技能審査等
	5_11_教育実習
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



